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は し が き
今から二十数年前，ブラジルに渡る決心したとき，私はベイツの「ア

マゾンの博物学者」とハドソンの「ラプラタの博物学者」の二著を読

んだ。そして私はまだ見ぬ南米の自然を夢に描きつつその一角に上陸

し，今日まで曲がりなりにもその夢を実現しつつあることを幸福に思

う。

ブラジルの各地に採集の旅をつづけ，かたわらここに来た幾多先人

の跡を知るに及んで，その自然がいかに豊富であり，我々研究者に

とって無限の宝庫であることがますますよくわかり，ここに研究の場

所を選んだことを私は深く喜んだのである。

しかし一方では，一介の移民として来た私にとって，研究生活を続

けてゆくことはけっしてやさしいことではなかった。 それには幾多

の先輩知友の援助と指導をいただいたことは申すまでもないことで，

その中には既に故人となられた方々もある。今日ここに一書を著わす

ことができた機会に，これらの方々に深く感謝の意をささげる。 私



は現在ラプラタ川の上流，パラナ河畔，セッテ＝ケーダス瀑布のほと

りに住んで，博物館建設を終生の仕事としてその充実に情熱を注いで

いる。ブラジルはその国士があまりにも広大で，その自然界はあまり

にも多くの天産物に恵まれている。それに比して，その調査は今なお

あまりにも未完成である。 私の仕事はその大海に投じた一石にも値

しないかもしれないが，その一石がいくらかでも反響を呼んで，共鳴

する人がでて，そのあとを継いでいただく人がでることを望んでいる。

本著は私の今日までの研究の一端で，前編に主として南部ブラジル

に原産の植物50種を選んでそれを図説した。その説明はときに親疎そ

れぞれ異なっているが，産業上重要な種類と思われるものには詳説を

加えたたために起こった不統一であると了解されたい。後編にはブラ

ジルの植物探検略史を書いたが，これはいずれもっと詳細なものを書

きたいと思っているので，ここには一切の図版や写真は省略した。ま

た，巻末に付すべき参考文献等もこの書では省略しておいた。 他日

の機会にゆずらんがためである。本書に掲載の図版の大半は，著者が

生植物より直接写生し，その記載をしたもので，少数はその入手困難



なため，他の著書によったが，その場合はそれぞれその旨を記してお

いた。

著者を今日あらしめた先輩として，特に記して感謝の意を表したい

方々は，日本において，勝又秀丸先生および故中井猛之進博士があり，

ブラジルにおいては，栗原自然科学研究所を創設した神屋信一氏，ま

た，セッテ・ケ－ダス博物館建設にばくだいな理解を示された松山慎

次郎氏夫妻，サン＝パウロ州立植物園の，故ジョアキン＝フランコ＝

デ＝トレード博士等である。なお本書に御多忙中にもかかわらず喜ん

で序文を寄せて下さった，東大教授前川文夫博士，および，サン＝パ

ウロ市南米銀行専務宮坂国人氏にはそれぞれ厚く御礼を申し上げる。

なお本書出版に際し，いっさいの労をとられた帝国書院守屋紀美雄

社長および佐藤温専務，ブラジルにおいて，すべての雑務を引き受け

て下さった加藤千重子氏には，ここに衷心感謝の意を表するものであ

る。

1961年 4月 著 者 し る す



著者略歴

１９１３年静岡県に生まる。

１９３４年波伯，サン＝パウロ市外エメボイ農業学校卒。

１９３８年サン＝パウロ市栗原自然科学研究所理事。

１９５０年サン＝パウロ州立植物園研究員、１９５４年末パラナ州グ

アイラ農事試験場長となり，１９６０年同地にセツテ＝ケーダス博物

館を創設，館長を兼任。



ブラジル植物記
一身近な有用植物の知識一

目 次

(注・ページ数は原本ではなく、本文庫のものです)

序文‥・‥……‥・‥‥・…・‥‥‥‥・前川文末… 12

序文…………………………………………宮坂国人……15

はしがき…………………………………………………… 3

ブラジル植物図説…………………………………………19

ブラジル植物探検略史………………………………… 373

索引

学名索引・…‥‥’‥‥…‥‥’’’‥‘‥‥‥…‥…524

欧文普通名索引‥‥‥‥・‥‥…’…‥………‥‥’530

人名索引・・…・…・・・‥…‥……‥‥…‥‥…‥537

和文索引‥‥…‥‥‥…・．‥＝‥…‥’‥‥‥‥‥545



〈表紙カバー〉

シッポー・デ・サン・ジョアン Ｃｉｐo ｄｅ Sａｏ Ｊｏａｏ

学名Ｐｙｒｏｓｔｅｇｉａｖｅｎｕｓｔａ Ｍｉｅｒｓ

ノウゼンカヅラ科 （注・使用した本では表紙は失われている）

ブラジル植物．図説目次

ピニェイロ＝ド＝パラナー‥‥ 19

ウルチーガ‥‥‥・・‥‥‥‥・…… 24

プリマベーラ‥‥‥‥‥‥‥・‥…‥ 31

ボニーナ…‥‥‥‥‥‥‥……‥‥・ 38

オンゼ＝オーラス・‥‥……‥‥・ 45

ベルドロエーガ＝グランデ‥‥ 50

フォルノ＝ダグア………‥…‥ 55

アメンドイン・・・…‥‥‥…‥…・・68

ダルトリアール…・…………‥・ 88



コルチセイラ…………………・97

フエイジョン…………………・104

マルフィン……………………・117

マンジョカ……………………・121

カジュー………………………・130

エルバ＝マテ…………………・143

グァラナー……………………・160

アソイタ＝カバーロ………… 172

パイネイラ・‥‥・‥…‥‥・177

マラグジャー…………………・183

マモン…………………………・191

フロール＝デ＝セーダ……‥・203

ジャボチカーバ………………・208

ゴヤーバ………………………・215

クワレズマ……………………・226

アラマンダ‥‥‥‥…・…・‥231



カンパイーニャ＝デ＝カヌード 336

コロア＝デ＝ビウーバ‥‥‥‥‥‥ 242

リッシャ‥‥‥‥・‥・‥…・‥…247

カンバラー……‥…‥‥‥……‥‥252

ベルベーナ‥…・‥……‥‥‥‥‥260

サンゲ＝デ＝アドン……‥＝‥‥ 264

マナカー‥……・‥……・‥……・269

トマテ＝フランセース・‥‥‥‥・274

ジロー‥…‥‥…‥・‥・・‥‥・279

ウーニャ＝デ＝モルセーゴ…… 284

イペ－＝ロッショ‥…・・‥・‥ 289

エルバ＝デ＝ラット‥‥…・…… 296

マシシエ‥……・‥…・‥‥‥‥・300

バッソウラ………‥・‥・…‥……307

ピッコン・‥‥…・・‥‥・…・‥311

フロール＝ダス＝アルマス‥…・ 318



コルドン＝デ＝オウロ‥…‥‥… 322

グラーマ＝イングレーザ・・…・‥327

アバカシー‥…・………‥……・‥332

カラグアター・‥‥……・‥……‥345

アスセーナ＝ド＝リオ‥・‥…‥‥349

ビリー・‥‥‥‥…‥…‥‥・‥・353

レーリア…‥・…‥…‥‥…‥……360

ソフロニテス…‥・…・・‥‥‥…364

ステノリンクス‥…・…‥・‥……368

ブラジル全図 548



序 文
橋本梧郎君をはじめて知ったのは，私がまだ大学に在学中であった

からもう古いことになる。当時私は「カンアオイ」という植物に興味

を持ち，それが病みつきで今もなお研究材料として，植物の進化の根

本法則を知る上に，まことに重宝で有利な資料であって，深い愛着を

抱くまでになっている。この研究中に，橋本君が郷里の静岡県で採集

されて大学へ送られた標本が「カギガタアオイ」という新種であり，後

になってなかなか重要な鍵を学問的に提供してくれた種類であったの

で，橋本君の名は私の頭に強く残った。しかし，とうとう会って話を

する機会がないうちに，同君は渡伯され，自然と連絡がなくなってし

まった。

それが数年前からいつか文通が復活し，私が小石川植物園長であっ

たときには，快くブラジルの植物の種子を選択して送ってくれるなど，

同君らしい援助をおしまれなかった。当時すでにグアイラの農事試験

場長として活躍中であったが，手紙の中のパラナ川の大滝の音が夜に

なるときこえるという手紙の一節から，スケールの大きいブラジルの



風物をあれこれと想像し，いつか同地をたずねて，はじめて同君の風

貌に接したいと念願していた。

昨年は東京大学第２次アンデス地帯学術調査に加わって，ペルーの

山地に植物を採集する機会に恵まれたが，日程の余裕のなさからとう

とうグアイラ訪問をはたすことができなかった。こんなわけで一度も

会っていないのだが，私にはそうとは思えないほどの友情を感じてい

る一人の友人である。

その橋本君が１冊，ブラジルの植物の本を書くという。双手をあげ

て賛成した。そして最近その原稿がとどけられた。

ブラジルは面積も広いし，環境も多岐であって，植物の種類が多い

ことでは古来有名なところである。マルチウスのブラジル植物誌は，

その膨大きで植物書中の圧巻で，書棚に並べると３ｍ近く立ち並ぶほ

どだが，おそらくはブラジルの全種類の１％も記載していないだろう。

しかし，そういう多数種ではあっても，人間との接触のごく親しいも

のもあれば，人煙稀薄の地にしかないものも多かろうし，ひどくよく

似た形をしていて専門家泣かせの多種類の属もある。それらの中から，



いろいろな意味で人間の生活と続いている代表的な種類を５０だけ選

んで図解したものがこの書物の中心になっている。図も適宜に植物の

特徴をよく伝えているから，読者の方々はたぶんパラパラとめくって

いると，自分の身の回りにあって記憶に残っていたいくつかの種類に

であうことであろう。図によって名がわかり親しみを増せば，こんど

はそのほかの植物がきっと身近なものになってくるであろう。豊富な

植物資源の開発はこうした植物を知ることから開けてゆくに相違いな

い。ブラジルに住む方々がブラジルの植物に親しくなることは，そう

いう意味で一番心強いことである。それはまた橋本君の喜びであるば

かりでなく，世界の人類の喜びに通じるであろう。橋本君とそのまわ

りとがこれに力を得て，第２，第３の図集がでてゆくようになること

を祈ってやまない次第である。

昭和３６年７月１０日

アンデスの標本を整理しているときに

東京大学教授 理学博士 日本植物園協会会長 前川文夫



序 文
私の敬愛する友人，橋本梧邸君は，静岡県の生まれ， 1934年渡伯，

当時ブラジル移民を取り扱っていた海外興業株式会社経営のサン＝パ

ウロ市郊外のエメボイ農業実習場に2か年学び，その後モジ＝ダス＝

クルーゼス町で2か年日本語の先生を勤めたが1938年サン＝パウロ市

にきて，神屋信一氏が主宰していた栗原自然科学研究所に入って，ブ

ラジルの動植物の調査，研究に没頭したが，また考古学の勉強もし，サ

ン＝パウロ州立植物園の研究員として5か年間，研究に日夜の努力を

致された。

1955年からパラナ州グアイラ市の農事試験場長として勤続，はなは

だ令名あり，かたわら同地に独力をもってセッテニケ－ダス博物館を

設立し，当国学会の注目称讃を博している。

このグアイラという所はパラナ州の西方，パラグアイとの国境，パ

ラナ河畔にあり，その付近のセッテ＝ケーダス滝は雄大な景観で有名，

その水力利用の電源開発工事調査のため，日本も2回にわたって調査

団を送っている。



以上の研究や調査の間，同氏はブラジルで今まで知られていなかっ

た新植物の発見をリオ－デ＝ジャネイロの学界に発表して，学者や専

門家連中を驚かせ，また大きな称讃をかち得たのである。

同氏はまた，サン－パウロ博物研究会の顧問として，十数年にわ

たって毎年，博物研究キャンプを諸方の土地に開き，主として学生の

実地指導に当たっており，その参加人員は年々増加しているありさま

である。 同氏が今日まで収集した植物標本は50，000点，動物標本

は10，000点，考古学資料は2，000点に及んでおり，数年前来伯せら

れた渋沢敬三移動大使も，これらの標本をみられて，「移住者として

なんらの資力も有せず，しかも他人の力をかりず，独力にてかくのご

とき貴重な標本を，かくもたくさん収集されたということは他にその

比をみない。

移民というものは，経済の方面ばかりでなく，文化の方面にも偉大

なる貢献をなし得るものである，ということがわかった」と激賞せら

れたのを私も承った。

私はこのブラジルで実業に携わっている者であり，学問には縁の遠



い者であるが，ここで君が一番尊敬する人物はだれだときかれたら，

私は，橋本君だと手をあげるに躊躇しない。橋本君のように，ほんと

うに貧乏して－－－あれがほんとうの清貧というもあわのであろう，

それがけっしてやせがまんでなく，人に憐れみを請わず，いつもゆう

ゆうとして，にこにことして不平を言わず，一心不乱だが楽しんで，こ

の大きなブラジルの植物や動物と取り組んでいる姿を見ると，教えら

れるとともに心があたたまるのである。

私たち友人は，同君がいつかまとまった君の研究を本として世間に

発表してもらいたい，と切望していたが，今度その時機が到来した。

それは先年東京の帝国書院社長守屋紀美雄氏や佐藤温氏が来伯せられ

たのが機縁となり，橋本君の人柄と業績に感激せられ，同氏等の多大

な御後援によって「ブラジル植物記」が刊行せらるることになった。

橋本君はさぞうれしいことであろうし，またこの著書は日伯文化の面

で大きな貢献をなすであろうことを確信し，衷心慶賀にたえない次第

である。

橋本君は垂南と号しりっばな俳人である。私たちが吟行するとき，



名前のわからぬ草木花弁に出会うと，垂南にきけばたちどころに日本

にもあるものは日本名，その他ポルトガル語名，ラテン語名など教え

てくれる。 いったいいつの間にこんな物知りになったものかと，み

な驚くばかりである。

囲の露のホロホロと散り蜘蛛受胎

凍雲やゴヤス横断機首上ぐる

終点は大学の門鳳凰樹

垂 南

1961年 4月 10日

サンパウロ市において 宮 坂 国 人



ピニェイロ＝ド＝パラナ－
（Pinheiro do Parana）

Araucaria angustifolia （Bert．） O．Kuntze

科 名 ナンヨウスギ科（Araucariaceae）

形 態 高さ40－50cmに達する喬木。幹の直

径2m半に達するものもある。

樹皮は暗黒褐色にして横に溝があり，直立

し，かさ枝は木が古くなるに従って水平にひ

ろがり，傘の形となる特徴がある。 枝は輪生

に出る。

葉は楕円状皮針形で先端は鋭先頭，濃緑

色。裏面は多少凹入し，長さ4cm，幅 6～ 7mm，花は雌雄異株に生じ，



若い木の間はその区別が困難である。

おばなは円筒形で，長さ10－13cm，直径15－30mm，先端は少し細

まり，褐色となって落ちる。

短い枝の先に単一または23個集まって着生し，中に多くのやくがあっ

て，花粉は風で飛ばされる。

めばなは枝の先に着生し， 1個ないし多数を同一の枝に生じ球形で

ある．

球栄は卵状球形で，基部は少しくぼむ。

鱗片状の苞はその数1，000にも達するが，先の方には種子がつかな

い。

めばなは受精から成熟まで20～22か月もかかるので，1本の木に若

い球果と古い球果を同時にみることができる。熟すと種子は苞ととも

に離れて落ちる。

球果の直径は20cmにも達し， 1果より100－150個の種子がとれる。

種子は光沢ある黄色で後に暗褐色となり，長さ5cm，径2cm，重さ6～

7gで 1kg当たり平均150粒ある。内はいにゆうは澱粉にとみ，中に線



状円筒形の子葉がある。

異 名 Pinheiro nacional; Pinheiro do Brasil; Curi．

gustifolia Bertoloni（Plante del Brasile ; 1820， p． 7）がある

ので，これをアラウカリア属に移したオットー＝クンツェ（Otto

Kuntze）の学名（1893）が正しいことになる。種名は「狭き葉」の意

のラテン語。

分 布 パラナマツは南ブラジルから，ウルグアイの北部山地，ア

ルゼンチンのミシオネス州に自生しているが，ブラジルでは，ミナス・

ジライス州南部の山地，リオ＝デ＝ジャネイロ州の南部山地，サン＝

パウロ州の南部，パラナ州のほとんど全部，サンタ＝カタリーナ州か

ら，リオ＝グランデ＝ド＝ス－ル州の北部山地にわたって分布してい

る温帯的植物である。その樹形が傘状であるので，野生地ではそこに

特殊な景観を与えている。1819年始めて英国に紹介され，日本には明

治の末に渡来したというが，その後，ブラジルから多くの人によって

日本に送られたようであるが，筆者も1939年に京都植物園に送ったの

が立派に育っていると聞く。



花 期 9 － 10月のころ。果実は4－ 5月ごろに成熟する。

用 途 本種は南ブラジルで最も重要な木材の一つにして，木はピ

ニェイロ（Pinheiro）といい，材はピ－ニョ（Pinho），球果はピーニャ

（Pinha），種子はピニョン（Pinhａo）といってそれぞれ名前がつけら

れている。種子は大きくて脂肪にとみ，塩ゆでして食用とするが，サ

ン＝パウロ以南の都市では広く街路で売られ 4－6月ごろにはピニョ

ン売りの声が夜の街を通っていく。

材は白質を帯び，割合やわらかく，その用途は広い。建築材・家具

材・箱材として最も広く用いられ，また，マッチの軸木・パルプの原

料としても多量に用いられ，ベニヤ板の原料としても多く使われるO

その比重は，ブロテ一ロ（Brotero）によれば0．540－0．560である。

パラナマツの材はブラジルとしては重要な天然資源で，このために

国立のパラナマツ研究所（Instituto Nacional do Pinho）がリオに

あり，その研究や輸出の統制を行なっている。輸出量は1953年に553，

188トン， 1954年には478，919トンに達している。パラナ州だけでも

現在約2億本の成木があるとみられている。



南ブラジルでは政府はその植林を奨励しているが，種子は直播きで，

穴を掘って植える。種子の発芽力は1か年でゼロになるから採取した

ら間もなく植えなくてはならない。植林用としては普通2m間隔に植え

るが，生長速度は最初の3年目までは年40cm，4年から20年目の間は

年120cmと速くなり， 21年から40年目の間は，おそくなって年10cm

ぐらいになるという。材としてきり出せるのは30－40年ぐらいのもの

であるから，ほかの北半球の針葉樹に比べればまだ早いわけである。

ブラジルの裸子植物はソテツ科のザミア属（Zamia）の4種と，マオ

ウ属（Ephedra），グネッム属（Gnetum）の数種が熱帯地方にあるほか，

マキ科に 2 種 Podocarpus Sellowii Klotzsch と P． Lambertii

Klotzschがあるのみであるが，ことに後者はよくパラナマツと混生し

て，同じ分布を示しており， Pinheiro bravoおよびPinheirinho の

俗名で知られ，鉛筆やマッチ軸の材料として用いられるほか，観賞用

としても植えられる。その子衣は食用にするほど大きくはない。



ウ ル チ ー ガ
（Urtiga）

Urera foaccifera （Linn．） Gaudich．

科 名 イラクサ科（Urtkaceae）

形 態 高さ4mに達する潅木にして，やや日陰地を好む。

茎は円筒形，中空にして条溝あり，緑色または紅紫色を帯びる。 全体

に欽毛（きんもう）を有する逆刺および細毛がある。傷をつけると黄

褐色の汁が出，後に淡黒色に変わる。やや多肉質である。

葉は互生し，長柄がある。托葉は皮針形，淡緑色，先端2裂し，細

毛あり，長さlcm，早落性。葉柄は円筒形，緑色または紅紫色を帯び多

肉質，軟毛ある逆刺は下面にことに多く，上面には浅き溝あり。また

全体に細毛がある。長さ10－15cm，径1cmに達する。葉身は心状卵形

または卵状広楕円形にして，長さ10－30cm，幅5－18cm，基部は円形

または浅心形，先端は短尾状にして鈍頭または鋭頭，短い巴に終わる。

縁には歯牙あり，三角形にしてそじゆうしわがある。その質やわら



ウルチーガ



かく，上面は濃緑色，粗渋にして敏あり，裏面は淡緑色にして微細毛

を密布し，かつ短き軟毛がある。脈理は基部より3主脈が出て，全体

に網状細脈の発達が著しく，脈理は裏面に顕出し，脈上には逆刺が発

達している。

花は雌雄異株につき，えきせいの集散花序は散房状にして多数の花

をつけ，葉柄よりも短く，花軸には（きんもう），逆刺が密生する。

おばなの花序はめばなの花序に比して横向し，淡紅色。

おばなはほとんど（むこう），径3mm，花被は5深裂し，裂片は楕円

形，長さ3mm，先端は内曲し， 1脈あり，鋭頭，背面には欣毛がある。

おしべは5本，花被と対生し，長さ3mm，花糸は偏平，白色，平滑。や

くは腎臓形で純白，中心に多くは微小なるめしべの痕跡がある。

めばなの花序は上向し，多数に分岐し，めばなは短梗あり。花被は

4探裂し，側片はやや小さい。全長Imm，外面有毛，膜質，鋭頭。子房

は卵形，花柱は短小にして無毛。柱頭は多くの赤色の長毛となる。痩

果は卵形，長さ2．5mm，暗褐色にして，残存花柱を有し，表面に微細

な疣状突起あり，中に1種子を入れる。痩果はその外面を花被の発達



せる純白色，多汁のものに包まれているが，上面は花被が開いて果実

がみえる。花被の発達せるものは果実を包み，卵球形にして径5mmに

達する。

異 名 Cansangao ; Urtiga brava ; Urtiga fogo; Urtiga

grande; Urtiga vermelha ; Urtigao．

アルゼンチン名 Ortiga grande．

キューバ名 Ortiga brava．

グアラニー語名 Puino－ guacu （Pyno guazu）．

ブラジルの名称ではウルチ－ガが最も普通に用いられているが，カ

ンサンソンとはバイア州で一般に呼ばれている名称である。

学 名（Urera Gaudichaud－Beaupre）（ウレラ属）は熱帯アメリ

カ・アフリカ・マスカレン諸島・太平洋の諸島に約40種分布し，その

語源ウレラはラテン語のUro（燃やす）からきているといわれ，一般に

軟毛をもっていて，これにさわると焼けるがごとく痛いことから転用



されたという。種名bacciferaはラテン語のbacca（しょう果）とfera

（有する，生ずる）に由来し，その果実の状態からいわれたものである。

ただし，本種の果実は真の漿果ではなく，痩果の周囲を多汁質の花被

でおおって漿果のようにみせているものであることは既に述べたとこ

ろである。

本種は始めスウェーデンのリンネによって，Species Plantarum 第

2版（1763）に Urtica baccifera Linn．として発表されたが，後に

前記のゴーディショー（Charles Gaudichaud－Beaupre．1789－1864）

によって1826年その著 Botanique du voyage autour du monde ex-

ecute pendant les annees 1836 et 1837 sur la corvette la

Bonite，p．497．にウレラ属に移されて発表されたのである。

ゴーディショーはフランスの薬学者で，南米には3回にわたって旅

行している。第1回は1817年－1820年のウラニー号でリオデ＝ジャネ

イロやフォークランド諸島に寄り，第2回は 1831 年 1833 年のエルミ

ニー号で東部ブラジル・ペルーおよびチリに寄り，第3回は1836年－

1837年のボニート号でリオ＝デ＝ジャネイロから南下してホーン岬を



回ってチリ・ペルーよりエクアドルに寄って太平洋を横断し帰ってい

る。ウレラ属の発表はこの第3回旅行の時の発表物（全5巻）中に収め

られたものである。 分 布 本種は熱帯アメリカに広く分布し，

キューバ・ジャマイカ・ハイチ・プェルトリコ等の西インド諸島より，

中南米諸国を通って，ブラジル・パラグアイ・アルゼンチンの北部に

及んでいる。ブラジルでは北はアマゾナス州より南はパラナ州にまで

知られ，アルゼンチンでは北のミシオネス州に及んでいる。

用 途 ビオ・コレーア（M． PioCorrea）によれば，新しい葉をい

ためたものは吸出しや血止めになり，一般に消散薬にも用いられると

いう。またその煎汁は食慾増進，利尿、白こしけにきき，椴の煮汁は

月経閉止期によくきくという。また，果実は食用となるというが，実

際は小さくて味はない。小鳥が好んで食べるのはたしかである。

本種は原始林中によく自生しているが，本種のある所は一般に土地

がよいといわれ，土地選定の標識植物の一つとしてよく用いられる。

摘 要 本種はイラクサ科の多くにあるごとく欣毛をもっていて，



これにふれると甚だしく痛みを感ずる。その毒成分は蟻酸で，刺毛の

先の袋にたまっているものが，皮膚にふれると先が折れて毒液が流れ

出すからである。

ウルチーガの名で呼ばれる植物はほかにたくさんあるが，最も普通

のものはブラジルにもみられる同じ科の Urtica dioica Linn．と

Urtica urens Linn．である。ウルチーガの語源そのものが，そもそ

もこのラテン語のUrticaからきているのである。このほか，ウルチ－

ガにほかの形容詞をつけて呼ばれる軟毛をもった植物も多数ある。

Cansancaoというのも疲労あるいは辛苦という意味からきているもの

で，ブラジルでは本種以外にも欣毛を有する多くの植物をこの名で呼

んでいるOたとえばJatropha nitidifolia Mill．（トウダイブサ科），

Loasa parviflora Schrad． （ロアサ科）等がある。このほか，この

名は動物の方にまで及び，刺胞を有するクラゲの類をもこの名で呼ん

でいる。たとえばRhizostomacurieriのごときで，クラゲー般の名と

してはMedusa とか Agua－ vivaが普通でこのほかAlforeca の名もあ

り，マラニヨン州ではPonomともいわれている。



プリマベーラ
（Primavera）

Bougainvillea glabra Choisy

科 名 オシロイバナ科（Nyctaginaceae）

形 態 高さ4－ 5mの攀登性潅木。無毛またはわずかに毛がある．

茎は木質で直径ときに 30cm に及び，普通はまっすぐで丈夫な刺があ

る。この刺は短枝の変形したもので，葉膜の上に出る。葉は互生し托

葉なく有柄，葉柄は10－ 13mm，普通細毛あり，葉身は卵形，広卵形，

卵状長楕円形または長楕円状皮針形，大小変化多く，長さ5－10cm，幅

5－6cm，浅心脚または契脚（ゅっきゃく），円頭にて凸瑞を有するか，

鋭先頭。全縁なるもゆるく波状の出入がある。質やわらかく，無毛ま

たはかすかに毛があり，葉脈は裏面に頻出し，側脈は4－ 5対。

花は枝の上部に腋生し， 1－3分岐する。花軸は細く3－6cmまばら

に微細毛あり，中央より下方に早落性の2小苞がある。花軸の頂にあ



る花は 1 個の花のようにみえる

が，実は3個の花の集合で，各花

は花弁状の 1 個の大きい苞に包

まれている。この苞は卵形，膜

質，全縁，心脚，凸頭で，長さ2．

5－3cm，ほぼ無毛で，その内面

中肋（ちゅうろく）の下方に1個

の真の花を着ける。花は単花被

で花弁はない。花被は筒状で長

さ15－20mm， 5稜形で赤色，朱

色，げん紅紫色ときに白色で，高

盆帆舷部は5裂し，直径7mm，裂

片は更に浅裂し，中央の小裂片

は凸出する。緑毛がある。苞の色

は花被の色に準じて変化がある。

おしべは普通8本で，ときに7



－9本のことあり。長さ不同で14mmまで，花筒中にあって花糸は糸状

で緑色 后平，平滑で基部は高さ1．5mmばかりの短い緑色，膜質，無

毛の筒をなして，子房柄を包んでいる。やくは黄色。めしべは長さIcm，

おしべより少し長く出る。子房は長楕円形で緑色，平滑にして柄があ

る。 花柱は直生し，白色，平滑。柱頭は舌状に外曲し，白色で細毛が

ある。子房内には1胚珠がある。普通果実を結ばない。

異 名 Arranha Gato; Buganvilea; Ceboleiro; Cipo Santana;

Esporao de Galo; Flor de Santana; Flor de Santo Antoｎnio;

Pataquinha ; Pau de roseta ; Roseira ; Roseiro ; Roseta ;

Santa Rita ; Sempre lustrosa ; Tapirica ; Tres Marias．

日本名 テリハイカダカヅラ（園芸大辞典），プーゲンビリア，ブゲ

ンカヅラ（文限蔓），ココノエカヅラ（九重蔦），イカダカヅラ（資源

植物事典）・

英語名 Lesser Bougainvillea．

独語名 Glatte Bougainvillea．



仏語名 Bougainville glabre．

スペイン語名 Santa Rita; Bougainvillea．

グアラニー語名 Nhoatipitan．

ブラジルの名称では，プリマベ－ラが最も普通であるが，これに次

いでトレス－マリアスが用いられる。これは3つの苞を3人のマリアに

見立てたものである。また，ロゼイラというのは普通バラの木のこと

であるが，その花の色から転用したものである。そのほかの名には宗

教にちなんで聖徒の名をつけたものが多い。スペイン語系のラテンア

メリカでは，サンタ＝リッタが普通の名である。

学 名 Bougainvillea Commerson（イカダカヅラ属）は人名より

きたもので，種名のglabra は平滑とか無毛の意味である Bougain-

villea はフランスの 18 世紀の航海者ド＝ブゲンビ－ユ（L． A．de

Bougainville 1728－ 1814）にちなんだものであるが，彼はフランス

の世界探検周航のキャプテンとして2回南米を訪れている。1763年に



は南米の大西洋岸に沿って下り，フォークランド諸島からマゼラン海

峡を通過しているし1767年には再度同地方を訪れ，同行の植物学者コ

メルソン（Philibert Commerson 1727－1773）は各地で採集を行なっ

ている。コメルソンはこの航海で採集した本属の 1 種，後の B ．

spectabilis Willd． （イカダカヅラ 園芸大辞典）に対して

Buginvillaea属をたて，それを死後ジュシュー（A．L． Jussieu 1748

－ 1836）がその著Genera plantarum secundum ordines naturales

disposita（1789）に発表したものである。

その属名のつづりは著者によってまちまちで，今それを年代順に並

べてみると次のごとくになる。

Buginvillaea Commerson ex Jussieu; Buguinvillaea H．B．et K．

;Bugenvillea Endlicher ; Buginvillia Blanco ; Bugainvillaea

Brongn．ex Lindley; Buginvillea Lindley ; Bougainvillaea Choisy

と種々につづられたが，今日では一般に Bougainvillea とつづるこ

とになっている。ここに掲げたグラブラ種はJacques D． Choisy に

よってドカンドルのProdromus13巻第2分冊（1849） 437ページに始



めて発表されたものである。

ブラジルの僧で植物学者であったベローゾ（Jose Mariano da

Conceicao Velloso 1743－1812）は，全く別にジョセファ属（Josepha）

をたてて，その著，リオ植物誌（Flora Fluminensis） 4巻16図中に

収めたが，不幸にしてその発表が彼の死後で（1825年出版）おくれた

ために先取権を失っている。

分 布 プリマベ－ラはブラジルに広く野生し，森林中にみられる

が，グラブラ種はバイア州以南パラナ州までに分布し，ほかの普通種

B． spectabilis Willd．はブラジル全土にみられる。本属はこのほか

南米に広く分布していて，現在では13種が認められている。

花 期 ほとんど一年中咲きつづくが，夏が最も盛りである。プリ

マべ－ラとはポルトガル語で春の意であるが，その花の盛んなことよ

りいわれたもので，春に限って咲くものではない。 染色体数 2n－

20（D． C． Cooper; 1931）

成 分 資源植物事典によると，本種の紫色の苞にはフラボン色素

の1種ケルセチン（Quercetin， C15HIOO7）とともに含窒素アントシア



ンとみなされるブーゲンビレイジン（Bougainvillaeidin，C22H26－

30010 NCI）があるという。

園 芸 本種はB． spectabilis Willd．とともに観賞用として広

く世界の暖地に植えられ，熱帯では日陰棚，壁覆いとして広く普及し，

インド・南洋・ハワイ等にもみられる。原種は赤色または紅紫色であ

るが，変種にはvar． Sanderiana Hort．（ブゲンカブラ）英名Paper

－ Flower といって非常に多花種で苞は美しい董色を呈するものや

var． variegata Hort．（フイリブ－ゲンビレア）といって，葉に白

い斑入のものがあるが，このほか白花の変種もみられる。晩冬挿木に

よってふやすことができる。

摘 要 本種はブラジルに野生するとともに，また，広く庭園に植え

られている植物で、

住みつきて筏かづらを門とせり

楠窓

という光景は至る所にみられる。



ブラジルの邦人間に戦前，なんのまちがいか本種をハナイカダ

（Helwingia japonica Dietr．ミズキ科）と誤称して盛んに短歌や俳

句に作られたが，筆者のおりにふれての注意で今は改められた。

ボ ニ ー ナ
（Bonina）

Mirabilis Jalapa I－ inn．

科 名 オシロイバナ科（Nyctaginaceae）

形 態 多年草で根は肥厚してカブ状をなし，黒味を帯びている。

園芸上では普通1年草として扱われている。高さ60－150cm に達し，

杖を多くわかち，普通は2分岐していく。茎は円筒形で中実，全体に

細毛があり，節は膝状にふくれている。

葉は対生し，有柄。葉柄は長さ2－3cmにして上面に浅き溝あり緑色



にして少し粗渋。葉身は広卵形，

全線で，長さ7－8cm，幅4－6cm，

基部は切形，先端は短尖形で鈍ま

たは鋭頭。表面濃緑色にして両面

は少し粗渋で，細毛がある。 脈

理は裏面に顕出し，側脈は数個あ

り，弧状に曲がる。

花は3－6個ずつ集散花序に頂

生し，花枚は円筒形，淡緑色、有

毛で長さ5mm以下。花の基部の竃

はがく状で淡緑色，長さ9－10mm

5中裂し，裂片は広卵形，鋭頭，全

線，脈理は顕著で全体に細毛があ

る。花は単花被で，花弁はなく，

膜質，漏斗形。径3．5－4cm，長

さ4．5cm，箇部は狭長にして，外



面粗毛あり，長さ3－ 3．5cm，縁辺は5浅裂し，裂片は広卵形で更に

2浅裂し，小裂片は円頭。色は赤を普通とするも白，桃色，黄色、斑入

等があり，これが同一株でも斑入の程度が種々に違っているのもある。

芳香があり，午後5－ 6時ころに開いて，翌朝の8時ころにしぼむ。

雌雄蕊は花被より抽出している。おしべは5本，花糸は細く花被と

同色，無毛にしてその長さ不等， 4．5－5cmあり，基部は花被筒部内

面の下方に沿って付着し，蕾では上部が屈曲している。やくは初めほ

ぼ円形で黄色、縁に波状の出入あり，径1．5mmばかり。めしべは長さ

5．7－5．8cm，子房はほぼ球形にして淡緑色，光沢あり，無毛にして

縦に条線が走る。花柱はおしべと同長またはわずかに長く，50－53mm，

蕾では上部は屈曲し，花被と同色にして基部に白色の毛群がある。柱

頭は頭状で小さく，乳頭突起がある。 果実は石果で，黒色，卵形，長

さ7－ 9mm，径 5－ 6mm，上端に短嘴状突起あり，下端は切形にして，

光沢を有し，縦および横に皺がある。種子は白色で粉質。



異 名 Boa Noite; Erva de Santa Catarina; Flor de quatro

horas; Flor de merenda; Jalapa comprida; Jalape de mato;

Jalapa falsa ; Jalapa verdadeiro ; Maravilha ; Maravilha de

Forquilha ; Purga de Nabica．

日本名 オシロイバナ，ユウゲショウ（夕化粧）o

英語名 Marvel of Peru ; Four o'clock．

独語名 Gemeine Wunderblume．

仏語名 Belle － de － nuit jalape; Belle － de － nuit des

jardins; Faux Jalap．

スペイン語名 Bella de noche; Buenos noches; Buenas tardes

; Arrebolera ; Dondiego de dia ; Dondiego de noche;

Donjuan ; Donjuan de noche ; Donpedro ; Dengue ; Jalapa

falsa ; Maravilla．

グアラニー語名 Petigran．

ブラジルではボニーナの名が最も普通であるが，これはポルトガル



語の B o m （良い）の縮小形を女性化したものである。ジャラッパ

（Jalapa）の名がみえるのはメキシコ原産のヤラッパ根に根が似ている

という種名よりきている。花の咲く時間が用いられているものには

Flor de quatro horas（午後4時の花）Flor de Merenda（お八つ時

の花）があり，英語のFour o'clockもその類であるし，Boa noite（今

晩は！）の類はフランス語にもスペイン語にもみえている。

学 名 Mirabilis Linn．（オシロイバナ属）は熱帯アメリカの原

産で約12種知られ，その属名はラテン語の「スバラシイ」という意味

で，これは俗名にもMaravilhaやMarvelにそのまま残っている。種名

のJalapa はメキシコ原産のヤラッパ（Ipomoea Jalapa Hayne ヒ

ルガオ科）のことであるが，根の形状が似ているところからつけられ

たものである。 本種の学名が正式に用いられたのはリンネの Spe-

cies Plantarun 第 1版（1753）であるが，その177ページに次のご

とき記載がある。

Mirabihs

I．Mirabilis．Hort．cliff．53．Hort ups．43 Jalapa



FI．zeyl．85．Mat．med．76．

Nyctage．Roy．lugdub．417．Cold，noveb．29．

Jalapae species omnes．Tournef．mst．130．

Solanum mexicanum，負ore parvo． Bauh． pin． 168． prodr．

9l．

β Solanum mexicanum，flore magno，Bauh．pin．168．

Admirabilis peruviana．Clus．bist．2．p．81．

Habitat in India utraque． 4

これでみるとヨーロッパで始めて本種を記載発表したのはクルシウ

ス（C． Clusius）で1576年ごろになるから，スペインの航海者によっ

て種子がもたらされたものが始めであろう。リンネは，このプルシウ

スの用いたAdmirabilisをちぢめてMirabilisとしたボーアン（Kaspar

Bauhin）の Pinax theatri botanici（1623）によって属名としたも

のであろう。リンネはその種名をツールネフォール（J． P． de

Tournefort）の Institutiones rei Herbariae （1700）より採って



いる。そしてペルーやメキシコから始めてヨーロッパに知られたこと

が察せられる。

分 布 中南米全土に広く分布している。そして，ブラジルでは

所々にその群落がみえ，それをボニナ－ル（Boninal）の名で呼んでい

るが，ボニーナのたくさんはえている所の意味である。人家の付近で

は真の野生か，栽培品から逸出したものかわからないものがある。

染色体数 2n － 58（Showalter ; 1935）

園 芸 栽培上1年草として広く世界各地に植えられている種類で，

種子は春まけば夏より秋にわたって長く咲きつづく。根を植込んでも

よい。花色に変化のあることは既にのべたが，このほか矮性種や，葉

に班の入ったものもある。種子の発芽力は3年で，発芽日数は2週間以

内である。

摘 要 ペンナ（M．Penna）によるとブラジルでは民間薬として，

全草を腹痛，下痢，赤痢，梅毒に用い，根は下痢，こしけ，すいしゆ

水腫病，匐行疹(ふっこうしん)に，また，花は暖めた豚脂でねっては

れば化膿促進となる。



オンゼ オーラ
（Onze horas）

Portulaca grandiflora Hooker

科 名 スベリヒユ科（Portulacaceae）

形 態 1 年草，ただし熱帯地または温室内では多年草となってい

る。茎は円筒形で多数分岐し，伏臥性あり，高さ30cm以下，緑色また

は帯紅紫色にして径3mm内外。葉は互生し，偏円柱形で多肉，長さ2cm，

幅3mm，濃緑色,鋭頭，円脚 無毛，長さ1．5mmの淡緑色の短柄あり。

葉膜に白色の束毛を生ず。 花は頂生し径2．5－4cm。 6－7個の再

生葉および白色の長毛に囲まれ 2－3個の花を有し1個ずつ咲いてい

く。がくは2片で広卵形，長さ8mm，幅6mm，鈍頭，無毛にして帯紅紫

色，花弁は5個。広倒卵形，膜質で凸頭，長さ1．7－2．5cm，幅1．5

－2cm，洋紅色，紅紫色を普通とするも，白，黄，桃色，紋り等があり，

花弁の基部は一般に色が濃い。晴天の日の日中， 10時から午後2時ご

ろにわたって全開し，しぼむ。



おしべは多数あり，長さ 6

－7mm，花糸は糸状で無毛，花

弁と同色。やくは楕円形で側

着し，黄色または橙赤色。花

粉は黄色。めしべは長さ9mm，

子房は卵形，緑色にして長さ

2mm，径2mm，平滑，花柱は基

部細くなり白色．大半着色

し、花弁と同色。円筒

形無毛にして長さ7mm，先端

は5－ 9個に分岐し，反捲し

て届平なる柱頭枝に終わり，

花柱と同色にして縁に多数の

毛を密生している。

基立性の胎座に多数の胚珠

をつける。果実は朔（さく）の



一つ，蓋果にして，径4mm，下方にて横に裂開する。種子は多数あり，

黒色，腎臓形にして，長さ0．5mm内外。表面に症状突起がある。

異 名 Amor crescido; Beldroega deflor grande; Cavalheiro

das onze horas;・Flor das onze horas; Perexi; Rosa de Santa

Teresinha ; Santa Teresinha．

日本名 マッバボタン，ハナマツナ．

英語名 Large － flowered Purslane ; Rose － moss ; Sun

Plant．

独語名 Grossblumiger Portulak．

仏語名 Pourpier ａ grandes fleurs ; Chavalier d'onze

heures．

アルゼンチン名 Flor de seda．

グアラニー語名 Uerargo．



オンゼ－オーラスとは11時のことで，この時間に花が咲くからいっ

たものであるが，この類の名は前にのべたオシロイバナの俗名にあっ

たFlor das quatro horasと同じである．オンゼ－オーラスと呼ば

れるものにはこのほか Mesembryanthemum （マッバギグ属）も入る。

ベルドロエーガは同属のスべリヒユ（Portulaca oleracea Linn．）の

ことである。

学 名 PortulacaLinn．（スベリヒユ属）はラテン語のPorto（有

する）とLac（乳）の合成語で，この属の多くの種類は多肉性で，粘質

液を有するところから名付けられたものである。種名のgrandiflora

は同じくラテン語の大きい花という意味で，この属の中では花が大き

いので，このように名付けられたものである．

本種は1829年，英国のフッカー（W． J． Hooker）によってBotani-

cal Magazine t．2885 に始めて発表されたもので，英国に入ったの

は1827年であった。

分 布 スベリヒユ属は約100種を有し，アメリカ大陸に主として分

布する。マッバボタンはブラジルの原産で，サン＝パウロ州・マット



＝グロッソ州以南に分布し，ウルグアイにもみられる。野生地では砂

地を好んではえている。

染色体数 2n － 18 （Furusato ; 1940）

園 芸 マッバボタンは現今世界各地に園芸植物として広く培養され

ている。春まいて盛夏の候次々と咲きつづけ，夏の終わりには多数の

種子をつける。花の色の変化のほか，八重咲，半八重咲品があって，こ

の八重咲品には花が一日中開いているのもある。繁殖は種子または挿

枝によるが，いかなる土地でもよく育つものである。

摘 要 本種のおしべは接触により運動するし，葉は夕方から茎に

沿って上向して閉じ，一種の睡眠運動を行なう。



ベルドロエーガ＝グランデ
（Beldroega grande）

Talimim paniculatum （Jacq．） Gaertner

科 名 スベリヒユ科（Portulacaceae）

形 態 多年草で高さ70cmに達する。根は暗黒褐色に肥厚し、

多少木質化す。

茎は下方で多少分岐し，円筒形，緑色，無毛で多肉質。

葉は下方のみに生じ，無柄ほぼ対生し，多肉質で，倒卵形，全緑，基

部は狭脚で円頭または上方の葉は鋭頭。中脈は裏面に凸出し，表面で

は浅き溝をなす。側脈は不めいりょう。 葉の長さ6～12cm，幅2．5

～6cm。

花序は頂生の円錐花序で直生し，花軸は円筒形，多少の稜線あり，

30cm 内外。側枝は開出し，水平に出て，関節は多少膝状にふくれる。

小苞は皮針形，平滑で長さImm，花硬は細く平滑で，長さ8～10mm，



微紅紫色を帯び，花は径9mmばか

りで芳香なし。 がくは2片，ほ

ぼ同形。卵形，膜質で3脈あり，

淡緑色にして平滑，長さ2mm，微

凸端をなす。花弁は5個，紅紫色

または洋紅色，倒卵状楕円形，円

頭または微凸頭，全線，膜質，平

滑で，長さ4．5mm，幅2．5mm，

おしべは20本内外。長さ4mm，

子房の基部周囲にある帯黄色の

短い筒状の密腺より出て，花糸

は糸状で花弁と同色，やくは黄

色，球形，側着し，花粉は黄色。

めしべは長さ4mm，子房は球形，

平滑，帯黄色にして径Imm， 3条

溝あり。花柱は長さ3mm，花弁と



同色，無毛にして多少下方は曲がり，上方は太くなる。柱頭は梶棒状

で切頭，側面に乳頭突起あり，花柱と同色にして少し濃い。

果実は朔にして偏球形，径3－ 3．5mm，高さ 2．5mm，平滑にしてか

わくと淡褐色となり， 3裂し，内果皮は細い糸につながって残る。種

子は黒色，小形にして長さ1mm内外，腎臓形にして一端に短い噴状突

起がある。 l果実に15内外ある。

異 名 Bengdo de Deus; Bredo Major Gomes; Bredo Man－

jagome; Erva de sangue; Lingua de vaca; Lingua de vaca

defior amarela; Lingua de vaca de flor rosea; Major G0－

mes; Maria angu; Maria gombe; Maria gombi; Maria go－

mbu ; Maria Gomes; Muriangomes; Tussilagem．

日本名 シュクコンハゼラン。

英語名 Fame Fower．

アルゼンチン名 Carne gorda ; Mata callos．

ウルグアイ名 Carne gorda ; Verdolaga．

グアラニー語名 Iriguagu－ caa．



ベルドロエーガは，前のマッバボタンの項にも述べたごとくスベリ

ヒユのことであるが，これに似て大きいからこの俗名がついたのであ

る。ウルグアイのVerdolagaも全く同じ意味の語源である Bredoとい

うのも同じ系統の言葉で，一般に多肉な植物によく使われる。 Lin-

gua de vaca（牡牛の舌）とかCarne gorda（太り肉）もその葉が多

肉なところよりきた名称である。

学 名 Talinum Adanson （ハゼラン属）は世界の暖地に広く分布

し50種以上あり，属名はアフリカのセネガル（Senegal）地方の土名

よりくるものであるという。種名のpaniculatumはラテン語 えんす

いの円錐花序状という意味である。 本種ははじめジャキン（N． J．

Jacquin 1727 － 1817）により，その著 Enumeratio systematica

plantarum （1760）， p． 20にPortulaca paniculata Jacquinの名で

発表されたものであるが1791年にゲルトネル（J． Gaertner 1732－

1791）によって属が移され，その著 De fructibus et seminibus

plantarum，vol．II．p．219，t．128．にて現在の学名となったもの

である。園芸上では普通Talinum patens（Jacq．）Willd．（1799）を



用いているが，異名とみられている。

分 布 西インド諸島，南米の東海岸より，パラグアイ・アルゼン

チン・ウルグアイにまで分布する。ブラジルではアマゾン地方から全

土にわたって産する。

染色体数 2n － 2A（Sugiura ; 1936）

花 期 夏期， 10月から3月ごろにわたって長く咲く。果実も同期

にみられる。

園 芸 観賞用として現今では広く栽培される。鉢植としてもよい。

日本には昭和の初めに輸入されたが，この変種に葉に白または紅色の

班入り品があるが，これをvar． variegatum Hort．（フイリシュクコ

ンハゼラン）という。

摘 要 ブラジルでは普通の雑草で，畑地や人家付近によくみられ

る。また，葉は軽くゆでてサラダとして食べる。コレ－ア （M． P．

Correa）によると全草は清涼剤，粘滑剤，壊血病に用い，餅抵(へいて

い)をとるにも用いる。また，種子は通経剤としても用いられる。



フォルノ＝ダグア
（Forno d'agua）

victoria amazonica （Poeppig） Sowerby



科 名 スイレン科（Nymphaeaceae）

形 態 多年性の水草にして，根茎は土中を横に走り，管形、径

10cm。各節より上方に葉柄および花梗を出し，下方には多くの糸状，束

状の根を生ずるが，その長さ60cm，外面は褐色を呈している。

托葉は鱗形，葉柄は円筒形で長さ5mにまで達し，刺がある。葉身は

初め箭形で後に卵円形となり，盾形をなす。縁は上向すること13cmば

かり，径2mmにも達す。 縁は平滑にして濃緑，上面には網紋あり。下

面は海綿状にして有毛，普通は濃紅紫色なるもときに緑色のものもあ

る。全面は顕出する葉脈によって区画せられ，脈理は偏圧せられ，中

空にして刺あり，この刺はその長さ種々であるが，基部はふくれて鋭

く堅い。葉は裏返しすると枯れてしまう。 花梗(かこう )は葉柄よ

りも長く伸び，円筒形で刺あり，花を単出する。径30cm内外。ガクは

4片にて，花はガクの部分にて径23－25cmぐらいある。花弁は約100

あり，広楕円形，鈍頭，純白，凹面，内部のものは漸次狭くなり，鋭

先頭にしてついには花糸の形となり，紅紫色または暗桃色となる。

おしべは線状皮針形でその数150－ 200，このほかに約20個の仮雄



蕊がある。子房は萼筒の中に収まっていて刺がある。 漿果は球形で，

径14cmに達し，多肉質で刺がある。種子は多数あり，球状類楕円形，

径5－ 6mm，暗褐色で内部は白色で澱粉質にとむ。

葉の大きさは現生の種子植物としては最大で，縁はときに上向しな

いものもある。その生長は非常に早く， 4日間に10cmぐらいずつ伸び

るといい， 1株に15－20枚ぐらい出る。 葉は45kgまでの重さにた

えるというが，その機構は裏面の脈理が中空で，中に空気やガスを含

んでいるためで，子供1人の重さは平気で支えることができる。 ま

た，大きい鳥がこの葉でよく虫をあさることがある。

花は夕方5時ごろから咲いて明方までつづき，昼は閉じて夕方から

また開き，翌朝までつづいてしぼむというおもしろい習性をもってい

る。 1株に花は10－15個ぐらいつき， 1つの花は各0．5kg ぐらいも

ある。また，花が開く時は高熱が出るが，激しい時は周囲より10度も

高くなるという。花は終わると水中に沈み，泥の中に入って果実を結

ぶ。



異 名 Auape－agu; Cardd'agua; Forno de jacare; Forno de

Jagana; Rainha dos Lagos; Vitoria regia．

ブラジル土語名 Abati－urupe ; Dachocho; Gakaure－bodo;

Gacami－lodo ; Iapuna ; Jacad ; Jacanaparra ; Japariteana;

Morinqua ; Murure ; Uape ; jagana; Yrupe．

日本名 オオオニバス，大王蓮。

英語名 Maize water; Royal Water－ Lily; Water Lily;

Water Platter．

独語名 Konigliche Victoria．

仏語名 Lis d'eau ; Victoria royale．

スペイン語名 Victoria ; Maiz de agua．

ウカイアリ語名 Machusisac．

フォルノ－ダグアとはそのまま訳すと「水の竃」という意味である

が，意訳すれば水の上の竃という意味である。この名前はアマゾンの



土着人の称する名前であるが，彼等はこの大きい葉の上に竃を置いて，

彼等の常食であるマンジョカ（Mandioca; ManihotutilissimaPohl）を

煮るためにこの名が出たのだという。 しかし，その真偽のほどはわ

からない。オエーネ（F． C．Hoehne）によると，この葉は大きい鉄の

平鍋（Tacho razo）に似ているからこの名がついたのだという。

アグアぺ－（Aguape）というのは一般に水草のことをいうが，こと

にホテイソウ（EichhorniacrassipesSolms）およびその仲間が普通に

いわれている。それに似て大形という意味でアグアペ ー アッスーと

いう名がついたものである。カラー（Cara）とはヤマノイモ科の仲間

のこと。ジャカレー（Jacare）は鰐，ジャサナン（Jagana）は水鳥の

1種 Parra jacana Linn．のことである。

学 名 本種は従来ビクトリア レギア（Victoria regia Lindley）

として広く知られたもので，今日でも普通の園芸書には皆この名で出

ており，その名は英国のビクトリア女王（Alexandrina Victoria; 1819

－ 1901）にささげたもので，種名のregiaは女王の意味である。この



リンドレイの発表は1837年のことであるが，学名としてはもっと古い

Euryale amazonica Poeppig（1832）があり，これをVictoria属に移

したVictoria amazonica（Poeppig） Sowerby が最も正しい学名と

いうことになり，従来用いられてきた Victoria regiaは残念ながら

異名となることになる。サワービイ（J．Sowerby）の発表は1850年で

「博物学年報 Annual ＆ Magazine」の ser． 2，vol． VI， p．310．

に発表せられているのである。この正しき学名が100年以上も前に発

表されているにもかかわらず，今日までその誤りを指摘する人がな

かったのは何かすっきりとしないが1949年にローレンス（G． H． M．

Lawrence）が Gentes Herbarium． VIII，において注意を喚起してか

ら，植物学の方面ではこれに従うものが出てきている。動植物の学名

には万国命名規約があって，それに従って行くべきで，そのために一

時は混乱をおこしてもやがては一定するのであるから，是非より正し

い学名に従わねばならないのである。 victoria Lindley （オオオ

ニバス属）に現在2種とその変種が知られている。

Victoria amazonica 2日目の花は赤色となる。



var． Randii Hort． 2日目の花は桃紅色となる。

Victoria Cruziana d'Orbigny 葉の裏はより多く毛があり，緑

は15－20cmぐらい上向し， 2日目の花は赤色に変わり，萼は基部近く

にのみ刺があり，子房の刺は15－ 19mm，種子はやや球形で，径7・5

～9mm，

forma mattogrossensis G．0．Malme 葉裏の網目はあまり目

だたず，種子の径は8′'10mm，マット＝グロッソ州のコルンバ地方産。

学者によっては第2種を第1種の単なる地方的変種とする者もある。

分 布 オオオニバス属の分布は南米の南緯30度から北緯6度，西

経57度から66度の地帯で，北はギアナ，アマゾン地方から下って，マッ

ト＝グロッソ州からパラグアイ川流域に分布し，アマゾンを中心とす

る種類がVictoria amazonica で，パラグアイ川を中心とする種類が

Victoria Cruzianaである。

発見史 ボヘミアの博物学者ヘンケ（Taddaeus Haenke 1761'1817）

はスペイン王国に仕えていたが，フランスのネー（Luiz Nee）ととも



にマラスピーナ（Malaspina）の探検隊に加わって1789年から南米に

来た。 アルゼンチン・チリ・ペルー・エクアドル更にメキシコまで

歩き， 1794年ネ－と別れてからはボリビアや北アルゼンチンを歩き，

1796年からボリビアのコチャパンパに医者として定住し，1817年に同

地に死んだ。彼の死後その標本はプラハに送られてプレスル（C． B．

Presl）により1825－ 1836年の間にReliquiae Haenkeanae として

発表された。 このヘンケほ1801年にボリビアで植物学上始めて本種

を発見しているが，その詳細な記録はついに残さずに終わった。

フランスの植物学者ボンプラン（Aime Bonpland 1773－1858）は

ドイツの博物学者フンボルト（Alexander von Humboldt 1769．－1859）

とともに， 18世紀の終わりから19世紀の始めにかけて南米東部山地

から中米に広く旅行し，1816年アルゼンチンのコリエンテス地方に向

かい，ここに移住して生涯を終わったが 1819年ここで本種を発見し

1825年にはパリのマルベル（C． F．Mirbel）に種子と完全なる記載を

送った。1827年から1832年にわたって，チリからペルーを経てアマゾ



ン川をパラまで下ったドイツの植物学者ペ－ピッヒ（Eduard Friedrich

Poeppig 1798． －1868）は， 1832年にアマゾン川の上流でオオオニ

バスを発見，この年の11月フロリープ（Froliep）のNotizenにEuryale

amazonicaの名で始めて学名を発表した。

1826年から1833年にわたって広くブラジル・ウルグアイ・アルゼン

チン・チリ・ボリビア・ペルーと歩いたパリ博物館の教授ドルビニー

（Alcide d'Orbigny 1802 － 1857）は後に9巻にわたる南米旅行記を

書いているが1827年にアルゼンチンのコリエンテスで本種を発見し，

その材料とスケッチをパリ博物館に送った。彼は更に1833年ボリビア

において再度この植物に出会い，アマゾン地方のものとは異なるとの

見地から 1840年新たな種Victoria Cruziana として発表したが，ク

ルシアーナは当時のボリビアのサンタ＝クルース将軍にささげて名付

けたものである。

ドイツの商人の出で1829年以来西インド諸島を歩いていたション

ブルグ（Robert Hermann Schomburgk 1804 － 1865）は，ロンドンの

地理学協会に従来種々重要な資料を送っていたために 1835 年から



1839年にわたって同協会の依頼によって英領ギアナの探検をした。こ

の間にはアマゾン北部のローライマ山脈登山もやり，ベネズェラにも

入った。1836年，彼は英領ギアナのBerbiceRiver でオオオニバスを

発見し，英国に標本とスケッチを送った。彼はこの時 N y m p h a e a

Victoria Schomb．の名を用意したのであるが，ロンドン大学の教授

リンドレイ（J． Lindley）はこれを新属新種としてVictoria regia

と記載発表した。1840年にションブルクは英領ギアナのジョージタウ

ンに移植してみたが枯死してしまった。1828年以来チリ・ボリビアを

歩いていた英国の植物採集家ブリッジェス（Thomas Bridges 1807－

1865）は 1846年ボリビアのMoscos地方で種子を入手して，キウ植物

園に送ったが， 25粒の内わずかに3粒が育った。しかしこれもこの年

の12月には枯れてしまった。 次いで， 1848年にはEssequi River

から，種子とともに根茎が送られて育ったが，これもついに枯れてし

まった。 1849年には更にジョージタウンから35株の生品を英国に持

ち帰ったが皆枯れてしまった。このように，英国はビクトリア女王に

ささげた南米の珍植物を，なんとかして育てんものとあらゆる努力を



したのであるが，その労苦はついに報いられる時がきた。

英領ギアナに居た2人の医師ロディ－（Rodie）とラッキイ（Luckie）

がDemerara Riverで得た種子を，清水を入れた瓶に詰めて送ったのが，

1849年2月28日キウ植物園に着いた。これから育てられたものが，つ

いにこの年の11月8日Chatsworthでみごとに花を咲かせた。そしてこ

の花はビクトリア女王にささげられたという。この株がもとになって，

その後ヨーロッパ・アジア・アメリカ各地に種子が配られていったの

である。

ヨーロッパ大陸ではゲ－ント（van Houtte of Ghent）が始めて花

を咲かせたといわれる。北米ではフィラデルフィアのコウプ（Caleb C。

pe）のところの庭師ミーハン（Thomas Meehan）が1851年8月21日に

咲かせたが，翌年にはここから入手したアレン（JohnF．Allen）も，マ

サチューセッツ州のサレンで花を咲かせ， 4年間も毎年つづけたとい

う。

1886年には，ブラジルのパラから，ランド（EdwardS． Rand Jr．）が

ニュージャージーのボ－デンタウンに住むスタートパント



（Sturtevant）に送った種子が開花したが，これはタイプとは少し違う

点があるのでvar． Randiiと命ぜられた。

最後にスウェーデンの植物学者マルメ（Gustav Oakar Andersson

Malme 1864－1937）は， 1892年～1894年および1901年～1903年の

2回にわたってブラジル中南部・パラグアイ・アルゼンチンを歩いた

が，マット＝グロッソ州のコルンバ近く，カセレス湾で Victoria

Cruziana の一変形を発見したが，これは 1907 年に forma matto・

grossensisとして発表されたものであった。

ブラジルにおける栽培は，初め植物学者バルボ－ザ＝ロードリゲス

（Barbosa Rodrigues）によって，アマゾンからリオ＝デ＝シャネイロ

植物園に植えられたが，1909年，時の園長が医者で蚊の発生場所にな

るといって池を全部干してしまったために，枯れてしまった。その後

のは，1911年マットグロッソ－アマゾン軍用電話線架設委員会に参加

した植物学者オエーネ（F． C． Hoehne）によって，マット＝グロッソ

州のパラグアイ川に面したSao Luiz de Caceres からとった種子を，

当時のリオ国立博物館長ブルーノ＝ローボ（Bruno Lobo知日家として



知られた人）に送ったものが育って広まったものである。現在リオ植

物園には多数繁殖して毎年花を咲かせている。サン・パウロ植物園に

は2回移植されたが成功しなかった。

花 期 夏の間次々に咲くが，花の咲く時間は既に述べたごとくで

ある。

園 芸 繁殖は種子によるが，良い種子をうるには花の落ちる前

のおしべを取って，第1日目の花のめしべに真夜中に交配してやると，

大体8週間で結実するから，その後採集して清水を入れた瓶に入れ，温

度を保って保存する。植付けは深さ2－3mの池に初夏行なうが，その

前に発芽をさせておく。水温は27－ 30度ぐらいがよいという。

摘 要 本種は花の大きいことで有名なスマトラの Ra f f l e s i a

Arnoldi R． Brown とともに，植物界の双壁ともいうべきもので，そ

の栽培が漸次普及してゆくのは興味があるq アマゾンでは本種の種子

をMilho d'agua （水中トウモロコシ）といって妙って食用とし，ま

た，マット＝グロッソではその根茎を蓮根のごとく食べるという。葉



柄と葉身はタンニンを含むので，皮なめしに用いるといわれ，また，そ

の花はPacu（Myleus属）とかTambaqui（Hoplosema属）のごとき淡水

魚が好んで食べるといわれている。

ア メ ン ド イ ン
（Amendoim）

Arachis hypogaea Linn．

科 名 マメ科（Leguminosae）

形 態 1年草にして直立した主枝と多くの分岐した側枝をもち，側

杖には直立性のものと匍匐性のものがある。高さ50cmに達し，茎には

稜角があり，まばらに長毛がある。

托葉は皮針形で，長さ3－5cm，下方3分の1は葉柄の基部に接着し，



鋭先頭で長毛がある。葉柄に

はまばらに長毛があり，長さ

6－10cm，2の小葉を有す。小

葉は倒卵形で，基部は鈍形，

頂端は円形，縁に細毛を疎生

し，長さ5－7cm，幅3－4cm，

葉画はやや無毛。

花は短い総状花序に着生

し，花枚は細長で軟毛あり。

萼は2裂し，上片は4歯あり，

下片は全縁，卵状皮針形で，

上下裂片は同長，または下片

が長い。花冠は蝶形にして，

長さ1．2～ 1．5cm幅もほぼ

同じ長さあり，黄色。旗片は

円形，凹頭，基部の爪は短い。



翼弁は類楕円形にして切頭，龍骨弁は腎臓形で背側で合着している。

鋭頭にして爪は短小．朝開く。

おしべは1体で2形。普通8本，ときに9本あり，長いおしべのやく

は円形，短小で，短いおしべのやくは楕円形で大1－2本は退化によっ

て消失したものである。花糸は白色筒状にしてかつ屈曲している。子

房は花の時には短柄であるが，後に子房柄を生じ，伸長して土中に入

り，果実となる。花柱は白色，上方は屈曲し，短いおしべと同じ高さ

で，先は細くなり，軟毛がある。

朔果は裂開せず，果皮は海綿質で長楕円形，黄白褐色で長さ3～4cm

内外，中に1～3個の種子を入れるが，種子の間に隔壁はない。種子は

卵円形で，表面に赤褐色の種皮があり，つやがない。 中に肥大な子

葉がある。 果皮の表面には縦に走る肋条と，それをつなぐ横脈とが

網状の凹凸を作り，種子と種子との間はくびれ，内果皮は白色で光沢

がある。

異 名 Amendobi; Amendoi; Amendoim comum; Amendoim verdadeiro



; Araquida ; Gingiba ; Irere ; Mandobi; Mandubi ; Mani; Manobi;

Mendobi; Mendoim; Mudia; Tamatarana．

日本名 ナンキンマメ，ラッカセイ。

英語名 Peanut; Earth nut; Ground nut; Goober; Pindar．

独語名 Erdnuss ; Endpistazie．

仏語名 Arachide; Arachis; Cacauhete; Pistache－ de terre．

スペイン語名 Mani; Chufa; Cacahuete; Mandubi; Mandovi ;

Pistacho de tierra．

イタリア語名 Ceco de terra; Pistachis de terra．

メキシコ名 Cacahuete．

コスタリカ名 Cacahuete ; Cacao－ mani．

キューバおよびプエルトリコ名 Mani．

ジャマイカ名 Pindar．

チリ名 Mani．

パラグアイ名 Mani．

アルゼンチン名 Mani．



ウルグアイ名 Mani．

アンゴラ名 Ginguba．

東アフリカ名 Karanga．

ギニア名 Mancarra．

フィリピン名 Mani．

フィリピンの米人間名Manila・nut．

コーチシナ名 Cus－ dau－ phung．

インド名 Bhui－ mug ; China－ Badam．

セイロン名 Mpinda．

グアラニー語名 Mandoiv．

南米の本種に与えられた名称は，パラグアイ地方を中心とするグア

ラニー語のマンドピーにその源を発しているq アメンドインは明らか

にこれからきたものであるし，そのほかのラテンアメリカ（スペイン

語）では大半がマニーというのもマンドピーのつまったものである。

そのほかにもこれから転言化したと思われる名称が多く，正式のポル



トガル語ではアメンドインであるが，普通の会話にはメンドインとい

う言葉もよく聞かれる。

学 名 Arachis Linn． （ナンキンマメ属）は中南米南部に15種

知られ，属名はヒヨコマメ（Cicerarietinum Linn．西アジアの原産

で，ヨーロッパ南部に古くから作られている。ブラジルではGrao de

－ bico という）に与えられた古い名称で，その種子のかっこうが

ちょっと似ているから名付けられたものという。種名hypogaea はギ

リシア語の「地中に生ずる」という意味で，果実が地中で熟するから

つけられたものである。

分 布 野生種はみつからないが，後に述べるごとく，種々の事実を

総合すると南米の中東部から南部にかけて発生したと思われる。現在

では重要作物の一つとして広く暖地に作られている。

染色体数 2n － 40（Husted ; 1936）．

歴 史 アメンドインが南米の原産で，ヨーロッパ人の新大陸発見

以前に広く栽培せられていたことは，種々の文献を調べてみればよく

証明されるところである。1534年から1554年の間，南ブラジルからア



ルゼンチン・パラグアイ，そしてペルーにおけるインカを征服したス

ペイン人の侵入にも同行したドイツ人シュミ－デル（H u l d r i c h

Schmiedel）の残した記録によると，インカは既にアメンドインを作物

として栽培していたというし 1 9 2 1 年にマルドナード（A n g e l

Maldonado）が発表した調査によっても，コロンブスの新大陸発見以前

にペルーやボリビアで土人がアメンドインを作っていたことは明らか

である。

また， 16世紀にブラジルを旅行して詳細な記録を残したその後の

人々，たとえば，スターデン（Hans Staden）ガンダーボ（Magalhaes

de Gandavo）ノーブレガ（Manoel da Nobrega）アンシエッタ

（JosedeAnchieta）レリー（Jean de Lery）テべ－（AndreThevet）ソ

アーレス＝デ＝ソウザ（Gabriel SoaresdeSouza）ヤカルディン

（Fernao Cardim）等，それぞれアメドインのブラジル＝インディァン

による栽培に言及している。また1919年，故ロンドン元帥指揮の下に

マット＝グロッソ州からアマゾナス州に通ずる軍用電線の架設委員会

に参加した植物学者グールマン（Joao Geraldo Kuhlmann）は，現在



のロンドニア直轄州で，アマゾンの上流マディラ川の支流ジプラ－ナ

（Jipurana）河畔に住むナンビクアーラ（Nambiquara）族の畑で栽培し

ているアメンドインの大粒種を発見したが，この地帯はかつてヨー

ロッパ人の通過をみなかった所でぁるので，彼等が古くからこれを

作っていたことは明らかである。

アメンドインは新大陸発見後トウモロコシとともに非常に早くァ

ジアやアフリカに広まっていったので，一時はアフリカ起源説やアジ

ア起源説が唱えられたが，今日ではアメンドインの南米起源説を疑う

余地は全くない。それともうーつ，この説を有力づけるものにこの属

の野生種がすべて南米の原産であることで，ほかの大陸には1種とし

て野生種がないことは，植物発生の上からも 当然うなずける有力な

証拠である。

今日の学名制定のもとになったリンネの「植物の種類」（Species

plantarum 1753 p．741）の原記を見ると，次のごとく出ている。



Arachis

l．Arachis．Hort．Cliff．353．Hort．ups．228．Roy．

hypogaea Lugdb．390．

Arachidna quadrifolis villosa，flore luteo， Plum．

gen．49．Eret．piet．t．5．f．3．

Senna tetraphylla s．Absi congener hirsuta maderaspatems，

folhculos sub terra condens．

Plut． aim．341． t．40． f．2．

b．Arachidnoides americana．Niss．aet．1723．p．387．t．

19．

Habitat in Brasilia，Peru．

これでみると，リンネ以前に植物学的に最も早くアメンドインを記

述したのは，英国のブラックネット（Leonard Plukenet 1642・1706）



のAlmagestum botanicum （1696）であるが，現在の属名はリンネの

創設であることがわかる。

成 分 葉と茎の成分のうち，蛋白質13．48％，含水炭素36．28％，

油脂 15．06％が主なものであるが，種子の油の含有量はその品質に

よっても異なるので，種々の発表がある。たとえばブラジルのカン

ピーナス試験場の発表によると，種皮とともにしぼると28－32％，種

皮をのぞいたものからは39－47％がとれるという。また，資源植物事

典によると，その含有量は40－50％に上り，その成分は，オレイン酸

のグリセリドで，ほかにリノール酸，ヒポゲア酸、リグノセリン酸

などのグリセリドも混り，またコリン，べタイン，アデニン、 アラキ

ン等の塩基も少量含まれ，アメンドインの多少の有毒性はこれらの塩

基に基づくものであろうという。なお油の比重は0．917－ 0．925で

その氷点は－3"Cである。

用 途 アメンドインは食料，家畜飼料，工業用，緑肥作物として

重要で，アフリカではことに重要な食料である。昔サン＝パウロ州で

は，グロディ－セ（Gulodice）といってアメンドインとサウ－バ（Sauva



：－ Atta sexdens 葉切りアリの最も普通のもの）の女王（これをイ

サーIcaという）の胸部をいっしょに炒ったものを賞味したという記

録がある。普通に炒ったものは町の街路でも売っているが，チョコ

レートの中に混ぜて偽造品を作るにも用いるし，菓子としてはFarinha

de cachorro とか Pe de moleque などが普通である。

葉や茎は家畜の飼料となり，また，紙の原料ともなる。種子の油は

淡黄色，無臭で，食料油としたり，バターの原料にもなり，工業油と

してはディーゼルに用い，また，魚のかん詰にもこの油を用いる。ま

た，肥料としては燐酸分が多く，みそやしょうゆの原料ともなり，根

には甘味があってカンゾウ（甘草）の代用にも用いられる。

摘 要 アメンドインの生産は年とともに増加の傾向にあるが，全

世界の生産は統計によれば次のごとくである。

この内生産の多いのはアジア・アフリカ・アメリカの順で，アジア

の内インドが最も多く，中国がこれに次ぐが，この2国だけでも全世

界の生産の半額以上を占めている。 アメリカ大陸では合衆国・ブラ

ジル・アルゼンチン・メキシコの順に生産が多い。



ブラジルの単位収量はヘクタール当たり，1951年 －1955年の5か

年平均にて1143kgである。ブラジルの内その最も生産の多い州はサン

＝パウロで，国内産額の85％を占めているし，そのほかもだいたい南

部諸州に多い。

アメンドインの油の生産は，ブラジルにおいては近年激増の一途を

たどっており， 1938年には植物油13種目の内その10番目であったも

のが， 1954年には20種目中綿実油，ヒマシ油に次いで第3番目に入っ

ており，その産額は41，391トンである。

アメンドインの起源 アメンドインが南米の中南部に発生したこと

は既に述べたが，ここに更にこの属に入る各種類を掲げ，ことにその

野生種の分布状態を示して，今日までの研究略史の一端をのべる。

まず最初に，現在筆者の見解で種として認められている本属の各種を

列記し，合わせてその分布状態を示してみる。

1）－A． Diogoi Koehne，－in Comm． Lin． Tel． Estrat． M． Gr．

ao Amazonas，Bot．parte VIII（1919）p．71．tab．147．



分布 Brasil， Mato Grosso州－Campo Grande， Aqui－

dauana，Bela Vista．

Paraguay－San Lorenzo，Caacupe，Santissima

Tnndade （Asuncion）．

F．C．Hoehne は本種に4品種と1亜種を認めている。

2）－A．glabrata Benth．－in Trans．Linn．Soc．London，vol．

XVIII（1841） p． 159．

分布 Brasil， Mato Grosso州－Campo Grande， Ponta

porao， Bela Vista， Miranda， S．Paulo州－Ilha Seca．

Paraguay－Vilarrica， Curussu， Alto ParanA・

Argentina－ Misiones州 Posadas．

F． C． H。ehne は本種に2品種を認めている。

3)-A． guaranitica Chod． et Hassl．－Pl Hasslerianae， in

Bull．Herb．Boiss．vol．IV，2a．serie（1904）p．886．



分布 Paraguay－ Sierra de Maracaju・

4）－A． Hagenbeckii Harms－ex O． Kuntze， Rev． Gen．

Plant， vol． 3．（1893） p．52．

分布 Paraguay－Gran Chaco， Vilarrica， Encarnacion，

San Lorenzo，Caacupe．

F．C．Hoehne は本種をA．prostrata Benth．の変種 とみなし，

産地として更にアルゼンチンのミシオネス 州のボサーダスを加えて

いるが，アルゼンチンのマメ 科の専門家A．Burkartは掲げていない。

5）－A． helodes Martius ex Krapovickas et Rigoni， Nuevas

especies de Arachis，in Darwiniana，t．11，No．3（1957）p．

451．

分布 Brasil，Mato Grosso州，Cuiaba，Campo Grande．

本種はベンサムによって 1850 年にマルチウスの「ブラジル植物

誌」 15巻第1冊p．87に裸名としてA．gla brata Benth．の異名に



用いたのを，オエーネは Flora Brasilica， vol．25（122）．

（1940）， p． 13， tab．7 に図示したが，ラテン文の記載がなかった

ので，最近アルゼンチンのグラボビッカスとリゴニが，ラテン文を添

えて発表したものである。

6）－A． hypogaea Linn．

アメンドイン（ナンキンマメ）にして現在に至るも，その真の野

生種は発見されていない。本種の近縁種に ついては後にのべる。

7）－ A． lutescens Krapovickas et Rigoni，－ Nuevas especies

de Arachis， in Darwiniana， t．11， No．3．（1957），p．452，

lam． II－b．

分布 Brasil， Mato Grosso州－Cuiaba．

本種は従来 A．villosa Benth．と思われていたものの 中の一部

から独立の種とされたものである。



8）－A． marginata Gardner－ex Hook． Icon． Planta． tab．500

et Benth．in Mart．Flora Brasiliensis，vo．XV－1（1859） p．

87．

分布 Brasil，Mato Grosso州－Campo Grande，Rio

Grande do Sul州－Rio Pardo，Tuperaceta，Montenegro，Santana．

Paraguay－Pedro Juan Caballero， Vilarnca．

Argentina， Misiones州－Apostolos，Bonpland．

Entre Rios州－Concordia． Loreto．

Uruguay－Rivera， Salto．

F． C． Hoehne は本種に1 n種を認めている0

9) A． monticola Krapovickas et Rigoni， Nuevas especies de

Arachis，in Darwiniana，t．11，No．3（1957）p．441，fig l，

A－C，fig． 12－a， fig．3， et lamina I．

分布 Argentina， Jujuy州－Yala

本種はアルゼンチン北部の山地フフィー州のヤーラの海抜1450m



の地帯で1940年発見せられたものである。

lO）－A．nambiquarae Hoehne，in Comm．Lin．Tel．Estrat．

M． Gr． ao Amazonas， Bot． parte， XII（1922） p．21， tab．

190．

分布 Brasil， Rondonia直轄州－Pimenta Bueno．

本種は，レビ＝ストラウスの「悲しき南回帰線」に出てくるナン

ビクワラ族が栽培していたものを， 1919 年 4 月，植物学者 J． G．

Kuhlmann によって発見されたものである．

11）－A． prostrata Benth． in Trans． Linn． Soc． London．vol．

XVIII（1841） p． 159．

分布 Brasil， S． Paulo州Butanta（市内）， Caraguata－tuba．

Minas Gerais州－ Diamantina．

12）－A．pusilla Benth．in Trans．Linn．Soc．London，vol．



XVIII（1841），p． 159．

分布 Brasil， Ceara州， Piaui州， Pernambuco州－Tapera．

Alagoas州－ Porto Alegre do Colegio．

Baia州－Joazeiro， Serra Jacobina．

Bolivia，Santa Cruz州－Lagunillas，Vila Montes，

Tatare nda．

Argentina，Salta 州－Perico，Salta，San Luiz，

Chicoana，EI Prado，Piquirenda，Campo DurAn．

Buenos Ayres．

13）－A．tuberosa Benth．in Trans．Linn．Soc．London，

vol．XVIII（1841）p．159．

分布 Brasil， Mato Grosso州－Campo Grande．

14）－A．villosa Benth．in Trans．Linn．Soc．London，vol．

XVIII．（1841）p．159．



分布 Brasil， Mato Grosso州－Campo Grande．

15）－A．villosulocarpa Hoehne． in Arquivos de Bot． Est．

S．Paulo，vol．II，fasc．1，（1944），p．16，tab．5．

分布 Brasil，Mato Grosso州－Juruena，Diamantino．

これもブラジル－インディアンによる栽培種である。

本属の種類で染色体数のわかっているものは次のごとくである。

A． hypogaea （2n－40）; A． monticola（2n－40 ; Krapovickas et

Rigoni; 1952）; A． pusilla（2n－ 20 ; Krapovickas et Rigoni;

1952）; A．Diogoi（2n－20; Johansen et Smith; 1956）; A．glabrata

（2n－ 20;Johansen et Smith： 1956）これで明らかなごとく，本属

の基本数は2n＝20であって A． hypogaeaとA． monticolaとは4倍

体をもっていることになる。また，形態的には本属はその大半が多年

草であるが A． hypogaea， A． monticola， A． pusilla の3種は1

年草でよく似ている。1929年フランスのシュバリエ－（A．Chevalier）

は，バイア州のサン＝フランシスコ河畔でボンダー（M． G． Bondar）



が採集したものをアメンドインの野生的原種とみて，A．sylvestris

A－ Chevalier として発表し 一時センセーションを起こしたが，今

日ではA． pusillaと同一種とみなされてその異名に加えられている。

そこで今日アメンドインに最も近縁の種類はA．monticola というこ

とになり，グラボビカス（Krapovickas）とリゴーニ（Rigoni）は既に

両種の間に交配種を作り，しかもそれが稔性であることがわかったし，

ほかのものとの交配では完全な稔性は認められていない。

結論として，アメンドインの発生地はA．monticolaの自生地，すな

わち北アルゼンチンからパラグアイ，および，最も多くの種類を有す

るブラジルのマット＝グロッソ州西部にかけての地帯に発生したもの

と想像することができる。

アメンドインの俗名を有する植物は，マメ科の大木になるほかの種

類にもある。学名をPterogyne nitens Tul．といい，ボリビア以南

の南米に広く分布し，有用材である。 1属1種よりなる。



ダルトリアール
（ Dartrial ）

Cassia alata Linn．

科 名 マメ科（JLeguminosae）

形 態 落葉性の潅木にして通常3－～4m，しかしホッヒロイティ

ネル（Hochreutiner）によると，ジャワでは10mに達することがある

という。よく枝をわかち，生長早く， 1年草のごとくその年に種子を

まいても花が咲き実を結ぶ。茎は円筒形にしてやや平滑，少しく条線

あり。ずいは白色にして撤密。 葉は大形にして，長さ60cm，ときに

90cmに達するものもある。偶数1回羽状複葉にして，托葉は宿存性に

して質厚く，濃緑色にして刀状，基部幅広く先端は鋭く尖る。長さ10'

－'15mm，幅10－15cmあり，直角に着生する。葉柄は開出して長さ40

－ 50cm，葉枕(ようちん)は大にして円筒形，長さ2cm，径13mm，暗黄



緑色にして無毛，横に皺があ

る。葉柄の上面は広い溝をな

し，中央近くに低き隆起条線

あり，縁には狭き翼がある。

翼は各節ごとに区切られ，上

方は少し幅が広くなる。幅約

5mm，背面は円形で帯黄緑色，

上面には徴毛がある。小葉は

10－13対，小葉枕は長さ5mm，

微毛あり，小葉は広楕円形に

して上方のものは倒卵形で広

大となる。また，一般に基部

の小葉は小さく漸次上方にな

るにしたがい大きくなる。最

上片は特に大きく，基部のも

のの長さは倍，幅は3倍ある．



その大きさ13．5×9cmに達する。基部歪形をなした円形，先端は凹頭

にして，全体やや無毛 縁には鏡下にてみられる微毛がある。表面濃

緑色，裏面は粉白色，脈理は裏面に顕出し，側脈は13．－16ある。

花は族生(えきせい)の総状花序に着生し，鮮黄色，やや不快なる香

がある。花序は直生し，長さ50cmばかり，花軸は下方は円筒形で上方

に稜線があり，細毛を有す。苞は膜質，卵形，全線で早落性，凹面，平

滑で鋭頭，長さ2．5cm，幅17cmばかり，鮮黄色をなす。かこう花梗は

帯黄色で長さ10mm，中央は少し細く，上方は太く少し曲がる。細毛が

ある。萼は5片あり，膜質，鮮黄色，倒卵形，円頭，凹面で幅7－8mm，

長さ14mmまでで多少大小の差があり，花の時には著しく反巻する。花

弁は5片，同形にして膜質，鮮黄色，上方は内曲し，倒卵形，長さ19mm，

幅 14mm，縁は摺曲し、かつ波状の出入あり，基部は狭まって長さ4mm

の爪がある。花の径2cm内外。

おしべは10本あるも4つの形に分かれ，全体黄色にして，外輪のも

の5本の間にそれぞれ腺体がある。前方の3本は最も小さく，長さ5mm，

やくは縦裂し花糸より小さい。中央の4本は長さ6mm，やくは孔開し，



花糸より大きい。後方側面の2本は長さ12mmにて最も大きく，やくは

花糸よりはるかに大きく，屈曲し，長さ10mmあり孔開する。後方の1

本は長さ11mm，やくは花糸より短く，孔開する。花糸はすべて無毛に

して，やくは底着する。

めしべは全長13mm，細毛のある短い子房柄あり，子房は緑色、線形

にして上方は曲がり，両側面には溝があって細毛を有す。花柱は側方

に著しく曲がり，帯黄色にしてほぼ無毛，柱頭は点状。

さやは広線形にして，熟すと黒褐色となり，裂開する。長さ15cm，

幅15cm，子房側面の溝に発達した翼は広く，膜質にして縁は波状をな

す。先端は嘴状にして，爽中に隔膜あり。種子は約50あり，帯黒縁褐

色，菱形にして基部は少し長く扁平，長さ6mm，幅4．5mm，厚さ2mm．

異 名 cafe do mato，Fedegoso grande，Mangerioba grande

（Ceara州）， Mangerona grande， Maria Preta （Minas州），

Mata－pasto， Mata－pastao．

日本名 ハネセンナ。

英語名 Ringworm Cassia．



仏語名 Casse－ ailee．

グアラニ－語名 Tapiruva・

コロンビア名 Bajagua，Majaguillo・ Macuteno．

ベネズエラ名 Majagua，Mocot色，Mucutena，Mucutenque．

グアテマラ，ホンジュラス，サルバドル名 Barajo．

ニカラグア名Soroncotil．

メキシコ名Flor del secreto， Taratana

キューバ名Guacamaya francesa，Yerba de costa

ドミニカ名Guajavo

ジャマイカ名Ringworm shrub

プエルトリコ名Talantola， Talantro．

バルバドス島名Cure－ all．

合衆国名Carrion crow．

グアム島名 Acapulco．

フィリピン名Capulco．

ジャワ名Kalepeng．



インド名Dadmardan．

コンゴ名Mutenge．

ブラジル名のダルトリアールはDartro すなわち，泡疹などの皮膚

病の俗称に用いられた言葉からきていて，その葉をこの病気に用いる

ところからきている。 Cafe do mato（山コーヒー）はその種子をコ

－ヒ－の代用にするところからきたらしく， Fedegoso（悪臭ある）

Mangerona（ハナハッカ）の名は本種のもつ特殊の臭気により， Mata

－ pastoは牧場倒しの意味で，牧場に多くはえて雑木となるがために

いわれたものである。

学 名 CassiaLinn．（カワラケツメイ属）は米大陸・アジア・ア

フリカの暖地に広く分布し，約450種あり，その属名は古くのギリシ

ア語中の名称で，その語源は更にヘブライ語のQuetsi'oth に由来す

るという。種名アラータは「翼ある」の意のラテン語で，本種の果実

に翼があるところからきている。

最初の学名の制定はスウェーデンの植物学者リンネで，その「種



の起原」（Species Plantarum ; 1753．p．378）には次のごとき記載

がある。

alata 15． Cassia foliolis octojugatis ovatioblongis ：

interioribus minonbus，petiolis eglandulosis，stipulis patulis．

Hort．cliff 158．Hort．ups．100．Roy．Lugdb．467．

Cassia sylvestris foetida，siliquis alatis．

Plum．Spec．18．

Faba edulis，Mer．surin．58．t．58．

Habitat in America calidiore．

これによると，リンネはマルセーユ生まれの植物学者プルミイエ

（Charles Plumier 1646－1704）の著書よりこの名を考えたように思

われる。

分 布 中南米・西インド諸島に広く分布し，南米ではブラジル・

パラグアイ・ペルーにおよんでいるが，アルゼンチンやウルグアイに

はその記録がない。ブラジルではアマゾン地方より下って，サン＝パ

ウロ・パラナの南部諸州まで分布している。今日ではまた，広く観賞



用として栽培されるし，また，それが野生化して熱帯各地に広まった

ことは各地の名称がそれを示している。

染色体数 3n または 4n－ 34（Senn; 1938）

花 期 ブラジルでは夏期に最も盛んで， 12月から4月ごろまでみ

られるが，冬期は落葉してしまう。

園 芸 ヨーロッパには1731年に輸入されたというが，温帯地方で

は温室に作られる花木で，花が鮮黄色で美しく，暖地では生がき垣式

に植えると美しい。春種子をまけば夏にはもう花がみられ、いかなる

土地にもよく生育し、乾燥にも強い。

用 途 全植物はタンニン質とクリソファン酸（C－15 H－ IO－

Ｏ－4）を含み，これは橙黄色の苦味質で，インドでは蛇の喫傷に費用

され，また，メキシコでは徴毒によく用いられるというが，昔のアス

テック族（aztec）は既にこの使用を知っていたという。根の浸剤は下

剤として，月経不順・肝臓病・リュウマチス・利尿剤・駆熱剤として

用いられ，若い葉は薬局法にては， Folia Cassiae herpetica（泡疹

性カッシア葉）といわれ，清血剤のほか真のセンナ（Cassiaacutifolia



Delile）の代用として，利尿・駆熱・発汗の効があり，局所薬とし

ては，新鮮なのを熱したもの，または乾燥して粉にしたものを，匐行

疹（ふくこうしん），水泡疹に用い，疥癬そのほかの皮膚病に用いる。

また，炭そ熱やかいようにも用いるという。若い種子はインドネシ

アでは食用として用いるというが，炒ったものはコーヒーの代用 茶

の代用とし，腸の強壮にもなるという。

摘 要 本種はブラジル中央高原のゴヤスやマット＝グロッソ州

には至る所にはえていて，美しい景観を添えてくれるものの一つであ

るが，乾燥期にはまた，カラカラに乾いた莢から種が落ちているのを

よくみる。

本種にはまた，アリが好んで棲むが，葉柄の下にはなにか甘いもの

があるらしく，俗にラバ＝ペース（Lava－pes Solenopses geminata）

という小形の刺すアリが成長期にはいつもはいまわっており，ときに

は髄に穴をあけて棲んでしまうこともある。



コ ル チ セ イ ラ
（ Corticeira）

Erythrina Crista－ galli Linn．

科 名 マメ科（Leguminosae）

形 態 高さ15mに達する常緑樹であるが，普通は5m内外の小木で，

枝を多く横に張る。湿地を好んで自生する。枝は円筒形，緑色，平滑，

まばらに刺があるも，ときにほとんど無棘のものもある。刺はバラの

刺に似て，長さIcm，無毛で先端は多少下向する。樹皮は古い幹で灰色

となり，コルク質が発達していく。

葉は3出複葉で，ほとんど水平に開出。托葉は早落性，皮針形，緑

色，平滑，長さ6mm， 1脈あり。総柄は細長にして長さ6－ 12cm，円

筒形にして緑色，平滑，上面には浅き溝あり。葉枕は膨出し，濃緑，平

滑，長さ5－7mm，小葉はほぼ同形，広楕(だ)円形または卵状楕円形，

全緑，先端は短突端をなし，円頭，長さ6－7cm，幅3－5cm，中脈は

裏面に少し凸出し，側脈は表面に少し顕出し，7－8個，小葉の基部に



は小托葉の変形による蜜腺が

ある．

花は蝶形花冠を頂生の総状

花序に疎生する。花序の長さ

50cm にも達し，各節より数花

を出し，花梗は水平に開き，濃

紫色，微毛あり，長さ2－ 2．

5cm，萼は鐘形で浅く2裂し，

肢裂片は先端 しじように噴

状突起あり，外面暗赤紫色に

して微毛あり，内面は白色に

して無毛。 花冠は長さ 3 ．

5cm，径2．5cm，旗弁は大きく，

全開のときはほかの花弁と直

角をなす。広楕円形，円頭に

して長さ3．3cm，幅 2cm，外



面鮮桃紅色，内面は濃赤（ブド－酒色），基部に爪ありて淡緑色。翼弁

は小形，広楕円形，切頭，長さIcm，幅45mm，上半はIfll赤色，下半

淡緑色，舟弁は刀形，背面側方にて互いに接合，鋭頭，長さ3．5cm，幅

9mm，上部は血赤色，下半は濃き暗赤色，基部は緑色，無毛， おしべ

は2体。箇状をなし淡緑色，無毛，長さ3．5cm，外輪の5個は長く，内

輪は短い。 やくは淡黄緑色にして長さ2mm，側着，内向し，やく隔は

桃色，花粉は帯黄緑色。めしべは長さ3．3cm，子房は線形，偏平にし

て長さ1．6cm，絨毛(じゅうもう)を密布し，緑色にかすかに赤色を帯

び，長さ1cmの柄あり，花柱は内曲し，無毛にして緑色，柱頭は点状

にして短毛あり。めしべの基部には8個の緑色の腺体がある。

さやは下垂し，長さ30cm，幅12－13mmに達し，(じゅうもう)あるも、

後ほとんど無毛になる。熟すと濃褐色にして，内に12－15個の種子を

入れる。種子は円筒形にして堅く，長さ12－13mm，径5－6mm，平滑，

両端円形にして黒色に近き褐色に少し栗色の条班あり，臍点(せいて

ん)は広楕円形にして長さ5mm，

異 名 Coraleira cristada，Crista de galo，Flor de coral，



Mulungu，Pau imortal，Sananduva（S．Paulo州），Suina，

Sumauveira．

日本名 アメリカデイコ。

英語名 Common Coral－tree， Cockspur Coral－tree．

独語名 Hahnenkamm－ Korallenstrauch．

仏語名 Erythrine crete de coq．

グアラニー語名 Suinhand－yb， Nhoati－hovu．

アルゼンチンおよびパラグアイ名 Seibo，Ceibo，Cresta

de gallo，Eritrina．

コスタリカ名 Poro．

合衆国名 Cockppur Coral－tree， Common Coral－tree．

ポルトガル名 Coraleira cnstada．

ブラジルの俗名コルチセイラはコルク（Cortica）のできる木といぅ意

味で，古い幹にコルク質が発達するし，また，材がコルクのごとく軽



いからいわれたものである。 Crista de galo（トサカ）は種名と同じ

意で Florde coral（サンゴバナ）とともに花が赤いところよりきて

いる Coraleira cristada（トサカのかっこうをしたサンゴバナ）は

これの合成語のごときもので，ポルトガルからの輸入語らしい。

Mulungu， Suina（オウムのiuh嘴に似た花）はブラジルの土語の一つ，

ツピー語からきているし，そのほかのSananduva， Sumauveiraはグア

ラニー語由来の転訛語とみることができる Pau imortal（不死木）は

この木がなかなか枯れないからいわれたもの。

学 名 ErythrinaLinn（デイコ属）はギリシア語のerythros（赤

色）に由来し，本属の種類がほとんど鮮やかな赤色の花をつけるのに

よる。

種名Crista－ galliはラテン語のトサカの意である。デイコ属はク

ルコフ（B．A．Krukoff1939）によるとアメリカに51種，ァフリカに

32種，アジアに18種，オ－ストラリアに3種，計104種ありといわれ，

最も多いのは熱帯アメリカである。本種の原記はリンネの Mantissa

Botanica， I．（1767） p．99．にある。



分布 ブラジル・パラグアイ・アルゼンチン・ウルグアイにわたっ

て分布し'ブラジルではマラニコン州から南端のリオ＝グランデ＝ド

＝ス－ル州までに広く分布する。

染色体数 4n ＝ 44（Tschekow et Kartaschowa ; 1932）

花期 花は通常夏が盛んで，ブラジルの10月から2月ごろ，果実は12

月から5月ごろにわたってみられる。北半球の温帯では7月ごろから9

月ごろにわたってみられるという。

園芸 日本でいうアメリカデイコの其のものは本種の変種 var．

compacta Bull．であって，原種より倭性，周密で，花の色がサンゴ紅

色であるというが，原産地にもこうしたものは自然にみられる。また，

刺のないのをvar． inermis Spegazziniというが，原種の中にもよく

刺のないのが混ってでることがある。観賞用として庭園に植えられる

が，繁殖は種子または挿木による。温帯では種子が実らないというが，

ブラジルでは種子はよく実り，著者の実験では12日でよく発芽する。

そして3年目にはもう花がみられる。

用 途 本種の材は比重0．317できわめて軽くやわらかく，多孔質



で，材の大きいものは筏に用い，家畜の飼料槽，木鉢，投網のウキ，穀

類倉庫の床材に用い，また，火薬に混ぜる炭，紙の原料にも用いる。

皮には収れん性があり，傷薬とし，皮なめしにも用い，赤色の染料が

とれる。また，皮を煮出したものは打傷によくきき，催眠剤にもなり，

そのほか，慢性肝臓病，リ－ウマチスにもきくという。

枝にはサポニンを含み，peroxydase（過酸化酵素）があるという。種

子や皮にはアルカロイドの一つ，エソツリーナを含む。

本種はまた，カカオやコーヒーノキの日陰樹としてもときに用いら

れるが，コーヒーノキの場合はインドのデイコ（Erythrina indica

Lam．）がより普通に用いられる。

摘 要 ブラジルには本属に多くの花木があり，本種以外は冬落葉

してから花が咲くので，とくに目だって美しい。たとえばサンパウロ

付近ではスイナンsuina（Erythrina speciosa Andr．）が普通に庭園

に植えられ，リオ辺にはE． Corallodendron Linn．（サンゴシドウ）

がみられる。

ラプラタ川，その上流のパラナ川やその支流には一帯に多く自生し



ているが，ことにラプラタの河口では水中によく育ち，大繁殖をして

いて，浮島を定着させるに用いるといい，なかなか美しいものとみら

れているので，アルゼンチンとウルグアイは法令でFlor Nacional（国

花）として制定しているくらいである。

フ ェ イ ジ ョ ン
（Feijao）

Phaseolus vulgaris Linn．

科 名 マメ科（Leguminosae）

形 態 1年草にして，直立草の場合は高さ60cmに達し，蔓性の場



合は4m にも達する茎はほぼ4 稜

形，緑色，ときに紅紫色，多少と

も短毛を有し，中実。 葉は互生

して長柄あり，3出複葉。托葉は

緑色広楕円形，鈍頭 長さ 4 －

5mm，葉枕は円頭形，有毛，濃緑

色 5－7mm，総柄は8～10cm，上

面有溝，無毛または少し毛あり，

小托葉は広皮針形，鋭頭，長さ

4mm，側部小葉は菱状卵形にして

基部は歪形，小葉枕は有毛，濃緑

で長さ4mm，頂部小葉は卵形，葉

柄は長さ2cm，有溝にして多少有

毛。小葉はすべて全縁，鋭頭また

は鋭先頭にして基部は切形，長

さ5－10cm，幅4～9cm，紙質に



して表面は有毛かつ粗渋，裏面は租渋，脈理は裏面におおく有毛，基

部より顕著なる3脈が走る。

花は白，淡黄白，淡紫，または紫色，長さ2cm，腋生の総状花序に着

生し，花序は短小にして2－4cm，葉よりもはるかに短い。花軸はやや

円筒形，有毛。花梗は円筒形 緑色にして微毛あり，長さ5－6mm，花

の基部に2個の苞あり，竃は卵形，膜質にして微毛あり，長さ6mm，萼

は鐘形，淡緑色，微細毛あり，長さ5mm，径4mm， 4歯ありて背部の1

片は広大にして凹頭，ほかは円頭なり。

旗弁(きべん)は円状四方形にして凹頭，基部に広く短い爪あり，背

部に凹所あり，爪以外の上部は著しく反曲し，長さ12mm，翼弁は倒卵

状楕円形，長さ15mm，幅6mm，円頭にして爪部は細く長さ4mmr 舟弁

は互いに合着し，かつ，著しく内曲し転換する。

おしべは白色，基部は筒をなし， 2体。無毛にして長さ9m111，やく

は黄色。 めしべは上部著しく転捩している。子房は緑色にして倒皮

針形，微毛あり，長さ5－6mm，花柱は白色にて下方は有毛，上方は1．



5回旋転捩し先端にはブラシ状の毛がある。

(きようか) 莢果は線形，偏平にして直生または屈曲，下垂する。変

化多く，果皮を食用にするものとしないものがあり，またその色にも

緑色を普通とするも，淡黄，黄白，帯赤等あり，長いものは15cm に

達し，幅15mmに至るものがある。先端は嘴状に尖り，種子は実に変化

多く，大小，形状，色彩等により多くの品種に分ける。

異 名 Feijao cornum．

日本名 ゴガツササゲ，トウササゲ，ギンブロウ（銀不老）。

英語名 French bean，Kidney bean，Haricot．

独語名 Gartenbohne，Stangenbohne．

仏語名 Haricot commun，Haricot a rames．

スペイン語名 Poroto，Alubia，Frijol，Frizol，Habichuela，

Judia．

イタリア語名 Fagiuolo．

ベネズェラ名 Caraota．



キューバおよびプェルトリコ名 Frijol．

ドミニカ名 Frijol．

コーチンシナ名 Dau－ tleutau．

セイロン名 Bonchi，Dambola．

カーボ＝ベルデ名 Favona．

インド名 Loba．

ルーマニア名 Fasole．

中国名 龍爪豆．

フェイジョンにはブラジルでは異名としてあげるべきものがないが，

ブラジル－インディアンはこれをコマンダー－ミリー（Comanid －

miri）といっていたことが， 16世紀の旅行家の記録にみえているし，

今でもパラグアイを中心とするグアラニ－族は一般にマ メの類をコマ

ンダーといっている。スペイン語ではボロットが最も普通に用いられ

ている。ラテン系の言葉の語源はやはり属名のフセオルスよりの転化

言とみられるもののみである。



学 名 phaseolus Linn． （アズキ属）の名はギリシア語のマメの

意味たる phasiolos をラテン化したものである。 種名のvulgaris

はラテン語の「普通の」という意味である。 アズキ属は熱帯 亜熱

帯地方に広く分布し，約150種知られ，ことに南米には多い，本種の

学名の出典はリンネの「植物の種類」（Species Plantarum;1753， p．

723．）にあるが，その原記載は次のごとくに出ている。

PHASEOLUS

※ Scandentes，

1． PHASEOLUS caule volubilis，floribus racemos is geminis，

bracteis calyce majonbus，leguminibus pendulis．vulgaris

Phaseolus radice annua，caule volubili，legumimbus penduhs

compressis torosis． Roy． lugdb． 367． Hort． ups． 213．



Mat・ med． 351．

Phaseolus vulgans．Lob．ic．59．Hort．cliff．359．

Smilax hortensis f．Phaseolus major．Bauh．pin．339．

Habitat in India．

リンネはこれでみるとロべリウス（Matthias Lobelius 1538－1616）

の著書Icones stirpium．（1591）よりこの学名を制定していると思わ

れる。

分 布 現今では広く各地の暖地に栽培され，疏菜としても重要な

位置を占めている。その原産地は種々の異論があったが，今日では南

米がその発生地と思われている。

歴 史 フェイジョンの原産地は，長い間インドであるとの説が用

いられていた。 ことに1909年イタリアのナポリのコ－メス（Orazio

Comes）教授が本種の品種を詳細に研究し，この説を強く唱えたが，サ



ンスクリットにはそれに当たる言葉がないこと， 16世紀の園芸家は，

タ－キッシュ＝ビ－ン（Turkish Bean）と呼んでいたことからすると，

むしろ西アジア原産のものではないかという説もでた。

しかし，「栽培植物の起原」（1885）を著わした A． De Candolle

はむしろこの説に反対で，フェイジョンが米大陸発見前にヨーロッパ

にあったという証拠はないこと，米大陸発見後に急にヨーロッパにそ

の栽培が盛んになり，多数の園芸家が記述していること，また，フェ

イジョンの同属の他種が多く南米に見出されること，ペルーのリマ付

近のアンコンで，その古墳から出た多数の種子にまじって，本種の数

品種の種子が発見されたこと等から，南米原産を主張している。

ヨーロッパで始めて植物学的に記述されたのは 1540年前後で，ド

イツの植物学者フックス（Leqnhard Fuchs 1501－ 1566）や，ボッグ

（Hieronymus Bock 1498 － 1554）は始めて本種をSmilax hortensis

の名でしるしている。 ブラジルにおいては，ことに16世紀の旅行者

や年代記作者等がそれぞれ本種について記述していて，インディアン

の言葉までのせているが，たとえば Andre Thevet， Jean de Lery，



Pero de Magalhaes de Gandavo， Gabriel Soares de Souza 等が，

土人の間に作られて，常食とされていることをのべている。 このほ

か，南米にはその品種が実に多く，ブラジルでは今日もなお，日常の

最も重要な食物となっていて，マンジョカとフェイジョンはもっとも

早くから庶民の主食となっていたことを示している。今日その野生状

態のものはどこにも見出されてはいないが，以上の点から筆者もフェ

イジョンの南米起原説を信じ，主張する者の一人である。

用 途 フェイジョンはブラジルではきわめて重要な食糧品で，そ

れはアジアにおける米にも比すべきもので，通常の家庭で毎回の食膳

に欠かすことはない，庶民の食物である。 普通のフェイジョン料理

というのはこの豆を水から煮ること3時間くらいにして．豚脂とニン

ニクの刻んだものを入れて，塩味にし，更によく煮たもので，食膳で

は，これを汁とともに皿にわけ，フォークでよくつぶし，これに油飯

やマンジョカの粉をまぜてたべる。 このほかにブラジル特有ともい

うべき料理にフェイジョア一ダ（Feijoada）がある。これは同様にし

て煮たフェイジョンに更にブタの脂肉，耳，舌，尾等を入れ，腸詰を



少し入れ，ときには乾肉を入れたりして土鍋で更によく煮たものを出

すが，これには添え物としてなお，トウガラシで味をつけたソースと，

別にコウベ＝マンティガ（Couve － manteiga － Brassica oleracea

Linn． var． acephala DC．）を刻んで油でいためたものや，マンジョ

カの粉が出され、 1杯の火酒（ピンガPinga）も左党には欠くべからざ

るものとなっている。 このほかフエイジョンの料理にはサン＝パウ

ロの Feijao virado Paulista や，北伯のFeijao de coco が有名

である。 また，前のフェイジョア－ダではリオ＝デ＝シャネイロの

Feijoada A Carioca が有名であるが，これには真っ黒い皮の豆を

使う。

ブラジルのごとく大半が熱帯地域に入る地方では，こうした濃厚な

食物が自然に要求されるもので，フェイジョアーダも始めて食べると

実に気味が悪いが，慣れてくると遇に1回や2回はほしくなるから不思

議である。

米国第26代の大統領であったルーズベルト（Theodor Roosevelt）

は 1913年 － 1914年にブラジル奥地に狩りにきたが，ブラジル人足



の勇敢さをほめながらも，彼等が食事ごとに長い時間フェイジョン炊

きにかかるのには閉口したことを書いている。彼等は当時すでに米国

から携行食糧をもってきて，またたく間にすますことができたからで

ある。

摘 要 フェイジョンの品種は現在200以上に達するが，商品とし

て扱われているものはもっと多く，600にも達するとみられている。そ

の分類は先にものべたイタリアのコ－メス教授によって詳しくなされ

たことがあるが，植物学的にはツルのあるものが基本形とみられ，ツ

ルにならないものはこの変種であるとされている。この両者を区別す

る場合の名称は次のごとくになる。

1）基本種。ツル性。 ブラジル名 Feijao de Trepador; Feijao

de vara．

英語名 Runner Bean．

独語・名 Stangenbohne．

仏語名 Haricot a rames．

スペイン語名 Porotos de enrame; Porotos de rama; Porotos



trepadores．

2） var． humilis Alef．直立倭性。

ブラジル名 Feijao anao．

日本名 ツルナシゴガツササゲ。

英語名 Dwarf Beans．

独語名 Buschbohne．

仏語名 Haricot nain．

スペイン語名 Porotos enanos．

ブラジルでは更に莢を食べるものを Feijao de vagem （莢豆の

意）といって区別しているし，種播きの時期によって，次の2つにわ

けている。

1）雨期フェイジョン Feijao das Aguas．

9月 10月ごろまいて，雨期に収穫するもの。

2）乾期フェイジョン Feiao de seca・



2月ごろまいて，乾季に収穫するもの．

1955年の統計によると，ブラジルのフェイジョン栽培面積は2，175，

264ヘクタールで，トウモロコシ・コ－ヒ一．米・綿に次いで大きいも

ので，産地は南部のパラナ・ミナス＝ジライス，サンパウロの諸州が

多く，その産額は1，463，551トンで，農産物中の第6位にある。そ

して1ヘクタールの平均収量は700kg ぐらいである。



マ ル フ ィ ン
（Marfim）

Balfourodendron Riedelianum Engler

科 名 ミカン科（Rutaceae）

形 態 高さ30－－40mに達する常緑喬木にして，幹は円筒形で直

立し，樹皮は灰白色をおび，材は白色。若い枝は緑色で細毛がある。

葉は対生し， 3小葉よりなり，総柄は長さ4－4．5cm，濃緑色で 細

毛あり，基部は膨出する。小葉の基部に小托葉あり，針形で長 さ1．

5mm，絨毛（じゅうもう）がある。小葉柄は長さ1cmに達し，小葉は倒

卵状広楕円形で全縁，先端は短尖頭にして契脚，草質にしてやや厚く，

中肋および葉縁には少し毛あり、小葉の基部は少し不斉形にして長さ

8－10cm，幅2．5－3．5cm，頂片は少し大きい。脈理は裏面に顕出し，

側脈は８～10あり，脈腋には凹所あり毛ありて，蜜を出す。全体に破

生間隙よりできた油点を密布する。

花は頂生の円錐花序に着生し，小花を多数つけ，芳香あり。花序は

長さ8－ 10cm，幅 10－ 12cmにして，花軸は淡緑色，細毛あり，苞は



早落性にして針形，緑色にして長さ

3mmに達す。小苞は各小花の基部に1

個あり，長さ 2mm 皮針形にして有

毛。花梗は長さ2mm，緑色にして細毛

あり。花は径4－ 4．5mm。

萼は緑色，4片よりなり，各片は卵

形，円頭にして，長さImm， 3細脈あ

り，外面および縁に細毛あり。花弁は

4片よりなり，卵状広楕円形，帯黄色

にして円頭，長さ2．5mmにして黄色

の油点あり。

ぉしべは4本あり，蜜糟の縁に着生

し，長さ1mm，花糸は白色直性にして

平滑'やくは黄色にして内向する。蜜

倉は緑色にして4稜形の上面を有す。

子房は蜜槽の中央に座し，緑色にし



て花柱は直生，平滑，柱頭は切形，子房は4室にして各室に1卵子あ

り。

果実は翼果にして下垂し，3－4個の翼あり，黄褐色に熟し，長さ3cm，

径4cm，翼は心脚で側面は円形，全体皺面、無毛にして脈理は顕著。種

子は堅い内果皮に包まれる。

異 名 Pan Marfim．

パラグアイ名 Guatambu．

アルゼンチン名 Guatambdu

学名 Balfourodendron Engler マルフィン属）は南米の南部に

数種を分布し，属名は「Balfourの木」の意にして，バルフォール（John

Hutton Balfour）は1808年に生まれたエジンバラの植物学者であった。

種名はリ－デル（ludwig Riedel 1790－1861）氏にちなんだもので，

彼はベルリンに生まれた植物採集家で1820年ブラジルに渡り，セント

ペテルスブルグの植物園に採集品を送っていたが、のちにリオ＝デ＝

ジャネイロの博物館員や庭師長をやってリオに没した，

本種は初めEsenbeckia属に入れられてE．Riedeliana Engler（1874）



と称されたが，後に独立の属に移されたのである。

分 布 ブラジルの中南部，パラグアイおよびアルゼンチンの北東

部にわたって分布する。

摘 要 マルフィンとはポルトガル語で象牙の意であるが，それは

本種の材の色から名付けられたものである。 ブラジル中南部の重要

な材で，その比重0．88といわれ，白色ちみつで，広く家具材として

珍重されている。材はニスを塗らないで普通用いられている。 マル

フィンは普通土地の良い所に生育し，パラナ州にては幹が直径1m半，

高さ35mに達するのもまれではない。 花は11月ごろ咲き，花期には

多数の昆虫が集まる。果実は2月から4月にかけてみられるが， 3－4

個の翼のある果実は風によってかなりの距離にとばされる。

ブラジルの隣国，パラグアイやアルゼンチンの北東部ミッシオネス

州地方ではグワタンブ－の名で呼んでいるが，ブラジルでいうグワタ

ンブーは全く別種で，キョウチクトウ科のAspidosperma 属の数種に

名付けられた俗名である。



マ ン ジ ョ カ
（Mandioca）

Manihot utilissima Pohl

科 名 トウダイグサ科（Euphorbiaceae）

形 態 草本状の潅木で，高さ3mに達し，根茎は塊根状に長く肥厚

し， 1株から十数本を四方に張り， 1年にて平均5km(?ママ)，3年目

には20kmにも達する。茎は円筒形，直生し，上方は枝をわかち， 5稜

条が走り，古い幹にては皮は灰白色，新しい枝にては粉白をおびる。

葉は互生し，托葉は早落性，広皮針形，淡緑色。 先端は芒状，有毛

にして長さ7～8cm。脱落のときは上部だけ落ち，基部は肥厚して茎に

残る。葉柄は円筒形，帯赤色または緑色，平滑，長さ30cmに達するも，

普通は10－20cm，基部は肥厚し，葉柄脱落のときに茎に残る。葉面は

5－7掌状に深裂，平滑にして表面濃緑色，裏面は淡緑色にて粉白，裂

片は形，大きさともに変化あり， 倒卵状広楕円形から倒皮針形に至

り，長さ10－15cm，幅2＜－3．5cm， 先端鋭先頭，契脚(けっきゃ



く)，全縁または粗に歯牙あ

り，脈理は裏面に顕出し，平

滑ときに有毛。葉面は径15

－ 20cmに達す。

花は上方の葉腋に総状に

着生し，直生，ときに少数分

岐して円すい錐花序をな

す。花序の長さ5－8cm，花

は単性，一家にして，同一花

序中，めばなは下方に少数

者生し，おばなは上方に多

数者生する。

おばなはめばなより小さ

く，早落性の苞2－3個あり。

花硬は円筒形，平滑，長さ2

－3mm，花は長さ径とも7mm，



淡緑色，花彼は筒状にして5中裂し，裂片は広楕円形，鋭頭にして先

端は反曲し，やや平滑。花盤は樟赤色，環状，径3mm， 10裂し， 10本

のおしべはこの裂片凹所に着生する。長さ7mmまで。花糸は白色，糸

状，平滑にして，やくは広楕円形にして長さ3mm，内向，縦裂し，黄色。

やく隔は白色にして肉質。 めばなは花梗の長さが4－6mm，上方は肥

厚し，花径1cm，花被は5片にして瓦状配列，淡緑色，花被片は広皮針

形，先端は鋭頭にして反曲するか，円頭にして微凹頭，少し肥厚し，長

さ8－9mm，幅3－3．5mraにして3脈あり。花盤は環形にして，径4mm，

橙赤色，平滑，宿有性。子房は縁白色，球形，無毛，径3－4mm，たて

に6条の翼があり，翼は波状にして赤色，柱頭は純白色，とさか状に

3分岐し，径3mm，柱頭分枝は症状突起に満たされる。

果実は(さく)，下垂し，果梗は帯赤色，長さ10cm，平滑。薪は円錐

状球形，長さ18mm，径17mm，基部は切形，頂部は円形，たてに6翼あ

り，熟すと5裂し，各室に1種子を入れる。種子は広楕円形，偏平にし

て背面は丸く，仮面には稜角あり，長さ10－12mm，幅5－6mm，厚さ

4mm，褐色にして言暗色の斑紋あり，頂部に白色三角形の仮種皮あり。



異 名 Mandioca amarga，Mcndioca brava，Mandioca venenosa，

Manaibaru， Manaibuc， Mandibau， Mandiva， Manioca， Manipeba，

Manitinga，Maniva，Cassava，Janiva，Pao do Chile，Para－para，

Setan．

日本名 タピオカノキ，イモノキ，マニホットノキ， キャッサ

バ。

英語名 Cassava，Bitter Cassava，Mandioca，Manioc，Tapi-

oca Plant．

独 語名 Maniok．

仏語名 Manioc amer．

スペイン語名 Yuca．

アルゼンチン・パラグアイ・ウルグアイ名 Mandioca

グアラニー語名 Mandio．

スペイン語ではユッカというが，南米諸国の内，ボリビア，ペルー

以北ではユッカといい，パラグアイ，アルゼンチン以南ではブラジル

と同じくマンジョカという。



マンジョカは今日各地の熱帯地方に広く作られているが、旧世界に

ては英語のキャサバが広く用いられている。

学 名 Manihot Adanson（イモノキ属）は主として南米に150種

ばかり産し，属名はブラジルの土名よりくる。種名の utilissima は

ラテン語の「最も有用なる」という意味である。

本種はリンネによって始めてJatropha Manihot L．（1753）の学名

が定められたが，リンネ以前にはボ－アン（KasparBauhin 1560 －

1624）がその著「植物学図集」 （Pinax theatri botanici ; 1623．

p．90）にManihot inodorum s．Yucca folis cannabinisと名付けて

発表している。 これがヨーロッパの博物学者の記録に上った最初の

ものである。その以前，16世紀のブラジル旅行者や年代記作者の中に

は既に本種について述べている者がある。現在の学名はボヘミア生ま

れの植物学者ポ－ル（Johann Emmanuel Pohl 1782－1834）によって

定められたが，彼は1817年－1821年の問ブラジルの中央を歩いて，後

に「ブラジル植物図誌」 2 巻（Plantarum Brasihae icones at

descriptiones hactenus ineditae． 1827～31）の名著を出した。そ



の第1巻p．32， t．24に本種を図説している。

分 布 ブラジル中央部，ゴヤス州・マット＝グロッソ州等に野生

する。

染色体数 2n － 36（Granes ; 1935）

花 期 秋から冬にかけて花を開く，ブラジルでは5－6月の候。果

実は7－ 8月ごろに熟して裂関する。

用 途 今日では熱帯地における重要なる作物として広く畑地に栽

培せられるが，繁殖は枝により，春，貯蔵しておいた枝を10cmばかり

に切り，浅い穴を掘って土中に埋めておけば， 8～10か月で食用にな

る根茎が多数つく。 この根茎は長さ30－80cmに達し，灰白色の表

皮の下に白または黄色の肉質を有し，ゆでればもろく，多少粉質を呈

する。外皮部には有毒成分たる青酸を生ずる配糖体ファセオルナチン

を含み，含有量は0．04－0．05％ぐらい。 この有毒成分は外皮部を

除き，水洗いまたは蒸すことによってたやすく除くことができる。生

のイモは20－30％の澱粉を含み，そのほかの成分はサツマイモと大体

同様である。



生イモの上皮を剥いで，すりつぶし，沈殿せしめ，水洗いの後天日

または火熱でかわかしたものは純白な白い粉で，タピオカ澱粉である

が，ブラジルではこれをポルビーリョ（Porvilho）といい．料理用，菓

子用，糊用として広く用いられる。またすりつぶしたイモをそのまま

か わ か し た も の を ， フ ァ リ － ニ ヤ ＝ デ ＝ マ ン ジ ョ カ

（Farinhademandioca）といい，これは昔からインディアンの常食で

あったし，今でもブラジル北部の貧民はこれを常食としている。この

粉を適量，手に握って，ポイと口にはうり込むのであって，随時食べ

られるし，よく味わえばそこにいくらかの味わいもでるというもので

ある。また，これは食事どき，フェイジョン等にもよくかけて食べる。

このファリーニャをバターか豚脂でいためたものをファローファ

（Farofa）といい，これも同様にして食べるし，ときにはこの中に卵，

肉類を混ぜることもある。また，タピオカ澱粉をこねて，丸い平たい

せんべいのようにしたものをベイジュー（Beiju）というが，これもブ

ラジル奥地土人の常食となっているものである。このほか，マンジョ

カで作った料理はブラジルには実に多く，サンパイオ（J． A． de



Sampaio）の「奥地およびアマゾン地方の食物」 （A． Alimentacao

Sertaneja e do Interior da Amazonia 1944）によると，86種類もあ

げている。

タピオカの糊の粘着性は82ocのときが最大で，以後は温度の上昇と

ともに低下する。この点はほかの糊料澱粉とは性質がちがっている。

このほか，かわかした根茎はアルコール発酵やブタノール発酵原料

として用いられ，澱粉を採った粕は家畜の飼料となり，葉も飼料とな

る。イモにはビタミン類はA，B，Cともにほとんど含まれていないと

いう。

摘 要 レイナル（Reynal）はかつて，マンジョカはアフリカの原

産であるということをのべたことがあるが，これは奴隷の売買により，

早くからブラジルよりアフリカにも渡っていたことを示すにすぎず，

今日でもマンジョカはヨーロッパ人におけるジャガイモのごとく，重

要な食料で，ブラジルのパン（Pao do Brasil，Pao da terra）の異

名があるほどである。

マンジョカはブラジル発見（1500年）当時より既にヨーロッパ人の



記録にのっていて，カブラル（Pedro Alvares Cabral －ブラジル発

見者）の航海日誌中にもイニヤーメ（Inhame－真のイニヤーメはサト

イモのこと）の誤称ででているし、1534年－1554年の間ブラジル・ア

ルゼンチン・ペルーと歩いたドイツ人シュミーデル（H u d r i c h

Schmiedel）の記録中にも住民の主食物はマンジョカであることがでて

いる。彼はこれをAlgarobaまたは Algaroboと誤記しているが，その

記事によれば明らかにマンジョカである。(真の Algaroba はマメ科の

Prosopis alba Hieron．である）。

同じころ，サン＝パウロ州海岸でツピナンバー族に捕えられていた

スターデン（Hans Staden）の記録中にも，マンジョカ畑のことがでて

いる。その後の旅行者も必ずマンジョカのことにふれているほど，ブ

ラジルでは古くから全土に食料として用いられていたのである。



カ ジ ュ ー
（Caju）

Anacardlum occidentale Linn．

科 名 ウルシ科（Anacardiaceae）

形 態 常緑の喬木で，普通10－12mに達するが，ときには30mに

も達する。森林中では幹はまっすぐにのびるが，原野ではあまり高く

ならず，かつ屈曲する。樹皮は灰褐色。

葉は互生し，小枝の先に集まってつき，有柄倒卵形で，先端は鈍形，

円形または凹形で，基部は鈍形，縁は波状で，全体に平滑，皮質でか

わくとかたい。葉脈は損著で，裏面に振出する。若葉の間は淡赤色を

呈するっ長さ20cm，幅 10－ 12cm内外。

花は頂生の円錐花序に多数着生し，花序の長さは15－25cm，花梗は

短く，花は淡赤褐色にして径8mmばかり，萼は5裂し，裂片は皮針形，

鋭頭，花弁は5個あり、やや肉質の線情皮針形にして尖る。無毛なり。

雌雄混性にして，同一花序中に雄性花と両性花を生ずるが，おしべは



7－10本あり．普通は9本である。

花中にあり，やくは赤褐色。子房

は倒卵形で，花柱はその側面に

つき，花上に抽出する。子房の基

部に花盤がある。

果実は特殊の形態をしている。

というのは，一見果実のごとく

みえるやわらかい多汁の部分は，

花梗の発達したもので，洋梨形

をなし，長さ5－ 7cmで皮薄く，

平滑で，外面は光沢ある黄色ま

たは鮮紅色，内部は淡黄色で，酸

味と渋味そして特殊の風味があ

る，真の果実はこの花梗の先に

ついている堅い痩巣で，腎臓形

をしていて，灰褐色に熟し，長さ



2－ 3cmあって下垂する。

異 名 Acaju; Acajuba; Acajuiba; Caju manso; Cajueiro;

Fruta de macaco ; Oacaju ; Salsaparrilha dos pobres．

日本名 カシューナット。

英語名 Cashew ; Cashew－ nut ; Cashew－ tree．

独語名 Acajou．

仏語名 Acajou a pomme; Anacardier; Cajou a pomme; Pommier

d'acajou．

スペイン語名 Maranon．

イタリア語名 Acajiu; Cajiu．

メキシコ・キューバ・パナマ名 Maranon， Cajuil， Pajuil．

フィリピン名 Kosoe; Balubar; Kasui．

モルッカ名 Boa Frangi．

マレイ名 Gajus．

インド名 Hidgli－ radam ; Kaju．

セイロン名 Caju－ paha ; Mundin－ maram．



カジューの語源はブラジルの海岸地方に広く住んでいたツピー族の

つけた固有名詞で，アカジューより転化したものであるという。カ

シューといえば果実のことをいい，その木はカジュエイロという。英

語のカシュ－もカシュ－の訛ったものである。オアカジューもパフィ

ルもガジュスもコソエも皆この系統の名称である。スペイン語を話す

諸国では広くマラニオンといわれているが，これはブラジル北部にあ

るマラニオン（Marahao）州からきたもので，この地方から広まったと

思われたからこの名がついたものである。このほか Fruta de macaco

は「猿の実」の意であるし，モルッカ諸島のボア＝フランジは「ポル

トガルの果物」という意であるという。

学 名 Anacardium Linn．（カシューナット属）は熱帯アメリカ

に8種を産し，その語源はギリシア語のAna（似る）とKardia（心臓）

の合成語で，果物の形からきている。種名のoccidentaleは同じくギ

リシア語で「西方の」の意味である。

本種の学名はリンネの制定するところで，その著Species Plantarum

（1753） p．383．には次のごとく記載されている。



ANACARDIUM

l．ANACARDIUM Hort．cliff．161．Fl．zeyl．165．Mat．

med．206．Hort．ups．102．Roy．Lugdb．463．

occidentale Anacardia alia species．Bauh．pin．512．

Pomifera s．potius．Prumiters indica．nuce teniformi．Catesb．

car．3． p．9． t．9．

Acaiou．Pis．bras．58．Mant．193．

Caschou．Mer．Surin．16．t．16．

Kapa－mava． Rheed－ mal－3． p．65． t．54．

Habttat m Indiis．



この内リンネの引用した書物では，スイスのバーゼルの植物学教授

ボーアン（Kaspar Bauhin 1560－ 1624）のPinax theatri botanici

（1623）が最も古い。そしてリンネはアナカルジウムの属名をボーアン

のアナカルディアから採っている。産地をインドとしているが，西イ

ンド諸島のことである。

分 布 熱帯アメリカおよび西インド諸島に広く分布しているが，

ブラジルではJacques Huberによると下部アマゾナスから北部ブラジ

ルの海岸に分布するというが，筆者の実際に見た範囲では内陸のマッ

ト＝グロッソやゴヤス州の原野に広範囲に分布し，バイア州にも多い。

今日では広くアフリカのアンゴラ地方・セイロン・インド等に野生

化しているというし，また，熱符地方に広く栽培されている。

染色体数 42（E． K Janaki Ammal; 1945）

花 期 ブラジルでは8～10月のころに咲くが，南インドでは12－

1月ごろである。 また，果実はブラジルでは12－1月ごろに熟すが，

南インドでは3月ごろにみられる。



歴 史 カジューはヨーロッパ人が新大陸発見前から広く米大陸の

土着人によって果実として利用されていたもので，ブラジルにおける

記録の最も古いものは，前にのべたボーアンの著書以前では Padre

Joseph de Anchieta， Pera de Magalhaoes de Gandavo， Gabriel

Soares de Souza等があるが，ことにアンシエッタの記述は古く，正

確である。 アンシエッタは1534年カナリア諸島中のテネリフェ島で

生まれ，ポルトガルで教育を受け，イエス教団の僧として1553年にブ

ラジルにきて，1597年にブラジルのエスピリット＝サント州で死んで

いるが，その生涯を土人教化にささげた傑物で，多くの著書を残して

いる。その中の一つ，「記載式によるサン＝ビセンテ（現在のサン－

パウロ）地方の多くの天産物に関する書翰」のうち果物について述べ

た項の中に，アカジューの説明として，「その形リンゴのごとく，先

端に1種クリのごときものを生じ，ポルトガルのものよりうまい」と

のべている。

インドや南洋にはポルトガル人によって伝えられたもので，1550年

以後にはインドのゴアに，1653年にはマラバル地方の海岸に少しあっ



たものが今日では野生化しているという。また，マレイ地方やタヒチ

島にも広まってごく普通になっている。英国に紹介されたのは1699年

といわれ，日本には最近のことで昭和の初めのころに紹介された。北

米ではフロリダ地方にのみよくできる。 成 分 カジューの肉質の

部（花梗の発達したもの）にはマルチ－ナ（Martina）によると水分86

％，グルコ－ゼ8．4％，タンニン3．05％を含んでいるという。 真

の果実のカシューナットには次の成分があるという。 窒

素分9．7％，澱粉5．9% 黄色油47．13％，このほか，仁(じん)には

カルドールやアナカルディア酸等の有毒物質があるために，これを炭

火で焼いて除く必要がある。また， ハワイのトンプソン（Alice R．

Thompson）によると仁の中には蛋白質が14．43％，灰分2．58－%，脂

肪 4．56％，繊維1．27％を含むという。

園 芸 本種は純熱帯の果樹で、低温度5度以下ではだめである。

土地はえらばず，乾燥に強い。10m間隔に植え付け，繁殖は種子によ

る。 マンゴ－の台木 しても用いることがある。



用 途 本種は種々の用途があるが，まず，その真の果実であるが，

これには次のごとき名がある。

ブラジル名 Castanha de cajd; Noz de caju．

英語名 Cashew－ nut．

仏語名 Noix d'acajou．

これは前に述べたごとくアルカロイドを含むために妙ってから食用

にするが，少し塩妙りしたものは脂が多くてうまく，かん入りとして

一般に売られている。ラッカセイよりもその味はよいくらいで，強壮

剤，精力剤となり，ことに大病後の衰弱を回復するにはよいという。

ときにはチョコレートの偽造品としたり，量を増すために混ぜたりす

る。果実が小さくて，まだその花梗が肥大しないときのものをムツ

リー（MuturiまたMaturi， Maturimともいう）といい，皮をむいただ

けで食べられ，魚やエビとともに揚げたものはうまいものである。

果皮にはカンドールとアナカルディア酸があり，濃色の油脂がとれ

るが，この脂は揮発性があり，少し辛味を有し，また，腐食性もある

が，その比重は1．014で，殺鼠、駆虫，発泡の目的で用いられ，火に



は燃えやすく，ライ病，そのほかの皮膚病に用いられるほか，潰瘍、疣、

併抵(へいてい)を取るに用い，腺病質による眼病にもよいという。ま

た，家具につくシロアリの害を防ぐにも用いるが，飲用すると呼吸器

や消化系を犯す。

仁からとれる黄色の油はその質ちみつで，甘味があり，比重0．916

あり，甘扁桃油と似ているので，薬用として苦味を消すのに用いる。

花梗が発達してできたやわらかい肉質の部分は，俗に果実といわれ，

英語でCashew － apple，仏語ではPomme d'acajou といわれ，生食す

るほか，この汁をしぼって，カジュア－ダ（Cajuada）を作り，清涼飲

料とする。

これにはまた，種々のものを混入することがある。すなわちブドウ

酒・リコール・シロップ等を入れることがあるし，また，サトウキビ

から作った火酒，いわゆるピンガ（Pinga）を入れることもあるが，こ

れは特にカジュイ－ナ（Cajuina）という。 カジュアダはブラジル北

部の住民の好むもので，興奮剤・発汗剤・利尿剤・清血剤・駆徽剤と

しての効があるとされている。ことに駆徴剤としては昔からベルナン



ブ－コ州の土着人が賞用したもので，このためにカジュ－の別名に

Salsaparrilha dos pobros （貧民のサルサパリ－リャ）が生まれた

ほどである。サルサバリーリャはユリ科のサルトリイバラ属の駆除薬

の原料植物といわれるSmilax officinalia Poir．，S．Salsaparrilha

Mart．等をさすものである。

カジューの汁はまた，発酵させて酒を作ることができるが，このカ

ジュー酒はブラジル・インディアンが既に昔から作っていたもので，

これを土語でマコロロー（MacororoまたMucororoともいう）といい，

彼等は祭りの時にこれを多く用いた。カジューの汁はまたアイスク

リームにも混ぜるが，ゴヤスの名産で，これをSorvete de caju と

呼んでいる。また，砂糖漬としてかわかしたものもブラジル奥地でよ

くみられるが，これがパッサ＝デ＝カジュー（Passa de caju）であ

る。

カジューの材はバラ色を呈し，ニスを塗るのに適し，耐久力があ

り，建築材，家具材として賞用せられるほか，旋盤，農具の柄，箱材

にもなる。材を焼いて灰にしたものはカルシウムを多く含み，歯みが



き粉の代用にも用いられるという。樹皮にはタンニンを含み，フラン

スの薬局法ではこれを ecore anti－diabetique と称しているが，

糖尿病・出尿多過・衰弱・手足のむくみに用い，ローションにしたも

のは鵜口瘡やのどのはれにうがい薬として用いられる。また，タンニ

ンは皮なめしにも用いる。

樹皮に傷をつけると樹脂がとれるが，これをブラジルではCajucica，

英語でCashew － gum，仏語でGomme d'anacarde といい，少し水を入

れてとかしてアラビアゴムの代用とし，製本用に賞用せられ，また薬

用としては清血剤、痰とり、円滑剤の目的に用い，昔の土人は咳や肺

の炎症に用いたという。また，投網や釣り糸を染めて丈夫にするに用

いることもある。

新しい葉はタンニンを含み，皮なめしに用い，その液は敗血症・腹

痛にも用いられている。 花は強壮剤であり，

また，催淫剤としての効もあるという．そのほか根は清血剤として民

間薬に用いられている。

北伯においてはカジュ－の実る時期には，徴毒患者はカジューの林



に入り，その中に住みこんで，果汁を吸い，そのカスを身体に塗って

治療するということが行なわれた。

また，おもしろいのはカジューは雷を呼ぶ性質があると信じられて

いることで，雷鳴のときにはカジュ－の木の側に近寄ってはならない

といわれる。

摘 要 カジューを一番生産し，利用しているのは，今日でもブラ

ジルが盛んで 1955年の統計によると，栽培面積358，136へ7タール，

生産は161，606トンに上り， 1ヘクタ－ル当たり451kg の収量となっ

ているが，その主産地はバイア・エスピリット＝サント・アマゾナス・

パラー・ゴヤス等の諸州である。このほかになお多くの野生木がある

わけである。

乾期の終わりごろゴヤスを旅すると，よくカジューの雨（Chuva de

caju）というのにあうが，これは8月2日ごろで，毎年このころにパラ

パラと雨が降る。この雨は乾期の終わりを告げ，雨期の近づいたこと

を知らせるもので，決して激しくは降らない。ちょうどこのころカ

ジューの花が咲き始めるからこのようにいったものである。



花梗が発達して食用となるものにはこのほかにケンポナシ（H。venia

dulcis Thunb．グロウメモドキ科）があるが，ブラジルにも普及され

ていて，ウ－バ＝ド＝ジャポン（Uva do Japao 日本ブドウの意）の

名で呼ばれている。

エ ル バ＝マ テ
（Erva－ mate）

Ilex paraguariensis St．Hil．

科 名 モチノキ科（Aquifoliaceae）

形 態 常緑の喬木で高さ10m内外，枝をよく張り，若い内は多

少細毛があるが，後に無毛となる。葉は互生し，皮質で，倒卵状楕円

形または卵状楕円形で，基部は狭く長く、先端は鈍形または円頭にし



て，わずかに凹頭のことがある。長

さ 42cm，幅3－5cm，葉脈は裏面

に顕出し，側脈は6－8対，緑には

粗鋸歯があり，通常は平滑無毛で

あるが，ときには裏面に多少毛の

あることがある。

花は緑白色で小形，族生の集散

花序に多数者生し，花序は葉より

短い。花は4数性で，通常雌雄異株。

おばなはめはなよりも少し大きく，

4本のおしべがあり，花弁と互生し

ている。めばなには細い4本のおし

べが残っているが，受精力はない。

果実は漿果ようの石果で，球形，

径6－7mm，熟すと黒紫色となり，果

肉には黒紫色の汁がある。種子は4



個で， 3稜のある扁円形の堅い中果皮におおわれているが，これは長

さ4mmばかりで，暗褐色にして白い条線がある。

異 名 cha － mate．

日本名 マテチャ，パラグアイチャ。

英語名 Mate，Paraguay tea．

アルゼンチン・ウルグアイ・パラグアイ名 Yerba mate，

Arbol de la yerba．

グアラニー語名 Caa．

学 名 マテ茶は後に述べるごとく，ヨーロッパ人の南米上陸以前

から知られていたが，その学名が定められたのは比較的新しいことで

ある。 フランスの植物学者サンチレール（Auguste deSaint －

Hilaire 1779－1853）は1816年から1822年にわたって6年間南ブラ

ジルおよびパラグアイを旅行し，多数の植物を採集して帰ったが，そ

の後半生はこれらの地方での採集物の整理発表にささげた。マルチウ

スとともにブラジルを最も理解していた植物学者として有名である。

彼がフランスに帰った年に発表した「ブラジル奥地旅行の概要」



（Apergu d'un voyage dans l'interieur du Bresil は，パリ博物館

報告（Memoires du Museum d'Histoire Naturelle de Paris， vol．

IX． pp．307－380‥ 1822）中に収められたが，この351ページに彼

は始めてマテ茶に現在の学名を使用して発表した。後に彼自身によっ

て「ブラジルおよびパラグアイの注目すべき植物記」（Histoire des

Plantes les plus remarquebels du Bresil et du Paraguay，1824）

中にはHex MatとSt． Hil．と土名をそのまま入れた学名を用いてい

る。この後の異名としては Chomelia amoca Veil． （1825），Ilex

paraguayensis Spreng．（1827），Ilex paraguensis D．Don（1828）

等がある。

Ilex Linn．（モチノキ属）は両半球の温帯および熱帯に約300種も分

布していて，その名は旧ラテン名で，ブナ科のQuercus Ilex Linn．

（南ヨーロッパ産）をさしたものである。 種名paraguanensisはパラ

グアイ産の意で，その産地を示している。パラグアイの国名はラテン

語化してParaguariaと書いたためにこの種名が用いられたのである。

なおS．Reissekは，マルチウスの「ブラジル植物誌」11巻第1冊（1861）



中に，次の3変種に区別している var．latifolia，var．longifolia，

var． angustifolia であるが，この内，サンチレールの基本種は第

2のロンギフォリアに入るものとしている。しかし，本種の葉は変化し

やすいもので，この変種設立には異論があるかもしれない。

分 布 南米の南部にかなり分布していて，南はウルグアイのボア

イラから北はボリビアのサンタ＝クルース＝デ＝ラ＝シエラまで，東

はブラジルのサン＝パウロおよびマット＝グロッソの両州から西はア

ルゼンチンの北西部からベル－の一部にわたるが，中でもパラグアイ

とブラジルの南部にはことに多い。ブラジルでは前記の2州以外に，そ

の南のパラナ・サンタ＝カタリーナ・リオ－グランデ＝ド＝ス－ルの

諸州に自生しているが，その分布の中心はパラナ川の下流地域という

ことができる。

染色体数 2n－40（E． K． Janaki Ammal ; 1945）

花 期 10 月上旬（南ブラジル），果実は4月ごろ熟す。

歴 史 マテ茶はインカの時代に既に知られていたことが調べられ

ている。 フランスの人類学者モルチイエー（Mortillet）とロッシェ



プルーン（Roche brune）によると，インカの一族であるキチュァ族は

1000年以上前にマテ茶を知っていて，彼等がリマ近くのアンコンの墓

を発掘したときに，死者の供物の中にマテ茶の葉が混っていたのを発

表している。1826年から1833年にかけて，南米南部を歩いたフランス

の博物学者ドルビニー（Alcide d'Orbigney）はその著の中で，マテ

（Mate）の語はペルーのキチュア族の言葉Matiより変わったもので，元

来は，ヒョウタンのことであったが，後に，その器の中に盛って飲む

マテ茶のことをいうようになり，この言葉が広く用いられるように

なったという。1536年パラグアイに入ったスペイン人は，この地のグ

アラニー族が広く，薬用，飲料として用いているのを知り，後にはパ

ラグアイのスペイン人にもその使用が広まり，ついに必要かくべから

ざるものとなった。

グアラニー族の間の伝説によると，マテ茶は彼等の守護神であるツ

パー（Tupa）が授けてくださったもので，これを飲めば精力がつき，戦

のときも飢えを知らずにすむという，こうした言い伝えによりこの種

族に広まったのである。しかし，パラグアイのマテ茶が産業として盛



んになったのは，独裁者イラーラ将軍が16世紀の中ごろパラグアイの

政権を掌中に収めてからで，彼は土人を奴隷のように使って，天然の

マテ茶を集めて多くの利益を収めた。これからのパラグアイの歴史は，

マテ茶と切っても切れない縁に結ばれた変転をくりかえしている。後

にはこれにジェズイット派の勢力が加わり，17世紀からはジェズイッ

ト教団ではマテ茶の栽培を始めて成功させ，一時は莫大な利益を収め

ていたのである。

ブラジルのマテ茶の産業は割合新しく，19世紀に入ってからで、

それも初めはアルゼンチンの商人によって刺激されたものである。今

日マテ茶の消費の最も多いのはアルゼンチンで，ブラジルのおもな輸

出先はアルゼンチンであったが， 20世紀の初めにはアルゼンチンは

ミッシオネス州でマテ茶の栽培に成功したので，ブラジルの輸出は急

に減ってしまっている。しかし，今日でもその風味の最もよいのはブ

ラジル産といわれているので，ちょうどロンドンの紅茶商人のごとく，

ブエノス＝アイレスのマテ茶商人はブラジルのマテ茶を輸入して，適

当に製品の質の低下を防いでいるという。



今日ブラジルは国立マテ茶研究所を設けて，その輸出奨励に乗り

だしているが， 3年前より，溶解性マテ茶の発明により，新たな市場

開拓に多くの希望をつないでいる。

成 分 マテ茶の主成分は次のごとくである。カフェイン2％，タン

ニン質8％，脂肪または樹脂7％，そのほか少量の成分として，精油，

バニリン（C8H8O3），コリン（C5H1502N），クエン酸（C6H8O7）がある。

栽 培 マテ茶は野生のものも用いるが，現在では栽培も行なわれ

ている。普通にまいたのではなかなかはえないが，天然にあるものは，

烏によって多く運ばれているところから，昔は1回鳥の内臓を通らな

いとはえないと思われたものである。果実の熟すのは4月ごろで，とっ

てきた果実は水に1週間はかり浸しておく。それを瓶の中に砂と混ぜ

て入れて木の棒でつくのであるが，これは堅い中果皮に包まれた4個

の種子をバラバラにするためと，堅い殻に適当に傷をつけて発芽をた

やすくするためである。バラバラに離した種子は腐葉土の多い苗床に

条播きする。発芽には日数を要するもので，わたしの試験では100日

から110日を要している。コ－ヒーも日数を要するが，これは40日か



ら43日で発芽するから，マテ茶はなおその倍以上の日数を要するわけ

である。

発芽したものは半年ぐらいで20cm ぐらいになるから，これを5m間

隔に定殖する。

マテ茶は定殖後50年ぐらいの生産に耐えるといわれるが，最初の収

穫は定殖してから4－5年目で2m ぐらいになったものから始める。こ

の時期のものをグワショ（Guacho）といい，収穫の時期は5月から10

月（秋から初夏）が一番よいとされ，剪定バサミや山刀で枝ごと切る

が，高い木では梯子を用いる。 1回切ったものは3－4年目にふたたび

切るようにしてゆく。

切ったものは枝ごとすぐに火でかわかす。これをサペッコ（Sapeco）

というが，これが大事な仕事で，そうしないと発酵を起こし，製品に

ならない。これには5本ぐらいの枝を束にして，葉が少し黄色になる

まで徐々に行ない， 24時間以内で止める。これで約2割の目方が失わ

れるが，終わったら40kgぐらいの束にする。次にこの火力で直接かわ

かしたものを小屋の中で徐々に乾燥させて行く。これがセッカージェ



ン（Secagem）である。 これには 3 つの方式があって，カリジョー

（Carijo）というのは，四方を開け放った小屋の中に地上120cmの物干

し場を2段に作り，ここに束を下げて下に火を焚いてかわかすのであ

る。次はフルナ（Furna）という式で，小屋の内の地面を掘り下げそこ

で火を焚き，上に束を吊るしてかわかすのである。 最後の式はバル

バカー（Barbaqua）といわれるもので，大きい小屋の中に直径5－8m

ぐらいに棒で物干し場を作り，漏斗状に下の方は中心に近づけておく

ようにする。 中心には穴を掘って火を焚くが，温度は下の方で90c

を保つくらいにし，時々上の束の位置をかえ8－12時間ぐらいかわか

す。最近は木の代わりに金網の長い円筒を回転してかわかす式も用い

られている。この乾燥場で働く人夫をグアイノス（Guainos）といい，

その監督をウルー（Uru）というが，毎年8月10日はウルーの日といっ

て火を扱う仕事はいっさい休み，マテ茶労働者の守護神サン＝ロウレ

ンソ（Sao Lourenco）を祭る風習がある。

かわいた葉と枝はあらく砕かれるが，これをカンシャ（Cancha）ま

たはカンシェアメント（Cancheamento）といい，その労働者をカンシェ



アドール（Cancheador）という。この場所はまた別の大きい小屋になっ

ていて，中に直径5mぐらいの丸い板囲いを作り，高さは40－80cm，床

は板または煉瓦で敷き，この上を木で作った大きい歯のある脱穀機を

ころがして砕くのであるが，これには馬またはブーロ（ラバ）を使う。

終わったものはふるいにかけて，ノッケという名で知られている倉庫

にしまって，湿気を防ぐ。生葉からカンシャまでには50－65％の目方

が減り，一般には10kgの生葉から4kgがとれる。この砕いたものは，

袋に詰めて積み出されるか，更に細く砕かれて，ふるいわけされて商

品化される。

用 途 マテ茶を飲むには普通ヒョウタンの小さい器を用いるが，

ときにはうしの角，またはパラグアイ産のパーロ＝サント（P a l o

santoオトギリソウ科のKielmeyera属）をくりぬいて作ったものも用

いられる。この器の中に7分目ぐらいにマテ茶を入れ，湯または水を

注ぎ，金属性のボンバという先がふくれて一面に細い穴のあるサジ型

の容器で吸うのである。湯を入れて用いるのが普通で，これをシマロ

ン（Cimarrao）というが，暑いときはしみずを用い，これをテレレ－



（Terere）という。 数人で飲むときはこれを回し飲みするわけである

が，このときは一人主人公がいて， 1回飲むごとに湯または水を注い

で次の人に渡してやる。この習慣はパラグアイ・アルゼンチンではき

わめて普通の習慣で，また，ブラジルの南部でも広く用いられる。肉

食に適した飲み物で，ついには習慣性となる。

ジェズイット教団の医師，ペ－ドロ モンテグロ（Pedro Montegro）

の書いた本の中には，このほか，マテ茶について次の効用がのべてあ

る。樹皮からは紫色の染料がとれ，また，土人は，打ち傷やはれもの

腫物に用い，葉の浸出液は下痢止めの唯一の薬として昔スペインのコ

ロニア時代に用いられたし，日射病や中毒には，冷たいマテ茶（テレ

レ－）を飲ませ，その後でしめしたマテ茶の葉を病人の額にのせてお

くのは，最も理想の療法であるとして知られていた。マテ茶の葉を粉

にしたものは腫物をなおし，切り傷をふさぎ，葉をかめば歯をじょう

ぶにし，その痛みを止めるという。

摘 要 マテ茶に関する用語をなお少しのべれば，マテ茶の木はエ

ルベイラ（Erveira）といい，その木の群生している所をエルバール



（Erval）という。またその栽培，製造に従事する人を一般にエルパティ

ロ（Ervateiro）という。また，お茶の新芽だけでも造るように，マテ

茶も新芽だけで造ることがあるが，これはカアア＝クイ－ス（Ca a

cuys）といい，また，妙ったものをカアア＝グアアザ（Caa guaza），

妙らないものをカアア＝ミルー（Caa mini）といって区別している。

マテ茶が収益をあげるものとなるといきおいその代用品や，量をふ

やすために偽造品が横行するが，筆者の調査によると次のごときもの

がおもなる代用品である。

モチノキ科

I lex chamaedryfolia Reissk．俗名Congonha miuda．

I． concarpa Reissk．俗名Catuaba do mato．

I． domestica Reissk．俗名Congonha de Sao Paulo．

I． pseudo－buxus Reissk．俗名Caiina．

I． theezans Martius．俗名Congonha do Rio．

マメ科

Psoralea grandulosa Linn．俗名 Congonha．



グロタキカブラ科

Villaresia megaphylla Miers．俗名 Congonheira．

V． mucronata Ruiz et Pavon．俗名Congonha verdadeira．

オクナ科

Luxenburgia polyandra St． Hil．俗名Congonha do campo．

ハイノキ科

Symplocos lanceolata DC．俗名 Congonha de caixeta．

S． itatiaiae Wawra．俗名Congonha．

S． variabilis Martius．俗名Cangonha grande．

また偽造品として次のものが混合されることがある．

ボキシア科

Vochysia emarginata Vahl．俗名 Congonha－ caixeta．

モチノキ科

I,lex affinis Gardner．俗名 Congonha de Goi＆ s．

I． Apollinis Reissk．俗名Congonha da Baia．

I． brevicuspis Reissk．俗名Congonha．



I． dumosa Reissk．俗名Congonha miuda do brejo．

I． ovalifolia Bonpl．俗名Congonha．

I． peltorioides Reissk．俗名Congonha．

グロタキカヅラ科

Villaresia Congonha Miers．俗名 ccngonha do sert云 o・

オクナ科

Luxenburgia octandra St． Hil－ 俗名Congonha amarela．

ハイノキ科

Symplocos uniflora Benth．俗名 Caurici．

ヤブコウジ科

Rapanea guyanensis Aubl．俗名 Capororoca comum．

R． laetevirens Mez 俗名Canelao．

アカネ科

Rudgea major M． Arg．俗名Congonha．

Rudgea myrsinifolia Benth．俗名 Congonha．



また，マテ茶に混ぜてその味や風味を添えるものには次のものがあ

る。

モチノキ科 Ilex amara Loes 俗名 Congonha do Rio．

キク科

Stevia collina Gardner 俗名 CaA eh色．

Stevia Rebaudiana Bert．俗名Caa ehe．

俗名で一番多いのはコンゴーニヤ（Congonha）という名であるが，

マット＝グロッソ州の土人はマテ茶のこともコンゴ－ニャの名で呼ん

でいた。これは「食用になるもの」という意味で，以上の代用品また

は偽造品はすべて，マテ茶とその葉がよく似ているのである。添加物

の内モチノキ科のものは苦味を有するが，キク科のものは非常な甘味

を有するものとして有名であって，ときにはタバコにも混ぜることが

ある。

マテ茶の産額は1936年までブラジルが筆頭であったが，アルゼンチ

ンは1914年より，ミシオネス州で栽培，種の始めての収穫があったが，

1937年には既にブラジルを越していて，この年の産額は次のごとくで



ある。

アルゼンチン 106，330トン

ブラジル 96，544トン

パラグアイ 17，840トン

ブラジルの産額はこれ以後はふえず，むし減少の一路をたどってい

る。 ブラジル国内の州としては，ながくパラナ州が1位であったが，

最近は南端のリオ＝グランデ＝ド＝ス－ル州に首位をゆずり，パラナ

州に次いではサンタ＝カタリーナ、マット＝グロッソ州の順位で，実

際にマテ茶を産出しているのはこの4州である。



グ ア ラ ナ ー
（Guarana）

Paullinia Cupana Kunth

科 名 ムグロジ科（Sapindaceae）

形 態 蔓性またはやや直立性の潅木で，高さ10mに達す。皮は暗

色で枝は密集し，径4－8mm，深く4－5条の溝があり，上方には暗色

の毛があるが，後に脱落する。

葉は5小葉よりなり，総柄は7－ 15cm，上面は溝あり，平滑にして

やや条線あり。托葉は卵形，やや尖頭。小葉は短くまたは長く柄あり，

下葉は卵形にして短尖頭，頂片は鋭頭にしてやや楔脚，側片は円脚，中

葉より先に粗歯牙あるもときに不明。普通は鈍頭にして皮質。両面平

滑なるも下面には顕微鏡的な蜜腺がある。多少粗渋にして，めいりょ

うならざる細点があり，分枝せる乳管がまばらに分布する。表皮は粘

質でない。葉は全長20－40cm，小葉は長さ10－20cm，幅4．5－9cm，

托葉は長さ2－－ 3mm。



円錐花序は密集して腋生し，長さ6－ 20cm，花軸は径2mm，長毛あ

り。苞は針形にして長さl－1．

5cm，花梗は中部下方に節あり，

長さ4－ 5mm，花はやや大形に

して，芳香あり。萼はやや膜質，

5片に分かれ，外面は有毛，外

面2片は小形，内面のものは長

さ3mm，やや膜質，淡緑色にし

て広楕円形，円頭。

花弁は4個，白色にして，長

さ5mm，広楕円形。上方の2片

には内面に鱗片状の付属物あ

り，上方は内曲し，その頂は鶏

冠状になる。縁には毛がある。

蜜腺は短卵形にして，基部は短

毛がある。



おしべは8本，花糸は白色にして細毛あり，やくは広楕円形，黄色

にして無毛，底着。

子房は楕円状，有柄，平滑にして，花柱は長く，緑色，先は3分岐

する。花柱は長く花外にでる。 子房は1室。 朔果は洋梨形，短尖

形，長さ14－ 20mm，径 10mm，上部は赤色，下部は黄色にしてかわく

とほとんど黒紫色となる。外面は平滑にして内面には繊毛あり。果梗

は6－8mm，種子は1－2個にして，類卵形，平滑，径12mm，種皮は淡

黄または黒く，基部の仮種皮は短く，コップ状で，リーデル（Riedel）

によると赤，マルチウス（Martius）およびペッコルト（Peckolt）に

よると白いという。内の胚は曲がり，子葉は肉質である。

異 名 Guaranaseiro，Naranaseiro，Uaranu

コロンビアおよびベネズエラ名 Cupana，Yocco．

学 名 Paullinia Linn．（グアラナ－属）はアメリカの熱帯地方

を中心に分布していて，ラドルコフェル（L． Radlkofer）の Das

Pflanzenreich に発表したものによると148種を記載している。この

内1種はアフリカにもあるが，これはアメリカから渡来したものであ



るし， 2種は－ワイ島にもみられるが，これも外来のものらしい。

属名はリンネが，コペンハ－ゲンの医家で植物学者のパウリ（Simon

Paulli 1608～ 1680）にささげてつけたもので，種名はべネズェラの

土名よりきている。 本種が始めて学問的に記載されたのは，フンボ

ルト（Alexander von Humboldt 1769 － 1859）とボンプラン（Aime

Bonpland 1773～1858）によるオリノコ川探検の途次S． Fernando de

Atabapo で採集したものによって，クント（Karl Sigismund Kunth）

が， 「新植物種属誌」 （Nova Genera et Species Plantarum ： 7

vols ; 1815 － 1825）の第5巻（1821） 91ページに発表したのが最

初で，その後種名のCupanaが誤ってcupaniaとつづられたこともある。

次いで 1817 年 1820 年の間ブラジルを旅行したマルチウス（Karl

Friedrich Philipp von Martius 1794－ 1868）は，アマゾンから持

ち帰った材料によってPaullinia sorbilis Mart．の名の下に1826年

に発表している。

後にブラジルのズッケ（Adolpho Ducke）はこの両者を区別し，次の

ごとく変種に分けている。



a） var． typica Ducke 基準種。巻きひげはなく，花と果実はより

大きく，果実は次の変種の2－3倍にして光沢のない赤色を呈する。オ

リノコ川の上流，ネグロ川の上流地方で，ベネズエラ・ブラジル・コ

ロンビアにわたって分布する。

b） var． sorbilis（Mart．） Ducke 成長せるものは必ず巻きひげ

があり，果実は小形で，光沢ある赤色を呈している。ブラジルのアマ

ゾナス州のマウエスおよびパリンチンス地方に産する sorbilis と

はラテン語の「飲用になる」という意味である。

歴 史 グアラナーは強壮剤として有名であるが，ヨーロッパ人が

くる以前，既に土人によって用いられていたことはたしかで，その中

心地であるアマゾンのマウエス族の間には大略次のごとき伝説がある。

人間がまだ動物や植物と話ができたずっと昔，3人の兄妹があった。

兄をオクマアト－，次をイグアマン，下の妹をオニアムアサベ－と

いった．この妹は蛇に恋されて子供を生んだが， 2人の兄はそれを好

まなかった。兄たちはパラークリの畑を持っていたが，子供が大きく

なるとこのクリを食べたがり，母がある日こっそりと子供を連れてク



リ畑に行って食べさせてからは，子供は時時1人でも行くようになっ

たが，兄たちの命令で畑の番をしていた口の紫の猿のために殺されて

しまう。母は悲しんで始めに子供の左の目を抜いて地に埋めると，そ

こからは贋のグアラナーがはえてきた。 そこで今度は右の目を抜き

埋めたところ，ほんとうのグアラナ－がはえてきた，というのである。

この贋のグアラナは前に述べた実の大きい方の基本種であり，右の目

からはえたのが，ソルビリスという変種の方に当たるわけである。

グアラナ－が土人の間に広まったほんとうの原因を知ることはむず

かしいが，この種子は軽い知覚マヒの作用があるので，胃の細胞に作

用して飢餓の感じを弱めるため，土人はこれを用い始めるようになっ

たのではないかといわれている。マウェス族は定住性をもつ土人であ

るので，農業も多少は営む種族で，グアラナ－を作り，たくわえるこ

とも知るようになったものと思われる。元来は土人の間で用いられて

いたものが，ポルトガル人が入ってきてから大いに誇張されて，精力

増進剤として広く知られるようになったのである。

1816年～1817年ごろフランスに入り，当時パリで薬局を持ち，政界



にも勢力のあったカデー＝ガシクール（C． L． F． Cadet－Gassi・

court）は大いに宣伝したという。

1826 年，前にのべた，マルチウスの弟のテオドール（Theodorvon

Martius）は兄がブラジルから持ってきた材料を始めて分析してみて，

緑色の脂油・樹脂質・ゴム質・澱粉・セルロ－ズおよび白い苦味のあ

る結晶物を得たが，これはティーンやカフェインに似ているもので，

グアライ－ナという名を与えた。その量をかわいた種子の中から4．24

％出している。1840年にはグアラナーにはカフェインがあることがベ

ルサロー（Berthelot）とズシャステルー（Dechastelus）によって発

見せられた。1861年フルニール（Fournier）の分析では，緑色の脂油・

ゴム質・3種の揮発油・カフェ－タンニン酸・塩等が含まれているとし

ている。

1866年に行なわれた，ブラジルのぺッコルト（Theodoro Peckolt）

の分析は今では歴史的なものであるが，当時としては最も詳細にわ

たったものであった。これについては後に述べる。

1877年にグリーン（Greene）はグアラナー＝タンニン酸はほかのタン



ニン酸と異なるから，パウリン＝タンニン酸と改めることを提唱した。

1910年になるとニールスタイネル（Niersteiner）は，グアラナ製品

の主成分はカフェインではなくて，B－Guarainaという一種のアルカ

ロイドであるという発表をしている。

これを要するに，グアラナーはその実に対して名があまりにも有名

になりすぎた趣があって，その使用は半ば神秘的信仰的でさえある。

成 分 まず1866年に行なわれたぺッコルトの分析によると，次

のごとくである。

植物繊維 49．125％，赤色樹脂 8．800％ 澱粉 8．350％ 水分

7．650％ カフェイン 5．388％， 黄色脂油 2．950％， 焦性グ

アラナ－酸 2．750％， 赤色色素 1．520％， 無定形物 0．606％，

サポニン 0．606％， ペクチン・リンゴ酸・粘液質・デキストリ

ン・塩類等 7．470％

ブラジルのカルネイロ（Paulo de Barredo Carneiro）は，最近ふ

たたび詳細な分析の結果をソルボンヌ大学から発表しているが，それ

を要約すると次のごとくになる。



1）グアラナ－製品中のカフェイン（C8Hl。02N4）の分量は

平均して，

土人の作ったものの中には4．8％

商人が販売用に作ったものには4．2％

が入っているが．工業製品の中にカフェインの少ないのはアミド

を混ぜるためである。

2）ショール（Shor）とトムス（Thorns）がこの中に発見したという

モルヒネ類似の物質は全くなく，生理作用がモルヒネに似ていたのは，

グアラナ－－タンニンである。

3）（Niersteinex）がB－Guarainaと名付けC40H47021N4とした

ものは全く存在しない。

4）生長した植物体の全部分にカフェインは含まれている。

5）テオブロミン（C7H802N4）は生長せる植物体の内，葉茎の皮，花

のみにはみることがある。 2つのアルカロイド以外にはほかのアルカ

ロイドはみられない。

6）全器管は無色の母質のために，「グアラナ－赤色色素」を出すが，



この母質は同時に栗色の物質をも出す。

なお次の分析結果も知られている。

種子の平均重量は0．67gであるが，この内，肝乳0．56（85．6％），

種皮0．11g（16．4％）で，肝乳中には次の成分がある。水分11．02

％，油脂 2．68％，灰分 2．07％， （この内，溶解性1．66％，不

溶性0．41％），また，油脂は帯緑黄色にして融点23－－ 24c。また，

カフェインは4．40％を含み，種皮には2．29％を含んでいる。

カフェインは植物体のほかの部分には次の割合で含まれている。茎

の皮 0．17％，根の皮1．74％，茎の木質部 0．19％，根の木質部

0．27％，葉 0．38％， テオプロミンは次の割合で含まれている。茎

の皮 0．98％，葉 1．20％，種子1．54％。

結論として，グアラナーは現今知られている植物の内，カフェイン

とテオブロミンを最も多く含んでいる植物とみられている。

用 途 グアラナ－の種子は妙って粉にし，かためたものは均一

な質をもち，やわらかく，灰色をしているが，これを燥蒸して干した

ものは暗赤色，ときに紫色に変わり，時がたつにつれて更に暗色にな



る。これがかたくなる前に，円筒形，楕円形，卵形等の形に作るが，こ

れがいわゆるポン（pao）といわれるもので，非常にかたく，これを用

いるには粉にするために，やすり，またはアマゾンの大魚ピラルク－

（Pirarucu ：－ Arapaima gigas Cav．）の舌骨を用いる。この舌骨は

長さ15cm ばかりの楕円形で非常にかたく，表面にあらい刺があるの

で，これでグアラナ－をおろして粉にして茶に入れて飲むのである。

マウェス族がグアラナ－を作るには次の順序でやるという。

果実の熟したものはまず種子だけにし，それを干し，次に火で妙り，

更に袋に入れて打ち，種皮を離し，前もって暖めた木の目に入れて挽

き，粉にしたものを一晩おいてから少ししめらし，必要な型に仕上げ

る。 これを最後にPau－mulato（Calycophyllum Spruceanum Bth．）

や Parica （Schizolobium amazonicum Ducke）の薪でいぶすのであ

る。この製造には約15日間はかかるという。

マウェス族の作ったものは熟した種子のみを用いるので上質といわ

れる。

このほか土産品用として，盆・杯・カヌー・果実・種々の動物の型



に作ったものがあるが，これはGuarana de Figura と呼ばれ劣等品

である。薬用として強壮剤に用いるが，茶剤とするほか，シロップ・チ

ンキ・錠剤として用い，酒にも入れる。

摘 要 グアラナーは実際にはアマゾナス州のみより産出し，次の

ごとき産出を示している。

（かっこ内は生産トン数を示す）

1938（155），1945（135），1948（25），1950（198），1951（226），1952

（232），1953（249） 。

この内約10％が輸出され，国内消費の90％の内 50％はマット＝グ

ロッソ州にて消費されるが，この州では粉に砂糖を入れて飲用し，こ

れをポンシュ（Ponche）といっている。



アソイタ＝カバーロ
（ Acoita － cavalo）

Luehea divaricata Mart．

科 名 シナノキ科{Tiliaceae）

形 態 喬木にして高さ20－ 30mに達する。樹皮は灰褐色にして，

縦にたくさんの溝がある。枝は円筒形，茶褐色にして少し灰色をおび，

星状毛および繊毛あり，若いときにことに多い。 葉は互生し，托

葉は早落性，膜質，緑色，広皮針形，鋭頭，長さ7－ 10mm全体有毛。

葉柄は長さIcm，円筒形，緑色にして茶色の毛が密生する。下方の葉は

水平または下向するも，上方の葉は斜上画する。

葉身は広楕円形または倒卵状広楕円形にして皮質，かわきやすく粗

渋，長さ6－10cm，幅4－5cm，円脚または浅心脚，ときに基部は不斉

形，先端は鋭先頭または鋭頭，縁辺には不斉または重鋸し歯あり。若

き葉は両面に星状毛あるも後に表面はほとんど無毛となり緑色。裏面

は灰白色にして，星状毛と微細な械毛がある。脈理は網状にして裏面



に顕出し，基部より5脈が走り，

上方に3－ 4の側脈がある。

花は径3－4cm，ほとんど香な

く，帯自淡紅色，円錐状集散花序

に着生し，頂生または上部の葉

肢に出るO花軸は円筒形，ほとん

ど水平に分岐し，細毛あり，花枚

は花軸よりも太く，円筒形で長

さIcm，径3mm，拭毛と星状毛が

ある。萼は2輪性。副萼は7深裂

し，早落性，帯赤色にして，裂片

は皮針形，長さ12mm，幅4mm，鋭

頭にて全体に絨毛あるも，外面

にはより密生する。萼片は5個，

卵状広楕円形，長さ21mm，幅7mm，

3脈ありて鋭頭，外面には繊毛あ



り。基部3分の1ほ軽く互いに按合し，花どきには上方3分の2は著し

く反曲する。花弁は5個，倒卵形にして膜質，長さ22．－23mm，幅20

－21mm，円頭狭脚，縁は摺曲し，内面の基部近くに白色の毛あり，花

弁の下半は帯黄色にして上半は淡紅色で縁は白色を帯びる。 おしべ

はきわめて多く，基部は単体をなし，帯黄色にして有毛。内輪のおし

べは長く，長さ16mmに達し完全，外輪のものは低く，やくを欠く，花

糸は帯黄色にして，やくは黄色で摺曲する。

めしべは全長19mm，子房は卵形にして淡黄色，絹毛あり，高さ4－

5mm，径3－4mm，花柱は白色，円筒形にして有毛，長さ14mmあり，上

方は屈する。柱頭は頭状にして黄色，径 1．5mm あり。 朔果は広

楕円状で，木質，かたくて厚い。 暗茶褐色または黒色にして，外面

は粗渋，長さ23mm，径14mmあり。上半は5裂し裂片は広皮針形にして

鋭頭。内部は5重に分かれ，各室に多数の種子が2列に並ぶ。

種子は広楕円形，有翼にして，暗褐色，無毛にして長さ6mm，幅3mm，

巽は全体の3分の 2を占めて薄い。

異 名 Ivitinga; Ibitinga



アルゼンチン名 Azoita caballo ; Caaoveti－guazu ; Fran-

cisco Alvarez．

ウルグアイ名 Caaobeti ; Azoita caballo; Arbol de San

Francisco ; Francisco Alvarez ; Palo Francisco ; Sota caballo

; Timbamba．

パラグアイ名 Caaoveti－ guazu．

グアラニー語名 Caaoveti．

アソイタ－カバーロとは，馬を鞭打つの意で，鞭に用いるからいう。

学 名 Luehea Willd．（ルエーヘア属）はアメリカの暖地に約16

種類分布し，その属名は，オーストリアの植物学者でケイブ地方の植

物に興味をもったリューヘ（F． Karl van der Liihe）にちなんだも

のである。種名のdivaricata はラテン語の「よく広がった」という

意味である。

本種の原記はマルチウスおよびツカリーニ（Martius et Zuccarini）

の Nova Genera et Species Plantarum，vol．I，1824，p．101，t．

63．に図示されたものである。



分 布 南米の中南部の産で，ブラジル・アルゼンチン・ウルグア

イ・パラグアイ・ボリビアに分布する。ブラジルではリオデ＝ジャネ

イロ・ミナス－ジライス・ゴヤス・マット＝グロッソ州以南にみられ

る。

花 期 10月より4月にわたって長い。果実は6月より8月にわたっ

て熟す。 用 途 材は黄白色に濃色の班があり，はなはだ強靭で

軽く，割れにくく，細工はしやすい。室内材・建築材・飛行機のプロ

ペラ・楽器・銃床・貴具・馬具・椅子等に用いられ，比重は0．530・

0．586。樹皮はタンニンを含みなめしに用い，葉は民間薬として赤痢，

自こしけ，粗関節炎，慢性下痢，淋病に用い，根は浄血剤とする。花

は蜜源として重要で，白い蜜がとれるという。向陽の地を好み，牧場

の日陰樹としても用いる。



パ イ ネ イ ラ
（Paineira）

Chonsia speciosa St．Hil．

科 名 キワタ科（Bombacaceae）

形 態 高さ20－ 30mに達する落葉性の喬木で，生長早く，また，

観賞用として広く植えられる。幹は直立し，濃緑色であるが後には灰

色を呈す。多くの刺におおわれているが，刺は円錐形で基部広く，直

生または少し曲がる。個体によっては刺のごく少ないのもある。

葉は枝の先に互生し，長柄を有する掌状複葉。総柄は長さ10～18cm

に達し，円筒軌 濃緑にして平滑，上面には多くは狭き溝あり。小葉

は5－7個あり，皮針形または広楕円形にして頂片は最も大，縁には細

鋸歯あり，基部は漸先形にして先端は鋭頭。緑色平滑にして，中脈は

両面に凸出し，支脈は細く裏面に顕出する。菜面は径10－15cm，小葉

は長さ7－11cm，幅1．5－2．5cm，冬または乾燥期には落葉する。托

葉は早落性にして，革質，皮針形、縁色，鋭頭にして縁毛あり，長さ



4－ 5mm。

花は葉の落葉の始めに開き，短

い頂生の総状花序に着生し，花軸

は円筒形，緑色，ときには疎円錐

花序をなす。花榎は円筒形，平滑

にして長さ2cm，帯赤色。萼は円

筒形にして厚く，緑色，長さ2－

2．3cm，径1．5cm，先は不規則に

3－ 5裂し，裂片は円頭。外面は

平滑なるも内面には綿毛あり。萼

の基部に3個の小苞あり。肉質，広

楕円形，長さ4mmにして縁毛あり，

中肋は背面に突出する。きわめて

早落性なり。

花は径12－15cm，全開し，5個

の花弁は同大で，倒皮針形，肉質。



下半は漸尖し，先端は円頭または凹頭，長さ10cm，幅3～3．5cm，外

面は絹毛密布し，淡紅色，基部のみ白色。 内面は上半淡紅色にして

絹毛あり，下半は白色に茶褐色の条斑あり，かつ疎に絹毛がある。縁

は波状にして絹毛を密布する。香なし。

おしべは2輪の5数性。外輪のものは仮雄蕊にして長さ2cm，径8mm

の淡黄色の筒をなし，下部は少し細まり，外面は無毛，内面には疎毛

あり。やくは外向突起をなしてこの間の上縁に着き，濃紅色にしてお

のおのは2個のやく室に分かれ，その大きさは長さ5mm，幅3mmあり。

広楕円形，袋状にして，上面および側面上部には白色の長毛がから

まっている。仮雄蕊筒につづいて更に細長い雄蕊筒が伸びているが，

この筒部は長さ全面無毛にして，淡紅色，少し屈曲し，高さ6cm，径

4mm，筒の上部にクリーム色のやくが集まって頭状に着いているが，径

12mm，高さ8mmにして，おのおののやくは2室あり。楕円形にして，花

粉は淡黄クリーム色にして，大球形，無刺にして網紋あり。

めしべは雄蕊筒の内にあり，筒部と同じ高さにして，子房は白色，円

錐形，平滑，長さ8mm，径 5mm－ 花柱は糸状，白色にし



て無毛，長さ8cm，柱頭は頭状， 5校形，紅色。

朔果は緑色，大形，広楕円形，またはときに球状のものもある。長

さ10－12cm，径7．－10cm，熟すと5裂し，中に黒色エンドウ大の種

子多数をとばす。 この種子は絹糸ようの白色の多数の繊維に包まれ

て，風によって種子をとばす。

異 名 Barriguda; Bela Corisia; Imbare; Paineira branca;

Paineira de Flores roseas; Ubiragara．

アルゼンチン名 Palo rosado．

ウルグアイ名 Palo borracho．

グアラニー語 Chamo－ un．

北米名 Floss Silk Tree．

パイネイラとはパイナ（Paina）の木の意味で，パイナとは種子につ

いた綿，すなわちカポックのことである。バリグーダとは「腹でか」の

意味で，その幹がふくらんでいることよりつけられたものである。

学 名 chorisia Kunth （パイネイラ属）は南米に3種分布して

いるが，本種は最も美しい。 コリシアとは1795年生まれの画家コリ



ス（Ludwig Choris）にちなんだもので，彼はエストニア生まれのロシ

アの提督コツェビュ（Otto von Kotzebue 1787 － 1846）指揮のルー

リック（Rurik）号によるベーリング海峡付近の探検（1815． －1818）

に参加したが，これには博物学者シャミッソ（Adalbert von Chamisso

1781 ～ 1838）とエッシュレヨルツ（Johann Friedrich Eschscholtz

1793－1831）も参加し， 1815年には南ブラジルのサンタカタリーナ

において菌類そのほかの下等植物を採集している。種名のspeciosa は

ラテン語で「美しい」の意味である。

本種はフランスの植物学者で1816年 － 1822年中南部ブラジルを

歩いたサンチレール（Auguste de Saint－ Hilaire 1779－ 1853）に

よって始めて学問的に記載されたもので，その著「ブラジル有用植物」

（Plantes usuelles des Brasiliens ; 1824 －1828，p．43．）に図示

されたものである。

分 布 ブラジル中南部・パラグアイ・アルゼンチン・ウルグアイ

に分布，北米では南カリフォルニアに栽培するという。

ブラジルではバイア・ゴヤス・マット＝グロッソ州以南に広く分布



する。

花 期 2 － 4月のころに咲く。果実は8月ごろに熟す。

用 途 本種の材は白くてやわらかい。割れやすく，瓦の大きさに

割ったもので，よく開拓当初の小屋を葺くに用いる。樹皮からでる1種

の樹脂は民間薬として脱肛に用いる。

種子についた綿はパイナで商品上はカポックの名で呼ばれるが，熱

帯アジア産の真のカポックは，同科の Ceiba pentandra Gaertn．に

して別種である。この綿は枕，クッションの詰め物として珍重せられ，

また，浮揚力が強く，水中においては自分の目方の20～30倍に及び，

コルクに倍加するから救命具に最も適している。そのほか，靴下・マッ

ト・フェルト温和料・包帯の填心料・綿火薬の製造にも用いられる。本

種の花は美しいので，また，広く公園や街路樹として植えられる。花

は遠くからみると一見サクラにやや似た観があるので，ブラジルにき

た日本人はときにブラジルサクラと呼んだこともあったが，花弁はサ

クラのごとく軽くひらひらと散らずに，ぽたりと落ちる感じである。

種子より育て3年目で高さ6m地上50cmのところでその周囲80cmに達



し，既に開花をみたことを筆者は観察している。

パイネイラ慰め合うて移民妻

念腹

マ ラ ク ジ ャ ー
（MaracujA）

Passiflora edulis Sims

科 名 トケイソウ科（passifloraceae）



形 態 木質の蔓性植物で，

枝は4－5稜あり，緑色でほとん

ど平滑。葉腋より巻きひげがで

るが，これは単一，無毛で左巻き

である。枝の変形物である。

葉は互生し，長柄あり，全体は

無毛。葉柄は長さ3cmに達し，上

面は溝をなし，上方には径2mmの

緑色腺体がある。托葉は針形，平

滑にして長さ10－12mm。葉身は

掌状に3深裂し，基部は鈍形，切

形または心形をなし，長さ幅と

もに6－ 13cm，裂片は広楕円形

にしてやや皮質，緑には鋸歯あ

り，先端はとがる。表面は濃緑に

して光沢あり，裏面は緑色にし



て脈理が顕出する。

花は葉腋に単出し，花梗は3校形，平滑して長さ2．5cm，上方に3

個の大形の苞がある。苞は葉状にして卵形，長さ25－27mm，平滑にし

て重鋸歯あり，下方の鋸歯には先端に腺体がある。花は径6－7cmで白

色，少し紫色を帯びる。

萼は5片よりなり，各片は長楕円形，長さ3cm，外面緑色，内面は白

色。中肋背面の先端は嘴状に伸びて上方に曲がる。軟質にして縁には

腺体がある。 花弁は5個，白色，膜質，長楕円形にして，長さ25

－28mm，鋭頭にして無毛。内面には多数の紅紫糸状の副花冠が数輪に

わたって並び，内部のものは漸次短小となり，ついに症状となる。

おしべは花糸の下半が筒をなし，子房柄を囲み，先は5分岐してい

る。この分岐した花糸の先端は丸く，その先に長楕円形の下向する大

きいやくを丁字形につけている。 長さ9～ 10mmにして花粉は黄色。

子房は卵形，白色で細毛あり，花柱は3分岐し，枝は水平にでる。柱

頭は球形，緑色で溝がある。

(しょうか)は球形または類卵形，長さ5～7．5cm，熟すと濃紫色と



なり，下垂する。果肉は樟色をおび酸味あり，内果皮は仮種皮をなし，

多数の種子を包む。種子は3か所に集合着生し，広楕円形，偏平にし

て凹頭，灰黒色，長さ8mmあり。

異 名 Maracuja comum; Maracuja da Baia; Maracuja de comer;

Maracuja de Macaco ; Maracuja mirim ; Maracuja miudo ; Maracujd

redondo; Maracuja Pera; Maracitjd Peroba; Maracujasuspiro;

Murucujd; Murucuid; Sucuruja; Sucurma．

日本名 クダモノトケイソウ，ショクヨウトケイソウ。

英語名 Passoin － Flower ; Passion Fruit ; Purple

Granadilla．

独語名 Granadillas ; Essbare Passionsblume．

仏語名 Granadilla Grendille ; Passiflore a fruits doux．

イタリア語名 Maracujie．

スペイン語名 Flor de Pasion; Maracuja; Pasionaria;



Parcha．

オランダ語名 Passievrucht．

マレイ地方名 Boeach negri; Pasi．

ハワイ諸島名 Lilikoi．

パラグアイ名 Tahues ten; Murucuja．

マラクジャーとはブラジル・パラグアイの土語，グアラニー語で，本

種の実をさす個有名詞。植物全体をさすときにはマラクジャーゼイロ

（Maracujazeiro）という。 これと同一語源のものにはムルクジャー・

ムルクヤー・スルクジャー・スルクヤー等がある。ススピーロとは溜

息，懊悩等の意である。英語のパッションフラワーは「キリスト受難

の花」の意味で， 3本の柱頭は3個の爪，5個のヤクは5か所の傷，花

冠は刑の冠， 5個の専片と花弁は10人の使徒，掌状葉および巻きひげ

は迫害者の手と笞を表わすといわれている。スペイン語のフロール＝

デ＝パシオンも同じ意味である。

グラナディ－リャ（G r a n a d i l l a ）はまた，グラナディッタ



（Granadita）ともいわれ，スペイン語に由来する言葉で，グラナード

（Granado）すなわちザグロの縮小形で，その果実の外形が似ているか

らいわれたものである。

日本語のトケイソウはその花の形を時計の文字盤に見立てていった

ものである。

学 名 Passiflora Linn． （トケイソウ属）はアジア・オースト

ラリア・マダガスカルに少数のほか，大半は中南米，ことにブラジル

に多く分布し，約400種知られている。属名のパッシフローラはラテ

ン語のPassio （キリストの受難）とflos（花）の合成語であって，英

語のパッションフラワーと同義語であり，南米におけるスペイン人宣

教師の名付けたものであるという。種名edulisはラテン語で「食用と

なる」という意である。イギリスのシムス（John Sims）はBotanical

Magazineの1818年， 45巻， 1989図にこれを発表している。

分 布 アラゴアス州よりパラナ州までのブラジルおよびパラグア

イに分布する。森林中よりもやや開けた疎林や原野に多い。

染色体数 2n－18（E． K． Janaki Ammal; 1945）



花 期 花はブラジルにて10月ごろ咲き，果実は11月から12月に

わたって熟す。

成 分 本種の果汁の成分は台湾産では水分 85．08％，全窒素

0．09％，粗脂肪 0．72％，糖分 9．28％，澱粉 0．28％，全灰分

0．71％，酸 3．46％と報告せられ， ハワイ産の果汁中の全灰分は

0．48％で，その内に石灰 0．005％，燐0．018％，鉄0．00034％を

含み，ビタミンCは完熟果で12．37％を含むという。（園芸大辞典に

よる）。

また，種子からは20％の食用油がとれるという。

用 途 果肉に含まれる半透明ゼリ－状の部分は，特殊の芳香があ

り，シャーベット（果汁に砂糖と香料を加えた清涼飲料）・氷菓子・菓

子に加えられ，カステラ・クリーム・卵白・果実を混ぜて作るトライ

フルや，そのほかデザートの原料に用い，生食することもある。果肉

は砂糖を加えミキサ－で清涼飲料とすることもでき，かん詰も作られ

ている。パッション－ジュ－スとして賞用せられる。

本種はオーストラリアでその栽培が最も盛んであるが，セイロン・



地中海地方・北米南部・奄美大島等でも栽培されているが，同属の観

賞用の種類ほどに花は美しくない。ブラジルではよくアイスクリーム

に混ぜることがある。

摘 要 繁殖は種子か挿木によるが，種子からでも2年目には実を

結ぶ。ブラジルでは時期になると果実が市場にでるが，その利用はあ

まり盛んではない。トケイソウ類には，このほか多くの花の美しい種

類が観賞用として栽培されている。



マ モ ン
（Mamao）

Carica Papaya Linn．

科 名 パパイア科（Caricaceae）

形 態 やわらかい木質を有する小喬木にして，高さ7mに達し，通

常は直立の幹は単一であるが，ときに分岐する。全体に乳液を含む。

葉は長柄を有し，幹の上部に集まり，大形で掌状に7深裂し，下面

は淡緑色または粉白，裂片は更に羽状に分裂する。葉身は長さ70cmに

も達し，葉柄は中空で，長さ60－ 100cm ばかり。

花は雌雄異株であるが，花にはおばな，めばなのほか両性花も生ず

る。

おばなは長さ 1m にもおよぶ下垂する総状花序に多数着き，花梗な

く，筒状または漏斗状で長さ2．5－3cm，径2－－2．5cm，淡黄色で

裂片は皮針形，長さ箇部の半長，おしべは花冠の筒部に着き，10個で

短い花糸がある。めばなは葉腋に着き，短い花梗があり，通常単生す



るも，ときに2－3個散房花序

に着くものもある。長さ4，－

4．5cm，径4cm，淡黄色，離弁

に 5 個の花弁は広皮針形で，

ねじれている。子房は球形ま

たは円筒形で，上位，上方に

5 本の掌状に分かれた柱頭が

ある。おしべを欠く。

両性花は花梗なく，漏斗形

で，筒部を有し，長さ3cm，径

2．5cm ばかり，淡黄色で， 5

裂片は広皮針形で反巻きす

る。めしべは中央に顕出し，

5分岐する柱頭は小形である。

おしべは普通10個あり，短花

糸があって花冠の咽喉部に着



く。茸はいずれの型の花でもきわめて小形で，合片で5歯がある。

果実は肉質大形の(しょう果)で，球形または長楕円形，黄色または

樟赤色に熟し，大きさは品種によって差があり，長さ8～50cmに達す

るが，通常は20－30cmである。 重さは通常2－4kgであるが，品種

によっては8kgにも達するものがある。横断面では波状に5個の純角が

みえ，内部には大きい5角形の空所がある。種子は多数，5胎座に着き，

楕円形，灰黒色で深いシワがあり，長さ6・7mm，径4－5ram，白色ゼ

ラチン質の仮種皮におおわれている。

異 名 Mamoeiro; Mamoeiro de corda; Mamdo macho; A

mbapaya ; Arvore de mamao ; Arvore dos meloes ; Chambure ;

Chamburi; Papal; Papao．

日本名 パパイア，モククワ（木瓜），チチウリ，チチウリノキ，

マンジュカ（万寿果）。

英語名 Papaya ; Pawpaw ; Tree melon．

独語名 Gemeiner Melonenbaum ; Papaye．

仏語名 Figuier des iles ; Papaye ; Papayer．



イタリア語名 Papaia．

スペイン語名 Mamon; Papaya; Papayo; Papayero; Lechosa

; Lechoza．

マレー語名 Petik; Kuntaia; Kepaya; Betek．

メキシコ名 Melon zapota．

キューバ名 Fruta de bomba．

プエルトリコ名 Lechosa．

グアラニ－語名 Mamone， Jacaratia－guazd・

マモンはその果実の形から，ポルトガル語のmama（乳房）または同

義のスペイン語のmamaから由来したものといわれる。 これがスペイ

ン語ではMamonとなり，グアラニー語ではMamoneとなった。その木を

表わす語は語尾を付して，Mamoeiroとなる。

パパイアの語は最も広く知られているが，これは西インド諸島なま

り一部カリブ語のAbabai の訛りであるといわれているが，マルチウ

スはブラジル土語の一つ，ツピー語の Ambapaya からの訛りであると



いっている。

その果実がメロンに最もよく似るところから，「メロンの木」の名

もドイツ語，メキシコおよびブラジルの異名中にみられる．スペイン

語中のレチョーサは「乳汁を含む」の意からきているし，キューバの

フルータ＝デ＝ボンバは「弾丸のごとき果物」の意で，その形からき

ている。

学 名 Carica Linn．（パパイア属）は中南米に約25種分布し

ている Carica とはラテン語のイチジグのことで，葉がイチジグに

似ているところからきている。このCarica の名は小アジアの一地方

名カリア（Caria）からきていて，イチジグが初めこの地方産と誤認さ

れたことからこの名を得た。種名パパイアについては既に述べた通り

土語からきている。

この学名の基になったリンネのSpecies Plantarum（1753）p．1036

には次のごとく記されている。



CARICA

l．CARICA foliorum lobis sinuatis．Hort．cliff．461．Fl．zeyl．

365．Roy．lugdb．225．

Arbor platani folio， fructu peponis magnitudine edulis．

Bauh．

pin．131．

Ficus arbor utriusque indiae，platanifoliis，monopeteches．

Pluk． aim．145． t．278． f． 1．

Papaya－maram． Rheed． mal． I． p．27． t．15． f．1．♀

♂ Amapaya． Rheed． mal． I． p．27． t．15． f．2．



Papaya Ehreb．t．3．f．1．

Habitat，in Indiis．

この中で最も古いのはスイスのパーゼルの植物学者ポ－アン

（Kaspar Bauhin， 1560－1624）のPinax theatri botanici （1623）

（植物学図集）に載ったもので，彼は「スズカケに似た葉を持ち，食用

となるメロン大の果実を有する木」と記載的名称を与えている。これ

がリンネになると，「湾入した裂片の葉をもつイチジグ」となって，そ

の小名にPapaya を与えている。

分 布 パパイアの真の原産地は熱帯アメリカのどこであるかは

はっきりしない。しかしJacques Huber はパパイアが入るEupapaya

説がメキシコ産であるところからパパイアもメキシコ原であるとみ，

パパイア科の種類誌を書いたソルム＝ラウバッハ（Hermann Solm －

Laubach）伯によるとメキシコのパパイア属の種間雑種であろうとい

う。今日では中南米には広く野生状態にみられる。

染色体数 2n － 18（Eichhorn ; 1937）．



花 期 パパイアの生育地では花と果実は一年を通じてみられるも

ので，この点では特殊な果樹である。 もちろん温帯に近づくに従っ

て夏が最も盛んである。

歴 史 ブラジルにおけるパパイアの最初の記載をしたのは，

Gabriel Soares de SouzaのTratado descritivo do Brasil em 1587

で，この書の第51章に彼はパパイアのことを詳細に述べているが，「バ

イア州には北のベルナンブ－コよりきたもので，その大きさ，かっこ

うや色は大形のカモエース種リンゴに似て，芳香があり，熟すとメロ

ンのごとくにやわらかくなる－－－」と述べ，なお「この木の中には

ナツメヤシのごとく雄の木があって，それには実がならない」とも述

べている。

種子で容易に繁殖するところから，ポルトガルやスペインの航海者

によって熱帯アジアに広まり，16世紀の末には，フィリピンからイン

ドにもみられることがオランダの航海者リンショッテン（J．H． van

Linschotten）の本にも書かれている。このためにリンネらはインドが

原産と思っていたのである。パパイアはハワイでもきわめてよく生育



していて有名である。 ヨーロッパに知られたのは1690年であるとい

う。

成 分 果実はほかの部分と同じく乳液があるが，その主成分はパ

パインという酵素で，初めペッコルト（T． Peckolt）によって分離さ

れ，その消化力は動物ペプシンに似ていて，蛋白分解酵素で約5％を含

む。また，このほかに脂肪分解酵素リパーゼも含んでいる。 果実分

析の一例によると次のごとくである。水分 85．6％，蛋白質 0．5％，

エーテル浸出物 0．3％，粗繊維 0．8％，炭水化物12．3％，全灰分

0．51％，酸 0．13％， このほかにビタミンA，Cにとみ， BとGも

含むという（園芸大辞典による）。

ハワイのトンプソン（Alice R． Thompson）によると次のごとき成

分があるという（W． Popenoeによる）



成熟果の成分は一例によると，

水分90％，糖類5－6％，少量の酒石酸・リンゴ酸・クエン酸なしよ

とうどがあり，糖類にはブドウ糖と果糖がおのおの約2．5％で，庶糖

は約1％である。

葉には一種のアルカロイド（Carpin， C14 H25 O2N）があり，若

い葉には特に多く，種子・樹皮・根には少ない。 これはジギタリス

に含まれる Digitalin に似て，心臓の鼓動と呼吸運動を押えるとい

う。種子と根には一種の芥子油を含み，駆虫剤となる。 園 芸

熱帯性の果樹であるが，零下1度ぐらいまでは耐える。また，霜は

こなくても夏の平均温度が18度以下では充分成長しさした果実は得ら



れない。繁殖は種子によるのが最も確実で早く，挿木や接木の繁殖も

できるが，これは代を重ねるに従い退化するのと生長がおくれるので，

特殊の場合にしか用いない。

種子は苗床仕立て直播きとするが，定植は2－－3mの距離に植える。

直播きとして， 1か所に数株を発芽させて，雌雄の株がわかってから

間引くのが最も楽な方法である。春種子をまけば2年目には既に果実

が得られるから，その後3年ぐらいで更新するのがよい。

種子をとるために20本に 1本ぐらいは雄木も残しておくがよい。

パパイアの雌雄の性に関しては種々の研究があるが，おもしろいの

は，雄木を雌木に性の転換をさせることで，雄木の芽を欠くと雌木に

変わると一般にいわれているが，これはそんなに簡単な問題ではなく，

プェルトリコで研究したイオ－ンズ（M． J． Iorns）によれば生長の

週期に関する問題で，ある時期に限ってそうしたことが起こるといい，

インドで研究したグルカルニ（L．B．KuL karni）によれば，雄木の芽

を除くことに関係なく，雄木の成長の周期において，雄花から雌花ま

での段階には8つの状態があるといっている。



用 途 パパイアは生食用としてデザートに最も広く用いられ，こ

のほか，砂糖漬・奈良漬・ケチャップ・ゼリー・調味用ソース・ピッ

クル・シャーベット・菓子の原料等に用い，かん詰ともされる。

未熟の果実からはパパインがとれるが，これには果実に金属でない

もので傷をつけて乳液を出させ，これを集めて加温し，手早くかわか

す。なおこの乳液中にはゴム質，樹脂・脂肪等が含まれているので，こ

れを除くためにはアルコールで沈澱する処理をしなくてはならない。

パパインはペプトンの製造に用いるほか，薬用としては消化剤，ニキ

ビ，ソバカス等の皮膚病に有効で化粧料に加えられ，チューインガム

にも加えられるという，また，ビ－ルの清澄剤としても用いられる。

肉類をパパイアの葉で包んでおくが，果肉を肉類とともに煮ると肉

がやわらかくなる。幹のズイは食用に耐え飢餓のときに用いた記録が

ある。

ブラジルではパラナ州北部からアマゾンにわたって全土に広く生育

するが，アマゾン地方はことに生育がよい。



フロール＝デ＝セーダ
（Flor de Sede）

Zygocactus truncatus K．Schum．

科 名 サボテン科（Cactaceae）

形 態 多年性半灌木状の着生植物で，高さ50～70cm，枝は分岐多

く，茎節は四方に広がり先端は下垂する。茎節は多肉にして偏平，長

さ4cm，幅2cmぐらい，倒卵形にして先端は切形で2歯を有し，両線に

は粗鋸歯がある。中肋は太くてめいりょうで，刺点には小鱗片，綿毛

および小刺毛があり，若い茎節は赤味をおびるも後濃緑色となる。基

部は円脚。

花は茎節の先に1－2個を生じ，筒形にして淡紅色を呈するも，栽培

品には紅色から白色にわたって種々の程度あり。花被は開張し，反巻

きし，絹糸ようの光沢あり。左右相称花にして長さ約7cm，幅は約6cm，



萼筒無毛，倒卵形，不顕著なる

5隆起条あり，長さ径ともに約

Icm，．花被は約20個にして広

皮針形，鋭先頭，膜質，中以下

は筒状に重なり，淡色となる。

縁には微細な不斉鋸歯あり。

おしべは多数，約70。花糸

は白色，糸状，平滑，花柱より

も短く，長短種々あり，花被の

基部に着生する。やくは淡ク

リ－ム色にして長楕円形， 2．

5mm長，底着，花粉は球形，平

滑にして淡黄色。花糸の上方

は少し曲がる。子房は倒卵形，

長さ3・5～4mm，径2．5mm，花

柱は鮮紅色にして上方少し曲



がり，無毛にして長さ5cm，柱頭は鮮紅色にして8分岐し，長さ4mmあ

り。

しょう果はバラ色，楕円形にして長さ2cm，径 1cmあり。

異 名 Flor de Maio

日本名 シャコサボテン。

英語名 Crab Cactus ; Christmas Cactus．

独語名 Gestutzter Glieder－ Blattkaktus．

仏語名 Epiphylle tronquee．

ウルグアイ名 Tuna．

ブラジルの俗名フロール＝デ＝セーダは「絹の花」の意にてその美

しい光沢に由来し，異名フロール＝デ＝マイオは「五月の花」の意で，

花期よりくる。 ウルグアイのツーナは一般にサボテン類に用いられ

る土名である。

学 名 ZygocactusK．Schum．（シャコサボテン属）はブラジル

に2－3種を有し，その属名はギリシア譜のzygon （対）とcactus（サ



ボテン）の合成語よりなり，花が左右相称をなすところよりきている。

種名のtruncatus はラテン語の切形の意で，茎節の先端の形よりきて

いる。 本種ははじめ英国のハワース（A． H． Haworth）によって

Epiphyllum truncatus Haw．（1819）と命名せられたが，次いで，リ

ング（H． F． Link）によってCactus属に移され（1822），次にドニカ

ンドル（A． P． de Candolle）によって Cereus に移され（1828），

次にドイツのシューマン（K．Schumann）博士はブラジル植物誌（Flora

Brasiliensis，IV－2; 1890，p．224．t．XLVI）においてZygocactus

属を新設して本種をその基準種としたのである。

分 布 本種は初めリオ＝デ＝ジャネイロのオルゴンス山脈

（Serra dos Orgａ os;現在国立公園）に発見されたもので，その後サ

ンパウロ・ミナス＝ジライス両州の山地にも発見されている。今日で

は広く観賞植物として全世界に栽培されている。

染色体数 2n － 24 （Stockwell ; 1935）

花 期 ブラジルでは初冬の5月ごろに咲く。花はながくもつ－



園 芸 本種は元来着生植物であるから，用土は多孔質のものがよ

く，腐葉土に壌土と川砂を少し混ぜたものが用いられ，高温を好まな

いので，半日陰におく。繁殖は挿木，接木によって行なう．接木には

「モクキリン」（Peireskia aculeata Mill．）を用いる。 摘 要

本種は一見カニサボテン（Schombergera Russelliana Lemaire）と混

同されやすいが，カニサボテンにおいては茎節の頂部は切形でなく，

狭くなり，両縁の鋸歯は不めいりょうで，花は放射相称であることに

より異なっている。ブラジルではカニサボテンも同じ俗名で呼んでい

て，一般には混同されている。

1812年始めて英国に生品が渡り，1818年にはオランダに入り，1822

年にヨーロッパで始めて開花をみたもので，19世紀の末ドイツで多く

の品種が作りだされたのは有名な話である。



ジ ャ ボ チ カ ー バ
（J aboticaba）

Myrciaria Jaboticaba Berg

科 名 フトモモ科（Myrtaceae）

形 態 高さ20－30mに達する喬木で，枝は上方に向かっては多数

分岐する。樹皮は平滑で，古い木では順次剥がれていく。淡かつ褐色

を呈する。枝は円筒形で細毛あり，始め緑色後に褐色となる。 葉は

対生し， 2列に並び短柄あり，長さ2－'3mm，細毛あり。葉身は若葉

のときは美しい紅色なるも，後淡黄色より濃緑に変わり，紙質にして

2年生，若い間は卵状長楕円形なるも，2年生のものは広楕円形または

楕円状皮針形となる。鈍－円脚，鋭尾尖頭，全辺なるも多少上下に波

線をなす。平滑にして中肋のみ両面に細毛あり，中肋は裏面に凸出す，

脈理はきわめて細く， 1年生の古いものでは細脈に沿って濃緑色を呈

する。長さ5－ 6cm，幅 1．5～ 2．5cm。



花は白色，細小，古い幹の葉

のないところよりそう生し，短

い花軸に2－6個の花をつける。

花硬は短く，円筒形，淡緑色，微

細毛あり，小苞片を有す。萼は

緑色，小形にして4裂し，花弁は

4片あり，膜質，無毛，白色にし

てほぼ円形。芳香はない。

おしべは白色，小形にして多

数，花糸は糸状にして無毛。花

柱は直生し，白色。しよう果は

球形または少し上下に偏圧さ

れ，平滑にして黒紫色に熟し，

光沢あり，径3－ 3．5cm，果肉

は多汁にして純白色，甘くて少

し酸味がある。種子は1果に2－



3個あり，偏楕円形，褐色の種皮におおわれ，長さ11mm，幅9mm，厚さ

6mm，胚軸は大きい子葉に包まれて頂部中央にある。

異 名Jaboticdbeira ; Jaboticabatuba ; Jaboticaba grande;

Jaboticaba－ aｃｕ; Jaboticaba de Sao Paulo．

日本名 キブドウ（木葡萄）

英語名 Jaboticaba．

ジャボチカーバとは果実で，ジャボチカベイラはその木をいい，こ

の木のたくさんある所はジャボチカバール（Jaboticabal）という。

ジャボチカーバとはブラジル土語のツピー語で「ジャボチー（陸かめ

亀の1種，学名 Testudo tabulata Spix）の食物」という意味であ

るという。

学 名 Myrciaria Berg（ジャボチカーバ属）は1857年にベルグ

（Otto Berg）によってたてられたもので，南米に約50種を産し，大

半はEugenia （フトトモモ科）より分離せられたもので，その属名は

Myrtus （ギンバイカ属）の縮小形とみられている。種名はブラジルの



土名よりくる。 ベルグによってブラジル植物誌（F l o r a

Brasiliensis， XIV－1; 1857． p．361）に発表せられたものである

が，その前にMyrtus Jaboticaba Veil． （1827）の学名があった。

分 布 リオ＝デ＝ジャネイロ・サン＝パウロ・パラナ・マット＝

グロッソの諸州に産し，また，パラグアイにも及ぶ。

花 期 7－ 8月ごろに咲き，果実は9月の末から11月にわたって

熟す。

園 芸 ブラジルにおいては果樹の一つとして珍重されており，腐

葉土の多い，やや湿地を好み，土地の良い所によく生育する。筆者の

観察によると， 1kg当たり平均75粒あり，種子は播種後30日ぐらいに

して発芽し，厚い子葉は地下にあり，長い直根を有する。 繁殖は種

子，庄条，接木等によるが，種子によると結実するまでには十年以上

を要する生長のおそいもので，接木によってこれを早めることができ

る。一般に湿気を好む。

用 途 果樹としては生育のおそいものであるが，その樹形が美し

いために，庭木としても珍重され，南ブラジルでは好んで植えられる



樹木の一種である。果実は長途輸送が困難で，生食するには水洗いし

て軽く塩をふりかけてから食べると甘味が強くなる。果実より酒を作

ることができるが，ややブドウ酒に似ている。

樹皮にはタンニンが含まれており，また，色素がある。収欽（しゅ

うれん）剤となる。

摘要 ジャボチカーバには普通3種が区別されていて，そのだいた

いの区別点は次のごとくである。

1．Myrciaria Jaboticaba Berg

葉は卵状長楕円形または楕円状皮針形にして鈍－円脚。果実は

大形にして径3－ 3．5cm

2． Myrciaria cauliflora Berg ブラジル名 Jaboticaba

Sabara; Jaboticaba．

葉は広楕円形で大きく・円脚。果実は中形にして径1．5～2cm．

分布－リオ＝デ＝ジャネイロ・ミナス＝ジライス・サン・パウロの

諸州。



3． Myrciaria tunciflora Berg ブラジル名Jaboticaba de

Cabinho．

葉は楕円状皮針形にして狭脚，果実は小形にして，径1～1．5cm，

果梗は長い。

分布－ミナス＝ジライス・サン＝パウロおよびリオ＝デ＝ジャ

ネイロの諸州。

以上の内，サン＝パウロやリオ＝デ＝ジャネイロのごとき都市にで

るものでは2番目が最も普通で，時期になると市場に一度にでてくる。

サン＝パウロやリオのファゼンダ（耕地）には必ずといってよいほど

ジャボチカーバが植えてあり，一つの落着きをみせている。

森林中においてもジャボチカーバは群生するのが普通で，1本や2本

ということはない。

庭に植えたジャボチカーバに根木から枝の上の方まで，樹皮一面が

実でおおわれることは一大奇観で，その木陰にテーブルをだして食事

をするのも趣のあるものである。



2番目の種類は北米に早くから渡って，カリフォルニアやフロリダで

生育しているが，近来は日本にも渡っている。

木葡萄はブラジルの日本人間，ことに俳句仲間の間にいわれている

名称である。

木葡萄を贈り恋の瞳を讃え 宮坂幾別春

木葡萄や径迷いしこと忘れ 寺部 青灯



ゴ ヤ － バ
（Goiaba）

Psidmm Guajava Linn

科 名 フトモモ科（Myrtaceae）

形 態 小喬木にして，高さ8m，径30cmに達するも，一般はにはよ

り小形にして，数mの高さである。樹皮は剥がれやすく，赤褐色を帯

び，平滑である。新しい枝は4稜形で対生し，細毛あり，緑色で，先

の方は赤味を帯び，径4～ 5mm。

葉は2年生で対生し，葉柄は短く，長さ4～ 5mm，緑色または帯赤

色にして細毛あり，上面は広き溝をなす。葉身は広楕円形，ときに卵

状皮針形で，長さ5～14cm，幅4～6cm，円脚，ときにやや不正形で先

端は円形または鈍形，きわめて短き突端に終わる。全辺またはきわめ

て細き波状の出入あり，表面は濃緑にして光沢あり，細毛を有し，古

くなるとやや平滑。裏面は緑色または淡緑



色にして細毛を密に有し，微

細かつめいりょうな点を有

す，皮質にして脈理は表面凹

入し，裏面に顕出し，細毛あ

り，側脈は13～ 16，先端は

連合する。 花は族生，多く

は単出するも，ときに3出す

る。花梗は円筒形緑色，細毛

あり，長さ12－13mm，2小苞

は花托の基部に対生し，宿存

性にして線形，淡緑色，細毛

を密布し長さ2．5mmばかり。

花托は緑色にして中央膨出

し，細毛を密布し，長さ6mm，

径 4．5mm。

萼は蕾のときは広卵形，緑



色，鋭頭，長さ '9mm，径7mm，細毛におおわれ，後に3－ 5裂する。

裂片は広卵形にして花のときには反曲し，長さ9mm，幅4－6mm，内面

は白色にして細毛あり，厚質にして鋭頭，宿有性。

花は径3．5cm，花弁は5片ときに6片，膜質，白色にして仝辺，形

と大小は種々に変化するも，倒卵形に近く，円頭，無毛にして長さ16

－18mm，幅8～12mm，脈理は不明。蕾のときは著しく内曲し，おしべ

を包む。

おしべはきわめて多数，内輪は短く，外輪は長い。白色の花托上面

に着生する。花糸は糸状，白色，無毛，円筒形にして，外輪のものは

13～ 14mmに達す。やくはクリーム色にして長さImm，底着する。

花柱は蕾中にて直立し，円筒形，白色，無毛にして，長さ10・11mm，

先端は細くなり，柱頭は緑色にして頭状，子房は2－8室なるも通常は

4－ 5室を有し，中軸胎座にして各室に多数の胚珠がある。

果実は(しょう果)にして，熟して黄色または白色，球形，またはや

や洋梨形で，大小種々あるも，通常は径5cm内外，表面は平滑にして，

果肉は白色または桃紅色，強い香がある。種子は腎臓形にてきわめて



堅く，淡夢色，長さ3mm，偏平にして発芽しやすい。

異 名 Goiabeira; Goiava; Goiava－acu; Guaiaba; Guaiava;

Guajaba; Guiaba; Araca: goiaba; Araca guaiaba; Araca-

guacu ; Araca－ uacu ; Purui．

日本名 バンジロウ（蕃石榴）。

英語名 Guava．

独語名 Guajava．

仏語名 Goyave ; Goyavier．

スペイン語名 Guayabo ; Guayaba ; Guava ; Enandi ; Jacolote

Pichi．

アルゼンチン名 Araza puitan．

コスタ＝リカ名 Guayava．

キューバ二名 Guayava pera．

プェルトリコ名 Guayava pera．

ドミニカ名 Guayava pera．

ニカラグア名 Guayabo．



グアテマラ名 Guayabo de Sabana．

ホンジュラス名 Guayabo de Sabana．

マレイ名 Jambu biji; Jambu batu．

インド名 Piyara; Zetoon．

フィリピン名 BayaAbas．

ジャワ名 Djamboe．

バハマ諸島名 Bayplum ; Guava．

マルヂバ諸島名 Feru．

セイロン名 Koiyapallam．

ビルマ名 Mankala－ bin．

アステック名（メキシコの古代土語) Xaxocotl．

ツピー語名（ブラジルの土語の一つ） Koiab; Araca guacu．

ゴヤ－バの名はハイチの土語よりくるといわれているが，またブラ

ジルの博物学者パルボーザ・ロードリーゲス（Joao Barbosa Rodrigues

1842 － 1909）によると，ブラジル土語の一つツピー語のKoiab （た



くさん集まっている種子の意）よりくるという。 とにかくこのゴ

ヤーバから変化した名称が一般に広く用いられている。アラサー

（Araca）は同属のPsidium Araga Raddiにして，これに似て大型であ

るという意味からAraca quaca等の名がつけられている。アルゼンチ

ン名も同意語である。

ゴヤベイラは木に対する名称である。

学 名 PsidiumLinn． （パンジロウ属）は広く熱軌亜熱帯アメリ

カ，西インド諸島に分布し，約150種ある。その属名はザグロのギリ

シア名Psidionよりきたものである。種名は土語に由来することは既

に述べた。

本種の学名はリンネによって，その著「植物の種類」 （Species

Plantarum， 1753， p．470）中に始めてたてられたもので，次のごと

く記述されている。

Psidium

psidium ramis tetragonis．Hort．Ups．122．

psidium caule quadrangulo，Hort．cl乱184．Fl．zeyl．192．



Guajava alba acida，fructu rotundiore，Pluk．aim．181．t．

193． f．4．

β Guajava alba dulcis．Comm．hort・ I．p．121．t．63．

Habitat in India．ち

リンネはその種名を彼より前にでた Leonard Plukenet （1642～

1706）のAlmagestum botanicum（1696）よりとっているが，その産地

をインドとしている。リンネは「植物の種類」第2版（1762－ 1763）

では次の2種に分けているが，今日では著者によって変種または単な

る品種とみられている。

Psidium pyriferum Linn．（Sp．PI．ed．2，p．672）．

Psidium pomiferum Linn．（Sp．PI．ed．2，p．672）．

分 布 熱帯アメリカに広く分布し，米大陸発見以前にどこに発生

したかはわからない。Alphonse De Candolle によるとメキシコから

ペルーにわたって分布するというが，南米ではブラジル側でもきわめ

て普通に分布している。

本種の果実は鳥によって啄ばまれ，種子が運ばれて広く分布するよ



うになったものと思われるが，今日では地方によっては害木とさえ

なっている。 栽培は全世界の熱帯，亜熱帯に及んでいる。

染色体数 2n－22（E． K． Janaki Animal ; 1945）

花 期 10月－2月，果期2－4月であるが，このほかの時期にもみ

られる。

歴 史 16 世紀の始め西インド諸島を旅したスペインのオビエード

（Gonzalo Hernandez de Oviedo 1478 － 1557）が 1526年に書いた

Primera parte de la historia natural y general de las Indias，

yslas y tierra firme del mar oceano（Sevilla，1535）の中に始め

てゴヤバのことがでているが，その中で次のごとく述べている。「葉は

クワに似てより小さく，美しい木で，花には芳香がある。リンゴに似

た果実がなり，それはスペインのリンゴよりはじょうぶで，中にたく

さんの種子がある。 これは小さい堅い石のごとくで食べられない。

この種子はじゃまになるが，慣れた者にとっては食慾を

そそるもので，種類によって中が赤かったり，白かったりする。われ

われはダリエン地峡やその付近の大陸の土地でみたが，島のものはあ



まり良くはない。しかし慣れたものにとってはリンゴよりもおいしい

果実として珍重されている」。

ブラジルではバイアにきていたソア－レス＝デ＝ソウザ（Gabriel

Soares de Souza）がその著Tratado descritivo do Brasil em 1587．

の中に始めてAraca guacuの名で記している。

17世紀の初めには既にスペイン人やポルトガル人によってインドに運

ばれ，熱帯アジアに広まった。今日では地中海沿岸にも普通にみられ

るようになっており，ハワイでは野生化しているし，北米では南部カ

リフォルニアやフロリダに生育する。リーズナ（P． W． Reasoner）に

よるとフロリダには1847年キューバより輸入したものであるという。

成 分 葉よりは揮発性芳香油がとれるが，これは帯緑黄色にし

て， 15cの比重が0．9157であるといい 237cにて気化する。そして

10倍量のアルコールにとける。

アトラン（Atlan）の分析によると，葉には次の成分があるという。

セルローズ 77％， タンニン 9．15％，油脂 5．99％， 塩



類 3．95％，クロロフィル 0．39％，セジン 3．15％， 揮発油

0．37％

果実の成熟したものは，カリフォルニア大学の分析によると次のご

とき成分を含む。

水分 84．08％，灰分 0．64％，蛋白質 0．76％，繊維でんぷん

5．57％，全糖分 5．45％，澱粉 2．54－ /c 油脂 0．95％。

サン＝パウロ大学のパウラ＝ソウザ（Paula Souza）によと，ゴヤー

バにはビタミンBと Cがあり，Cは 100 個の果実に対して0．54mg あ

るという。また100gに対して318．1カロリーの栄養価があるという。

園 芸 ゴヤ－バはいかなる土地にもよく育つ。種子は30日ぐらい

で発芽し，生育が早く，順調に行けば2年目には果実をみることがで

きるが，普通は4年目からで，接木したものは2年目から収穫できる。

接木には砧木として同属の Psidium savannarum D．Smithがよいと

いう。

果肉に白いもの（Branca）とバラ色のもの（Rosada）があり，形に

丸いもの（Pomiferum）と洋梨形のもの（Pyriferum）のあることはリ



ンネの時代より知られていた。

ゴヤ－バ栽培の温度は－2cまでは可能で，植付けは普通6～8mぐら

いの間隔とするが，種播きまたは定植の時期はブラジルでは7～9月ご

ろとするのがよい。

用 途 材は堅く，その比重は 0．690（Standley）， 0．700

（Britton），0，827（Puigdulles）等の測定があるが，種々の細工物と

して用いられる。ただ太くならないのと，真っ直ぐなものが得られな

い欠点がある。

樹皮には13－17％のタンニンを含み，皮なめしに用いられ，また，

薬用としては収れん剤とし，赤痢やこしけ，また種々の潰疾の洗浄に

用いる。花芽の前剤も赤痢に用い，芽の汁は胃病や皮膚病に民間薬と

して用いる。

果実は生食するほか，種々の菓子に用いられるが，ジャム状のもの

が最も有名で，ブラジルではこれをゴヤバーダ（Goiabada）といい，濃

いブド－酒色をした羊かん状のもので，かん詰として広く販売されて

いる。特殊の芳香があり，デザートとして広く用いられる。



これに似たものはフロリダや西インド諸島でも作られ，これをGuava

cheeseまたは Guava paste といい，販売されている。

ク ワ レ ズ マ
（ Quaresma）

Tibouchina mutabilis Cogn．

科 名 ノボタン科（Melastomataceae）

形 態 高さ10mに達する中喬木で，山野に群落を作って自生する。

枝は4稜形，暗褐色，全面に伏臥せる剛毛がある。

葉は皮針状楕円形または広楕円形，全縁にして基部は鈍または円形，

先端は鋭頭，皮質にして上面には伏臥せる剛毛を密布し粗渋，裏面は



無毛にして淡緑色， 5本の主脈

が走り，脈理は裏面に顕出す

る。葉柄は対生し，長さ 12 －

14mm，偏円筒形にして上面は平

坦，伏臥剛毛あり。

花は大形，径9－ 10cm，葉腋

に単生し，蕾どきには6個の苞あ

り，漸次脱落する。苞は広卵形，

淡緑色，無毛にして仝縁，先端

かたくは 2 浅裂し，長さ 16 －

18mm，幅12mm。花托は緑色にし

てコップ状，白色絹毛を密生

し，長さ9－10mm，径8．5－9mm，

萼は 5 片，花托の上線に着生

し，回旋状に排列する。長楕円

状皮針形，帯赤紫色，外面に白



色毛あり，円頭にして長さ13mm，幅12．5－ 13mm全縁なり。 花弁

は膜質，倒卵形，円頭にして全縁，花托の上縁に着生し，長さ42－46mm，

幅32－40mm，無毛にして初め白色に淡紫色を混じえ，後漸次桃色，紅

紫色，赤紫色等に変化し，一見咲きわけのごとくみえて美しい。

おしべは10本， 2輪に排列し，外輪は長く，かつ屈曲し，全長48mm，

内，花糸は24mm，内面にのみ短剛毛あり，やくは屈曲し，長線形，長

さ15mm，やく隔は下方に伸長し，花糸の先端としわ節をなす。 花弁

とともに変色し，先端は孔関する。 内面に敏あり。内輪のおしべは

外輪とその形同一なるも，花糸は無毛にして長さ 15mm，やくは長さ

10mm。

花柱は円筒形，高さ30－32mmあり，屈曲し，下方3分の2には軟毛

あり，花弁とともに変色する。子房は花托中に埋没し，径はい7mm， 5

室の中軸胎座に多くの胚珠を入れる。

果実は(さく果)にして，褐色に熟し，上方が裂開し，中より多数の

微細な褐色の種子をだす。

異 名 Quaresmeira; Cuipeuna; Flor de Quaresma; Flor de



maio; Jacatirao de Capote; Pau de flor．

クワレズマとは復活祭前40日間の斎日即ち四旬節をいうもので，ブ

ラジルでは秋に当たる。この時期に花が咲くのでこの名がある。 フ

ロール＝デ＝マイオは5月の花の意，パウ＝デ＝フロールは花の木の

意，そのほかは土語である。

学 名 Tibouchina Aublet （チボウキーナ属）は熱帯アメリカに

多い。特にブラジルに多く，約230種知られ，みな花が美しい。 属名

はギアナ地方の土名よりきている。種名のmutabilis はラテン語で

「変色しやすい」の意で，花の色が変化してゆくことに由来する。 本

種は初めブラジルの植物学者ペローゾ（Jose Mariano da Conceicao

Velloso 1743－1812）の著リオ植物誌（Flora Fluminensis， vol．

IV，p．173，tab．130; 1825）にMelastoma mutabili Veil．として

発表されたものを，後にコニオー（Alfred Cogniaux 1841－1916）に

よって，マルチウスのブラジル植物誌（Flora Brasiliensis， vol．

XIV2 ;1885， p．300）に現在の属に移されて発表されたものである。



分 布 ブラジルの南部，リオ＝デ＝ジャネイロ・ミナス＝ジライ

ス・サン＝パウロの諸州の海岸山脈および高地に分布する。

花 期 花期は長く 3－4月が最も盛んであるが，ときには12月

のクリスマスごろより咲き始め，おそいものは5月ごろにもみられる。

マンチケイラ山脈では海抜1500－2000mの地帯にもみられる。果実は

2－ 7月ごろ。

摘 要 本種は原産地以外ではまだ園芸植物として取り上げていな

いが，庭木としても美しいもので，生長も早い。湿度の多い地帯を好

み，挿木および種子で繁殖する。

サン＝パウロからサントスに下る海岸山脈地帯にはことに多く，花

のときには旅行者の目をうばうばかりである。材としては折れやすく，

やわらかで，有用ではない。

本種に酷似して全体が小型のものがある。これを T． Sellowiana

Cogn．というが，俗名は同一の名で呼んでいる。



ア ラ マ ン ダ
（Alamanda）

Allamanda cathartica Linn．

科 名 キョウチクトウ科（Apocynaceae）

形 態 半蔓性の潅木にしてよく茂り，高さ6－10mにも達するが，

通常はより小形である。茎は円筒形，平滑，緑色，節は顕出する。

葉は通常4枚輪生であるが，ときに3枚，皮質にして卵状皮針形，全

線，先端は鋭頭，基部の狭脚は鈍脚，長さ8－10cm，幅2．5～3．5cm，

表面は濃緑色にして光沢あり。裏面は淡緑色にして中肋は顕出し，細

毛がある。葉柄はきわめて短い 3－ 4mm，無毛。

花は頂生の集散花序につき，花軸は短く，ときに疎毛あり，花梗は

平滑にして長さ5mm，小苞は三角状皮針形にして小形，長さ1－ 2mm，

早落性。

萼はほぼ同形の5片よりなり，広皮針形，鋭頭，長さ15－17mm，淡



緑色にして平滑。

花冠は美しい黄金色にして，

筒部は長大にして膝曲または

屈はんてん曲する。内面には5

個の淡白色の鼠色がある。花

冠面は5裂し，径7cm，裂片は

偏側性の鋭頭をなす。

おしべは花冠箇部の基部に

着生し，花糸は花冠に沿着生，

長さ3－4mm，前面に白色の長

毛が密生する。やくは皮針状

線形，鋭かつ先頭，長さ 5 －

6mm，内向，底着，褐色にして

互いに接着して柱頭をおおう。

子房は卵形，平滑にして長

さ2mm，帯黄色。花柱は白色，



糸状にして2本接着し平滑，長さsmm，柱頭は環状，肉質にして淡緑色，

径2mm，子房の基部には環状，黄色の蜜槽あり。径3．5mm。� var．

Herdersonii Rafill

基本種に比して，葉は楕円形または楕円状卵形で，花冠筒部は直生

し，より短く，花径は8cmに達し，裂片は円頭，内面は橙黄色で， 5個

の淡黄色班紋がある。

異 名 Alamanda de flor grande （M． Pio Correct）; Dedal

de dama; Orelia ; Quatro patacas amarelas（Ceard州） ; Santa

Maria（Amazonas 地方）; Quatro patacas (Baia 州） Comandara

; Purga de quatro patacas．

日本名 オオバナアリアケカヅラ（基本種），アリアケカヅラ，

ヘンデルギ（変種）。

英語名 Common Allamanda ; Willow－ leaved Allamanda．

（基本種）Henderson Allamanda．（変種）



独語名 Reinigende Allamanda．（基本種）

仏語名 Allamanda cathartique．（基本種）

キューバ名 Canario ; Cantiva．（基本種）

アラマンダはブラジル名の属名よりくる。デダールは指ぬきの意，

オレーリアは旧属名よりくる。パタッカは昔の銀貨の名で，現在の32

センターボスに当たる。

学 名 Allamanda Linn． （アリアケカブラ属）は熱帯南米に約

12種虚し，その属名はライデンのアラマンド（Fr． Allamand）博士に

リンネが奉献してつけたものである。本種は本属の基本種である。種

名Catharticaはラテン語の下剤の意である。本種はリンネのMantissa

Plantarum ; 1767， p． 214．に始めて発表されたものである。

変種のvar． Hendersonii Rafillはキュ－植物園のラフィル（C．P．

Rafill）によってベイレイ（L． H． Bailey）の Standard Cyclope-

dia of Horticulture; Vol． 1． 1914， p．247．に発表になったもの

であるが，これはA． Hendersonii Bullを変種に移したものである。



分 布 南米の北東部海岸地方の産で，ギアナ，アマゾン下流地方

の原産である。

染色体数 2n － 18

花 期 10 － 4月にわたって長い。即ち夏秋の候。

歴 史 基本種はギアナに発見され1785年イギリスに渡る。変種は

同じくギアナからイギリスのHenderson＆Co．， St． John'swood に

より輸入され， 1865年ごろバル（Bull）によって配布されたという。

今日では広く熱帯各地に栽培されている。変種の方がより普通である。

園 芸 栽培容易の花木で，ブラジルでは普通玄関にはわせている。

最低 2℃まで耐え，繁殖は挿木により前年の枝を使えば容易につく。鉢

仕立ての場合は剪定の必要がある。



カンパイーニヤ＝デ＝カヌード
（Campainha de Canudo）

Ipomoea fistulosa Martius

科 名 ヒルガオ科（Convolvulaceae）

形 態 高さ3mに達する亜潅木にして，分枝する。枝は円筒形で中

空，中に隔壁がある。無毛または微毛あり，全体に白色乳液をだす。

葉は5～7cmの長柄を有し，心形または卵状長楕円形，先端はせん尾

尖頭，全線，長さ11～ 14cm，幅5－8cm，無毛にして全面緑色，脈理

は裏面に著しく凸出し，側脈は9－ 10個。

腋生の岐散花序には8－12個の花をつけ葉柄より短い。花梗はほう

微毛あり，長さ2cmまで，小苞は卵状広楕円形にして早落性，微毛あ

り，長さ5mmまで。 萼は5片，大小不同にして，卵形を呈し，長さ

8mmまで，緑色にして外面に細毛あり。

花冠は漏斗形，膜質，淡紅色または淡紅紫色にして香なく，長さ6 －



7cm，径 7～ 8cm，浅く5裂し，

裂片は凹頭で縁は不規則にゆ

るい波状出入あり，幅3．5cm，

花冠筒部は外面に微毛あり，白

色を帯びる。

おしべは花冠箇部の下方に着

生し， 5本は不同長，長さ3．

2cm まで。花糸の下方は鮮紅色

に染まり，かつ同色の腺毛があ

る。上方は平滑にして白色。や

くは白色，広楕円形にして長さ

6mm。 花粉は大形，白色にし

て有刺。

めしべは直生し，長さ 3cm，

子房は卵状楕円形，淡緑色，基

部に帯黄色の環状花盤あり，花



柱は白色，その基部と子房の上部には細毛あり，柱頭は分岐して球状，

表面は蜂筒状にして，更に微細な乳頭突起あり。子房は2室，各室に

2肝珠あり。

果実は朔。暗褐色，平滑，卵状球形，熟して4裂する。種子は暗褐

色にして， 3校あり偏楕円状，長毛におおわれている。

異 名 Algodao bravo; Algodao do Brejo; Algoddo de Pantanal;

Algodao dos Pantanos; Campainha rosea; Canudo; Majorana ;

Mata－ cobras; Mata－ pinto ; Salsa branca．

日本名 コダチアサガオ（木立朝顔）。

英語名 Tree－ Ipomoea．

グアラニー語名 Urucuma．

カンパイーニヤ（鐘）＝デ＝カヌード（管）とは花が鐘に似て茎が

管をなしているからいったものである。アルゴドンは綿で，その樹形

や種子に長毛のあることから名付けられたもの。 ブラ－ボは「じょ

うぶな」という意。ブレ－ジョは湿地，パンタナルもパンタノも大湿



原である。マッタ＝コブラス（蛇殺し），マッタ＝ピント（雛殺し）は，

本種が有毒成分を有することを示している。グアラニー語のウルクイ

ナはウルクー（日本名べニノキBixa Orellana Linn．）とイナ（縮小

詞）よりなり，ウルク－に似て小さいから名付けられたものである。

学 名 Ipomoea Linn． （サツマイモ属）は熱帯から温帯に広く分

布し，約400種を含み，新大陸にはことに多い。語源はギリシア語の

ips（ipos－虫）とhomoios（似る）に由来する。種名のfistulosa は

管形の意で，茎が中空をなすからいう。

本種はマルチウスが始めてブラジルで採集した標本に学名を付した

ものを，チョイシイ（J． D． Choisy 1799－1859）がド＝カンドル（A．

De Candolle）の Prodromus Systematis Naturalis，vol．IX．1845

p．349に記載発表したものである。

分 布 ブラジル北中部に広く分布し，アマゾナスからエスピリッ

ト＝サント・リオ＝デ＝ジャネイロ・ミナス＝ジライス・ゴヤス・マッ

ト＝グロッソの諸州に分布し，サン＝パウロ・パラナーの諸州にも広

く植えられている。このほかペルー・グアテマラに採集の記録があり，



メキシコおよび北米南部には野生化しているという。また，今日では

広く世界の各地に観賞用として植えられ，日本には大正年間に渡来し

ており，フィリピンにも野生化しているという記録がある。

花 期 北部ブラジルにては3月から6月といい，中南部ブラジル

にては10月から6月にわたり長く咲く。果実は2月から6月にわたり

みられる。

成 分 葉および新しい茎にはアルカロイドの一種，オリザビンと

ヤラビンを含み，家畜に対して中毒症状を起こし，量が多いと死に至

らしめるという。

園 芸 木本性のアサガオはあまり種類が多くないが，本種は全く

蔓性をなさぬ種類として変わっているので，今日では広く観宙用とし

て栽培されている。

繁殖は普通挿木による。春15cmぐらいに茎を切って床に挿せば，夏

の終わりにはもう花がみられる，ブラジルではところによっては生垣

に用いることもある。種子は普通できにくいといわれるが，ブラジル

ではよく結実し，種子によっても容湯に殖すことができる。 零度以



下ではむずかしい。

摘 要 本種は北ブラジルにて乾燥に耐える植物なるが故に，家畜

はほかに植物がないときにはついに本種を食べるが，そのために中毒

を起こすことはマルチウスも述べているところであって，ウシ，ヤギ

等に被害が多いという。

リオ＝デ＝ジャネイロのオズワルド＝クルース研究所報告（Memonas

do Institute Oswaldo Cruz ; vol．VIII，fasc．3，p．85．1916）中

にネイバ（Artur Neiva）とペンナ（Belissario Penna）が書いた東

北部ブラジル旅行記の中で次のように述べてある。「牧草が少なくな

ると，ウシはこの植物を食べ始める，これはピアウイーのパラナガー

湖の岸で自分らがみたことであるが，この草で中毒したものをこの辺

ではエンカヌダード(Encanudado）といっている。脳がおかされ次いで

頭が下がると言う症状の後に，多くの牛馬は死んでしまうが，量の少

ないものはしばらくマヒの状態がつづいてから回復することも多い」

その後同研究所ではこの植物の有毒性をネズミ・モルモット．カエ

ル・ウサギに実験してみたがその答えは否定的であった。ただし牛馬



に対しては実験がない。

オエーネ（F．C． Hoehne）によると，マット＝グロッソ州ではこの

植物のために多くのウシがたおれることを耕主が述べていたという。

種子は種々の成分を有するらしいが，まだ詳細な研究はない。しか

し，下剤として民間に用いられる。マット＝グロッソ州の湿原地方で

は－大害草となっている。

コロア＝デ＝ビウーバ
（Coroa de Viuva：）

Petrea subserrata Chamisso

科 名 クマツヅラ科（Verbenaceae）

形 態 攣縁性の木本で，巻きひげはなく，若枝には細毛あり，古



い枝は帯白色で平滑，少し

シワがある。枝を多くわか

つ。

葉は短柄を有し，対生し，

広楕円形から皮針形に変化

あり。全縁または少し鋸歯

あり，無毛なるも乾紙質に

してきわめて粗渋。くさび

基部は鈍または裸形，先端

は鋭または鈍形。長さ 8 ～

12cm，幅2～4cm，葉脈は網

状にして顕著。

腋生の総状花序は長大に

して，長さ30cmに達し，花

を多くつけ，花軸，花梗に細

毛あり，かつ粗渋。花枚は草



笛の6倍長。

副萼はほぼ同形，広線形の5片よりなり，萼筒の上部に着生し，萼

歯と互生する。乾膜質にして，長さ15－ 20mm，幅5－7mm，円頭，全

線，無毛，脈理は著しい。萼は筒状盃形にして，長さ78mm，上方の径

6mm，紫色または暗紫色にして5肋線あり，外面に細毛あり，内面は無

毛。 5歯あり。三角形にして長さ3mm。

花冠は径10～llmm，筒部は長さ8mm，外面は淡紫色にして上方のみ

細毛あり，内面はほぼ白色にして上半に細毛あり，5裂片は不同形，円

－凹頭，広卵形，内面は濃紫色にして細毛を密生はんし，下方裂片の

基部には白班あり。かつ白色の長毛あり。

おしべは花冠筒部の上部に着生し， 4個は完全にしてほぼ同高，と

う1個は不完全にしてやくなし。花糸は白色，疎毛あり，やくは樟か

つ褐色にしてやく隔は白色，肉質，長さ1．5mm，

めしべは全長6mm，子房は淡緑色，平滑にして広楕円筒形，上方少し

膨出する。長さ2．5－3mm，径2．5mm，花柱は直生し，淡緑色，無毛，

長さ3mm，柱頭は頭状にして溝あり，子房の基部には環状，淡緑色，高



さ1mmの花盤あり。

果実は石果，萼内に潜在し裂開せず。 2室で，各室に1種子を入れる

も普通は1種子のみ成熟する。

異 名 Capela de Noiva; Chordode Viuva; Cipo azul; Flor

azul; Flor de Sao Miguel; Flor de Viuva; Grinalda de Viuva;

Jasmim de Viuva; Touca de Viuva; Toucada; Vtuvinha．

日本名 ヤモメカヅラ（新称）。

英語名 Purple Wreath．

スペイン語名 Adolfina ; Bejuco de Caballo ; Choreque ;

Flor de Jesus ; Lengua de Vaca ; Raspasombrero．

ブラジルでは紫の花は死者の色，日陰の色と一般にみられているた

め，濃い紫にいろどられたこの花にははなやかな名はない。コロア（花

環）＝デ＝ビウ－バ（やもめ）－やもめの花環。ショロンはシダレヤ

ナギ，または泣き虫の意。グリナルダは花飾り，トウカは頭被，カぺ

－ラは普通礼拝堂の意であるが花環の意もある。シボー＝アズ－ルは



「青カヅラ」の意。英語のパープル＝リースも「紫の花環」で似た意で

ある。著者はこれらの通俗名から日本名をヤモメカゾラとした。

学 名 Petrea Linn（ヤモメカヅラ属）は西インド・メキシコ・ブ

ラジルに約 3 0 種知られている。属名は英国の植物愛好家ペトレ卿

（Robert James， Lord Petre 1713 － 1743）にちなんだものである。

本種には最初Petrea volubilis Veil． Fl． Flum． V; 1825， t．59．

が与えられたが，同じ学名が異種に既にシャキン（Jacquin）によって

1763に与えられていたので，シャミッソ（Chamisso）がLinnaea．vol．

7; 1832， p．363．に発表した学名が現在用いられている。

分 布 ブラジルの中南部。バイアからリオ＝デ＝シャネイロ・ミ

ナス＝ジライス・サン＝パウロ・パラナーの諸州にみられる。 河辺を

好んで多く自生する．

花 期 ブラジルの春， 9月から10月ごろに咲く．

摘 要 鑑賞用として植えられることがあるが，まだあまり普及し

ていない。繁殖は挿木でもよいがあまり乾燥するところは好まない。

園芸品としては同属の別種 P．volubilis Jacq．の方が一般に普



及していて，1773年に既にヨーロッパに入り，現在では北米・インド・

日本にも栽養されている。本種は前種よりまばらに花がつく。ともに

花の美しい部分は宿存する副萼片である。

リ ッ シ ャ
（Lixa）

Aloysia virgata A．Juss．

科 名 クマツヅラ科（Verbenaceae）

形 態 高さ5mに達する小木にして，樹皮はなめらかで灰白色，若

き枝は4稜形，緑色，細毛あり。

葉は対生し，葉柄は長さ5mm，緑色にして微毛あり。葉身は紙質，卵

状楕円形または広楕円形にして基部は円形，先端は尖る。縁には細鋸



歯がある。上面は緑色に

してきわめて粗渋。下面

は帯白色にして絨毛あり，

脈理は裏面に顕出し，側

脈は7－ 9個。

花は腋生の総状花序に

多数者生し，きわめて細

い。芳香強く，花序の長さ

10－15cm， 2年生の枝の

上部または 1 年生の枝よ

り生ず。花軸は円筒形に

して短毛あり。花は各節

に5－6個集まってにせり

んせいたんこう偽輪生状

に排列し， 0．5mm以下の

短梗あり。花枚の基部に



ある1小苞は卵状皮針形にして鋭頭，長さ2mmにして短毛あり。花は長

さ3,5～ 4mm，径 4mm，

萼は緑色，全長3mm， 4中裂す。筒部には白色の長毛あり。4脈が明

らかに走る。裂片は皮針形，鋭頭にして細き刺毛あり。

花冠は白色，高つき花冠にして，筒部は長さ3．5～4mm，少し屈曲

し，外面は平滑．花冠面は4裂し，裂片は切頭。内面，花冠咽喉部に

は白色長毛，ほかの部分には細毛あり。

ぉしべは2強。花冠筒の上部に着生し，花糸は白色，無毛。やくは

黄色にして底着。

めしべは長さ3mm，直生。子房は緑色，平滑にして球形，花柱は白色，

平滑、基部は細まる。 柱頭は頭状梶棒形，乳頭突起あり。

朔果は倒卵形，長さ2mm，偏圧され，上部に噴状突起あり，2裂開す

る。

異 名 Lixeira．

ウルグアイ名 Cedron ： Favorita ; NinurupA・

グアラニー語名 Niｎ urupa．



リッシャとは紙やすりのことであるが，本種の葉はきわめてあらく，

事実紙やすりの代用になる。

学 名 本種に与えられた学名としてはVerbena virgata Ruiz et

Pavon， Fl． Per． I（1794） p．20， t．32． f．6．が最も古く，ベ

ルー産のもので命名せられたが，後にジュシュー（A・ L．de Jussieu）

によってアロイシア属に移されたのである Aloysia OrtegaetPalav

ex L'Heritier （アロイシア属）は南米に5－ 6種を産するが，基本

種は初めペルーで採られたA． citriodora Ortega et Palavである。

種名virgataは「鞭状の」意で，花序が細長く伸びることより名付け

られたと思われる。本種は広い意味ではLippia属に入るので， 今日

でもLippia urticoides Steudelの学名を用いる人もあるo 分

布 ペルー・ボリビア・パラグアイ・アルゼンチン・ウルグアイ・ブ

ラジルと南米の南半部に分布する。ブラジルではゴヤス・バイア両州

以南に広く分布する。サン＝パウロ州・パラナ州ではきわめて普通に

みられる。



花 期 南ブラジルでは春早く8月ごろから咲き， 9・10月に及び，

ときには2月にみることもある。果実は花が終わって間もなくみられ

る。

摘 要 花に芳香があり，遠くまでその香がただようので，汽車や

バスで旅をしてもまずその香によって存在を知ることができる。花は

1つずつは細いが穂状に群生しているので，よくみることができる。サ

ン＝パウロ州では以前はこの花が咲きだせはもう米をまいてもよいと

いわれたものである。今日では米のまく時期がおくれてしまっている。

乾燥の地を一般に好み，春早く若枝を切り株から伸ばして花をつけ

ることも多い。

葉がきわめてあらいことは前にも述べたが，これは紙ヤスリの代用

にもなり，標本にするとき，半日もかわかすとすっかり堅くなってし

まって，折り曲げられたところを直そうとしても，そこから葉は離れ

てしまう。花の香はなんともいえない甘い香をただよわせるものであ

る。



カ ン バ ラ ー
（Cambara）

Lantana Camara Linn．

科 名 クマツゾラ科（Verbenaceae）

形 態 高さ3mに達する潅木にして，茎は4稜形，通常まばらに逆

刺があり，かつ細毛におおわれている。

葉は対生し，葉柄は長さ2cm，上面浅き溝をなし細毛あり。葉だ身は

卵形または卵状長楕円形，長さ5－15cm，幅4－10cm，基部は急にせ

ばまり，先端は鋭先頭，鈍鋸歯状の歯牙縁あり，かわくと皮質にして

やや厚く租渋なる皺面をなし，表面濃緑にして裏面には錆色または灰

白色の絨毛がある。脈理は顕著で裏面に凸出し，側脈は5－ 7個。

腋生の散形状頭状花序には多数の花をつけ，花軸は長さ6'－7cm，4

稜形で細毛とときに刺あり，花軸の先端は太くなり，梶棒状のかたく



花托は緑色で長さ Icm，径 3 ～

4mm，花序の直径は3～3．5cmに

して上面は水平。各花は1小苞

を有し，皮針形，緑色。長さ8mm

にして細毛あり。

萼は筒状，長さ2mm，淡緑色に

して2浅裂し，外面に細毛があ

る。

花冠は径7－8mm，高つき状に

して筒部は長さ13mmに達し，中

央部は少し膨出しかつ屈曲し，

外面に細毛あり，内面は中部よ

り上に細毛あり。花冠面は4裂

し，裂片は円頭。花色は黄色，橙

黄色，赤色と変化する。

おしべは2強にして花冠筒部



に着生し，内在。花糸は短く0・5～0．6mm，少し有毛。やくは黄色に

してl～ 1．2mm長。

めしべは高さ4mm，子房は緑色，平滑，卵形，径Imm．花柱は直生し，

白色にして平滑。柱頭は傾斜し，その頂部に乳頭突起を有す。子房は

2室，各室1胚珠を有す。

果実は(多しょう)の石果にして，球形，黒藍紫色に熟し，径8mm，中

に内果皮の発達せる竪き核あり，倒卵形にして径4mm，娘面をなし，内

に2種子を入れる。

異 名 Cambara de Cheiro; Camabara de Chumbo; Cambara de

Espinho; Cambara juba; Cambara miudo; Cambara verdadeiro; Cambara

vermelho; Balieiro; Camara; Chumbinho roxo; Lantana; Ruim;

Salsa brava; Ximbi．

日本名 ランタナ，コウオウソウ（紅黄草），セイヨウ サンダンカ，

シチヘンゲ。

英語名 Common Lantana．

独語名 Cemeines Wandelroschen．



仏語名 Camara commun．

スペイン語名 Albahaca de caballo ; Yerba sagrada．

アルゼンチン名 Camara．

ウルグアイ名 Camara ; Cambara．

グアラニー語名 Aguaraiua．

アンチル列島名 Wild Sage．

フランス植民地名 Herbe a plomb ; Sange－ de－ montagne．

フィリピン名 Bahug－bahug ; Boho・boho ; Coronitas; Tinta

－ tintahan．

インド名 Tantani．

カンバラ－もカマラも同一語源の土名，今日でも広く南米のツク

ピー語系の語として残っている。ともに「潅木」という意味であるが，

この属に付された固有名詞としても用いられている。そのほかの異名

にはそれに種々の形容語をつけたものが多い。 園芸上では今日ラン

タナの学名が広く用いられている。

学 名 Lantana Linn．（ランタナ属，コウオウカ属）は熱帯およ



び亜熱帯アメリカの原産で，約75種もあるが，南米にはことに多い。

種名のCamaraは既に述べたごとく南米の土語に由来している。ランタ

ナの語源にはラテン語のlentare （湾曲または結ぶ）に由来するとい

う説と，古い植物名で， Viburnum（ガマズミ属）に適用されるものと

の説がある。本属の花が一見ガマズミ属に似ているために，リンネ以

前には本種をガマズミ属に入れていた学者がある。すなわち本種はリ

ンネの「植物の種類」（Species Plantarum，ed． 1; 1753， p．627．）

にてその学名が制定されたものであるが，同書には次のごとく記述さ

れている。

3．LANTANA fohis opositis，caule inermi ramoso，foribus capitato

－ umbellatis．

Lantana fohis opositis petiolatis，fonbus capitatis．

Hort．cliff．349．Roy．lugdb．290．

Viburnum amencanum non spinosum，mehssae folns．

foribus coccineis．Pluk．aim．385．t．114．f．4，



Viburnum americanum， urticae foliis， lamii odore， 80ribus

miniatis．Comm．hort．I．p．151．t．78．

β Perictymemum rectum，urticae folio hirsuto

majore，flore flavo．

Sloan，jam．163．

Habitat in amenca calidiore

これによるとリンネの著書よりも約半世紀前にプラクネット（L

Plukenet 1642－ 1706）の Almagetum botanicum（1696）や コメ

リン（J．Commelin 1629－ノ1692）の Horti medici Amsterdamensis

（1697），またスロエイン（H, Sloane 1660－1753）のCatalogusPlan

tarum， quae in insula Jamaica sponte proveniunt（1696）に記述

されている。 リンネは本種の次にLantana aculeata Linn．を別種と

して述べているが，両種の相異は刺の有無こよるもので，今日では有

刺の種類は無刺のものの異名または単なる変種 var． acu l e a t a

Moldenke として扱われている。個体によってかなりの差があるためで

ある．



分 布 米大陸に広く分布し，北は北米南部のテキサス州南ジョー

ジア州から，中米・南米・西インド諸島に広くみられる。ラジルでは

全土にわたってきわめて普通にみられる種類で，向陽の山野に広布す

る。

花 期 10月より4月にわたり長く咲き，果実は1月より6月にわ

たってみられる。

園 芸 本種は観賞植物として今日では広く世界に栽培せられてい

るが，寒さには弱く，南ブラジルでは冬には落葉する。繁殖は実生ま

たは晩夏に挿木によってもふやすことができる。鉢栽培に適したもの

には倭性のLantana hybrida Neubertがある。 ヨーロッパには原種

は1692年に知られている。 用 途 全植物は民間薬として次のごと

きものに用いられる。 即ち，強壮剤・駆風剤・発汗剤・リュウマチス，

また，ヒゼンには浴剤として使用する。 ベイコン（R． F． Bacon）に

よると本種からは一種の揮発油がとれ，淡黄色にしてサルビアに似た

芳香があり，その比重は0．9132あるという。 葉にはブイーザ（Buiza）

とネグレッタ（Negrata）によって発見されたアルカロイドの一つ，ラ



ンダニンが少しあり，駆風剤として効ありとし，また，胃弱にもみつ

用いられる。本種の花はまた蜜を多くもつので蜜源植物としても重要

である。

摘 要 本種がハワイ諸島に有害植物としてはびこっていることは

有名であるが，このほか太平洋やインド洋の島々，熱帯アシァの各地

にも野生化して有害植物となりつつあるという。果実が鳥によって容

易に運ばれるからである。



ベ ル ベ ー ナ
（Verbena）

Verbena brasiliensis Velloso

科 名 グマツヅラ科（verbenaceae）

形 態 多年草にして，畑地，荒地，河辺，路傍，人家付近に自生

する雑草の一つで，高さ150cm，よく分枝し，茎は濃緑色にして4稜形，

平滑，茎の面は溝をなし，髄は純白にして中実，節はむしろ細まって

いる。

葉は対生し，下方のものは卵状広楕円形，または広楕円形にしきよ

して無柄，基部は細まり，上半に鋸歯がある。上方のものは倒皮針形

で，基部細まり，先端に近く鋸歯あり，鋭頭。全体革質にして両面は

租渋，側脈は3－4個走り，裏面に顕出する。下葉は長さ16－8cm，幅

2－ 2．5cm，上葉は長さ4－ 5cm，幅 5－ 8mmあり。

花は再生の穂状花序に着生し，細小にして花序の長さは2－3cmr ほ



う花の基部にある1小苞は皮

針形にして，長さimm，鋭頭，

有毛にて萼とほぼ同長， 1脈

あり。

萼は筒状，長さ3mm，5肋条

走り，外面は有毛にして上方

は5歯裂し，各歯は鋭頭にし

て帯紫色。

花冠は長さ4mm，筒部は長

さ3mmにしてその面は5整裂

し，裂片は倒卵状広楕円形，

微凹頭，筒部と花冠両部とは

軽くくびれ，このくびれ部の

上下，内外面は細毛を有し，

筒部は基部淡緑色，上方は紅

紫色，花冠面は帯紫色であ



る。

おしべは4個あり，花冠筒部の上方に着生し，花糸は白色，平滑に

して短小。やくは黄色にして側着し，花粉は黄色。

めしべは高さ2mm，子房は淡緑色，平滑にして卵形，長さ径ともに0．

5mm，基部は切形にして，花柱は基部細く，淡緑色，平滑にして，柱頭

は太くなり2唇裂し，上唇は頭状にして乳頭突起が多い。

果実は長さ約1．5mm， 4分果に裂開し，各分果は楕円形，外面には

褐色の網脈あり，内面は白色の微細な症状突起を有す。

学 名 VerbenaLinn．（クマツゾラ属）は主として米大陸に広く

分布し，約100種を有し，その属名はVerbena officinalis Linn．（ク

マツヅラ）に与えられた古いラテン名に由来する。種名の

brasiliensisはブラジル産の意である。

本種は初めVerbena littoralis Kunth として，フンボルトおよ

びボンプラン（Humboldt et Bonpland）の Nova Genera et Species

Plantarum， vol． II; 1817 p．223， t．137 に記載されたが，後に

ブラジルのペローゾ（Velloso）の発表（Flora Fluminensis，1（1825）



t．40．）が正しい名として用いられるに至ったものである。

分 布 南米に広く雑草として分布し，コロンビア・ペルー・チリ・

アルゼンチン・パラグアイ・ボリビア・ウルグアイおよびブラジルに

知られているが，ブラジルでは中南部に分布する。

花 期 花は12月から3月ごろが最も盛んであるが，この前後にも

なおみられる。果実は3月から5月ごろに熟す。 摘 要 本種はいか

なる土地にも生ずる，性きわめてじょうぶな雑草で，海岸地方の乾燥

にも耐える。湿地においては多少地下茎を伸ばして繁殖し，畑地には

えては種子の散布が早いため撲滅の困難なものとなる。

全草には強い苦味を有し，民間薬として，胃腸強壮剤に用い，しぼ

じるせんまた，皮膚病にはその搾り汁または煎じ汁をぬり，また，洗

浄用として用いる。

本種の花は細小にして夜は閉じる。



サンゲ＝デ＝アドン
（Sangue de Adao）

Salvia splendens Sellow

科 名 シソ科（Labiatae）

形 態 亜潅木性の多年性草本。高さ1m内外に達し，多く分枝する。

茎は鈍4稜形にして上方は有毛，下方は無毛。

葉は対生し1－ 4cmの葉柄あり，全体平滑にして，卵形，鋭先頭，

基部は円形，心形ときに狭脚，鈍鋸歯縁を有し，暗緑色，葉脈は裏面

に転出する。長さ4～ 8cm，幅 2～ 5cm．

花は頂生の穂状花序に多数着生し，長さ15－20cm，初めは下垂ほう

とがする。上方の葉と苞は卵形で尖り，花と同色。輪散花序は2－6個

の花をつけ，花序の間隔は後にl－ 3cmとなる。

苞は早落性にして鋭頭，長さ1～ 2cm。

萼は鐘形，膜質にして広卵形，鋭頭の3歯あり，脈上は有毛にして



長さ15－20mm，結実のと

きには広鐘形となり，宿

存し，花冠と同色。

花冠は緋紅色，筒部は

30－ 40mm，上方は漸次開

出し，内面無毛にして外

面は．短い絨毛を有す。全

長4．5－7cm，萼の3倍長

あり，両唇の長さは 8 ～

9mm。

おしべは2本，花糸は白

色，無毛にして 6．5 ～

7mmの長さあり，これに着

生する丁字形の部分は同

じく白色，無毛にして長

さ17－18mm，下方はやや



太まり，上方にやくをつける。やくは赤褐色にして長さ3mm，花粉は黄

色。

花柱は平滑，花冠外に少し抽出し，糸状にして大半は白色，上方の

み緋紅色を帯び，先端の2分枝は同形。子房は白色，平滑。

花盤には角体あり，子房より少し超出し，淡黄色。分果は短毛。長

楕円形にして長さ3mm，始め白色なるも後に暗褐色となる。

異 名 Alegria dos Jardins; Bico de Papagaio; Cardeal;

Cardeal do Brasil; Cardeal do Mexico（誤称）; Labareda;

Mulatinha sem Vergonha; Pe de Chumbo; Pingo de Lacre;

Realista ; Salva; Salva comum ; Salva do Brasil．

日本名 ヒゴロモソウ，ヒゴロモサルビア。

英語名 Scarlet Sage．

独語名 Glanzende Salbei．

仏語名 Sauge eclantende ; Sauge brillante．

スペイン語名 Salvia de jardin．



アルゼンチン名 Coral．

ウルグアイ名 Flor de coral．

サンゲ＝デ＝アドンとは「アダムの血」という意味である。日本名

のヒゴロモソウ（緋衣草）とともに秀逸の部である。カルデアルとは

枢機卿の意で，これは緋の衣を連想させる名である。ラバレ－ダは炎

とか情火の意。

サルバはサルビアのことである。 アルゼンチンのコラ－ルは珊

瑚の意で，以上の大半はその真っ赤な花穂から受ける感じによって名

付けられている。

学 名 SalviaLinn．（サルビア属，アキノタムラソウ属、アサギリ

属）は全世界の暖地に約500種も分布し，特に地中海とメキシコに多

く，ブラジルにも60種知られている。種名のsplendensは「強い光沢

ある」意のラテン語からくる。

本種は1822年シュルデス（Schultes）父子によって書かれたレーメ

ル（Roemer）の「植物の分類」付録（Systems vegetabilium．Mantissa，

vol． II）に，セロウ（Sellow）の命名で発表されたのが最初である。



分 布 ブラジルの南部・リオ。デ＝ジャネイロ・サン＝パウロ・

パラナーの諸州に産するも，今日では広く各地に栽培されている。

染色体数 2n － 32（Carlson ＆ Stuart 1936）

花 期 ブラジルではほとんど周年にわたってみられ，果実も次々

にみられるO温帯で夏秋の候。

園 芸 花色は緋紅色が原種であるが，紫色，鮭肉色，ときに白色

のものもみられ，丈の低い倭性のものもある。繁殖は春種子をまいて

行なうが，10日ぐらいで発芽する。挿芽によってもふやすことができ

る。

摘 要 この花の緋紅色はサルビアニンと呼ばれ，テンジグアオイ

属（Pelargonium）にみられるアントシアン色素に基づくという。

今日では場所によって野生化している。たとえば北米のフロリダ・

南カロライナ地方・メキシコやインドのガンジス河畔などであるが，

逆にブラジルでは真の野生はまれにしかみられない。



マ ナ カ ー
（Manaca）

Brunfelsia Hopeana Bentham

科 名 ナス科（Solanaceae）

形 態 原林中に生ずる潅木にして，高さ2－3mに達し，樹皮は暗

灰色にして，新枝は円筒形にして緑色，有毛にしてときに腺毛を混じ

える。

葉は互生し，有柄，葉柄は短く，長さ2mm，偏平にして初め細だ毛あ

るも後ほとんど無毛となる。葉身は広楕円形，倒卵状皮計形または倒

皮針形にして，全線またはときにかすかに波状縁をなす。基部は漸尖

形にして先端は尖る。 長さ5～6．5cm，幅2～3cm，両面緑色にして

表面は光沢あり。中肋は両面に粗毛ありて裏面に踏出し，側脈はやや

不明5－ 6個。



花は1年性の枝につき， 1個と

きに2個頂生する。花梗はきわほ

うめて短く，基部に1個の小苞あ

り，倒皮針形，鋭頭にして長さ5

～ 6mm，基部こ細毛あり。

萼は筒状，鐘形にして中部は広

く，長さ2－ 2．3cm，径 1cm，上

つぼみ方3分の 1は 5裂し，裂片

は広皮針形，鋭頭，外面は蕾どき

に著しく毛あり。

花冠は高つき状にして筒部は長

さ2．5cm，白色または上方は少し

紫色をおび，後方に少し曲がる。

花冠面は径4－5cmあり，5裂し，

裂面は広く，円頭，膜質にして全

体無毛なり。初め濃紫色にして凋



落前には白色となる。咽喉部は白色なり。

おしべは2強にして高低の差わずかに2mmばかり，ぜんたい無毛にし

て，花糸の大半は花冠の筒部に沿着し，上方の離在せる部分は肥厚し，

かつ，よじれている。やくは側着し，長楕円形にして褐色をおび，花

粉は黄褐色。

めしべは高さ24mm，花冠中に内在し，子房は円錐形，平滑，大半は

黄色にして上端は緑色，光沢あり，花柱は細長，平滑にして上方は曲

がり，淡紫色，上方は太くなり，柱頭は汚縁色にしてしん広く2唇形

をなし，内面に乳頭突起を有す。

果実は(しょう果)ようの朔果で裂開せず，卵形，長さ15mm以下，中

は2室にわかれ，多くの種子を有する。

異 名 Cangamba; Cingaba; Gerataca; Guapurunga; Jarataca

; Jasmim do Paraguai ; Jasmim Manaca ; Jerataca ; Jeratacaca

; Jeratacaia ; Jeraticaca ; Jerotaca ; Manacan ; Manaja ;

Mercurio do Pobre; Mercurio vegetal．

日本名 バンマツリ，バンソケィ。



独語名 Hopse Brunfelsie．

仏語名 Brunfelsia de Hope．

マナカーとはブラジル土語の一つ，ツピー語からきている．そのほ

かも大半は土語からきている。バンマツリは蕃莱利の意で，花がジャ

スミンの1種マツリカ Jasminum Sambac Soland に似ているからつけ

られたものである。 学 名 Brunfelsia Swartz （バンマツリ

属）は中南米・西インドに約30種知られ，その属名はドイツの植物学

者ブルンフェルス（Otto Brunfels 1488 － 1534）にささげて名付け

られたもの。種名のHopeanaはイギリスのホウプ（Hope)氏にちなんで

付けられたもので，初めFranciscea Hopeana Hook．の名付けたもの

をベンサム氏がド＝カンドルのProdromus Systematis Naturalis，vol．

X; 1847，p．200。に属を移して発表したものである－

分 布 ブラジル中南部に広く分布する。山林中に下層潅木として

自生する。

花 期 9 月－ 11 月ごろ次々と咲く。果実は1月ごろみられる。



園 芸 今日では広く園芸植物として庭園に栽培されるもので，そ

の花が紫より白に変わるので美しく，かつ芳香があるのでよろこばれ

る。繁殖は種子にもよるがおもに挿木による。挿木は新しい枝を砂と

壌土を半々に混ぜたものに挿せばよく， 3週間くらいで発芽する。性

日陰を好む。

摘 要 ブラジルには種類が多く，海岸の山地から奥地の原始林中

にわたってみられるが，花のあるとき以外はあまり目立たないので，

発見に困難である。庭園に植えられたもので観察すると，芳香は夜の

方が強いようである。

本種の学名にはときに Brunfelsia uniflora D． Donの名も用い

られる。昔はゴマノハグサ科に入れられていたが，今日ではナス科に

移されている。



トマテ＝フランセース
（Tomate frances）

Cyphomandra betacea Sendtn．

科 名 ナス科（Solanaceae）

形 態 高2－ 3mに達する落葉灌木。枝多く，円筒形にして中実，

表面は緑色にして短毛を密生する。 葉は互生し・長柄あり，葉柄は

円筒形，緑色にして基部はふくらみ，短毛が密生し，長さ4－7cm，葉

身は心状広楕円形にして全縁，基部は深い心形，先端は尾形にして鈍

頭，質やわらかくして全面に短毛を密布する。脈理は裏面に顕出し，支

脈は6－ 8個。長さ10 － 20cm，幅 5～ 15cm。

花は集散花序を葉腋より少し上から抽出し下垂する。花序の長さ 4

－5cm，多くは2岐し，花軸は円筒形，緑色にして短毛を密生かこうす

る。花梗は円筒形，緑色，短毛あり，長さ15mm。

萼は杯状にしてやや鐘形をなし，基部は淡緑色，上方は淡黄色，5裂



し，径8mm。裂片は広卵形，鋭

頭にして外面に細毛あり。

花冠は鐘形にして長さ

14mm，径 20mm，白色にして少

しバラ色を帯び，上方は半ば

以上5裂し，裂片は広楕円形，

平滑にして鋭頭，1脈あり，長

さ約9mm，幅4mm，花に芳香あ

り。

おしべは5本。花冠の基部に

着生し，同形にして全長9mm，

花糸は白色，無毛にして基部

の幅広くなり長さ3mm，やくは

卵状長楕円形にして，クリー

ムよう白色，やく隔は黄色に

して幅広く，やくは孔開し，花



粉は白色。

めしべはおしべより長く，全長11mm．子房は卵形，白色，平滑にし

て，花柱は直生し，円筒形，白色，平滑にして点状の柱頭はいを有す。

子房は2室にして各室多数の胚珠あり。

果実は(しょう果)にして，生長せる宿存萼の基部をともない下垂す

る。果梗は3cmばかり，果実は卵形にして両端尖り，平滑にして光沢

あり，熟して橙色，長さ5cm，径 3cm，果肉は橙色にして多じゆう汁，

芳香あり。

種子はゼラチン質に包まれ，紅色，偏平にして腎臓形，長さ4mm，幅

3mm，かわくと表面に繊維質現われ淡褐色となる。

異 名 Tomate － de－ arvore．

日本名 コダチトマト。

英語名 Tree Tomato ; Vegetable Mercury．

独語名 Tomatebaum．

仏語名 Tomate de La Paz．



マレイ語名 Terong Batak ; Terong belanda．

トマテ＝フランセ－スとは「フランスのトマト」の意であるが，こ

れは真を現わすものではない。コダチ（木立）トマトは英語からの直

訳である。仏語はボリビアの首府「ラパスのトマト」の意でブラジル

名と比較するとおもしろい。

学 名 Cyphomandra Sendtn．（コダチトマト属）は南米に約30種

産し，その語源はギリシア語のkyphoma（瘤） aner（andr－） （男，

雄）に由来し，やく隅が瘤状にふくれるものがあるところからきてい

る。種名のbetaceaは Beta（トウチサ属）に類する意である。

本種は初めスペインのカバニリエス（A． J－ Cavanilles）により

ナス属に入るものとしてSolanum betaceum Cavanilles（Icon．Desr．

VI，p．15， n．599， t．524; 1801）のもとに図示されたが，セント

ネル（O・Sendtner）によりコダチトマト属に移され， 1845年Flora誌

p．172に発表されたものである。

分 布 ブラジル南部の産。

園 芸 本種は砂質壌土に適し，繁殖は実により，ナスと同じよう



に仕立て， 6－ 8か月後に定植する。間隔は2－ 3mとし，2年目には

結実する。また，成熟した枝を挿木としてもよい。最低零度に耐え，最

高30度以下がよく，それ以上では生育を阻害する。

南米の南部およびメキシコの高原地方に栽培され，また，インド・セ

イロン・ジャワ・マレー地方にも作られる。英国には1836年に，セイ

ロンには1882年に入ったという。

用 途 果実はわずかに酸味があり，完熟したものは生食するが，

このほか，ジャムを作るに適する。



ジ ロ ー
（Gilo）

Solanum Gilo Raddi

科 名 ナス科（Solanaceae）

形 態 1 年草なるも暖地では越年する。高さ 150cm 内外に達し，

分枝多く，茎には灰緑色の微細な星状毛を密生し，若枝にはことに多

い。

葉は互生し，葉柄は円筒形にして星状毛を密生し，長さ2－3cmc 葉

身は卵状楕円形または卵状広楕円形にして，基は不斉形にして浅く心

形をなし，ときに円形， 3－4浅裂し，先端は尖り，裂片の凹部は円形

にして波状縁をなす。長さ18cm，幅 10－ 12cm，表面は濃緑色にして

若い間は密に星状毛あるも後まばらになる。裏面は灰緑色にして星状

毛を密生する。脈理は裏面に顕出する。

花は葉膜外の上部より抽出し 1 － 3 花を(そう生)し，花軸は短く



5mm，花梗は長さ15mm，とも

に円筒形にして星状毛を密

生し，花は側面下方を向く。

小苞は皮針形，早落性にし

て密に星状毛におおわれて

いる。

萼は緑色，鐘形に広がり，

中部まで5裂し，裂片は広楕

円形にして長さ4mm，幅3mm，

脈あり，鋭頭，外面および縁

には密に星状毛を有す。

宿存性。

花冠は白色，径2cm，全開

し， 3分の2まで5裂し，裂

片は広楕円形，鋭頭，縁は内

曲し，先端は少し内曲す。長



さ8mm，幅4～5mm，外面は縁とともに密に星状毛あり。内面は中脈に

沿ってまばらに分布する。箇部内面は黄色を帯びる。萼および花冠の

裂片はときに5－ 7裂し，変化あり。

おしべは5－10本で変化多く，ほぼ同形，花冠筒部の中央に着生し，

花糸は后平，皺ありて長さImm，やくは黄色にして長さ6mm，孔開し，

花粉は黄色。 めしべは全長10－ 11mm，子房は白色，卵形，上半

には星状毛みぞを有し，基部に5－8個の浅き溝あり。内部には同数の

室にわかれ，各室には多くの胚珠あり。花柱は直立し，白色，円筒形

にして星状毛あり，柱頭は切形にして不規則に浅き出入あり。

果実は宿存萼と3cmばかりの果梗を有し，下垂し，球形または倒卵

状球形，径約4cm。

基部に浅き溝あり，熟すと赤色を呈し平滑，果肉は帯黄色。種子は

小形，腎臓形にして偏平，長さ2．5－ 3mm，幅 2mm，

異 名 Tomate de Princesa．

日本名 ミドリナス（橋本1951）。

イタリア語名 Gilo．



スペイン語名 Gilo．

ジローとはブラジル南部の土語よりくる。

学 名 Solatium Linn． （ナス属）は全世界の温帯および熱帯に

約1500種を産する大きな属で，種々の形態をしている。属名はラテン

語のSolamen（鎮痛）より由来し，麻酔性あるものがあるからといい，

また，一説にはSolanus （太陽）より由来し，本属の植物

が陽地に適するからともいう。種名 Gilo は前述のごとく土名よりく

る。

本種は初めイタリアの植物学者ラディ（Giuseppe Raddi 1770'1829）

によって1820年モデーナ学会誌18巻に発表されたものである。

分 布 南米の亜熱帯地方に広く産するも，ブラジルにはことに多

い。

園 芸 本種の栽培はナスに準じて行なう。種子は床まきとし，1

週間で発芽，後3週間で定植する。栽植距離は1×0．8m ぐらいとす

る。

中性の土地を好み，ナスと同じく高温になってから着果するので，



ブラジルでは10月ごろまき， 12月中旬ごろより収穫に入るが，収穫

期は長い。市場には果実が緑色の内にだす。赤く熟したものは市場価

値がない。

用 途 果菜の一つとしてブラジルではかなり広く栽培されるが，

その味は苦味があり，刻んで，肉類とともに油でいためて食べるのが

普通である。健胃の効があるといわれている。ブラジル人の一般に好

むものである。

果実は一見トマトに似るが，その果肉の状態，ことにその葉の形態

はナスに酷似している興味ある植物である。



ウ一ニヤ＝デ＝モルセーゴ
（Unha de Morcego）

Bignonia exoleta velloso

科 名 ノウゼンカヅラ科（Bignoniaceae）

形 態 長大な藤本にして，森林中でほかの樹木にからまって上が

り，ときには40mにも上方に達することがある。根は塊根にして倒卵

形。

茎は円筒形にして緑灰色，若い茎は緑色にして繊毛を有するも，2年

生のものは細毛を有するのみ。節間は5－ 6cm，

葉は対生し，通常のものは2小葉とその中間よりでる1本の巻きひげ

からなる。この巻きひげは先が3岐していて，曲がり，はなはだ強く，

他物に爪を立てたごとく付着して行き，繊毛がある。花序に生ずる葉

は2小葉のみで，この巻きひげがない。総柄は后平，絨毛があり，上

面は浅き溝をなし，長さ3～4cm，小柄は緑色，絨毛があり，円筒形に



して長さ1．3－2．5cmc 小葉

は卵状広楕円形，全線，円脚，短

尖頭，膜質にして，表面は細毛

ありて粗渋，裏面は細繊毛あ

り，脈理は上面四入し，裏面に

顕出し，側脈は5－ 6個。長さ

7～8cm，幅は4～5cm， 2年目

の小葉はほとんど無毛となる。

不定芽よりでた葉は多く不規

則に波状の切れこみがある。

花は鮮黄色にして美しく，ごく

軽い芳香がある。花序は1年生

の枝に2－3個を総状に着生，腋

生または頂生し，花序は葉より

短い。花軸は3cm内外，花梗は

長く15 －18cmあり，円筒形に



して繊毛あり，その中辺に2個の小苞がある。

萼は膜質，緑色にして皺面，表面に細毛あり。広き筒形にして，長

さ3cm，径 18mm，縁は 2－ 3浅裂し，かつ不斉に出入がある。

花冠は筒状，膜質にして2唇状， 5裂する。長さ7－8cm，径5・6cm，

上唇は2裂，下唇は3裂し，裂片は倒卵状，切頭またはわずかに凹頭に

して幅2～2．5cm。外面には粗に腺毛あり，内面は花糸の付着部のみ

毛がある。下唇筒部には内面に隆起する2肋条が走る。

おしべは2強にして，ほかに1本の仮雄蕊がある。花冠筒部の基部に

着生する。長雄蕊は高さ25－ 27mm，低雄蕊は16'－ 18mm，仮雄蕊は

10mm，花糸は湾曲し，帯黄色。やくは帯黄色にして，線形，各室は4mm

の長さあり，やく隔は微小にして淡紫色をおびる．

花盤は環状壷形，黄緑色にして平滑，高さ2mm，径5mm，子房は線形，

紅紫色，基部は花盤に包まれ，長さ9mm，わずかに細毛あり。花柱は白

色，少し曲がり，無毛にして長さ25mm，柱頭は2唇裂し鋭頭なり．

朔果は線形，偏平にして長く， 30cm，ときに1mにも達し，熟すと暗

褐色となる。



中に多数の種子を入れる。種子は楕円形にして両端は切形，長さ

5cm，幅lcm，大半は薄き膜質の羽にして，緑は細裂し，中心は暗褐色

でやや厚く，本体を包む。

異 名 Batata de Caboclo．

グアラニー語名 Guacu－ bacucu．

ウ－ニャ＝デ＝モルセ－ゴとは「コウモリの爪」の意で，その鋭い

巻きひげの先端からいったものであるし，バタタ＝デ＝カボクロは

「土着人のイモ」の意で，地中にある塊根に基づいてつけたものであ

る。

学 名 BignoniaLinn．（ツリガネカブラ属）は現在北米とブラジ

ルに 1 種づつを含む小さい属であるが，これはシューマン（K ．

Schumann）の分類であって，ドニカンドルの時代には173種も種々の

系統のものを含めていた。その属名はフランスのルイ14世時代，宮廷

図書係りをやり，かつ植物家でもあったピニョン（Abb と Jean Paul

Bignon 1662－ 1743）にささげたもので，初めフランスのツルネフォ

ルが設け，リンネがそれをそのまま用いたものである。種名のexoleta



はラテン語の「よく生育する」の意である。本種はブラジルの植物学

者ベロ－ゾ（Josと Mariano da Conceidao Vellos01741 － 1811）の

リオ植物誌（Flora Fluminensis， VI， t．30; 1827）に発表になった

ものである。

分 布リオ＝デ＝ジャネイロ・サン＝パウロ・パラナ・マット＝グ

ロッソの諸州およびパラグアイに産する。 花 期 9月から10月。

果実は5月から4月ごろ熟す。

摘 要 本種は畑地の雑草で，山焼きの後にいっせいに生ずる。

しかし花は美しく観賞用となる。

本種の塊根をすりつぶしたものを煎用すると婦人の月経過多にきく

といわれ，民間薬に用いられる。



イペー＝ロッショ
（Ipe roxo）

Tabebuia Avellanedae Lorenz

科 名 ノウゼンカゾラ科{Bignoniaceae）

形 態 高さ30mに達する森林中の大木にして，幹は径1．5m にも

達するが，普通は50cm内外で，直立し，円筒形にして樹皮は厚く，縦

に特徴ある割れめがあり，暗灰色である。若枝の皮は平滑にして，灰

色，多くの白色の皮目がある。

葉は5出掌状複葉を対生し，長柄あり。 総柄は長さ8－ 10cm，緑

色，平滑，ほぼ半円形にして上面に狭い溝があり，基部はふくれる。小

葉は通常5個，ときに7個あり，葉柄はl－3cm，平滑，円筒形にちか

く，狭き溝がある。小葉は広楕円形，ときに卵状広楕円形にして長さ

7－11．5cm，幅3－4．5cm，基部の2個は小さく，頂片は大きい。基

部は円形または浅心形にして先端は尾尖形にして鋭頭，緑に鋸歯あり，



表面は濃緑色，全体無毛に

して，裏面には脈理が顕出

し，側脈は10－12個ある。

1年性にして冬落葉する。

花は枝端に10－15個集ま

り，短い円錐花序を頂生し，

葉に先立って咲く。花序は

長さ7－8cm，花梗は円筒形，

長さlcm，中部に2個，基部

に1個の鱗片状の小苞あり。

ともに灰色の星状毛を密生

する。

萼は筒状にして上方少し

広まり，長さ7－8mm，径5mm。

外面は暗バラ色にして灰色

の星状毛を有し，縁には3歯



または4歯を有し，歯は不等大にして長さ2mm，鈍または鋭頭，萼筒の

内面は平滑にして，下方は淡緑色，上方は暗紫色である。

花冠は膜質にして，筒状の上部は広がり，箇部は偏圧されて，腹面

は少し屈曲し，背面は真っすぐ．基部7mm ばかりは萼筒内にあり，白

色，平滑。筒部は長さ3．5cm，幅 2cm，紅紫色にして外面には細毛あ

り，内面にはより密に細毛あり。かつ腹面には橙色2個の条線が走る。

花冠面はやや2唇形，上唇は2裂し，苦のときには下唇をおおう。裂片

はほぼ同形。反巻きし，卵形，円頭、長さ1．5cm。下唇は3裂し，卵

形または倒卵形，長さ1．5cm，円頭で上唇のものより暗色にして橙色

を帯びる。裂片はすべてその縁がちぢれ，かつ波状にして細毛あり。花

径は4cm内外。

おしべは2強と1本の仮雄蕊あり。花筒の咽喉部に着生する。腹部の

2本は長く15mm，背部のものは長さ10mm，花糸は白色，平滑，内曲し，

基部は少しふくらみ，帯黄色にして，少数の白色腺毛あり。やくは黒

褐色にして，全長5－6mm，仮雄蕊は直生し，長さ4mm，下方は白，上

方は紅紫色にして基部に少数の腺毛あり。



めしべは直生し，長さ3mm，花盤は環状にして帯黄色，平滑。子房は

円筒形にして，長さ4－5mm，暗紫色に白色星状毛を粗生する。花柱は

直立し，白色，平滑，先端は2唇裂し，白色なり。

果実は朔にして線形，長さ20－30cm，幅1．5－2cm，緑褐色にして

2－3個群生し下垂する。種子は偏平，薄くして2翼あり， 1果に160

個ぐらいある。

異 名Ipe; Ipe Cavatan; Ipe comum; Ipe de Sao Paulo; Ipeuva;

Ipe rosa; Aipe; Cavatan; Guiraiba; Lapacho; Pe-uva; Peuva roxa;

Piuva; Queraiba; Upeuva．

アルゼンチン名 Lapacho ; Lapacho negro．

パラグアイ名 Lapacho．

グアラニ－語名 Tayihti．

イペ－とはブラジルの土語の一つ，ツピー語で「皮厚き木」の意に

して，ピウーバは「黒い皮」の意である。アルゼンチン・パラグアイ

ではラパッチョが普通名である。



学 名 Tabebuia Gomez （タベブイア属）は北米南部より南米全

土にわたり約100種知られる。 属名はブラジルの土語よりくる。

種名のAvellanedaeはアルゼンチンのツクマン市にあるアベリヤネダ

公園（Parque Avellaneda）にちなんで命名したものである。

本種は今日でも普通の本にはTecoma Ipe Martius（1843）または

Tabebuia Ipe Standl．（1933）として載っているものと同一の種類で

あって， 1952年にトレード（J． F， de Toledo）によってその正しい

学名が再確認されたものである。 （参照Arquivos de Botanica do

Estado de S．Paulo，vol．Ill，fasc．1 ; 1952．p．33）。

T．Avellanedae Lorenz の名はブリゼバッハ（Grisebach）によっ

て「ゲッチンゲン科学誌24・巻 258 ページ（1879）」に始めて発表に

なったが，一般にはマルチウスのTecomaIpeが最も古いので，この名

をとっていたのである。これはマルチウスの「ブラジル薬用植物録」

（Systema materiae mediae vegetabilis brasiliensis; 1843 p．

55）に裸名として記載文なしに発表されたもので，その記載文はずっ

と後にブロー（E． Bureau）とシューマン（K． Schumann）によって，



マルチウスの Flora Brasiliensis， vol． VIII－2; 1897．p．321．

に発表になったにすぎない。ここに当然，植物命名規則により T・

Avellanedaeが先取権を有することになる。

分 布 ブラジル中南部・パラグアイ・ボリビア・アルゼンチン北

部に分布する。 7月中旬から8月にわたって咲くが，ときには9月に

わたることもある。 果実は9－ 10月ごろにみられる。

用 途 イぺ－はブラジルの重要な用材の一つで，黄緑色からかつ

緑褐色をなしており，後にさらに暗色になる。 その比重は， 0．992

であるから重く，船舶材・車両材・旋盤・電柱・家具・橋梁材そのほ

か建築材としても用いられる。 また， 5％のタンニンを含み，ラバ

チョ－ルという一種の酸を含み，利尿剤，収飲剤に民間薬として用い

られる。

イペ一には種類が多く，紅紫色のものにはこのほか本種の変種var．

paulensis ToledoやT． impetiginosa Toledoがあり，黄色のものに

は T．ochracea Standl．，T．Vellosoi Toledo，T．umbellata Sandw．，



T． Caraiba Bur．， T． chrysotricha Standl．そのほかがある。ブラ

ジルでは1954年に国花としてイペーを選定したのであるが，それがは

たして学問的にどの種類であるかはいまだに明らかにされていない。

とにかく，早春にブラジルの奥地を旅行したものは，森林の中に乱れ

咲く，赤や黄のイぺ－の花に深く印象づけられるものである。

学僧を恋うてあわれやイペの花 千本木瞑子

ブラジルの兵に行く子やイペ－散る 増田 恒河

牧々の柵に立ち咲くイペ－の花 青木 一風



エルバ＝デ＝ラット
（Erva de rato）

Hamelia patens Jacquin

科 名 アカネ科（Rubiaceae）

形 態 森林中に生ずる高さ2m内外の常緑潅木にして，茎は緑色で

無毛なるも，新しい茎は4稜形で細毛がある。葉は有柄で3葉輪生す

る。托葉は卵状皮針形で長さ1cmに達し，有毛。葉柄は帯赤色で長さ

3cmに達す。葉身は広楕円形，ときに卵形を呈し，長さ12－20cm，幅

6′'9cm全緑，鋭脚にして先端は尾尖形。表面は濃緑色にして粗渋，金

属光沢あり。裏面は淡縁にして細毛あり，脈理が;疏出する。側脈は8

－ 10個。

花は頂生の複鎌状集散花序に着生し，また，上方の薬腋よりもでる。

花序は長さ幅ともに10cm内外。花軸は円筒形，帯赤色，細毛あり。小

苞は微細で卵形。花梗は短く6mmまで，帯赤色。花の全長は20′ '21mm，

萼は杯状卵形にして，長さおよび径3mm，紅紫赤色にして細毛あり，



卵形，鋭頭の5小歯を有す。

花冠は長さ2cm，径5～6mm

にして条線あり， 5裂し，帯

黄赤色にして後に帯赤色と

なる。裂片は卵形，円頭にし

て，長さ1．5mm，花冠箇部外

面には細毛がある。

おしべは5本，花冠の下部

に着生し，高さ14－15mm，花

糸は白色，偏平にして無毛，

やくは線形で黄色を呈し，長

さ7mm，子房は赤色にして平

滑，花柱は線形で直生，長さ

13－ 15mm，初め淡黄色，後

に赤色となり，平滑，柱頭に

5条の溝がある。



果実は(しょう果)ようにして，長卵形，長さ8mm，径5mm，赤色後に

黒色となる。内部は5室にわかれ，各室に多数の白色の中種子を有す。

学 名 Hamelia Jacquin （ハメリア属）は熱帯および亜熱帯アメ

リカに広く分布する潅木で，約13種を有し，学者によっては6種ぐら

いとみる場合もある。属名は 1 8 世紀のフランスの有名な植物学者

Henri Louis Du Hamel du Monceau（1700－1781）にちなんで名付け

られたもので，種名patensはラテン語の「開出せる」の意で，よく枝

が四方に張ることより名付けられたものである。

本種はジャキン（N． J． Jacquin）の Selectarum stirpium

americanum historia（1763） p． 72， t． 50．にでている。

分 布 本種は広く熱帯アメリカに分布しており，北はフロリダか

ら，西インド諸島，南はアルゼンチンの北部におよび'ブラジルでは

パラナ州以北に知られ，パラグアイおよびアルゼンチンのミッシオネ

ス州に自生し，アンデス地帯中北部にも広く分布する。

染色体数 2n － 24 （Fagerlind ; 1937）．

花 期 2月から4月ごろにかけて花が咲くが，果実は3月下旬から



みられる。

歴 史 本種を最初に記載したのはフランスの植物家シャルル＝プ

ルミエ（Charles Plumier 1646－ 1704）で，彼は1689年に西インド

諸島にカトリック教団から派遣されて行き，同地方の植物の図と記載

をして帰った。彼自身の著書のほか，その死後アムステルダムの植物

学者ブルマン（J． Burman）によって遺稿が整理されて出版されたが，

そのPlantarum americanum ; 1755－－'1760，p．212 t．218，f．2

に始めて本種の図とともに次のごとき名がのっている。

Lonicera racemis secundis revolutis foliis ovatis quaterms．

プルミエの後，同じく1755－ 1759年の間西インド諸島を訪れたオ

ランダ人でウィーンに住んだジャキン（N． J． von Jacquin 1727

4817）も，同地でこの植物をみて後に記載発表したのである。

摘 要 本種は北米では観賞用として既に栽培されているが，ほか

の地方ではまだあまり知られていない。ブラジルではエルバ＝デ－

ラットの名のもとに毒草として牧畜業者の間に知られているが，その

毒性の存否は明らかでない。この俗名のもとには多くのアカネ科やガ



ガイモ科のものが知られているが，有毒であると一般に信じられてい

るものの一部の総称で，中にはたしかに中毒を起こすものも知られて

いる。

マ シ シ エ
（Maxixe）

Cucumis Anguria Linn．

科 名 ウリ科（Cucurbitaceae）

形 態 1年生の蔓草にして，茎は長く地をはい，また他物にりよう

からまって上昇する。 5稜形にして淡緑色，稜上には剛毛あり。

葉は長柄あり，葉柄は長さ4－5．5cm，円筒形，条線ありて上面み

ぞには浅き溝あり，かつ短剛毛を有す。葉身は掌状に5裂し，径7cmに

達し，基部は広心形にして裂片は倒卵形，円頭，細鋸歯あり。頂片は



ほかより大きく，ときに更に分裂

する。全面に短剛毛そじゆうあり

て租渋，脈理は裏面に顕出する。

花は1家性，腋出する。おばな

は短い穂状花序に数個を着生し，

径15mm，黄色。花梗は細く，淡緑

色にして剛毛あり，長さがく12－

15mm。萼は杯形にして淡緑，外面

剛毛あり，上線に5歯あり，歯は

針状にして長さImm．花冠は膜質，

5深裂し，裂片は広卵形，5脈あり，

縁は波状にちぢれ，細毛あり，円

頭にして凸瑞，長さ幅ともに6mm

に達す。内面基恥 やくの着生す

る周囲には細軟毛を密生する。お

しべは3個 全長6mmにして，花



冠内面基部近くに着生し，花糸は無毛、偏平，やくは外向し，側着，細

毛あり，上部に黄色のやく隔が凸出する。めしべは通常痕跡的にある

が，ときに発達して花柱をそなえるものもあるが子房は発達せず。 多

くは腺体がある。

めばなは単出し，その数は少ない。花梗は太く屈曲し，長さ2・5。m，

剛毛あり。萼はおばなのものより少し大、花冠はおばなと同一。痕跡

的にはおしべがあるが，やくはない。花柱は長さ4mm，淡緑色にして，

柱頭は黄色、大にして頭状で3浅裂する。子房は下位で，大形、緑色，

楕円状卵形，花どきの大きさは長さ10mm，径6mmぐらい，基部のふく

れる剛毛を密生する。花は日中開く。

果実はうり状にして，熟すと淡黄色を帯びる。広楕円形、両端円頭，

長さ5－6cm，径3．5－4cm，外面に剛毛の肥大せる肉質の短刺あり。

果梗は伸長して11－13cmに達す。種子は両凸レンズ形に偏圧せられた

卵状楕円形にして，平滑，淡黄色，長さ5．5mm，幅2．2－2．3mm，厚

さ1．2mm，先端は白い。

異 名 Maxixe bravo; Pepino de Burro; Maxixeiro．



英語名 Bur Cucumber ; West Indian Gherkin; Gooseberry

Gourd．

仏語名 Concombre Anguria．

仏領西インド名 Concombre Marron．

マシシエは果実のことで，マシシェイロは植物全体をさすが，普通

はマシシエで代表している。ペピーノはキウリのことで，ブ－ロはラ

バのこと。仏領西インド諸島でいう名はド－カンドルに従うと「脱走

キウリ」の意で，マロンとは同地方の脱走黒人奴隷のことをいったも

のであるという。

日本ではまだこの植物が入っていないので，正式には日本名はない

が，加茂儀一氏は西インド小胡瓜の名をつけている。

学 名 CucumisLinn．（キウリ属）はラテン語のCucuma よりき

ていて「中空の器」「釜」の意で，果実の形態からつけられたという。

暖地に約30種あり，アフリカに多い。 種名のAnguria はウリ科の

属名よりきているが，米大陸産の植物である。

リンネの原記は彼のSpecies Plantarum ; 1753， p． 1011にある



が，それには次のごとく記されている。

CUCUMIS foliis palmato－sinuatis，pomis subovatis echinatis．

Hort．Ups．292．

Cucumis foliis palmatis．Roy．lugd．262・

Cucumis sylvestris americanus，anguriae folio，fructu ovi

figura ; spinosis tuberculis momordicae instar muricato．

Pluk．phyt．170．f．3．

Cucumis anguriae folio latiore aspero，fructu minore candido，

spmulis obtusis muricato． Sloan， jam． 103． Habitat in

Jamaica．

以上によると，本種がヨーロッパの文献に載った最も早いのはイギ

リスのブラックネット（Le o n a r d P l u k e n e t 1 6 4 2 － 17 G 6）の

Phytographia である。

分 布 南米東部から西インド諸島にかけて分布する。ブラジルで

は南はパラナ州にわたり，所々に野生がみられるし．また栽培もされ



る。

染色体数 2n － 24 （Kozhuchow ; 1930）

花 期 11 月から 2月で，果実は12月から 3月にわたりみられる。

歴 史 マシシエがアメリカの原産かいなかについては種々の説が

行なわれてきた。その最も重要なことはマシシエの属するキウリ属の

大半がアフリカ産であることから，マシシエもアフリカから輸入され

たものであるとする説である。 この説をなすものでおもなものは

フッカー（J． D． Hooker）とド＝カンドル（De Candolle）で，ド＝

カンドルはその栽培植物の起源（1882）中で，フランス領西インド諸

島における「脱走キウリ」（Concombre marron）の名は野生になった

ことを示していること．米大陸では奴隷売買が最も盛んであった西海

岸に沿って広く分布していることは，それが外国の原産物であること

の一つの痕跡であるようにみえることの2つをあげて，アフリカ原産

説に傾いている。

しかし今日までアフリカではついに本種の野生種が発見されないこ

と，マルクブラーフ（G． Marcgraf）の「ブラジル博物誌」（1648）に



Guanerva－obaの名ででているものがそれとみられていること，ブラ

ジル全土にほとんど野生状態で発見されることから，今日では西イン

ド諸島からブラジルにかけての原産であるとされている。

用 途 本種はキウリに酷似した味を有し，キウリモミと同一の調

理法で食用にされるし，また，煮ても食べる。ブラジルではバイア州

でことに好んで食べるが，乾燥に耐える強い植物で，果実は成熟する

前にとり，周囲の刺をけづってから用いる。



バ ッ ソ ウ ラ
（Vassoura）

Baccharis dracunculifolia DC．

科 名 キク科（compositae）

形 態 潅木または小喬木にして，普通は3－4m，ときに8mにも達

することがある。皮は灰緑色で縦に裂けめがあり，若枝は緑色にして

蜘蛛毛を密布する。

葉は互生し，やや無柄、新梢の葉は花枝のそれよりも大きく，皮針

状広楕円形，上方に2－3個の歯牙あり，長さ3－3．5cm，幅7－9mm，

初め全体が蜘蛛毛におおわれるが，花期のものはやや疎毛となる。花

枝の葉は線状皮針形にして，鋭頭、楔脚，両面有毛にして，長さ2－

2．5cm，幅 3－ 5mm，中肋は裏面に頻出する。

花は2家性。おばな（雄性両全花）はめばなよりも多く，香あり短

枝上に生じ，頭状花軸は長さ3－4mm，円筒形，微毛あり，淡黄色。頭



状花は淡黄白色にして長さ 5 －

6mm，総苞は高さ3．5mm，苞片は

覆瓦状に排列し，下方のものは広

卵状楕円。内方のものは倒皮針

形，緑色，鋭頭、1脈あり，縁は

膜質にして上方には密に軟毛あ

り。花托は白色，平たん，無毛に

して20花をつける。筒状花は全長

7mm，冠毛は白色にして約20個，長

さ3．5mm，下方はしゆうきよくし，

上方は太くなり羽状。花冠は筒

状，白色にして5裂し，長さ3mm，

径 2mm，筒部上方の外面に蜜腺あ

り。花糸は白色，糸状にして，上

部のやくに着くところに皺あり。

やくは黄色にして，楕円形，鋭頭，



鈍脚，長さ1．5mm，子房は白色，長さ0．4mm，倒卵形，平滑，不稔性，

花柱は白色。長さ5mm，無毛，柱頭は棍棒状にして分裂せず，乳頭突起

あり。

めばなをつける頭花はまばらにつき，単出。腋生し，花軸は長さ4－

5mm，微毛あり，頭花の長さ9mm，径3mm，卵状広楕円形にして，約30

花を有す。

めばなは長さ7mm，冠毛は白。長さ5．5mm，細長にして皺曲せず， 100

個内外、 微短刺あるのみ。花冠は狭き筒形にして白色，平滑，長さ2．

5mm，上方は不規則に5浅裂する。子房は白色，倒卵状楕円形にして平

滑， 10個の肋条あり，花柱は直生し，長さ4mm，先端は2分岐し，分

枝は偏平にして微細なる乳頭突起あり。果実，痩果は暗灰色。

異 名 グアラニー語名 Ninumi．

バッソウラとは「箒」の意にして，枝多く，よく箒の代用に用いら

れるからこの名がでたものである。

学 名 Baccharis Linn．（バッカリス属）米大陸に350種以上を

有する大きな属で．南米にはことに多い。語源はギリシア語のかんぼ



くBakkharisで，昔ギリシアで種々の潅木につけた名であるという。種

名dracunculifoliaはテンナンショウ科のDracunculus 属に似た葉を

有する，という意味である。本種はド＝カンドル（A．P．De Candolle）

により，そのProdromus， vol． V; 1836， p．421．に発表されたもの

である。

分 布 南米の南部に広く分布する。パラグアイ・アルゼンチン・

ウルグアイおよび南ブラジルであるが，ブラジルでは，ミナス＝ジラ

イス州・マット＝グロッソ州以南の諸州に知られる。

花 期 1 月から 3月ごろ。

摘 要 本種は乾燥地を好んで群生する植物であるが，寒さにはよ

く耐え，サン＝パウロ州では海抜1800mにまで自生する。

材はやわらかく，薪材のほかあまり利用価値はないが，自家用の箒

とすることは前にも述べたとおりである。



ピ ッ コ ン
（Picao）

Bidens pilosa Linn．

科 名 キク科（Compositae）

形 態 1 年草にして，畑地，路傍に広く自生する雑草の一つにし

て，高さ150cm。茎は円筒形，中実にして外面緑色，条線と白色の細毛

あり。

葉は対生し，長さ10cmに達し，羽状深裂，濃緑色，草質，側片は

1－2対。 2対の場合基部の1対は完全に基部まで分裂し，卵状楕円形，

長4cm，幅2cm，ときに内方に更に小裂片を有す。上部の1対は小形に

して基部は幅広く，長さ2－3cm，幅lcm，頂片は卵状皮針形，基部は

楔脚，鋭先頭，長さ5－6cm，幅1．5－2cm，裂片にはすべて鋭鋸歯あ

り。両面に微細な毛を有し，脈理は細く，顕出する。葉柄は幅広き溝

をなし，紫色を帯び，基部は広がりて茎を抱き，緑および溝の内面に



は毛多し，

頭花は 2 出集散花序に着生し頂

生する。花軸は2－4cm，緑色，円

筒形，徴毛あり，基部近くは内側に

長毛あり。頭花は長さ，径ともに7

－9mm，舌状花の発達せるものにて

は径15mmに達す。花托は偏平，白

色，径4．5mm，総苞片は2列に並び，

外輪のものは緑色，葉質，倒皮針

形，鋭頭， 1脈あり，細毛および縁

毛あり，長さ5mm，内輪のものは膜

質にして円頭。

頭花には35個内外の筒状花を含

む。 周囲のものはときに多少舌

状花的傾向を有し，また完全なる

舌状花に発達せる個体もある。こ



の場合は周囲に5個あり，全長8mm，冠毛なく，不稔性にして，舌状花

冠は淡黄色またはときに白色にして3歯あり，幅4mmあり。

各筒状花には1個の小石あり．中苞は長さ5mm，膜質，皮針形，円頭

にして頂部には縁毛あり，中央は緑褐色にして数肋あり。

筒状花は黄色，全長6－7mm，径2mm，冠毛は3－4本の刺毛となり，

長さ2mmまで，逆刺あり。宿存し，後に伸長する。

花冠は筒状に5裂し，長さ4mm，裂片は鋭頭にして外面に短毛あり，

筒部にも微毛を有す。かつ 花糸は白色，平滑，やくは暗褐色にして，

長さ1．5mm，鋭頭，鋭脚。

子房は倒卵形，淡緑色にして4肋あり，上方に短刺があり，長さ2－

3mm，花柱は直生し，長さ4．5mm，平滑にして2分岐，分枝は梶棒状に

して尖り，黄色，長刺あり。かたく 花托は果どきには球形となり，径

3mm，果実の脱落せる跡は黒色となる。

果実は黒色，線形， 4肋あり，長さ8～10mm，上方に刺毛あり。先

端には3－4本の逆刺毛を宿存し，その長さ4mmに達す。よく動物に着

いて運ばれる。



異 名 Carrapicho branco; Carrapicho de Agulha; Carrapicho

de duas Pontas; Coambu ; Coambi; Cosmos ; Cuambu; Erva

Picao ; Espinho de Cuambu ; Goambu ; Guambu ; Macela de Campo;

Picao da Praia; Picao do Campo; Picao preto; Piolho do

Padre．

日本名 コセンダングサ。

英領アンチル列島名 Spanish Needle．

コスタリカ名 Mozote．

プエルトリコ名 Margarita ; Romerillo．

メキシコ名 Aceitilla; Seta ; Te de Milpa．

パナマ名 Arponcito ; Cadillo ; Sirvulaca．

オランダ領ギアナ名 Weerde Kooisie Wirwire．

ベネズェラ名 Amores secos ; Cadillo rocero ; Puinca．

アルゼンチン名 Saetilla一

北米名 Shepherd's Needle．



コンゴ（旧ベルギー領）名 Tangamagnia．

トランスバール名 Motsiji．

フィリピン名 Purikel．

インドネシア名 Marumaruke．

グアラニー語名 Nhotkma．

ピコンとは「石工用ののみ」の一種であるが，果実に残る刺毛ある

冠毛の形態から，転用したものである。picarという動詞になれば「刺

す」という意味である。 カラピッショは，一般に動物の体や人の衣

服に付着して運ばれる果実や種子を有する植物に付けられた名で，ヌ

スビトハギやオナモミの仲間もこれに入る。 そこで種類を区別する

ために後に形容詞がついている。クアンブーおよびそれに類似した一

連の語は土語の一つ，ツピ－語からきている。ピオーリョ＝ド＝パー

ドレは「坊さんのシラミ」というおもしろい訳になるが，これも僧衣

によく付くところからいわれたものであろう。

学 名 Bidens Linn．（タクコギ属）は暖地に200種も分布する

が特に米大陸には多い。属名はラテン語の「2本の歯」の意で，本属の



ものは多く刺毛状冠毛を有するから名付けられたものである。種名

pilosaはラテン語で「疎長毛のある」の意である。 本種は初めリン

ネの「植物の種類」（Species Plantarum; 1753，p．832．）に発表さ

れ，次のごとく記載されている。

5．BIDENS foliis pinnatis subpilosis，corollis flosculosis，

calyabus simplicibus，femmibus divergentibus．

Bidens corona feminum retrorsum aculeata，feminibus undique

patentibus．Hort．cliff．399．Hort．ups．255．

Bidens latifolia hirsutior，femine angustiore radiato．Dill．

elth．51． t．43．

Habitat in America．

リンネ以前の著者ディレニウス（Johann Jacob Dillenius 16841747）

はその著Hortus Elthamensis（1732）の中に図示して，始めてBidens

属を用いている。

分 布 名称の示すごとく，現在では全世界の暖地に広く雑草とし

て分布するが，元来は南米の産とみられている。ブラジルでは全土に



わたってきわめて普通である。

染色体数 2n － 48（Gelin ; 1934）

花 期 冬期を除き，ほとんど周年。南ブラジルでは9月から5月

ごろまで，次々にみられる。

摘 要 全草はタンニンを含み，次のごとき薬効があるとして民間

薬に用いられる。かいけつ 興奮剤，'開通薬となり壊血病・歯痛・催

眠・赤痢・こしけ・駆虫・糖尿病・咽喉の腫れに用い，傷薬にも用い

る。また，若い葉は摘んで，茄でると食用となる。 ブラジルにきた

日本移民は昔コ－ヒ－園でこの葉を摘んで野菜の代用にしたものであ

る。



フロール＝ダス＝アルマス
（Flor das Almas）

senecio brasiliensis Ｌ essing

科 名 キク科（Compositae）

形 態 高さ150－200cmに達する1年草にして，茎は円筒形にして

条線あり，緑色にして無毛，上方は枝をわかつ。 葉は互生し，無柄

にして羽状深裂し，側羽片は2－3対。 線形にして鋭頭，緑には微鋸

歯あり，かつ多少裏面に反曲する。表面は濃緑にして裏面は粉白色，脈

理は表面凹入し，裏面に顕出する。 中脈の基部は表面において広き溝

をなし，軟草質にして全体無毛，全長10cm，幅4cm内外，羽片の幅5mm．

頭花は頂生の凹形集散花序に着生し，花軸は長短種々にして，緑色，

平滑、所々に鱗片状の小苞あり。頭花は長さ10－ 12mm，径 20mmに達

す。花托は平たんにして径3mm，白色，海綿状にて中央は空洞をなす。

総苞は緑色，円筒形，無毛，長さ8mm，基部にて径5mm，苞片は内外

2列に並び，軟質，外列は短小，皮針形にして不等大，鋭頭，内列は約



20個あり，線形に並列し，鋭

先頭 ともに1脈ありて先端

に緑毛あり。

舌状花は周囲に10－ 15 個

あり，鮮黄色，冠毛は絹糸状

にして白色，多数，長さ7mm，

花冠の下半は細管状にして黄

白色，長さ5mm，舌状部は箆

形，黄色にして長さ7mm，幅2．

5mm， 3歯および3脈ありて，

全体無毛，無腺点。おしべは

全く欠き，子房は長楕円形，

白色，長さ1．5mm．花柱は白

色，糸状にして平滑，長さ

6mm，上方は2分岐し，分枝の

内面に細き乳頭突起あり。



筒状花は中心にありて多数，両性花にして全長10mm，濃黄色，冠毛

は長さ8mm，花冠の下半は狭管状にして長さ4mm，淡黄色，上半は筒状

にして広がり，長さ3mm，径2．5－ 3mm，5整裂し， 10脈あり，平滑

にして腺点なく，裂片は三角状にして鋭頭後に反曲する。

花糸は白色，平滑にして，上方はふくらむ。やくは線形，黄色にし

て長さ2．5mm，鋭頭，鋭脚，花粉は黄色，球形にして細刺あり。

子房は長楕円形，長さ1．5mm，白色にして条線上に細毛がある。花

柱は長さ9mm，糸状，白色にして平滑，先端は2岐し，分板には先端に

ブラッシ状の毛群あり，分枝の内面には細き乳頭突起あり，黄色。

果実は長楕円状線形，長さ2．5－3mm，下方は狭くなり，黒褐色，条

線上に細毛あり。

異 名 Catiao; Craveiro do Campo; Erva Lanceta（サン パ

ウロ州），Malmequer amarelo; Maria mole．（リオ－グランデ＝ド＝

ス－ル州）

日本名 ショウリョウギグ（精霊菊）。

フロール＝ダス＝アルマスは「魂の花」の意で，日本名は筆者の命



名（1950）である。クラベイロとは元来，ナデシコ属の通称であるが，

野生キク科の雑多の草にもこの名が転用されている。ランセッタは

「投げ槍」の縮小詞である。マルメケールは金蓋花(きんせんか)の俗名

である。

学 名 Senecio Linn． （サワギグ属）は全世界に1200種も産す

る大属で，ブラジルにも多くの種類がある。属名はラテン語のSenex

より由来し，老人の意で，冠毛が白色であるところよりくる。種名の

brasiliensisはブラジル産の意である。レッシング（C．F．Lessing）

の原記載はLinnaea誌のvol． VI， 1831， p，249．にみられる。

分 布 南ブラジル・パラグアイ・ウルグアイに分布し，ブラジル

ではミナス＝ジライス・リオ＝デ－ジャネイロ・マット＝グロッソの

諸州以南全土に産し，畑地，路傍に多い。

花 期 10・11月のころに咲き，果実は間もなく熟して飛ぶ。

摘 要 葉の干したものは民間で，傷薬として用いることがある。

花は蜜源植物として重要である。

本種はまた，コムギの錆病菌の夏胞子の宿主となることが知られて



いるし，吸血性の微細な双翅類で， MaruinsまたはMicuinsと呼ばれ

るものが好んでこの植物の茂みに住むといわれる。

ブラジルのお盆は11月の始めであるが，ちょうどこのころに野山を

飾るのでフロール＝ダス＝アルマスの名がある。あまり乾燥地は好ま

ない植物である。

コルドン＝デ＝オウロ
（Cordao de Ouro）

Solidago microglossa DC．

科 名 キク科（Compositae）

形 態 高さ2mに達する宿根草にして茎は円筒形，淡緑色，ほとん

ど分枝せず，細毛を帯びる。多少地下茎を有し，群生する。

葉は無柄，皮針形また倒皮針形にして長さ3．5－8cm，幅7－16mm，



きよし鈍脚にして鋭頭，縁に

は祖に鋸歯あり，草質にして

全体に細毛あり，かつ粗渋。中

脈は裏面に鋭出し，上面は少

し溝をなす。 支脈はきわめて

細い。 頭花は頂生の円錐花序

に着生し，少し甘い芳香あり，

鮮黄色にして，長さ6mm，径6

－ 7mm，花序の長さは20cm に

達し，下方の枝はほとんど水

平にでて，長さ5－8cm，頭花

軸の基部には1個の .A あり，

皮針形にして長さ5mm，鋭頭に

して細毛あり。花軸は長さ5－

6mm，細毛ありて，中以上に1

－ 3 個の小萄あり，長さ 1mm，



皮針形にして細毛あり。

総苞は覆瓦状に排列し，長さ4．5mm，径2．5mm，黄緑色，苞片は下

方のものは広楕円形，中ぐらいのものは皮針形，内方のものは倒皮針

形，すべて鋭頭にして， 1脈あり，背面には細毛と縁には縁毛を有す。

花托は平たんにして径1．5mm，白色。

舌状花は15個内外，全長5．5－ 6mm，冠毛は長さ4mmにして細く，

白色。花冠は狭き舌状にして，長さ5．5mm，鈍頭にして平滑。子房は

倒皮針臥長さ0．8mm，平滑にして白色。花柱は黄色，先端は2分岐，分

枝には細き乳頭突起あり。 筒状花は黄色にして8－10個あり。全長

8－9mm，冠毛は白色，長さ4mm。花冠は長さ4mm，径2mm，淡黄色にし

て平滑。先端は5裂し，裂片は鋭頭、黄色にして反曲著しい。雌雄蕊

は花冠上に著しく抽出する。

花糸は白色平滑にして，上方帯黄色の部あり。やくは黄色にとがし

て，長さ1．8mm，先端尖り，基部は円形。

子房は白色にして，倒皮針形，有稜，上方に細毛あり。花柱は4mm，

平滑にして白色，先端は2分岐し黄色，分枝はふくれ，先とが端尖り，



上半には刺状突起あり，縁には乳頭突起密生す。

異 名 Arrica; Erva Lanceta; Lanceta; Rabode Rojao; Sape

macho

日本名 キンヒモソウ（金紐草）。

アルニカはもちろんヨーロッパのアルニカ（Arnica montana Linn．）

の転用であって，本物ではない。ランセッタは前種において説明した

ごとくである。ロジョンは花火で，打ち上げ花火の尾（ラーボ）に用

いることがあるからいう。サッペ－はチガヤの仲間をいう。 コルド

ン＝デ＝オウロは金の紐の意で，佳名である。金紐草は筆者の命名で

ある（1950），

学 名 Solidago Linn． （アキノキリンソウ属）は北米に100種

以上あり，そのほか欧亜，南米に少数分布する。属名はラテン語の

soliddus（合着）とago（為す）の合成語で，本属のある種が傷を直す

に用いたことがあるのによる。種名のmicroglossa はギリシア語の

micros（小さい） glossa（舌）の合成語で，舌状花冠がきわめて小形



なるにより名付けられたものである。 原記載はドコカンドル（De

Candolle）の Prodromus， vol．V ; 1835，p．332．に発表されてい

る。

分 布 南米の南部，暖地に広く分布する。すなわちパラグアイ・

アルゼンチン・ウルグアイ・チリとブラジルではミナス＝ジェライス

州，リオ＝デ＝ジャネイロ州以南に広く分布する。 摘 要 本種の

全章は傷薬として民間薬に用いられる。 本種はときに一大群落を形

成し，原野を黄金の波で飾ることがある。花は観賞用としても美しい

ものである。



グラーマ－イングレーザ
Grama inglesa）

Stenotaphrum secundatum O．Ktze．

科 名 イネ科（Gramineae）

形 態 多年性.匍匐草，海岸砂地に自生するも芝草として広く庭

園にも植えられる。

根はひげ状，茎は通常根茎状に地面を這い，偏円筒形にして平滑，中

実にして4×2mm，暗緑色にして節間は通常2－3cm，日陰地にては10cm

に達す。

葉鞘は皮針形，偏圧，幅5－7mm，平滑にして－側は基部まで開く。

緑の上方には軟毛あり，長さ2．5．－ 3－ 5cm，小舌は切形，毛群あ

り，葉身は線形，長さ4．^9cm，幅8－12mm，長さはときに25cmに達

す。鈍脚，円頭または凹頭。

花茎は直立し，長さ35cm，偏平，花序は長さ15cm，幅 5mm，平滑，

先端尖り，厚く，一面に20－30個の小穂花を陥在する。 1個の凹所に



1－2個の小穂花あり。小

穂花は長さ4～5mm，花軸

は1～3mm，花は緑色にし

て， 2花よりなり，両性

花と雄性花とよりなる。

下部被頴は卵形，長さ

2－2．5mm，膜質，円頭，

1．－ 3脈あり．

上部被頴は卵形にして長

さ4mm，膜質，鋭頭にして

5－7脈ありやや無毛。外

花頴は卵状楕円形にして

長さ4mm，膜質，鋭頭にし

て3脈あり，白色。内花頴

は広楕円形，薄膜質にし

て長さ3．5mm，鋭頭， 2



脈ありて縁辺は内曲し，上部に縁毛あり。小舌鱗は薄膜質，全縁，広

楕円形，円頭にして長さImm，おしべは3 本，やくは黄色にして長さ

2mm，花糸は白色，無毛。

子房は白色，倒卵形，平滑にして，小形。花柱は2本，柱頭枝は羽

状毛ありて，濃紫色。 果実は卵形にして長さ3mm，

異 名 Capim Grama; Crama Cravo; Grama da Praia;

Grama ; Grama de Jardim ; Grama dos Jardins; Grama larga．Capim

dejardim （ベルナンブ－コ州） ;Capim Camalota （バイア州）;

Grama mineira （ミナス＝ジライス州）．

パラグアイ名 Grama blanca．

ウルグアイ名 Grama blanca; Gramilla ; Pasto chato;

Grama．

アルゼンチン名 Gramillon．

キューバ名 Grama blanca．

プェルトリコ名 Grama blanca．



北米名 Running Crab－ grass ; Saint Augustine Grass．

グラーマは英語のグラスに当たる言葉で，俗名を訳せば「英国の芝

草」となるが，実際は英国には産しないブラジル産のもので，この名

は不当である。ジャルジンは庭園の意。スペイン語系のアメリカ諸国

では，グラーマ＝ブランカ（白い芝草の意）が多く用いられる。

学 名 stenotaphrum Trinius （ステノタフルム属）はアメリカ

大陸に3種知られ，属名はギリシア語のstenos（狭い）とtaphros（溝）

の合成語で，小穂花が花軸の溝状凹所に陥入していることによったも

のである。種名のsecundatum はラテン語の偏側性の意で，茎のでか

たによったものである。

本種は普通Stenotaphrum americanum Schrank （1819）として知

られていたが，オットー＝クンツェ（Otto Kuntze）によってそれより

も古い学名Ischaemum secundatum Walter （1788）が見出され，本

属に移されたものである。

分 布 北米のメキシコ湾から南米の大西洋岸に沿ってずっと分布



していて，ブラジルでも海岸地方にはきわめて普通に野生している。

花 期 1 月から 3月ごろにかけて咲く。果期は2月から4月。

摘 要 本種は広く庭園の芝草として栽培されるもので，ブラジル

では最も広く用いられている。根は深く入らず，ギョウギシバ

（Cynodon Dactylon Pers．）のごとく根絶しがたいことはないし，芝

刈機もよく通って美しい。 変種に淡黄白色の縦縞の入っているもの

があり，これをvar．variegatum Hort．という。性質は基本種に比し

て弱く，よく先祖返りして緑の葉になることがある。



ア バ カ シ ー
（Abacaxi）

Ananas comosus Merrill

科 名 アナナス科（Bromeliaceae）

形 態 高さ60－120cmの多年草で，葉は剣状，短い茎の上に多く

叢生し，長さ60－ 120cm，幅 5－ 7cmあり，縁にはは鋭鋸歯あり，先

端は鋭先頭にして，濃緑，淡紅，ときに紅色を帯び，厚皮質にして光

沢あり，裏面は白粉におおわれる。四方に樋状をなして開出する。

花序は葉叢の中心からでて，短大な茎の先に松毯状に着生する。

内穂花序である。花は淡紫藍色または帯紫紅色にしてらせん形に配列

し，暗褐紅色，広皮針形の苞葉から水平にでて，外花被片は3個，小

形，卵形，肉質にして長さIcm，内花被片は3個，倒皮針形にして，長

さ1．5cm，筒状をなし，基部は白色にして先端は淡紫色。

おしべは6本。花被の内部に対生し，基部に着生。花糸の基部両側

に白色，膜質，小形の小舌片あり，先端は細歯がある。やくは淡黄色



で花粉には小孔紋がある。

子房は下位にして，花梗

と苞葉の基部に包まれてい

る。3室にして胚珠には尾

状物がある。花柱はおしべ

とほぼ同じ高さで，先端は

3分枝し，柱頭は転換して

い る 。

果実は集合果にして長さ

15－ 20cm，径 10－ 12cm，

楕円形，円錐形，卵形等。表

面にらせん状に配列した六

角形，鈍頭の小丘がある

が，これはおのおの1個の

果実に当たり，その下側に

宿存する苞葉がある。花の



あった部分は細く，深く凹入していて，これを花目という。種子は初

め淡紫色，後黒褐色に熟し，長さ5mm，幅 2mm，ウリの種子に似る。

食用部は，花軸，花托，苞葉の基部，子房等が融合してできたもの

で，(多しょう)の果肉状を呈し，自または黄色である。

異 名 Abacaxieiro; Ananas; Ananaseiro; Ananas de Caraguata

; Ananas de Mato ; Ananas selvagen ; Ananas stivestre; Nanas;

Panacous（ある種族の土名），Pita（葉が似てい るからいう）。

日本名 パイン＝アップル，アナナス，マツリンゴ， ホウ

リ（鳳梨）。

英語名 Pine－ Apple．

独語名 Ananas ; Ananasgewachse．

仏語名 Pomme de pin．

イタリア語名 Abacasci．

スペイン語名 Pina; Ananas．

メキシコ名 Matiati．



カライ－バ名 Boniana ; Yama ; Yayagua ; Yayama．

インド名 Ananas．

セイロン名 Anasi．

コーチシナ名 Tlai－ thorn．

マレイ名 Nanas．

中国名 鳳梨，鳳李，露兜子。

台湾名 おんらい，黄莱。

アバカシーは果実で，植物をさすときはアバカシエイロを用いる。

アバカシーの語源はブラジル土語の一つ，ツピー語で Abi とAcaigo

の合成語からの転言化であるという。 Abiは針や刺のことで，Acaigo

は痛いというとき女性が叫ぶ声であるという。したがって，パイン＝

アップルの葉の刺に女性がさわったときにできた語であるということ

になる。ちなみに，男性が痛いと叫ぶときには Acai というという。

アナナースの語源はナナースで，これもブラジルの土語で，ポルト

ガル人が土人のいうナナースにアをつけてアナナースとしたのであっ



て，16世紀の学者以来多くの人がこの名を既に述べている。

カラグアタ－はブラジルに多いアナナス科の通称である。 ピッタ

は元来Agave （リュウゼツラン属）の俗名であるが，葉のでかたが似

ているので転用したものである。

果実の形が松かさに似ているところからきたものにスペイン語の

Pina があり，それと語源を一つにするものに，英語，仏語がある。

学 名 Ananas Miller（アナナス属）は南米の東北部熱帯に5種

知られており，属名は前述のごとくブラジルの土名よりきている。

種名Comosusはラテン語の「毛深い」の意で，花序の形状からきてい

る。

アバカシーの学名には従来Ananas sativus Schult． f． in Roem．

et Schult． Syst． VII， 1830， p．1283が用いられているが，最も古

い学名はリンネのBromelia Ananas Linn．Sp．PI．ed．1 ; 1753，p．

285．である。リンネはその中に次のごとく記している。

1．Bromelia fohis ciliato－spinosis mucronatis，spica comosa．

Bromelia foliis spinosis，fructibus connatis caulem cingenti



bus．Hort．cliff．127．

Carduus brasilianus，foliis aloes．Bauh．pin．384．

Ananas acostae．Comm．hort．I．p．109．t．37．

Tappa－T．siakka．Rheed．mal．II．p．1．t．1．

b．Ananas aculeatus，fructu pyramidato ; came aurea．Tourn．

nes．inst．653．

c．Ananas aculeatus，fructu conico carne aurea．Pluk．spec．

20．

d．Ananas lucide virens，folio vix ferrato．Dill．elth．25

t．21． f．22．

Ananas non aculeatus Pitta dictus．Plum．spec．20．

Habitat in Nova Hispama，Sunnamo．



この内で最も古い学者，スイスのバーゼルの人，ボーアン（Kaspar

Bauhin 1560－1624）の著Pinax Thaatri Botanici ; 1623， p． 384

（植物学図集）にCarduus brasilianus， foliis aloeS すなわち「葉

はロカイに似たブラジル産のヒレアザミ属」と述べているのはおもし

ろい。リンネは本種の産地をメキシコとオランタ領ギアナとしてかつ

ばいるが，その点ボーアンの方が既に古くからブラジルと喝破してい

る訳である。

ところで，リンネのプロメリア属から，後にアナナス属に移された

本種の正しい名前は，いずれが正しいかは長い間研究が重ねられた。

普通からいえば属を移してAnanas Ananas となるが，同じ意義の名

を並べることは動物の学名の場合はよくあるが，植物の場合には許さ

れないので， （万国植物命名規約第68条の3および第69条）これ以

外で最も古い，有効な名をさがすと，やはりリンネのBromelia comosa

Linn．（1754）がある。したがって属をアナナスに移した Ananas

comosus Merrill（1917）が現在では最も正しい学名ということにな

る。実にリンネ以来164年かかって正しい名前に到達したわけである。



分 布 ブラジルの中央および北部が原産。

染色体数 50，75，100（Collins ＆ Kerns; 1935）nは25である。

花 期 9 月から 10月ごろ。果実は12月から 2月にかけて熟す。

歴 史 アバカシーがブラジルにおいて早くから知られていたこと

は，ブラジルにきた16世紀の多くの学者により述べられているが，た

とえばジェズイッタ派の僧として1553年にきたアンシェッタ（Jose de

Anchieta）， 1555年ブラジルのリオ＝デ＝ジャネイロにきていたフラ

ンスの僧テベ－（Andre Thevet），同じく1557年にきたフランス人レ

リー（Jean de Lery），1587年当時のブラジル風土誌を書いたポルト

ガルのソア－レス－デ＝ソウザ（Gabriel Soares de Souza）などそ

れぞれにこの果実に非常な興味をもって述べている。初めの2人はナナ

－の名で書いているが，後の者はアナナースの名を用いている。たと

えばここにAnchieta僧の書からのものを述べてみると，その50ペー

ジにブラジルの果実を扱った中に，アバカシーについて次のごとく述

べている．

「ヤハズアザミのごとくに生育し，葉はロカイに似，果実はマツの実に



似て大きく，1年を通じてみられる。非常に価値あるものしるにして，

メロンに似た香りがあり，それよりも更に強く，汁も多たんせきい。胆

石に病む者によいといい，土人はこの汁で酒を作るがそれは強く，皮

は油のよごれを取るによく，この果実は菜園にも野原にも，森の中に

もたくさんできており，それをミカン水のごとくにして保存すること

ができるし，前菜にはいつも食べてよいものである。」16世紀には既に

ブラジルでは栽培もしていたし，一般に食用として知られていたもの

であることがわかる。そしてヨーロッパ人のくる以前に土人は既にそ

れで酒を作っていたのである。 その苗による繁殖が容募なことによ

り，早くからポルトガル人，スペイン人によって広く熱帯各地にひろ

がっていった。

ヨーロッパに始めて入ったのは1513年といわれ，英国には1657年に

知られた。また，インドのベンガル地方には早くも1594年に入り， 17

世紀の初めには中国にももたらされた。日本にはオランダ船により

1845年に始めて知られた。

大栽培が行なわれるようになったのは今から50年前からで，ワイが



最も盛んで，世界の産額の半分以上を産出し，次いで，フィリピン・華

南・台湾・マレイ地方・キュ－バ・メキシコ・ブラジル等が主な産地

である。

成 分 果実の分析せるものによると次の成分を含むという。

水 分 80－85％，還元糖 4％，庶糖 7．5％，蛋白質 0．5％，

灰分 0．3％ （その大半はカルシウム分），ビタミンはAおよび特に

Cが多いという。

果汁中の有機酸は85％がクエン酸で，そのほかにリンゴ酸・酒石酸

がある。また，修酸石灰の結晶も含まれている。

果実にはまた，プロメリンという酵素があり，これはパパインに似

ていて，蛋白質分解の作用があって消化を助ける。またブロメリンは

ジフテリア患者の咽喉の義膜を除くためにうがい剤として用いられる。

果実の黄色のものには多くのカロチンと，また，少量のキサントフィ

ルも含まれている。

未熟果には一種のアルカロイドがあり，峻下剤の作用がある。空腹

どきにビールとともに用いると，コレラに似た症状を呈することがあ



るという。

園 芸 アバカシーは熱帯の植物で砂混りの柔軟な植土が適し，

温度は15度から32度の間が最適といわれ，雨量は年平均1600ミリ付

近がよいという。繁殖は果実の上に生ずる冠芽か株の根本よりでる腋

芽を用いるが，植え付けは1．2mに50cmの間隔とし，腋芽を用いた場

合は15－18か月で果実をつけるが，冠芽の場合は2年を要する。 ハ

ワイにおいては花期と果期を適期にするためにホルモン剤を用いるに

至っている。

栽培品種は多数あるが，植物学的にMez は次の3品種をまず区別

している。

a）f．sativus 普通品。葉に刺あり。

b）f lucidus 葉に刺のないもの。

c） f． debilis 葉は幅広くて，緑は波状。

また，観賞用とされるものに，葉に白色および朱赤色の条班のある

ものがあり，これをvar． variegatus Hort．（ハカタアナナス）とい

い，珍重される。



ブラジルにおける有刺の品種にはbranco（自）・amarelo（黄）・roxo

（紫）・bronzeado（銅色）・vermelho（赤）・preto（黒）等を区別し，

無刺のものにはimperialがある。アバカシーは自家授粉では種子がで

きないが・ほかの品種または野生のものとの間にはよく種子ができる

から，今日ではこの方法で多くの品種育成が試みられている。そして

この授粉媒介にはハチドリがあずかって力あるという。

用 途 果実は生食するほか，かん詰としても重要なもので，かん

詰工業は1886年始めてマレイ地方で起こり， ハワイでは1903年に始

まっている。現在ではアバカシーかん語の67％はハワイで造られ，20

％はマレイ地方で， 10％が台湾，残りがそのほかであるが，ブラジル

は原産地で大栽培に適するにもかかわらず，かん詰業は発達していな

い。 果実からはこのほか，酒を作ることができるが，これがいわゆ

る鳳梨酒(ほうりしゅ)で，ブラジルではこれをChampagne de Abacaxi

といっている。 キューバではChichaまたはGarapinaという。

このほかアルコールの製造，食酢やまたゴムの凝固剤にも用いられる。

民間薬としては，果実の熟したものは・消化不良・ヂフテリア・ぜ



きかのうかじゆう百日咳や化膿剤として用いる。果汁は整腸剤や胃酸

過多に用いるし，未熟果は駆虫・腎臓病・排尿剤として用いられる。

葉の繊維は長さ5cmあり，全体の1－5％を占め，マレイ地方では200

年前には盛んにこれで布を織ったものであるが，今日では衰えてし

まった。しかし，フィリピンの土人やマリアナ島のチャモロ族は礼服

をこの繊維で作り，これをpina cloth といっているし，バネ－島で

はこれを輸出しているという。

ブラジルでも，セアラー州やミナスゴジライス州ではやはり繊維を

とっている。

この繊維は麻のごとき手触りと，紗のごとき薄さをもっているとい

い，繊維をとった残りからは，なお良質の紙を作ることができる。

ブラジルのアバカシー栽培面積は1954年において15，790ヘクター

ルで，この内サン＝パウロ州が首位で30％を占め，次いでミナス＝ジ

ライス・パライーバ・ベルナンブ－コの諸州の順である。産額は同じ

く同年において約1億500万個に上るが，大半は生果として消費してい

る。



カ ラ グ ア タ －
（Caraguata）

Bilbergia nutans H．Wendl．var．nutans Smith

科 名 アナナス科（Bromeliaceae）

形 態 着生植物。葉は8－15枚集まっているが 古い株は更に多

数集まっている。狭線形で，先端は長く尖り，長さ30－45cm，幅中央

にて5－16mm，上面は緑色，裏面は灰色をおび，微細な鱗ぺん片を散

布し，上面はなはだしく反曲する。線には短刺を粗生する。刺の長さ

は1mm内外。

花は単一総状花序状にして3－ 5花をつけ下垂する。

花序の長さは葉とほぼ同長。花軸は帯紅紫色にして平滑。苞は美し

い鮮紅紫色にして皮針形，膜質，全緑にして平滑，鋭頭，長さ5．5cm，

下方のものはより大にして，帯紫色，先端は芒状に尖る。花枚は円筒

形，平滑，淡緑色にしてきわめて短く 1．5－ 2mm，

萼片3個は皮針形にして平滑，先端は円頭または凹頭，長さ15mm，



赤色を帯びて先端の外面は碧色

にて美しい。

花弁3個は皮針形にして長さ

35－ 36mm，幅 4．5mm，花どき

には著しく外曲し，花径 25 －

30mmに達す。 淡緑色にして縁

は暗青色を呈し，先端は円頭に

して少し嘴状の突端を有す。花

弁の基部にある2個の小舌は互

いに接着し，白色，膜質にして

倒皮針形，長さ5mm，先端は細

歯裂，内面基部近くに1つの袋

がある。

おしべは6個同長にして，花

弁上に抽出する。長さ37mm，花

糸は偏平，緑色にして平滑，長



さ30mm。やくは皮針形にして長さ7－ 8mm，黄緑色にして鋭頭。花粉

は黄色にして卵状楕円形，網状紋あり。

子房は紡錘形にして長さ12mm，径 5mm，緑色，平滑にして6条線あ

り。花柱はおしべより少し長く抽出し 38mm．平滑にして下方は白色，

上方は緑色，柱頭はらせん形で長さ3．5mm，緑色，縁には細毛がある。

子房内部は3室にして多数の胚珠を有す。

異 名 Gravatd

日本名 ヨウラクツツアナナス。

独語名 Nickende Bilbergie．

カラグアタ－もブラバターも同じ語源の土語（ツピ－語）であって，

アナナス科の植物の通称である。

学 名 Bilbergia Thunb． （ツツアナナス属）は熱帯アメリカに

約60種産し，内ブラジルには37種ある。 属名はスウェーデンの植物

学者ビルベルグ（Gustav Johannes Bilberg 1772－？ ）にちなんで

1821年にたてられたものである。種名のnutans はラテン語で点頭の

意で，花が下垂するからつけられたものである。



原種はGartenflora誌vol． 18（1869） p． 162， f．617．に発表に

なったが1955年，アメリカのスミス（Lyman B． Smith）は 2変種を

区別した。すなわち var． nutans Smith（1955）と var．

Schimperiana Mez（1896）で，前者がより普通で基本型であるが，後

者はまれで，葉に刺がなく，花弁は先端も縁とともに青色のもので，サ

ンタ＝カタリーナ州およびパラグアイに見出されている。

分 布 ブラジル南部より，パラグアイ・アルゼンチン・ウルグア

イに広く分布し，ブラジルではリオ＝デ＝ジャネイロおよびミナス＝

ジライス州以南に分布している。

花 期 7 － 8 月ごろ。

摘 要 観賞植物として，本種は既に1868年ヨーロッパに渡り，今

日では広く栽培きれている。またヨーロッパにては本種と同属の他種

と交配種を作っているが，その中ではBilbergia vittata Brongn．と

の間にできたB．vittato－nutans Hort．やB．Sanderiana E．Morren

との間に作りだされたB． Morreniana Hort．が有名である。 本種

は原産地では森林の大木に群生しており，比較的乾燥にも強い。



アスセーナ＝ド＝リオ
（Aｃ ucena do Rio）

Zephyranthes Candida Herb．

科 名 ヒガンバナ科（Amaryllidaceae）

形 態 常緑の多年草。鱗茎は小形にして球形，径1－3cm，頚部は

長さ2－5cm，表面は黒色の薄皮におおわれ，根はひげ状にして多数。

葉は多数叢生し、８～10個内外，高さ25－35cmに達し，花と同時

に現われ， 2年生。多少ねじれており，濃緑色にして狭線形，先は細

まりて鈍頭，外面は凸面にして，内面は凹入し浅い溝をなす。幅3－

4mm，厚さ 2mm内外。

花は高さ30cm内外の花茎に1個頂生し，径6－6．5cm，白色，香な

く，夜は閉じる。花茎は半円筒形にして中空3－4mm，花下の1苞は膜

質，卵状楕円形にして平滑，鋭頭，長さ25－27mm，下半は筒状をなす。

外花被3個は内花被より少し大きく，倒卵状皮針形，全縁，凸瑞に

して長さ40－42cm，幅12mm，内花被は長さ40cm，幅10mm，花被の基



部は長さ3－4mmの短い

箇部をなし，淡緑色。

おしべは6本，同大に

して高さ17－ 18mm，花

被の基部に着生し，花糸

は淡緑色にして円筒形，

平滑，長さ10mm，やくは

皮針形にして長さ10mm，

黄色なり。

子房は下位にして倒

卵形，淡緑色，平滑にし

て長さ5mm，径 4mm，花

柱は長さ17－ 18mm，平

滑にして下半は淡緑，上

半は白色，柱頭は3裂す

る。子房内面は3室にし



て各室2列に多数の胚珠あり。種子は黒色。

異 名 Carapitaia; Cebola luana．

日本名 タマスダレ。

英語名 White Amaryllis ; Autumn Zephyr Lily ; Peruvian

Amaryllis ; Peruvian Swamp Lily．

独語名 Reinweisse Zephyrblume．

仏語名 Amaryllis blance ; Amaryllide blanche．

ポルトガル語名 Bilros．

アルゼンチン名 Azucena del Rio．

アスセ－ナはアマリリスおよびそれに類似の植物の総称である。

河辺に生ずることが多いとしてこの名がある。 セボーラはタマネギ

のことであるが，鱗茎のある植物にはよくこの名が使われる。

学 名 Zephyranthes Herb．（タマスダレ属）は新大陸の産で，約

50種知られ，その属名はギリシア語のzephyros（西風の神）とanthos



（花）の合成語で，種名のCandida は純白の意のラテン語である。本

種は初めAmaryllis Candida Lindl．として発表された（Bot．Reg．

t．724）が，後に属が移されたものである。

分 布 ペルー・アルゼンチンよりブラジルにわたって野生するO

ブラジルではベルナンブ－コ州以南リオ＝グランデ＝ド＝ス－ル州ま

で，原野，河辺に自生するもあまり普通ではない。 染色体数 2n－

38 （Inariyama． 1937）

花 期 12月から3月ごろにわたり，夏期長く咲く。果実は2－4月

ごろみられる。

摘 要 本種は今日広く園芸植物として栽培されるものにして，や

や日陰を好む。芳香はないが，純白の花は美しく日陰地では全開する

が，向陽の地では半開のことが多い。

鱗茎は食用になるという。



ビ リ ー
（Biri）

Canna indica Linn．

科 名 カンナ科{Cannaceae）

形 態 多年草にして根茎は白色。茎は高さ2m内外，楕円筒形，中

実にして緑色。

葉は長大，卵状楕円形または広楕円形にして鋭頭，基部は鈍形，全

線にして縁には幅約0．5mmの白色の膜質部あり。中脈は幅広く表面は

溝をなし，裏面に顕出する。側脈は多数あり，平行す．

葉鞘は長く，長さ12－15cm，一側は基部までその縁重なるも完全に癒

合せず，膜質をなし，緑色にして軟毛を粗生する，

花は頂生の円錐花序に着生し，花序の長さ50cmに達す。花軸りよう

はやや3稜形にして径5－6mm，平滑，暗赤色にして多花をつける。各

分枝は2花をつけ，基部に1個の大苞あり。この苞は倒卵状楕円形にし

て長さ33mm，円頭なり。側方の花には更に2個の同形の小苞あり，卵



状広楕円形にして長さ8mm，

円頭，赤色にして平滑、ロウ

質を分泌する，花梗は長さ

15mm にして 3 稜形 淡緑色

にして平滑なり。

3片の萼は舌状にして長さ

14－16mm， 3片の花弁は基

部7'－8mm は筒状に合着し

黄緑色。外側の2片はより大

にして，倒皮針形，長さ

55mm，幅10mm，鋭先頭なり。

内側の 1 片は皮針形にして

長さ40mm，幅 6．5mm，円頭

にして縁は内曲する。

おしべは4個あり，花弁状

に変化する。外輪3個は大き



さ不等にして，外位のものは最も大，倒卵状楕円形，先端は2裂する

か鋭頭にして，長さ65mm，幅12mm，鮮紅色にして基部は帯黄色を呈す。

中位のものは倒皮針形，長さ58mm，幅 7mm，鋭頭にして鮮紅色，基部

は黄色。内位のものは唇弁状にして転換し，先端は2裂し，長さ45mm，

上方は鮮紅色，中以下は黄色にして赤色の斑点あり。 内輪は1個の

みにて花弁状，長さ45mm，幅 5－ 6mm，円頭，上方は鮮紅色にしてほ

かは橙色。 その－側にやくが着生する。やくは1室にして楕円形， 3

×7mm，淡黄白色にして後に灰色となる。 子房は下位にして，倒卵形，

やや3稜形にして長さ8mm，径4－5ｍｍ，緑色にして外面にはイボ状

突起が密生する。花柱は偏平なる舌状にして長さ52mm，幅4mm，橙色，

柱頭は花柱上方の縁に傾斜して着生する。

さく果は倒卵状楕円形にして3稜あり。宿存花柱を有し，長さとげ

4cm，径3cmばかり，外面には多数のやわらかい刺がある。 3室よりな

り，熟すと裂開し，中に4－6個の種子を入れる。種子は球形，平滑，

初め橙色なるも後熟して黒色となり堅くて弾力性あり，径7mm，

異 名 Albard; Bananeirinha da India; Bananeirinha de



flor; Bananeirinha do mato ; Batata de Biri; Batata de Embiri;

Bengaleira ; Beri; Caete dos Jardins; Cana da India; Erva

conteira ; Patuarana ; Piri．

英語名 Canna ; Indian shot．

独語名 Indisches Blumenrohr．

仏語名 Balisier Canne d'Inde; Eaux sucrier; Safran marron．

スペイン語名 Cana de Indias; Cana de cuentas; Cana・Canacoro

; Capacho ; Flor del cangrejo ; Guacamaa; Hierba del rosario

; Platanillo ; Platanillo de Cuba．

コスタ－リカ名 Platanillo ; Piriquitoya．

コーチシナ名 Ngai－ hoang．

ビリーとはブラジルの土語（ツピー＝グアラニー語）である。これ

が訛ってベリーともビリーともいわれる。バナネイリ－ニヤは「小バ

ナナ」の意でその性状からきたもの。バタタは「イモ」の意で，根茎

が肥厚したものからの連想である。カエテ－はショウガで科，グズウ



コン科，カンナ科等の野生種につけられた汎称である．エルバ＝コン

テイラは「南京玉草」とでもいうほどの意で，種子が子供の遊び道具

に用いられるからで，スペイン語のイエルバ＝デル＝ロサリオ（数珠

草）と似た起源の名である。

学 名 Canna Linn．（カンナ属またはダンドグ属）。

汎熱帯の植物で約50種知られているが，特に熱帯アメリカに多い。

属名はケルト語のCanaより由来していて「杖または葦」の意であると

いい，またギリシア語でも「葦」の意であるという。種名indicaは「イ

ンド産の」という意である。

本種はリンネのSpecies Plantarum; 1753， p． 1．即ちリンネ分類

24網の第1に掲げられた種類で，次のごとく記載されている。

CANNA

l． CANNA foliis ovatis utrinque acuminatis －narvosis．

Roy．lugdb．II．Fl．zeyl．1．Hort．ups．1．

Canna spectabilis bifloris．Hort．cuff．1、

Arundo indica latifoha．Bauh．pin．19．



Habitat inter tropicos，Asiae，Africae，Americae．

リンネより以前，バーゼルのボーアン（Kaspar Bauhin 1560．1624）

はその著Pinax theatri botanici ; 1623， p． 19．においてArundo

（セイヨウダンチク）の仲間に本種を入れて図示しているが，やはり葦

の一種とみたものである。

分 布 熱帯アメリカの産にして，ブラジルでは全地域にわたって

原野に自生している。

染色体数 2n－18（Honing ; 1928） 3n－ 27（Belling ; 1925）

花 期 ほとんど1年を通じてみられる。また果期も同様である。

用 途 花は観賞用として庭園に栽培されるが，この目的のために

は改良種であるCanna generalis Bailey （ハナカンナ）がより普通

で，庭園に植えるハナカンナにはなお別種Canna orchiodes Bai1ey

もある。ともに交配によってできたものであるが，前者にはより多

くCanna indicaの系統が混っている。

インド・マレーの産に本種の変種ダンドグ（var．orientalis Hook．



f．）がある。

根茎は民間薬として発汗剤，刺激剤とし，また水腫病や熱下しに煎

用する。また，澱粉がとれるが，これは食用になるほか，軟りん化剤

に用い，その浸剤は淋病，利尿に効があるとされている。葉の若いも

のも利尿剤として用いられる。根茎は焼いても食用になるという。

澱粉を採る目的には，同属の他種Canna edulis Ker． （食用カンナ

熱帯アメリカの産）の方がより有名である。 種子はじゅず・南京玉・

首飾り・脱輪の飾りに用いられるが，また，硬いのでばら弾の代用に

するというところから英語のIndian shot の名がでたのだといわれ

る。ときには炒ってコ－ヒの代用にするところもあるという。



レ ー リ ア
（Laelia）

Laelia purpurata Lindl．

科 名 ラン科（Orchidaceae）

形 態 着生植物にして樹上または岩上に生ずる。高さ50cm に達

し，茎は短く，円筒形にして節間短く，膜質苞状の下葉を有す。仮球

茎は長楕円形，緑色，無毛。若い間はさやがあるが生長すると溝がで

き，上に1葉をつける。 葉は長楕円形，厚い皮質で長さ30cm，幅 4

～5cm，暗緑色，円頭で先端に短い芒状突起がある。中脈は表面凹入し，

裏面に凸出せず。

頂生の総状花序には3－7花をつけ，花序は20cm内外。花軸は円筒

形，緑色，平滑，初め1個の大形の苞に包まれ，この苞は剣状にして

緑色，無毛，長さ12－15cm，幅2－2．5cm にして凹頭。各花の基に

1小苞あり，広三角形，鋭頭，緑色，無毛にして長さ4mm，花梗は長さ

10－ 15mm，花は大形にして径15～ 20cm，白色にして淡桃色または紅



紫色を帯びる。

萼片は線状長楕円形にして長さ

約8cm，幅15－18mm，円頭にして

先端は短嘴状，白色にして淡桃色

のぼかしがある。 中部以下の縁

は反曲する。

花弁は卵形または広楕円形にし

て長さ7－8cm，幅3．5－4cm，基

部は狭く，円頭にして縁辺は波状

にちぢれ，萼片と同色。唇弁はひ

しがた大にして鐘形または開けば

菱形にして長さ6－7cm，多少3裂

し，中裂片は丸く，縁辺はちぢれ，

浪紫色で暗色の脈理あり，咽喉部

は黄色。

合蕊柱は白色，無毛にして長さ



27－28mm，基部は淡緑色にして全体はやや3校柱形をなし，上方は少

し太くなり，内面は凹入する。やく嵩(か)の中央に紅紫色の班点あり。

やくは白色にして合蕊柱の頂部内両にある突起より下垂する。やく室

は4個あり，褐色にして膜質，長さ3mm，各室に2個の花粉塊を入れる。

花粉塊は互いに細き柄で連結し，黄色，類円形，扇平にして径1．6

－ 1．8mm。子房は緑色，無毛にして条線あり，長さ3－ 3．5mm，

異 名

独語名 Purpuriibergossene Laeha．

仏語名 Laelia pourpre．

学 名 Laelia Lindl．（レーリア属，アキアサヒラン属）は米大

陸の熱帯地方，メキシコよりブラジルにわたって分布し，約35種知れ

ている。属名はラテン語のvestalis virgo （処女または純潔な女性）

に由来し，この花のデリケートな状態によりつけられたといい，また，

古代ローマの女神の名でもあった。種名purpurataは紅紫色の意のラ

テン語である。

本種は初め英国のリンドレイ（John Lindley 1799－ 1865）によっ



て，パックストン（Joseph Paxton 1802－1865）との共著The Flower

Garden of new or remarkable plants，vol．3; 1853，p．112．tab．

96．に図説せられたものにして，その後種々の異名がつけられたが，今

でも一番古いこの学名が正しいとされている。

分 布 ブラジル南部の産にして，ことに海岸山脈に多く，岩上ま

たは樹上に生ずる。リオ＝デ＝ジャネイロから海岸沿いに南端のリオ

＝グランデ＝ド＝スールに至る諸州にみられる。 花 期 10月か

ら 11月ごろにわたって咲く。花は長く保つ。

摘 要 本種は1852年始めて英国に輸入されて以来，園芸植物とし

て全世界に広まり，今日では最も普通の洋ランの一つとなっている，

栽培も容易である。

本種には種々の園芸品種がつくられているが，また，カトレア属

（Cattleya）との間に属間雑種も作り出されこれをレリオカトレア属

（Laeliocattleya）といっているが，この中には今日では1100以上の

交配種がみられ，その中には本種を交配の一方の親としたものが多く

含まれている。花には芳香があるがあまり強くはない。



ソ フ ロ ニ テ ス
（Sophronites）

Sophronites grandiflora Lindl．

科 名 ラン科（Orchidaceae）

形 態 着生植物にして，亜熱帯の降雨林中に生ずる。仮球茎だは

長楕円形，多少偏圧され，長さ15－17mm，幅8mmばかり，緑色，平滑．

葉は仮球茎の上部に1枚でるのみにて，長楕円形または楕円形，

ときに卵状楕円形をなし，短柄あり。全長38mm，幅18mm，厚い皮質に

して，平滑，濃緑色，円脚，鋭頭，先端はかすかに浅裂し，不等長，幼

時は数個の緑色の苞に包まれる。

花は単生し，花梗は円筒形，淡緑色，長さ10～13mm，花は径35mm，

緋紅色。

萼片の内背片は長楕円形，全線にして鋭頭，短尖を有し，長さ12mm，

幅5．5mm，側片2個は同形。長楕円形にしてやや不整，全線，鋭先頭，

長さ9．5mm，幅 8mm，



花弁は広楕円形，全線，長さ

15mm，幅11mm，唇弁は先端舌

状にして反曲し，中部以下は

幅広くなり，縁辺は互いに接

して(合ずい)を包む。中心部

は黄色にして縁は緋紅色なり。

脈理は更に濃い。

合ずい柱は長さ5mm，ほとん

ど白色にして基部は淡緑色。

膜質にして長さ1．7mm，合ず

い柱頭部内面の筒中にあり，8

室にわかれ，花粉塊は4個ずつ

共通の柄に着生し，白色，楕円

形，薄片状にして1個の長さ0．

9mm，

子房は長さ13mm，淡緑色に



して少し紫色を帯び， 3条の浅き溝が走る。

異 名

日本名 ベニチドリ（紅千鳥）（橋本1938）。

独語名 Scharlachrote Keuschorche．

仏語名 Sophronieえ grandes fleurs．

学 名 Sophronites Lindley． （ソフロニテス属）はブラジルに

6種知られている小属で，亜熱帯の降雨林の樹上に生ずる。属名はギリ

シア語のSophron （純潔）からきており，やくが蕊柱の翼におおわれ

ているのによるといい，また，一説には最初記載された種の小さい美

しい花によるともいう。 種名の grandiflora はラテン語の「大花

の」の意味であるが，本種がその全体の小形に比して花が大きいため

につけられたものである。 本種は前程にて述べた英国のリンドレイ

（J． Lindley）によって，その著Sertum Orchidaceum; 1838， tab．

5． f．2．に図説せられたものである。

分 布 ブラジル南部の海岸山脈地帯の降雨林中に自生するが，

種々の雑木に着生し，ときに1600mの高所にも生ずる。リオ＝デ＝ジャ



ネイロより以南の諸州に分布する。

花 期 4 月から 6月ごろにわたって花をみる。 花は長く保つ。

摘 要 本種は初め1838年に英国に輸出されて以来，園芸植物と

して今日では広く栽培されている。本種は前にも述べたごとく低温に

も耐えるランの一つであって，筆者のみたサン＝パウロ州のマンチケ

イラ山脈では，海抜1600mの高所にもよく生育しており，この地帯は

毎年冬期は降霜をみるほどであり， 1年を通じて霧の多い地帯である

から，栽培には潅水をじゅうぶんにする必要がある。

本属中では本種が最も花が大きく，その変種に花色の桃色のものも

ある。1938年マンチケイラ山脈に始めて本種を採った筆者は，当時ベ

ニチドリの日本名を命じておいた。リンドレイ（J． Lindley）の発表

後100年である。花に芳香はないが，厚い小さい葉とそれに比して大

きい花は鉢植えにしても美しいものである。

本種はソフロニデス属と近縁の属である Laelia やCattleyaの諸

属と属間雑種を作るのに最初に用いられ，それぞれ Sophrolaelia;

Sophrocattleyaと命名されて，ビーチ商会（Veitch）より19世紀の末



に発表されたが，今日では前者には15種，後者には110種ぐらいの品

種が作りだされている。

ステノリンクス
（ Stenorrhynchus）

stenorrhynchus australis Lindl．

科 名 ラン科（Orchidaceae）

形 態 原野に生ずる多年草で，地生蘭の一つである。乾燥地にも，

やや湿潤の地にも生ずる。

葉は花の後ででるが，ロゼットをなして10数葉根生し，無柄にして

広楕円状箆形，または楕円状にして基部は狭くなり，輪状となって茎

を包む。肉質で厚く，平滑にして長さ10－40cm，幅は2－5cm，根茎



は短く，根は来状にでて肉質，

有毛にして長さ8～15cm，径4

～8mm．

花茎は直立し，根生葉を欠

き，高さ20－50cm，径2－4mm，

円筒形にして赤色を呈し，苞葉

は強く茎を抱く。下方はやや平

滑なるも上方は腺毛を密布す

る。

苞は皮針状線形にして鋭頭，

5脈あり，長さ15－20mm，幅2

～3mm，短腺毛を疎生する。花

は総状に着生し赤色。花枚は細

く，細毛あり，長さ2－5mm，

萼は赤色または橙褐色。側2片

は同形にして長さ 14 － 17mm，



幅4－5mrn，三角状皮針形または線状皮針形にして外面には白色の短

腺毛あり。鋭先頭にして，基部は短い距をなす。背片広楕円形，

鋭先頭，基部は側片と軽く合着し，長さ12－16mm，幅3－4mm，外面

に白色の短腺毛がある。赤色。 花弁は皮針状広楕円形。鋭頭，平軌

長さ17mm，幅 3mm，赤色。

唇弁は舌状，広楕形，基部は少しせばまるが中央はやや広まり，先

端は鋭頭。外面は有毛にして内面中央に細毛群あり，全体はバラ色を

呈し，萼の側片より少し短い。長さ15mm，幅 5ｍｍ－ 6mm，上半の内

面は著しく凹面にして7－ 9脈あり。

合ずい柱は直生し，全長7－8mm，バラ色にして嘴状突起は長く，尖

る。合ずい柱の内面はへこむ。やくは淡褐色にして広楕円形，鋭頭，長

さ6mm，4室あり。花粉塊はクリーム色にして長さ5mm，子房は卵状広

楕円形にして白色の短毛あり，長さ7－ 9mm。

異 名

グアラニー語名 Macajum．

学 名 Stenorrhynchus L． C．Rich（ステノリンクス属）はアメ



リカ大陸の暖地に約60種あり，その内ブラジルには22種知られてい

る。属名はギリシア語のstenos （狭き） rhynchos(嘴）の合成語で，

合ずい柱の先端にある嘴状突起によって名付けられたものである。種

名のaustralisはラテン語で，「南の」「南半球の」の意である。

本種は前述の英国のリンドレイ（J． Lindley）が，最初その著 The

Genera and Species of Orchidaceous Plants ; 1830 － 1840， p．

477．に発表したものである。

分 布 ブラジル南部・パラグアイ・ボリビア・アルゼンチンに分

布する。ブラジルでは北はベルナンブ～コ州より南はリオグランデ－

ドニス－ル州まで。それにアマゾンにも分布が知られている。

花 期 8・9月より 10月の初めにわたって咲く。

摘 要 分布が広いために個体変異の差があり，地方的亜種も設け

られると思うが，まだよくその点は研究されていない。

パラグアイの土人（プアラニー族）はこれをマカジュンといい，根

を清涼剤に用いる。

本種は適応性の強い地生ランで，サン＝パウロ郊外の乾燥した原野



にも生ずるし，また，やや湿潤な低地にもよく生育する。花には芳香

はないが，花軸もともに赤色に染まって花は美しいもので，観賞用に

耐える種類である。 花の色にはときに白いものも見出されることが

ある。



ブ ラ ジ ル 植 物 探 検 略 史

ま え が き

ブラジルの植物探検のあとを省みて，次の4つの時代に区分して述

べて行くことにする。ブラジルの自然科学史の研究はまだたいへん少

なく，植物学の方の歴史でも今日までまとまったものはでていない状

態なので，次の区分は全く筆者の創案であることをお断わりしておく。

第1期 本草期 ブラジル発見より1636年まで。この時期はブラジ

ル歴史の初期で，真の意味の植物学はまだなかったが，しるいわゆる

クロニクラー（年代記作者）の手によって記された著作の中にみられ

る植物の記録がある。

第 2期 黎明期 1636 年より 1817 年にわたる約180年の間で，ブラ

ジルに真の意味の植物学が植えつけられ，ヨーロッパから学者がきは

じめるとともに，ブラジルにもそうした方面にすぐれた人が現われは



じめた時期で，この時期の最後の年はマルチウスがブラジルに上陸し

たときである。いわば植物学の黎明期である。

第 3期 発展期 これは第2期に次いで1906 年に至る約90年の間

で，植物探検の巌も盛んな時期である。マルチウスのブラジル到着に

始まり「ブラジル植物誌の完成」に至るまでの期間。 この期間はヨー

ロッパにおいても最も学術探検の盛んな時期であり，生物学上の幾多

の発見をみた期間でもある。ブラジルにおいても多くの生物関係の研

究機関が創設された。

第 4期 現 代 第3期以後現在に至る期間で・ブラジルの植物

学者による探検および研究がようやく主体となってきた時期である。

ブラジルはその国土の広大さと，天然資源の豊かさのゆえに，学術

調査の行きとどかない地方がまだ多く残されている。この意味でも

1960年4月21日，ブラジルの首都が中央高原のブラジリアに移された

ことはたいへん意義のあることで，これからはブラジリアを中心に天

然資源の調査も四方に進んで行くことになるであろうし，植物方面で

も多くの発見を期待してよいと思う。



第1期 本草期

ブラジルの発見と国名

新大陸の発見はコロンブスの1492年の航海によるが，ブラジルの発

見はその後であるとしても，種々の説がある。ポルトガルでは15世紀

の初めころから，航海者と称されたヘンリ－王子（Infan t e D o m

Henrique）がでて，大いに航海を盛んにしたので，次々と各地を発見

した。それが，同じイベリア半島のスペインをも刺激して，この両国

がほかのヨーロッパ諸国に先んじてアメリカ大は陸に覇をとなえるこ

とになったのである。

ブラジルは正式には1500年4月22日ポルトガルの提督ペ－ドロ＝ア

ルバレス＝カブラル（Pedro Alvares Cabral）によって発見されたこ

とになっている。彼はポルトガル国王ドン＝マヌエル（Dom Manuel）の

命を受けて10隻からなる船隊と， 1隻の運送船， 3隻の小舟をひきい

て，3月9日リスボンを出帆した。その目的はアフリカの南端を回って

インドにでる2年前に，バスコ＝ダ＝ガマ（Vasco da Gama）によっ



て開かれた航路を通る第1回インド探検であった。彼は風を利用して

楽に航海するべく考え，アフリカ沿岸からいつか遠く離れて，更に潮

流に流され，はからずもブラジルの一角に到着したのである。この地

点は今のバイア州南部のカブラリア（Cabralia）である。カブラルは

ここを一つの島とみてベラ＝クルース島（Ⅴera Cruz）と名付けた。

この前年 1499 年にイタリアのアメリコ＝ベスプッチ（Americo

Vespuci）はスペインの探検隊に加わって南米北部を歩き，アマゾン川

を発見していたといわれているが，このベスプッチは1501年と1503年

のドンゴマヌエル王派遣の探検隊に加わって，ブラジル沿岸を南に

下って，サン＝ビセンテ（Sao Vicente）まできたが，その結果はブラ

ジルが島ではなくて，大陸であることがわかった。この功労によって，

新大陸は彼の名からとってアメリカと呼ばれるようになったのである．

カブラルがブラジルを発見してベラ＝クルース島と名付けてから，

ブラジルは16世紀の最初の4世紀半の間にいろいろの名で呼ばれてき

ている。即ち次のごとく変化している Terra Nova （1501）， Terra

da Vera Cruz または Terra do Brasil （1503）， Terra de Santa



Cruz（1503），Ilha da Cruz（1505），Terra dos papagaios（1501），

Terra do pau－brasil （1503）， Terra do Brasil （1505）， Terra

Santa Cruz do Brasil （1527）パパガイオスはオオムのことであり，

クルースは十字架であるが，ここにパウ＝ブラジルとかブラジルの地

という名がだんだん地図の上にあらわれてきている。

インド地方にスホウ（蘇方 学名Caesalpinia Sappan Linn．）と

いうマメ科の木があるが，その心材からは赤色の染料がとれるので，

これをブラジル木（Pau－ brasil）と称してヨーロッパでは中古から

広く染料に用い，ことに宗教の儀式用の衣服を広く染めるに用いてい

た。

ところがポルトガル人がブラジルを発見して上陸してみると，北部

海岸山脈にこの木が多数自生しているのを発見したわけである。当時

はブラジルといっても産物は大して知られていなかったので，ヨー

ロッパでこの時代に非常に高価であったブラジル木は，たちまちブラ

ジルの重要な産物となってしまった。

ブラジルからこの木が最初に運ばれたのは，カブラルがブラジル発



見の報を本国のドンコマヌエル王に知らせるべく，本国に派遣したガ

スバル＝デ＝レーモス（Gasparde Lemos）の船である（1500年）とも

いうし，あるいは1501年にきたアメリコ＝ベスプッチの船であるとも

いわれている。どちらにしても，ブラジル木はポルトガル本国にその

発見とほとんど同時に知られたわけである。

ブラジルは初め種々の名をもって呼ばれたが， 1530年前後からは，

ついにこのブラジル木の土地の意味から略されて単にブラジルという

名で呼ばれるようになったのである。

しかし，パウ＝ブラジルは学問上はスホウとは別種で，その学名を

Caesalpinia echinata Lamarck と呼ばれている。そしてブラジルイ

ンディアンはこれをイビラピタンガ（Ibirapitanga）の名で呼んおき

でいた。 ブラジルの語源はポルトガル語のブラ－ザ（Brasaおき火の

意）からきているといわれ，その色からきた名称である。

ブラジル発見の初期に，フランス人は盛んに北部を歩いてブラジル

木をヨーロッパにどしどし輸出したが， 1526 年ポルトガル王ドン＝



ジョアン3世（DomJoaoIII）はクリストーバン＝ジャケス（Cristovao

Jacqes）を派遣して，フランス人を駆逐した。ジャケスはベルナンブ

コ（Pernambuco）に管理所を置いて沿岸の警備に当たり，多くのフラ

ンス船を撃退したり捕えてブラジル木が奪取されるのを防いだ。そし

て1529年はじめて多量のブラジル木をもってポルトガルに帰った。こ

れ以来ブラジル木はポルトガルの貴重な財源となり，政府はこれを専

売としてぱくだいな利益を上げたが，ブラジル北部に後に砂糖の産業

がおこるまでは，ブラジルのおもな輸出品はこのブラジル木だけで

あった，ベルナンブコより多く輸出されたために，ヨ－ロッパではベ

ルナンブコ木とも呼ばれたが，それがドイツ語ではなまってフェルナ

ンブコ木（Fernambukholz）と呼ばれている。

ブラジル木はリオ＝デ＝ジャネイロ以北の海岸山脈に自生している

が，今日では非常にまれとなってしまった。

初期の記載

カブラルのブラジル発見に従った者の中から3人がそれぞれ最初の



記述を残している。 1人は正式の書記として最も詳細にその状態をポ

ルトガル王に伝えたベロ＝バース＝カミ－ニャ（Pero Vaz Caminha）

で，彼がバイア州に上陸して最初に記している植物については次の一

節がある。「付近を歩くと小川があり，そこにはたくさんのきれいな

水が流れていた。水辺には多くのあまり高くないヤシと，たくさんの

よいパルミット（Palmito）があった。我々はそれをたくさん採って食

べた。 －－－」

ヤシの類はブラジルでは種類が多く，ヨーロッパからきたものには

珍しいので目につきやすい。パルミットはヤシの1種で，幹が細く，そ

の先端の葉柄に包まれた若芽の部分は約1m，ちょうどタケノコのごと

く食用にすることができる。学名をEuterpe edulis Mart．といい，

今日でも広くかん詰として食用に用いられているものである。

次はジョアン（Joao）と呼ばれている物理学・天文学をやっていた

もので，南半球の星について記している。もう1人はこの航海に従っ

たという無名のパイロットの語っているもので，1507年モンタルボル

ド（Montalboldo）の叢書"Paesi unovamente ritrovati''中に発表



されたものであるが，その中に次の一節がある。

「－－・最初のミッサを行なった翌日，船への給水と，薪をとるために

全員陸に向ったが土人も手伝いにきた。仲間の中には海から3マイル

も離れた土人の住居に行った者もある。彼等はそこからオオムや，彼

等がパンとして食べているイモと呼ばれる根や米等を持ってきた。」

また，その後の方では「土地には木がたくさん茂り，水が豊富で，ト

ウモロコシ・イモ・ワタがある。」と述べている。

ここでイモといっているのは疑いもなくマンジョカ（Mandioca学名

Manihot utilissima Pohl）のことで，初め米といい後にトウモロコ

シといっているのはトウモロコシ（Milho 学名 ZeaMaysLinn．）の誤

りである。ワタは多くの種類が記載されていて，混乱をまねいている

植物群であるが，ド＝カンドル（Alphonse Louis Pierre Pyrame de

Candolle）の Origine des plantes cultivees （1883）以来，種々

の論議はあるとしてもアメリカ大陸のワタ，したがってブラジルイン

ディアンの作っていたワタはGossypium barbadense Linn．（アメリ

カワタ，バルバドスワタまたは海鳥綿）であることに疑いない。ワタ



はアジアにもアフリカにもそれぞれ種類がちがうとはいえ，古くから

栽培されていたことははなはだおもしろいことである。

カブラルのブラジル発見の後間もなく，ブラジルに派遣されたアメ

リコ＝ベスプッチが，イタリアのソデリニ（Pedro Soderini）に送っ

た手紙（1812 年にポルトガル語に訳されて，リスボンで発表された）

の中に，サンフランシスコ河口について書いているが，その中に「－

－－ここにはたくさんの大きなカンナフィスツラをみたが，それは森

の上にそびえて，生きているのも枯れているのもある。」といい，その

少し後では「この航海でみたことをすべて語るとすれば，とても紙が

足りないほどであるが，一言でいえばここには少しも利用価値のある

ものがみられないで，わずかにパウ＝ブラジル，カンナフィスツラや

ミーラをとる木が無数にあり，そしてただすばらしい自然があるのみ

である。」と述べている。

パウ＝ブラジル（ブラジル木）のことは前に述べたが，カンナフィ

スツラ（Canafistula）はマメ科Cassia ferruginea Schrad．のこと

で，その種子の周囲の果肉が，薬用として有名な Cassia Fistula



Linna．（ナンバンサイカチ）に代用されるために当時から知られてい

たものである。 ミ－ラ（Mirra）はまたアルメセーガ（Almecega）と

いい，学名をProtium icicaribaMarshというカンラン科の木である。

この木は樹脂から乳香のような香料がとれることで知られている。

ハンス＝スターデン

ドイツ人の航海者で， 1548年および1550年の2回ブラジルを訪れ，

2回目にはついに難破して，今のサントスの近くに上陸し，その後ツピ

ナンバー族土人の間に 10 か月捕われの身となり，あやうくのがれて

1555年故国に帰ってから，その旅行記を発表した人にハンス＝スター

デン（Hans Staden）がある。 彼は前後4年以上もブラジルにいて，

種々土人の生活を観察しているが，その記述は当時のものとしては特

に信をおくに足るといわれている。

その記述によれば，インディアンの主食はやはりマンジョカとトウ

モロコシで，女たちがマンジョカからカウイン（Cauim）という強い酒

を造る方法を述べている。捕虜を縛るなわがワタの繊維からできてい



ることや，ワタを作っていることも記している。

土人は塩を用いないこと，またそれが必要な場合はヤシを倒して焼

いて灰にしたものから採ることを述べ，さらに「魚にしても肉にして

も，何か煮るときは生のトウガラシを一般に入れ，よく煮えると，ミ

ンガウ（Mingau）と名付けるスープにして，それをヒョウタンの器に

入れて飲むが，この器は種々の用途に用いる。」と述べている 一般

に塩で味つけするかわりにトウガラシを用いていたようである。器に

用いたヒョウタンはウリ科のヒョウタン（Lagenaria siceraria

Standley var． Gourda Hara）であったか，あるいはノウゼンカゾラ

科のフクベノキ（ヒョウタンノキ Crescentia Cujete Linn．）であっ

たかはわからない。ヒョウタンは旧熱帯のものであってアメリカにも

早く渡ったから，あるいはハンス＝スターデンの時代にあったかも知

れない。

フグベノキは新熱帯の原産で，今日でも広くアマゾン地方の土人が

種々器に用いているし，スタ－デンの捕われていたというウバツ－バ

（Ubatuba）地方には今日でもよくみかける植物である。インディアン



はこれらのヒョウタンに穴をあけて，中に小石を入れて楽器を作った

が，これをタマラカー（Tamarac云）といっていた。

タバコ（Nicotiana Tabacum Linn．）も既に彼等は知っていて，ペ

ツン（Petum）の名で呼んでいたが，パジェ－ （Page）という宗教上

の長老は，戦争の前には一同を集めてタバコの煙とヒョウタンの楽器

の音で，その座をすっかり酔わせてから，あるいは低くあるいは高く，

祈るがごとく訴えるがごとく，戦いの必要を説くのであった。 こ

のほかアカネ科のジェニパッポ（Genipapo 学名 Genipa americana

Linn．）という植物については次のごとく述べている。「ジェニパッポ

の汁は初め皮膚に塗った時は水のようであるが，しばらくするとそこ

はまっ黒になる。この色は約9日間は変わらないが，次いで消えて行

く」これはジェニパッポの果実の汁を塗るのであって，ある種族はい

れずみをするのに今日でも用いているし，祭りのときはこれと，赤い

染料のとれるウルクン（Urucum べニノキ 学名Bixa Orellana Linn．）

を身体に塗るのが普通である。 ハンス＝スターデンの記述は正確な

のと，今日からみるとその経験が異常なことによって広く知られてお



り，サン＝パウロには彼の名を冠した協会があって，人類学の研究を

しているほどである。

ジュズイッタの僧 2 人

ポルトガル王ドン＝ジョアン3世はブラジル開拓のためにたびたび

探検隊を派遣して，ぱくだいな費用をつかったので，王室の財力の困

難をきたした。このために王は1534年ブラジルを12の領地にわけ，皇

族や功臣等に分け与え，種々の特典をつけて開発させることにした。

この領地は世襲制でカピタニア（Capitania）の名で呼ばれた。しかし，

その後この制度も大半が予期した成績をあげることができなかったの

で，王は政府直轄の植民地として総督を置き，大いに開発する方針を

たてた．バイア州のサルバドル（Salvador）に総督府が置かれ，初代

総督トメー＝デ＝ソウザ（Tome de Souza）は 1549年に到着した。

これより先スペイン生まれのロヨ－ラ（Ignacio de Jesus）は1540

年にジェズース会（Companhia de Jesus）を創設したが，その目的は

軍隊のごとき規律をもって，未開地の開発に一身をささげることで



あった。この会に属するものはジュズイッタ僧（Jesuita）と呼ばれて

いた。

トメ－＝デ＝ソウザがブラジル初代総督としてバイアにきた時，そ

の供の中に32才のジェズイッタ僧マヌエル＝ダ＝ノーブレガ（Manuel

da Nobrega）がいた。また，第2代総督ドアルテ＝ダ＝コスタ（Duarte

da Costa）に従ってきた者の中に同じくジュズイッタ僧のジョゼー＝

デ＝アンシエッタ（Jose de Anchieta）がいた。ときに20才の若冠

であった。彼等は相ともにたずさえてバイア＝サン＝ビセンデ・リオ

＝デ＝ジャネイロの各地に多くの土人教化の仕事を残した1554年1月

24日にピラチニンガ（Piratininga）の丘に最初のミッサを行なって土

人を教化したのが，現在のサン＝パウロ市に発展したことはよく知ら

れている。

この2人の僧はその土人教化のかたわら，種々貴重な資料を残して

いるが，次にその中の植物に関するものを述べてみる。

ノーブレガの手紙の一節にサン＝サルバドルのことを記して「－－



－既に100軒ぐらいの家が建ち，サトウキビが植えられ，そのほか生

活に必要な種々のものが植えられている。土地はよく肥えており，

種々のおいしい果実ができる。－－－山は大きな庭園のごとく，果樹

園はかつてみたことがないほど美しい布をひろげたようにみえる」そ

の後には，既に当時ヨーロッパから種々の果実を持ってきて植えてい

ることをのべて「ここに果実を植えたらヨーロッパと同様にできると

思われる。たとえばシトロン・ミカン・レモンもよくできるし，イチ

ジクもヨーロッパと同様にできる。しかしブドウは年に2回もとれる

が，アリに害されて十分にはとれない。アリはそのほかの植物も害す

る。土からとれる普通の食料は1種の木の根で，それをマンジョカと

いい，それから皆粉を作って食べる。ブドウ酒もよいのがとれ，メリ

ケン粉のかわりにマンジョカ粉をそれに混ぜて1種のパンを作る」と

書いている。

サトウキビ（Cana de A函car 学名Saccharum of玩cinarum Linn．）

は，ポルトガル人によって 1420 年マディラ島に植えられたものを，

1502年には既にブラジルに輸入しているが，その後1532年にマルチン



＝アフォンソ＝デ＝ソウザ（MartimAfonsodeSouza）の命令でふたたび

マディラ島から彼のカピタニアであるサン＝ビセンテ（Sao Vicente）

に植えられ，これから海岸に沿ってブラジル全土に間もなくひろがっ

たのである。

若くてきたアンシエッタはノーブレガ以上にブラジルのことを熱心

に勉強し，土人の言葉を早くおぼえ「ツピー＝グアラニー語文典」を

も著わしているが，そのほか彼の残したもので植物に関係あるものと

しては，「記載式によるサン＝ビセンテ（現在のサン＝パウロ）地方

の多くの天産物に関する書翰」 〔Epistola quam plurimam rerum

naturalium quae S．Vicenti（nunc S．Pauli）provinciam incolunt，

systens descriptionem－リスボン王立科学院より1812年発行〕があ

る。これはマルチウスもその価値を認めて後に書いているほどである。

アンシエッタはまず，魚毒に使う植物を述べている。土語でこれを

チンボー（Tmbo）というが，この草の全体からとれる汁を水に入れて

魚を弱らせてとるのである。この俗名の植物はムクロジ科にもたくさ

んあるが， F． C． Hoehne の考証によるとマメ科のDahlstedtia



pinnata Malme であるという。また，根を食用とする植物については

マンジョカと並んでイェチコペ－ （Yeticope）の名をあげているが，

これはマメ科のジャカツペー（Jacatupe 学名 Pa・chyrhizus

bulbosus Britton）のことである。ここで彼はマンジョカの毒性のこ

とについても述べて「根からでる汁を飲むと，くるくる回って死んで

しまう」と述べているのはおもしろい。オジギソウ（Mimosa pudica

Linn．）はVivamの名で記しているが，「この草にさわると葉はたちま

ち閉じてしまう。 しかし間もなくふたたび開いてくる。」とおもしろ

い観察をしている。

傷薬としてはコパイーバ（Copaiba 学名 Copaifera officinalis

Linn．マメ科）を述べ，ブラジル海岸のマングローブの植物としてマ

ンゲ（Mangue 学名 Rhizophora Mangle Linn．ヒルギ科）の根が上

にでているのに興味をもって書いている。またエスピリット＝サント

のサブカイア（Sapucaia 学名 Lecythis Pisonis Camb．サガリバ

ナ科）のおもしろい蓋果について記している次には，IbaまたはPinis

の名でピラチニンガの丘に広くみられることを書いているが，これは



パラナ松（Pinheiro do ParanA 学名 Araucaria angustifoha O．

Kuntze）のことである。

下剤となる植物についても，皮から白い汁がでること，その少量を

水にとかして飲んだ経験を書いているが，これは俗にオピラー＝パラ

マサシ（Obira paramacaci 学名 Allamanda Blanchetii D．C．）と

呼ばれるキョウチクトウ科の植物であろうといわれている．また， ピ

ラチニンガの丘に多い Acorus （ショウブ属）に似たRadix Barbara

または Mararego と呼ぶ植物のことも述べているが，これはこの

地方に多いアヤメ科の Trimezia juncifolia Klatt や Alophia

Sellowiana Klatt のことにちがいなく，今日でもこれらの植物は

Baririgoとか Ruibarbo do Campoの名でよばれている。

僧アンシエッタには後にフランスの植物学者サン＝チレール

（Auguste de saint － Hilaire）によって贈られたスミレ科のアンシ

エッテア属（Anchietea）があって，永久にブラジル植物にその名を留

めている。



アンドレ－＝テベ－

ブラジル発見後間もなく，フランス人はパウ＝ブラジルの積み出し

をやってブラジル沿岸を掠めたが， 1555 年フランス人ビエゲニョン

（NicolAo Villegaignon）は，フランスで圧迫された新教徒100余名

を率いてリオのグアナバラ（Guanabara）湾に上陸し，ここに南極フラ

ンス（France Antarctique）の首府を建設しようとした。砲台を築き，

付近のクモヨ族（Tamoio）を味方とし，更にフランスから多くの植民

者を呼びよせたが，結局はブラジル第3代総督メン＝デ＝サー（Men de

sa）の軍隊に敗れ， 1567年初めにリオを退いた。この最初のフランス

人のリオ上陸のときに，いっしょにきたと思われる者の中にアンドレ

－＝テベ－ （Andre Thevet）がいる。彼はブラジルから間もなく帰っ

て，1556年の末に「南極フランス異聞」（Singularitez de la France

Aitarctique）を著わしている。

彼の著にはブラジルの風土に関する多くのことがのべてあるが，そ

の内容については信のおけない点が少なくないと，後世の批評はかな

りきびしい。一つは彼のブラジル到着 2 年後にフランスからきたレ



リーが，同じくブラジルの風物誌を著わして，それが詳細で正確であ

るのと比較されるがためでもある。

いずれにしても彼の異聞の中から植物に関する事項を述べてみる。

ブラジルインディアンの食物としては，これ事での著者が述べてい

るごとく，マンジョカ・トウモロコシがあるが，このほかにサツマイ

モ（Ipo m o e a B a t a t a s P o i r e t）とナンキンマメ（Ara c h i s

hypogaeaLinn．）がある。 サツマイモは前に述べたハンス＝スターデ

ンも既にJettikiの名で記しているが，テベ－はHetichの土名で記

している。サツマイモはその自生は知られていないが疑いもなく中南

米の原産で，ヨーロッパ人のくる以前から既に栽培されていたことは

疑いない。 ナンキンマメについては既に本書の図説で詳しく説明し

ておいたのではぶく。

ここにおもしろいのは，土人の中には体毛を伸ばさないためにある

種の植物を使用するということで，それは水辺にはえていてアシに似

ているという。これは鑑定のなかなかむずかしい問題であるが，今世

紀になってサン＝パウロ博物館の人類学者バルズス（Herbert Baldus）



は，アマゾンのパラー州でノピー族の1支族タピラペー （Tapirape）

が，脱毛のためにイネ科の1種の果実を使うが，この果実にはこわい

芒(のぎ)があって毛につけるとなかなかとれないで，からまってつい

に脱毛の用を足すということを発見した。この植物は後にStreptogyne

crinita P． B．という種類であることがわかった。 インディア

ンが身体を染めるために，ジェニパッポやウルクン（ベニノキ）を用

いることは前にも述べたが，テベーもこれを記している。

次いでタバコについて記した後でバナナについて詳細に記している。

その記載からみると，今日我々がブラジルでBanana da Terra （学

名Musa paradisiaca Linn． var． normalis O． Kuntze）といってい

るもので，果実の特に大きい種類である。バナナと同じく果実として

食べたものとして，リオからカーボ＝フリーオ（Cabo Frio）の間にた

くさん野生しているという Hoyriti という名のヤシをあげているが，

これは，学名をDiplothemium maritimum Mart．という種類であるこ

とはまちがいない。おもしろいのは，Ahouaiという有毒植物の果実を

パジェー（土人間の宗教上の長老で禁厭者）が用いることを記してい



るが，これが有名になって，後にツールネフォール（Joseph Pitton

de Tournefort）のInstitutiones reiheribanae ;1700，p．658に載

せられ，リンネもその著Hortus Cliffortianus;1737， p． 75 に

Thevetia としてテベ－を記念して属をたてるもとになったことであ

る。リンネのSpeciesPlantarum; 1753， p．208に'はそれがCerbera

Ahouaiとして始めて2名式による学名が与えられているが，今日では

Thevetia Ahouai A． DC1844）が正しい学名となっている。その果実

のかっこうからプラジルでは今日Chapeu de Napoleao （ナポレオン

の帽子）の名で呼んでいるが，テベ－はギリシア文字のデルタ（A）に

似ているといっているのもおもしろい。

土人の弓に用いるヤシの1種 Brejauba または Air（学名 Astro－

caryum Ayri Mart．）を Hairiの名で掲げており、矢に使う Canaの

ことも述べている。アメリカワタ，ヒョウタンのことを記して，次に

土人が花柳病の治療に用いるHyvouraheという木をあげている。これ

は現在プラ－ニェン（Buranhem学名Pradosia glyciphlDea Kuhlmann

アカテツ科)といわれているものである。



ナナ（Nana）の名で次に記しているのは疑いもなくパイナップルの

ことで，終わりの方に材木のことがあって白というのはパウ・マル

フィンのことである。

テベ－はその博識ぶりを誇示せんとしたところがにみえて，マイナ

スになっている点が多いといわれ上の記述でもわかるごとく，多くの

ものをブラジルからヨーロッパに知らせた功績は消すことができない。

ジャン＝デ＝レリー

ビエゲニョンの「南極フランス」創設に参じたフランス新教徒（カ

ルビニスト）の中に， 1557年3月7日リオに着いたジャン・デ・レリー

（Jean de Lery）がいる。彼はブラジル東北部に滞在したが、宗教上

の意見の相異からビエゲニョンと相いれず，後11か月ばかりいてフラ

ンスに帰った。

帰国後は種々の苦労を重ねたが， 1578年にブラジル風土誌を書い

て「ブラジル旅行記＿l（Histoire d;un voyage faict en la terre

du Bresil）として発表した。 全2巻である。前のテベーと並んで同



じくフランス人の著であるが，テべ－よりはもっと広く，ブラジル東

北部をみているのと，記述に誇張がないことにおいて買われている，。

ここには今までの著者によって述べられた植物の再出はさけて，彼に

よって観察された新しい植物についての記述をみていくことにする。

ハンス＝スターデンのところでカウインという火酒をマンジョカか

ら造ることを書いたが，レリーはその酒をトウモロコシからも造るこ

とを詳細に述べている。

種々の木材について述べている中に，コパーバ（Copaiba 学名

Copaifera Langsdorffii Desf．マメ科）や香木として有名なパウ＝

ローザ（Pau Rosa 学名Dalbergia cearensis Ducke マメ科）があ

る。土人が肉の味付けに用いる悪臭のある根のことについて書いてい

るが，これは今日コエントロ＝ド＝セルトン（Coentro do Sertao

学名 Eryngium foetidum Linn．セリ科）であるといわれている。

ブラジルの住民の常食の一つとしてのマメ類については，テべ－も簡

単にヨ－ロッパのソラマメに比較して書いていたが，レリーはここで

2種を区別している Phaseolus lunatus Linn．（アオイマメ）と



P． vulgans Linn． （ゴガツササゲ）である。またカボチャの1種に

ついてのべているが，これはモランガ（Moranga 学名 Cucurbita く

りがぼちやmaxima Duchesne 栗南瓜）のことである。 土人の弓

矢についてもレリ－は詳細に記しているが，弓の絃に使う繊維をヤシ

の1種からとるとして，トコン（Tocon）と書いている。これは今日い

うツクンヤシ（Tucum 学名 Astrocaryumcam pestre Mart．）のこと

である。

ポルトガルからの作者

「1587年のブラジル風土誌」 （Tratado Descriptivo do Brasil em

1587）が始めて印刷になったのは1825年である。このときはまだ著者

がわからなかったのであるが，1839年再版のときに始めてガブリエル

＝ソア－レス＝デ＝ソウザ（Gabriel Soares de Souza）で

あることがわかり，初版の欠けたところが多く訂正されて出版された。

これは，歴史学者バルニヤージェン（Francisco Adolpho de

Varnhagem）の努力によるものである。この著書は2部よりなり，第1



部はブラジルの沿岸全般にわたる広い報告書で74章よりなり，第2節

はバイアの首都を中心にその産物を主として書いたもので196章より

なっている。 植物および農業に関するものはこの第2節にあるもの

で，彼の記述は詳細で，これまでの著者の気づかなかったことを数多

く書き残している点で貴重なものである。この著者は1590年に鉱山の

発見にふたたびブラジルにきて，バイア州中央のパラグアッスー川

（Rio Paraguagu）の上流で死んでおり，死後その骨はポルトガルにも

どった。

ガブリエル＝ソア－レス＝デ＝ソウザの記述少し前に，ベルギー生

まれの歴史家でペーロ＝マガリャエンエス＝デ＝ガンダーボ（Pero

Magalhaes de Gandavo）の著わした「サンタ＝クルース地方の歴史」

（Historia da Provincia de Santa Cruz; 1576）がある。彼はバイア

地方の歴史を書いているかたわら，また，産物のことにも筆を進めて

いるが，大半のものは今まで述べた著者があげているものであるので

ここにはくり返さない。彼の著の中で特に注意すべきものには米とカ

ジューがある。米がたくさんあると書いているが，アジアの米，ある



いはOryza sativa Linn．そのものがブラジルに入ったのは，ヨ－ロッ

パからマラニヨン地方に1745年に入り，その後1750年にはベルナン

ブーコ州のガラニユンス（Garanhuns）に入れられている。したがって

ここにいう米はほかの種類であったと思われる。カジュー（Caju 学

名 Anacardium occidentale Linn．）にっいてはアンシエッタも既に

述べているが，この著者の方がより詳細に記述している。

ソア－レス＝デ＝ソウザの著にもどろう。彼の著書には農業上重要

なことがたくさん書かれている。たとえはポルトガルから持ってきた

果樹の生育状態をバイアにおけるそれと比較して多くのページをさい

ているし，そのほか外国からの有用植物についても書いている。これ

でみると，この当時既に大半の果樹や野菜はバイア地方に作られてい

たことがわかる。

トウガラシはブラジルに今でも自生しているが，彼はその記載の中

で既に6種類を区別しているし，バナナも5種類をあげている。パパ

イア（Carica Papaya Linn．）のことはこの著者が始めて，しかも詳

細に説明しているし，これと近縁のジャラカチアー（Jaracatia 学名



Jaracatia dodecaphylla A． DC．）が森林中にあることを述べている

のは驚異に値することである。

次いで彼はたくさんの野生の果実について記しているが，その記述

は非常に正確で，今日ではまれなものまで記されているのはおもしろ

い。ヤシの種類は8種類あげているし，次に草で果実をつけるものと

して5種類をあげ，それにつぐパイン＝アップルには既にこの当時品

種の区別があったことを知るのは興味がある。次いで多くの章を薬用

植物に費やしてから樹木に移り，有用材，繊維をとる木，海岸の木，や

わらかい木，香木，臭気ある木，珍しい実のなる木等に分けて述べ，最

後に蔓性植物や土人が利用する葉をもった植物をのべて植物について

の記述は終わっている。

これを要するにソア－レス＝デ＝ソウザの記述は当時としては実に

よくできていて，今日でも参考になることが多い点，16世紀のこの方

画の著作中の白眉ということができる。

最後にバイア生まれの歴史家で，ブラジル歴史Historia do Brasil



を書いたフレイ＝ビセンテ＝ド＝サルバドル（Frei Vicente do

Salvador）について述べねばならない。彼の父はポルトガルからきた

が，彼は1564年サン＝サルバドル（当時のブラジルの首都）の北に生

まれ，初めビセンテ＝ロードリ－ゲス＝パーリャ（VicenteRodngues

Palha）を名のっていたが，アンシエッタの始めたサン＝サルバドルの

ジェズイッタの学校に学んでからは，サルパドルの名にちなんで改名

したのである。後にポルトガルのコインブラ（Coimbra）大学に学び，

1591年にはふたたびバイアに帰っている。

彼はマヌエル＝セベリン＝デ＝ファーリア（Manuel Sevenm de

Faria）の命で，ブラジルの最初の1世紀間の歴史を書き， 1627年12

月20日に書きあげている。しかしそれは長い間忘れられていて，再発

見されたのが1722年ごろ，印刷されたのは1886年リオの官報に掲載

されてからであった。

その著書の中にはブラジルの自然，産業にまでおよぼした記述が

あって，多くの樹木・果実・野菜・薬用植物・食用植物等に分けてそ

の種類を述べている。しかし，彼はこれまで述べた16世紀の著作を大



半知っていた点がみえる。というのは，中には全く同じ説明をしてい

る植物もでてくるからである。そしてソア－レス＝デ＝ソウザとは個

人的にもよく知っていたと思われるふしさえあるといわれる。とにか

く，本書は16世紀の種々の著作をまとめて書いたところに特徴と価値

があるといえる。

第2期 黎明期

最初の博物学

1580年から1640年にわたる60年の間，ポルトガルはスペインのハ

ブスブルグ家によって合併治められた。フィリップ2世， 3世， 4世の

時代である。したがって，この時代はブラジルもスペイン領となって

いたが，この時代にブラジルはヨーロッパの各国に注目され，侵略さ

れはじめた。フランス人は北部のマラニオン州に侵入し，1615年にこ

れを退けると，今度はオランダ人がしばしばバイアやベルナンブ－コ



を攻め，1624年にはベルナンブ－コを占領した。

オランダは当時，西インド会社を作ってアフリカ・西インド・南米

に広く貿易し，奴隷の売買を行なってばくだいな利益を収めていた。

そしてときにはポルトガルやスペインの商船をおそって略奪を行ない，

会社のためには政府の軍隊や軍艦をも動かしうるほどの勢力をもって

いた大会社である。ブラジルの占領も実際はこの会社がやっていたの

である。

オランダはブラジルの北部の一角を占領すると，ここに総督をおく

ことになった。選ばれたのが，ジョアン＝マウリシオ＝デ＝ナサウ＝

シーゲン（Joao Mauricio de Nassau Siegen）王子である。

彼は1604年に生まれ，若くしてスイスのバ－ゼルやジュネーブの大

学で教育を受けてから軍籍に入った。彼はこの教育のおかげで，文芸

と科学のよき理解者であった1736年，彼が西インド会社からブラジル

総督に任命されて赴任するときには，そうした文化人を連れてきたの

である。彼は1637年1月23日にレシーフェに着き，その近くのオリン

ダに駐在した。このとき彼に従ってきた者の中には牧師フランシスコ



＝プランテ（Fracisco Plante），医者で博物学者のウイレム＝ピーゾ

（Willem Piso），ドイツ生まれの天 文および博物学者ゲオルグ＝マル

クグラーフ（Georg Marcgraf），および建築家のピーター＝ポスト

（Pieter Post）と画家のフランツ＝ポスト（Franz Post）の兄弟がい

る。

ナサウ王子は市街を改良し，学校を建て，博物館・天文台を作らせ，

産業を奨励して植民者や住民のために大いに善政を施したが，これは

かえって自己の利益本位のオランダの有力な商人にきらわれるもとと

なり，在住7年で1644年にはついにヨーロッパに帰った。そして最後

はウトレヒトの知事として1675年に死んでいる。ナサウ王子のブラジ

ル滞在は短かったが，その功績は実に大きく，ブラジルの博物学も彼

によってその芽ばえがもたらされたのであるということができる。西

インド会社も1674年には解散している。

マルクグラ－フは1610年 9月200，ドイツのリープシュタット＝バ

イ＝マイセン（Liebstadt bei Meissen）に生まれ，ドイツの大学で

教育を受けた。植物学はロストノク（Rostock）のシモン＝パウリ



（Simon Paulli）に，天文学はステッティン（Stettin）のローレンツ

＝フォン＝アイヒシュタット（Lorenz von Eichstadt）に，その後北

ドイツやデンマ－ク地方を旅行し，オランダのライデン（Leiden）に

きて2年間植物学をアドルフ＝ボルティス（Adolf Vorrtis）に，夜は

その大学の天文台でヤコブ＝ゴリウス（Jacob Golius）の講義を受け

て勉強した。

マルクグラーフがブラジルにきたのはナサウ王子と同行ではなくそ

の後で、1638年 1月 1日にオランダをでていると彼の伝記を書いた弟

のクリスチアーノ＝マルクグラーフ（Cristiano Marcgraf）は述べて

いる。彼はバイアのサルパドルに着くと間もなく， 2か月の間重い病

気になって休養したが，この年からベルナンブ－コ州を振り出しに，

今のパライ－バ州（Paraiba）やリオグランデ＝ド＝ノルテ（Rio

Grande do Norte）の諸州を旅行して，動植物を採集し，研究に従っ

ている。ナサウ王子の理解と庇護の下にマルクグラーフは，ブラジル

最初の動植物園と天文台の創設にも当たった。ナサウ王子は宮殿の周

囲をそのまま動植物園として，ブラジル内の珍しい動植物の蒐集，育



成，飼育に努めたし，一方では天文台を建設して，マルクグラーフは

始めて南天の星を観察したのである。

彼と前後して着いたナサウ王子の侍医ピーゾは，1611年にライデン

でドイツ人の音楽家の子として生まれ，ライデンとカエンの学校に学

び医者となり，ナサウ王子とともにブラジルから帰ってからふたたび

ライデン大学に学び，後にアムステルダムで開業して有名になってい

る。彼はその著書により，ブラジルの医学の開拓者としても知られる

ようになった。マルクグラーフはピーゾとともに約7年間を暮したの

であるが，ピ－ゾは当時マルクブラーフにおよはず，そねみを持って

いたといわれる。

マルクグラーフはウリシオ王子がブラジルを去るとともに去ったが，

オランダには帰らず，アフリカのギニア地方に同じ研究の目的で渡っ

て，ついに同地のキュステ（Kuste）で 1644年に没している。

彼が研究したものはその死後ラエト（Johannes de Laet）によって

編集され， 1648 年にブラジル博物誌（Historiae rerum naturahum

Brasiliae）として，ピーゾのブラジル医学（De Medicina Brasiliae）



とともに1冊のフォーリオ版にまとめられてアムステルダムで発表さ

れた。

この本の2版は1658年にでたが，それにはマルクグラーフの「ブラ

ジルの地勢および気象と日食観測そのほか」の手記もあわせてのせて

ある。

マルクグラーフの「ブラジル博物誌」は全部で303ページあり，そ

の中には429の図版が収められていて，全体は8部に分かれている。す

なわち草本の部には149種と86図，灌木と果樹の部には48種と39図，

木本の部には107種と75図，魚類と甲殻類には131種と105図，鳥類

には117種と 54図，哺乳類には26種とその図，爬虫類には19種と 7

図，昆虫の部は最も貧弱で地上性の節足動物55種と29図があり，最後

にはその地方誌と住民のことを扱っている。

マルクグラーフの本にはその編集者ラエトが種々の証を加えている

が，これはほとんどがシメネ－ス（Fr． FranciscoXimenez） [註】の

本からとったものといわれているのと，ラエト自身が博物学者でな

かったために，かえってそれが災いして，後世マルクグラーフの掲げ



た種類を判明するのに迷うもとになったといわれるくらいである。

マルチウスは後にブラジルの植物を研究して，マルクグラーフのこの

著をとり上げ， 1853年 －1855年にわたりババリアの科学院年報に

植物の部の考証を行なったが，動物の部は1814年 － 1826年にわた

りリヒテンシュタイン（Lichtenstein）がやっている。 20世紀になっ

て，ナサウ王子着伯300年を記念して，ブラジルの学者が協力して全

文をポルトガル語に訳し，1942年サン＝パウロ州政府の出版物として

だした。これには植物の部はリオ国立博物館植物部長のサンパイオ氏

（Alberto Jose de Sampaio），動物はサン＝パウロ動物局長オリベリ

オ＝ピント氏（Oliverio M．de Oliveira Pinto），人種学をリオ国立

博物館長ト一レス女史（Heloisa Alberto Torres）がそれぞれ詳細な

鑑定および補註を入れている。

このほかにこの当時書かれた原色のブラジル天産物の画集があるこ

とが， 1876年にシュナイダー（Johann Gottlieb Schneider）によっ

てベルリン図書館で発見された。 これは水彩画と油画の2部よりな

る大部のもので，前者は「ブラジル自然界集成」 （Collectio Rerum



Naturalium Brasiliae）といわれ，後者は「ブラジル自然界亀鑑」

（Theatrum Rerum Naturalium Brasiliae）と呼ばれている。後者だ

けでも555の植物が描かれてあり，その筆者については種種議論があ

るが，マルクグラーフの筆になるということは今日では確かとされて

いる。

彼を記念したマルクグラビア属（Marcgravia）植物がある．中南米

の原産で，初めイギリスのプルークネット（Leonard Plukenet）によっ

て用いられたものがリンネによって採用され，植物の種類（Species

Plantarum 1753）の 503 ページに Marcgravia umbellata Linn．

として最初の種が発表された。この植物群は昔はツバキ科（Theaceae）

に 含 ま れ て い た が ， そ の 後 独 立 の 科 マ ル ク グ ラ ビ ア 科

（Marcgraviaceae）として5属 39種をもつに至り，その内ブラジルに

は3属35種あって，マルクグラーフを記念するに最もふさわしい植物

群となっている。その花はツバキ科に近いが，多くは大きな蜜槽を持

ち，鳥媒花の好例としてよく知られたものもある。おもしろいのはこ

の科の中のNorantea adamantinumという種類は，ミナス＝ジライス州



やサン＝パウロ州に分布するが，この種類のある所には必ずダイヤモ

ンドがあると昔からいわれ，その種名にも「ダイヤモンドの」という

形容詞がついているほどである。 ピーゾにもオシロイバナ科の植物

にその名をささげたピゾニア属（Pisonia）があり，日本名はウドノキ

属という。 マルクブラーフは当時としては実にすぐれた博物学者で，

キュービエー（Georges L．C．F．D． Cuvier）の言をかりていえば「16

－ 17世紀において遠地の博物探検家として最も光っている。」という

ことになる。それが若い年で故国を遠く離れたアフリカの地で没した

ことは深く惜しまれている。

フェレイラの探検とその前後

マルクグラーフ以後約140年の間，ブラジルの博物学は完全に停止

の状態で，新大陸ではむしろ西インド諸島や南米北部の探検が盛んで

あった。

フランス人リシャル（Louis Claude Marie Richard）はジュシュー

に植物学を学び，仏領ギアナに1781年からきて採集し， 1785年・1786



年にはアマゾンのパラ一地方に入った。後アンチル列島，中米を歩い

て1789年に帰ったが，その結果はどうしてか、わずかしか発表されて

いない。1756年4月27日，バイアのサルバドルの町に，アレシャンド

レ＝ロードリーゲス＝フェレイラ（Alexandre Rodrigues Ferreira）

は生まれ，幼くして出藍の誉れ高く， 14才（1770）のときにポルトガ

ルに留学し，初めは父の考えに従ってコインブラ大学で宗教方面に進

むはずであったが，ここに大きな変化がきた。というのは当時のコイ

ンブラ大学はヨーロッパでも有名で，多くのブラジル人も留学してい

たが，自然科学方面でも一大転換期に当たり，1772年イタリアの有名

な大学から教授を招いて，この方面の学部を拡張することになった。

博物学の教授としてはパドウアの大学からバンデリ（D o m i n g o s

Vandelli）がきた。ロードリーゲス＝フェレイラはこの学問に大いに

興味を覚え，ついに神学を捨てて自然科学科に籍を移し，ここを卒業

して，ハンデリの助手として働いた。

ポルトガルはブラガンサ王朝のドン＝ジョゼ－（Dom Jose 王位

1750－ 1777）の時代に，首相ポンバール侯爵（Marques de Pombal）



の悪政がつづいていたが，女王マリア1世（D．Maria l 王位17771816）

の時代になるとその首相マルチ－ニョ＝デ＝メロ＝エ＝カストロ

（Martinho de Melo e Castro）の善政で，ポルトガルはかつてないほ

どの繁栄をみたのである。

彼の仕事の一つとして特記すべきは，海外植民地の開発を目的とし

て学術調査隊を各方面に派遣したことである。この探検隊のうち3つ

はアフリカに，1つはブラジルに向けられたのであるが，ー度に4つの

大きな調査隊をだしたことはポルトガルとしてはいまだかつてないこ

とである。アフリカに向かった探検隊はモサンビッケ（Mozambique）

地方にマヌエル＝ガルボン＝ダ＝シルバ（Manue Galvao da Silva），

アンゴラ（Angola）地方にアンジェロ＝ドナッチ（Angelo Donati），

ベルデ岬諸島（Ilhas de Cabo Verde）にはブラジル生まれの博物学

者ジョアン＝ダ＝シルバ＝フェイジョー（Joao da Silva Feijo）が

それぞれ隊長として行った．ブラジルへの探検隊についてはドミンゴ

ス＝バスコンセーロス博士（Dr． Domingos Vasconcelos）が人選を－

任されたが，コインブラ大学の中でも特に光っていたアレシャンドレ



＝ロードリ－ゲス＝フェレイラに白羽の矢が立てられたのである。こ

れにはもちろん師のハンデリの助言も有力であったのであるq1778年

彼はコインブラからリスボンにでて，ここでなお5年間博物館員とし

て研究を積み，いよいよブラジルに向かってポルトガルをでたのは，

1783年 9月のことであった。

彼の調査隊は「学術調査旅行」（Viagem Filosofica）といわれ， 2

隻の輸送船アギア＝レアール号（AguiaReal）とコラソン＝デ＝ジェ

ズース号（Coraco de Jesds）に，画工ジョゼー＝ジアキン＝フレイ

レ（Jose Joaquim Freire），およびジョアキン＝コディーナ（Joaquim

Codina），それに庭園師アゴスチーニョ＝ジョアキン＝デ＝カーボ

（Agostinho Joaquim de Cabo）が同行した。アマゾン河口のべレーン

に着いたのが10月21日で，翌1784年の末まではマラジョ島（Ilha de

Marajo）の調査に当たった。次いでトッカンチンス川（Rio Tocantins）

方面に向かい、1785年にはアマゾン川を上ってネグロ川（Rio Negro），

ブランコ川（Rio Branco）流域の調査に従い， 1787年8月にはマット

＝グロッソ方面に行く命令を受け，マディラ川（Rio Madeira）を上り，



グアボレー川（Rio Guapore)に入り1879年9月27日にマット＝グロッ

ソのビラ＝ベラ（Vila Bela）に入った。 マット＝グロッソでは主と

して鉱物資源を探るのが目的であったので，その方に注意が向けられ

た。1791 年 10 月始めから帰途にかかり，ふたたびグアボレー川，マ

ディラ川を通って年末にベレーンに着いている。

フェレイラのブラジル探検旅行は前後9年にわたるが，この間アマ

ゾン川流域およびマット＝グロッソの西北部を調査したもので，この

地帯は今日でも旅行の困難なことはほとんど変わっていない。彼はこ

の間詳細な観察の記録をつけ，自然界のあらゆるものに注意を怠らず，

多くの採集品をもって1792年10月15日，ベレーンを出発してプリン

シぺ＝ダ＝ベイラ号（Principe da Beira）で 1792年 1月にリスボン

に帰っている。

この間に彼の師バンデリは「ポルトガルおよびブラジル植物誌」

（Florae lusitanicae et brasiliensis specimen．1788）を著わした

が，彼はブラジルにはこずに，ポルトガルにいて，ブラジルからもた



らされた材料でこの著をだしたのである。リスボンに帰ったフェレイ

ラは王立博物局に籍をおいて，ブラジルからの膨大な資料の整理にか

かった。そして多くの手記を次々と書きその発表を待っていたが，不

幸がついに訪れてきたのである。

彼の帰った時代にコインブラにはブロテーロ（Felix de Avellar

Brotero）が植物学教授（1791－ 1800）としていたが，彼はフェレイ

ラの成功をむしろねたんでいて，彼にあまり協力はせず， 1800 年・

1821年の間はリスボン植物園長として権力をふるった。18世紀の末，

フランス皇帝となったナポレオンは1806年大陸封鎖令をだし，当時イ

ギリスと親しかったポルトガルをも攻めることになり，狂乱の女王マ

リア1世を伴って摂政ドン＝ジョアン（Dom Joao）は 15，000人のポ

ルトガル宮廷要人とともに1807年11月29日リスボンをでてブラジル

に難を避けた。1808年にはついに半島戦争となり，ナポレオンの軍は

ポルトガルにも侵入してきた。このときのどさくさにまざれて，フラ

ンスからは有名な博物学者サンチレール（Geoffroy de Saint －

Hilaire 1772－1844）がきて，種々の資料をパリに持って行った。そ



の中にはフェレイラの作った(さく葉)1，114と彼が心血を注いだ手記

「パラ－の植物および動物」（Plantas do Para e Zoologia Paraense）

も含まれていたのである。戦争と，その手記の一部を失うという悲運

にあい，あれほど夢みていた科学への貢献もついに日の目をみること

なく，寂しくリスボンに没した。 1815年4月23日のことである。

ブラジルのフンボルトと後にたたえられたフェレイラも，ついに 1

冊の本も出版されることなく死んだのである。彼の死後18年後にリス

ボン王立科学院はフェレイラのブラジル旅行に関する資料を整理する

ことになり，その任にマヌエル＝ジョゼ－＝マリア＝ダ＝コスタ＝エ

＝サー（ManuelJoseMariadaCosta e Sa）が命ぜられ、未亡人からサ

ンタレーン伯爵（Viscondede Santarsm）の命でプロッテ一ロに渡さ

れたのが22束の手記，1束の画集と植物，6巻の画集と植物であった。

そして筆耕と多くの画家によって整理されたが，ついにこれも日の目

をみずに終わり，後にポルトガル駐在のブラジル公使アントニオ＝メ

ネーゼス＝デ＝バスコンセロス＝ズルモン（Antonio Menezes de

Vasconcelos Drumond）の命で，王立植物園（リスボン）に残ってい



た5巻の植物そのほかの画集はコピーがとられて，後リオ＝デ＝ジャ

ネイロの国立博物館に収められた。この内には植物は1374，動物91，

人種16が含まれている。このほか，同行の画家によって描かれたもの

の多数が国立図書館に収められている。また，ずっと後になってリオ

の歴史学会誌にその手記の一部が発表され，国立図書館の古文集中に

も「カノアの材およびヤシに関する研究」が発表されている。彼の名

に奉献したブラジル産マメ科植物フェレイレア属（Ferreirea）が後に

ブラジルの植物学フレイレ＝アレモン（Francisco Freire Alemao）に

よってたてられている。

ポルトガルの医師ベルナルディ－ノ＝アントニオ＝ゴーメス

（Bernardino Antonio Gomes 1769－ 1823）は1803年に「ブラジル植

物に関する植物医学的観察」（Observationes botanico－medicae de

nonnullis Brasiliae plantis） 2部をだしているが，ブラジル植物

を研究した数少ないポルトガルの学者の一人であって，彼自身ブラジ

ルにきたわけではない。



リオ 植 物 誌

ロードリーゲス＝フェレイラとほほ同時代で，その著書は生前つい

に発刊されなかった点で似ている植物学者がいた。その研究範囲はリ

オという限られた地方であったが，ブラジルで始めてまとまった植物

誌を完成したという点で高く評価さるべき人である。

ミナス＝ジライス州のサン＝ジョアン＝デル＝レイ（Sao Joao d'El

Rey）に1741年12月14日生まれたジョゼ－－マリアーノ＝ダ＝コンセ

イソン＝ペローゾ（Jose Mariano da Conceigao Velloso）は，フラ

ンシスコ派の僧に籍を置きその洗礼名をジョゼー＝ペローゾ＝シャビ

エル（JoseVellosoXavier）といった。 長じて，自然科学に興味を持

ち，1786年にリオに移ってからはその周囲の植物誌をまとめることに

腐心し，5年間その学友のフレイ＝アナスタシオ＝デ＝サンタ＝イネー

ス（Frei Anastacio de Santa Ignez）および同じく僧で画家のフレ

イ＝フランシスコ＝ソラーノ（Frei Francisco Solano）の協力を得

て，ついに「リオ植物誌」 （Flora Fluminensis）を完成した。しか



しこれは1811年6月13日に彼の死後も国立図書館に収められたままで

日の目をみなかったが，1824年にミュンヘンで発表されたマルチウス

の「植物の新属および新種」（Nova Genera et Species Plantarum）

の第 1集中に，リオ植物誌からの図版のあるのを発見した僧アントニ

オ＝デ＝アラビダ（Antonio de Arrabida）が，時のブラジル皇帝ド

ン＝ペ－ドロI世（Dom Pedro I）にペローゾの原記をみせてついに

世にでることになったのである。この原記は1790年一応完成すると，

出版のためパリに送られて印刷が始められていたのであるが，それが

ほとんど終わるころ，支払いがおくれていることから，印刷屋はそれ

を古紙として，当時必要であった薬爽用に売っていた。

幸いに中の3，000部が救われてリオの国立図書館に収まっていたの

である。これはきっそく皇帝の命で完成されて，1825年に記載の部が

発表になり，図版は1827年にパリで完成した。全11巻で全部で1，640

図がある。もしこれが完成と同時に順調に印刷されていたならば，彼

のたてた多くの属や種もずっと生きたであろうにと，深く惜しまれて

いる。ベロ－ゾはリオ地方のフローラの開拓者であり，その植物学に



対する造詣は高く買われている。先にナサウ王子によってレシーフェ

近郊にブラジル最初の動植物園が開かれたことを書いたが，これはな

お庭園の域をあまりでなかったのである。ここに真の植物園として創

設されたものにパラ－のサン＝ジョゼ－植物園がある。 これはドン

＝ジョアン摂政により，パラ－総督ドン＝フランシスコ＝ソウザ＝コ

ウチ－ニョ（D． Francisco Souza Continho）にだされた1796年 11

月 3 日の法令によって定められたもので，実際の創設は翌 1797 年に

なっているが，その最初の園長はフランス人でカイエンヌから移住し

てきた技師グレヌリエ（Grenoullier）で，仏領ギアナからも多くの植

物を輸入して栽培している。 これについで，1799年にはサン＝パウ

ロにも設けられ， 1808年にはリオにも設けられた。また，サン＝パウ

ロに設けられたころにレシーフェおよびサルバドルにも設けられるよ

うに法令はでていたというが，実際における創設は後であったようで

ある。



文運の興隆

ポルトガルをのがれてブラジルにきた皇室および政府の要人を乗せ

た船隊は，途中で暴風雨にあい，一行はちりぢりになって，ある者は

バイアに，ある者はリオ＝デ＝ジャネイロに着いた。

摂政ドン＝ジョアンの船は1808年1月24日にバイアに着いたが，3

月 7日には更にリオ＝デ＝ジャネイロに上陸し，ここをポルトガル王

国の首府とした。 ドン＝ジョアンは貿易を盛んにするために諸外国

に対しブラジルの港を解放したので，外国船が多く取り引きにき始め，

どの港も活気を呈するようになった。一方植民地の住民に対しては減

税を行ない，商工業を一般に解放し，農業者にも種々の便宜を与えた

ので産業が一時に栄えた。

親交のあったイギリスからの輸入品に対しては，特に税を軽くした

ので，イギリス商品はブラジル国内に氾濫し，イギリス商人でくるも

のが多くなり，ブラジルにおけるイギリス人の勢力はここにすっかり

根を下すことになった。この後のヨーロッパからの旅行者，探検家の

旅行記をみると，リオの周囲によくイギリス人の大きな耕地があって，



そこに滞在したことがでてくるのも，一つはこうした事情によるので

あろう。

この時代からブラジルは学術の方面でも漸次その文運が盛んになり，

外国からも多くの学者が来訪するようになった。この初期の来訪者に

は次の人々がある。

ドイツ人ラングスドルフ（George Heinrich von Langsdorff 1774

・1852）はプロシアに生まれ 1803年には早くも南ブラジルのサンタ

＝カタリーナ州にクルゼンステルン（Krusenstern）探検隊に加わって

きているが，1813年に今度はロシアの総領事としてリオ＝デ＝ジャネ

イロに赴任し，近くのエスツレ－ラ山脈の麓にあるマンジョカという

耕地に住んでいた。

そして1820年までリオよりサン＝パウロおよびミナス＝ジライス地

方をよく歩いている。

この時代に彼は外国からくる採集家や学者をよく待遇し，種々の便

宜を与えている。1822年からマット＝グロッソ旅行を計画し，1824年

～1829年にサン＝パウロからマット＝グロッソ州に入ったが，この



ころから頭の調子が悪くなって，アリーノス川（Rio Arinos）を下り

パラ一にでてヨーロッパに向かった。彼の採集品は後にすべてぺテル

スプルグに送られた。

セロウ（Friedrich Sellow 1789 ～１ 831）はドイツのポツダムに

生まれ，パリではフンボルト（Alexander von Humboldt 1769～1859）

の知遇を得，次いでイギリスに渡って学び，また， 1813年にはラング

スドルフとも知り合いになった。彼からブラジル行きのことをすすめ

られ，種々苦心の末1814年リオ＝デ＝ジャネイロに着いた彼は，ここ

からまず北はバイアに旅行し，1820年までにサンパウロやミナス＝ジ

ライス州を歩き，この間，ヨーロッパからくる多くの植物学者と知り

合いになった。その後1830年までは主として南ブラジルを歩き，ウル

グアイやパラナ州にも歩を運んだが1831年11月，ミナス＝ジライス州

のオウロ－プレート近くのド－セ川（RioDoce）で水浴中あやまって死

んでしまった。彼の採集品は非常に多く，彼の名を冠した植物も多い。



詩人でかつ植物学者であったシャミッソ（Adalbert von Chamisso

1781 － 1838）はエッシュショルツ（Johann Friedrich Eschscholtz

1793－1831）とともにコツェベ（Kotzebue）の指揮するロマンツォフ

（Romanzoff）探検隊に加わって1815 年サンタ＝カタリ－ナに寄港し

て，ブラジルで初めて微細な下等植物，菌類をも含めて採集し，後年

その旅行記（1836）とともに研究発表をシュレヒテンダール（Dietrich

Franz Leonhard von Schlechtenda1 1794．－1866）とともにリンネ

ア誌（1839）にだしている。 ビート＝ノイビート王子マキシミリア

ン（Maximilian Alexander Philipp，Prinz von Wied－Neuwied 1782

－1876）は 1815年から1817年にわたってバイアからリオ・デ＝ジャ

ネイロを歩き植物の採集をするとともに，そのほかのものも蒐集して

歩いたが，この旅行にはセロウも従っており，後にその旅行記 2 巻

（1820－ 1821）がフランクフルトで出版されている。

かくてブラジルはますます多くの博物学者の訪れる国となった。



第3期 発展期

黄金の旅

ドン・ジョアン摂政のブラジルにおける善政によって，ブラジルが

広く世界に門戸を解放し，貿易が盛んになるとともに，各地から探検

家，学術調査隊，旅行家が一時にくるようになったことは前にも述べ

たが，ここにブラジルの植物探検史に一大期を劃するときがやってき

た。

1816年久しく病んだ女王マリア1世はついにリオ＝デ・ジャネイロ

に没した。摂政ドン＝ジョアンはここに王位につきドン＝ジョアン 6

世となる。この年3月20日のことである。この前年ヨーロッパではナ

ポレオンがセントヘレナ島に流されて，フランスではブルボン王家が

復活し，ルイ18世が王位についている。ここでポルトガルはヨーロッ

パ諸国と昔の親交を取りもどさんと種々努力をしたのであるが、ドン

＝ジョアン6世の息子，ドン＝ペドロ皇子（Dom Pedro de Alcantara

1798－1834）に妃を選ぶに当たり，種々捜した結果オ－ストリアのフ



ランシスコ 1 世（F r a n c i s c o I）の王女レオポルディ－ナ姫（D．

LeopoJdina Carolina Josefa 1797'1826）に白羽の矢を立てた。

フランス駐在のポルトガル大使マリアルバ侯爵（Marques de Marialva）

は特使としてウィーンにおもむき，資を尽した宴会をしばしば行なっ

て，ブラガンサ王朝の繁栄を大いに宣伝したかいがあって，1816年正

式に婚約がまとまった。

オーストリアはこの成婚を記念して，レオポルディ－ナ王女の持参

金として，科学者および芸術家をブラジルに送ることにした。 その

メンバーは次のごとくである．

ナッテレル （Johann Natterer 1787－1843） ウィーンの宮廷博

物係り動物学者。

ポール（Johann Emanuel Pohl 1782－1834） 植物学者。鉱物学者

兼医師。

ミカン（Johann Christian Mikan 1769． －1844） プラハ大学植

物学教授兼昆虫学者。夫人同伴にてブラジルにくる。

ショット （Heinrich Wilhelm Schott 1794 －1865） ウィーン王



室の庭園係り。

ソッコール（Dominik Sockor） 王室の猟師で，ナッテレルの助手

としてきて，ブラジルで死す。

エンデル（Thomas Ender 1793 － 1875） 風景画家で1817－ 1818

年の間リオやサン＝パウロを歩いた。

シュッヒ （Rochus Schuech 1844没） モラビアのツリューバウの

生まれ。レオポルディ－ナ妃の図書係りとしてきたが，後にブラジル

で鉱業にたずさわり，ドン＝ペードロ2世の知遇を得てミナス＝ジラ

イス州のカバネマ（Capanema）の溶鉱炉を作り，ブラジルで結婚し，そ

の子が後の技師 兼博物学者カバネマ男爵（Barao de Capanema，Dr．

Guilherme Schuech de Capanema 1824 － 1908）である。

シュライベルス （Karl von Schreibers） オ－ストリアの博物蒐

集係り長。学術使節団の運営とその報告書作製係り。

フリック （Frick） 動物画家。

また，親戚に当たるトスカ－ナ（T o s c a n a）家から ラディ

（Giuseppe Raddi 1770－1829） 植物学者。イタリア人、が加わった。



この当時ババリアの王マキシミリアン＝ジョセフ（Maximilian J。

seph）も，1815年以来アメリカ大陸に学術探検隊を派遣せんとしてい

たときなので，オ－ストリアのこの挙をきいて，相談の結果，次の人

が送られることになった。

スピックス（Johann Baptist von Spix 1781－ 1826） 動物学者。

マルチウス（Karl Friedrich Philipp von Martius 1794－ 1868）

植物学者。

これらの学者はオーストリア号（Austria）およびアウグスタ号

（Augusta）の2船に分乗して， 1817年4月7日にトリエステ（Trieste）

を出発したが，途中暴風雨にあって別々になり，前者はリオに7月15

日に，後者は11月5日に着いている。前者にはミカン夫妻・スピック

ス・マルチウス・画家エンデル等が乗っていた。

このように多くの博物学者が一度にきたことはブラジルとしては始

めてであるが，世界でもまたまれなことであったと思われる。更にこ

の当時には前に述べたラングスドルフ，セロウそれと後に述べるサン

チレールも既にきていたのである。



この旅行，これからブラジル内におけるこれらの学者の旅行は，そ

の旅行記によると当時としては恵まれていたものである。それという

のもひとえにこの旅行がブラジル皇儲の成婚記念のためであったがゆ

えで，しかもそれが後にマルチウスの「ブラジル植物誌」の完成となっ

て現われた遠因をなすことを思うと，黄金実る旅であったということ

ができる。

動物学者ナッテレルはリオを振り出しにサン＝パウロ、ミナス＝ジ

ライス、マットグロッソと歩き，最後には遠くアマゾンにでて， 1836

年にオーストリアに帰っている。

ミカン教授のブラジル滞在は短く，わずかにリオ付近に 1817 年－

1818年の間滞在したのみで帰ったが，1820年にはウィーンで「ブラジ

ルの動植物相彙報」（Delectus Florae et Faunae Brasiliensis）

をだしている。キク科のツルギク属（Mikania Willd．）は彼に奉献し

たものではなく，彼の父で同じくプラーグの植物教授（J o s e p h

Gottfried Mikan 1743 ～ 1814）にちなんだものである。 ラディ

－は1817年～ 1818年の間，リオの付近を採集して歩いたが，ミカン



よりも数か月おそく帰っただけである。それにしても，後にブラジル

のシダ類，イネ科およびカヤツリグサ科，ブラジル新属新種植物知見

についての3部作を残している。

ポールは1817年－1820年にわたってブラジルに滞在し，リオ・ミナ

ス＝ジライス・ゴヤスの諸州を詳しく歩き，多くの新発見をしたが，ま

た，鉱物の資料も多く持ち帰っている。その採集した植物は4，000点

に上り，今日では各地の措葉庫に分けられて収まっている。帰ってか

らはウィーン大学の教授をしたが，その間にブラジルの植物に関する

全 2 巻の図説（Plantarum Brasiliae icones et descriptiones

hactenus ineditae 1827 － 1831）とその旅行記（Reise im Innern

von Brasiliens 1832－1837）2巻を発表している。後者は1951年に

ブラジルで訳出されている。 ポールは19世紀におけるオーストリア

最大の博物学者であるといわれているが，その図説の詳細なこと，そ

の旅行記のおもしろいこともまた定評がある。

筆者は1949年，サン＝チレ－ルやポ－ルの旅した跡をたどって，ゴ



ヤス州に旅行した。ゴヤスの古い町の東南地方にセ－ラ＝ドゥラーダ

（Serra Dourada 黄金山脈）という山があり，この山に前記の2人の

学者は登っているが，ポールはこの山で珍しい植物を発見している。

それは濯木で木の皮がまっ白で，それが実に薄く次々に剥げて行くの

である。この地方では俗にカミノキ（Arvore do Papel）といってい

るが，ポールはこの木を始めてとり，これにLasiandra Payrus Pohl

（1832）の名を与えて，その旅行記1巻397ペ－ジに簡単に記載してい

る。 それはノボタン科の植物で，その後ノータン（Charles Naudin）

がパリの科学年報にLasiandra papyrifera Pohl ex Naudin （1850）

として発表したもので，後にマルチウスのブラジル植物誌では属が移

されてTibouchina papyrifera Cogniaux （1885）となっている。し

かしこれはまだブラジルの研究所には実物がなくて，はたしていかな

る植物か判然としなかったのである。

筆者は今もゴヤスに在住する国光知三君の協力で，ここにこの植物

を採ることができたので，さっそくサン＝パウロ植物園のトレード氏

（Joaouim Franco de Toledo）に持って行き，ともに研究の結果チボ



ウキ－ナ属であることが判明した。そしてその標本の一部を，同園の

膳葉庫に納めておいた。標本番号55，331がそれである。そこで学名

の問題であるが，命名規則によると最初に用いられたPapyrusの種名

が正しいので，属を移してTibouchina Papyrus Toledo （1952）と

して同園報告第3巻第1冊30ページに発表された。トレード氏も今は

ない。ポールがこの植物を発見したのは1819年3月23日のことであっ

た。それから133年にしてこの植物の真の分類の位置が正されたので

ある。

マルチウスの大旅行

1794 年 4月 17日，ババリア王国のエルランゲン（Erlangen）の町

に，薬学教授の子として生まれたマルチウスは，大学で医学を修め，植

物学と動物学をも学んだが，ブラジルにくるときからは植物学を専門

に学び，ついに「ブラジル植物誌」の大著を完成するいとぐちを作っ

た。

ババリアの王マキシミリアンは前にも述べたごとく，1815年ごろよ



り南米に学術調査隊を派遣すべく計画していたが，おりしもよオース

トリアの王女レオポルディ－ナがブラジルの皇儲ドン＝ペ－ドロ王子

と成婚するのを知って，オーストリアとの相談が成立し，ババリアよ

りも2人の学者を送ることになり，その人選をババリアの学会にまか

せた。そして，動物学ではスピックスが，植物学では若冠22才のマル

チウスが選ばれたのである。

96日の大西洋横断航海の後， 1817年7月15日にリオ＝デ＝ジャネ

イロに着いてから， 1820年 6月 14日アマゾン河口のパラーから乗船

し，リスボンに8月 24日につき，次いで母国に帰るまで，ほとんど3

年の月日をブラジルに過ごして，サン＝パウロからアマゾンまで，

種々の苦労をしながらも大成功の旅をつづけたのである。

リオ＝デ＝ジャネイロに着いたスピックスとマルチウスは，12月ま

ではこの首都の付近を歩いて採集調査を始めた。この間にはラングス

ドルフのマンジョカ耕地にも行き，彼の世話にもなっている。始めて

みる熱帯の景観，世界の美港に数えられるグアナバラ湾，コルコバド

やガベアやチジュッカの山々，その果てしらぬ大森林はいかにこの若



い植物学者の胸をおどらす毎日であったことか。 それは後にブラジ

ルを訪れた若き日のチャール＝ダーウィンのそれに比すべきものが

あったと思う。

12月8日いよいよリオ＝デ＝ジャネイロを出発してサン＝パウロに

向かう。画家エンデルも2人に従って行った。当時の旅はもちろんウ

マやラバであるから日数がかかる。クリスマスの日にピンダモニャン

ガ－バ（Pindamonhangaba）に着き，サン＝パウロには12月31日に着

いている。 1月8日にサン＝パウロを出発してコチア（Cotia），ソロ

カーバ（Sorocaba）の道をとってイパネマ（Ipanema）に着き，ここに

当時あった製鉄所を見学してここに2週間も楽しい日を過ごした。イ

パネマの製鉄所は当時有名で，セロウもナッテレルも後にきている。1

月の末ここを出発・してジュンディアイー（Jundiai）にで，ここから

アチバイア（Atibaia）を通ってミナス＝ジライス州に入る。サブカ

イー川（Rio Sapuacai）の岸を通ってこの辺の悪路に悩まされる。サ

ン＝ジョアン＝デル＝レイでは，ミナスの有名な詩人であったトマ－

ス－ゴンザガ（Tonicis Antonio Gonzaga 1744 － 1807）の詩を知る



機会を得た。 2月28日にはようやく当時のミナス＝ジライス州の首

都ビラ＝リッカ（Vila Rica）に着いた。ここには既にリオで会ったド

イツ生まれの冶金・地質学者であったエッシュベ－ゲ男爵（Barao de

Eschwege， Guilherme Luis 1777． 4855）が先着していて，すべての

世話をしてくれた。エッシュベ－ゲはブラジルに1803年 － 1821年

の間いて，「ブラジル地質学の父」と仰がれたほどの人である。彼の

案内で2人は始めて金の採掘場を見物することができた。ビラ＝リッ

カは今のオウロ＝プレート（Ouro Preto）で，金によって早く開け，

当時もなお盛んに採っていた所である。3月の末シポト－川（Xipoto）

のコロア－ド族（Coroado）を訪問すべくでかけ，サン－ジョアン－バ

チスタ（Sao Joao Batista）で約 30軒の彼等の家を尋ね，その先で

はコロポ一族（Coropo）をみ，更に進んでバイア州のペ－ドラ＝プラ

ンカ（Pedra Branca）付近では，カリリー族（Cariri）とサビジャー

族（Sabija）を訪問している。バイア州のカテテ（Catete）では綿の

市場を見て，パラグアッスー川（Rio Paraguagu）の河口にあるボルト

＝フェリース（Porto Feliz）に着き，ふたたび大西洋をみる。ここか



らカノアで，イタパリカー（Itaparica）の島に向かい，鯨油を採るの

を見学，カノアを進めてバイア州の首都サルバドルに着いたのは11月

10日のことであった。

ここでは 2 人はバイアの陸軍長官の別荘に招待されてゆっくりと，

約1か月を休息することができた。当時ブラジルの首都はリオに移っ

たとはいえ，なお，サルバドルは産業の一大中心地である。人口150，

000人を数え，奴隷は80，000－ 90，000人もいたといい，砂糖・綿・

米・たばこ・皮類の輸出が盛んであったと2人は記している。 12月11

日から南のイリェウス（Ilheus）に海路出発，その途中オリバンサ

（Olivanca）では800人の馴化されたツピニキン族（Tupiniquim）土人

が数珠・縄・箒・筵等を作っているのをみる。 イリェウスでは付近を

よく見学し，帰途は海岸に沿ってサルパドルにもどり，1819年の正月

をここで迎える。

サルバドルをでた2人はこれからたいへんな苦労の旅をするのであ

るが，まずフェイラ＝デ＝サンタンナ（Feira de San'tana）に着き，

ここから先は乾燥が激しい地帯であるので隊を2つに分け，スピック



スが先に進み，少し後からマルチウスがでかけたが，カエテー（Caete）

付近では干ばつに悩まされる。しかし， 3月6日には大雨が降ってい

る．ビラ＝ノーバ＝ダ＝ライ－ニヤ（Vila Nova da Rainha）から少

し傍道に入り，ここから 20 リーグ離れたビラモンテ－サント（Vila

Monte Santo）にある有名なベンデゴーの隕石（Meteorito de Bendego）

をみるべくでかける。この限石は1784年にドミンゴス＝デ＝モッタ＝

ボテーリョ（Domingos de Mota Botelho）の発見にかかり，現在はリ

オの国立博物館に収められている。マルチウスはこの限石の破片を

ミュン－ンに持って帰っている。3月の末にジョアゼイロ（Joazeiro）

に着く。ここでしばらく滞在して，マカラカー族（Macaraca）を知り，

4月 21日サンフランシスコ川（Rio Sao Francisco）を渡り，ベルナ

ンブ－コ州にちょっと入って間もなくピアウイ－州に入る。カニン

デー川（Rio Caninde）に沿って当時のピウイ－の首都オエイラス

（Oeiras）に着く。人口71，870人といわれた。ここをでてしばらく下っ

て行く途中，2人とも大病になり，ハンモックに乗って奴隷に運んで

もらわねばならなかった。



ソブラディ－ニョ耕地（Fazenda Sobradinho）でパライーバ川（Rio

Paraiba）を渡ったが，ここでスピックスはついに重態に陥り，やむな

くマルチウスは先を急いでマラニオン州のカシアス（Caxias）に着き，

事情を話して救いを求め，スピックスをなんとかカシアスまで運び，

一応回復するまでになる。長い旅の疲れが2人ともでたのである。カ

シアスの町ではアポネジクラ－族（Aponejicra）やカラウシ一族

（Carauci）が真っ裸で隊を組んで町を歩くのをみたりする。

6月3日船に乗ってイタペクルー川（Rio Itapecuru）を下り， 13日

してサン＝ルイス（Sao Luiz）に着き，ここでイギリス領事ロバート

＝ヘスケス（Robert Hesketh）の世話になって完全に2人とも健康を

回復する。ここで始めてアマゾンに入る正式の許可を受け取り， 7月

2日サン＝ルイスを出帆，プロンチドン号（Prontidao）でベレーン（パ

ラ－）に向かい，この付近で調査。 8月21日ベレーンを出発していよ

いよアマゾン川の遡航に入り， 9月18日サンタレーン（Santarem）に

着く。 3 日おくれてベレーンよりゼニー大尉（Capitao Francisco

Ricardo Zani）が着いたが，彼はアマゾンを既に7回も旅行した勇者



で，当時としては最も詳しくアマゾンを知っていた人であった。 2人

はこれからゼニー大尉の案内で安心して奥に入ることになる。 9月26

日にはオビドス（Obi d o s）に着き， 10 月 1 5 日にはマディラ川

（RioMadeira）の河口に着く。ここではマウエス族（Maues）を尋ねて

グアラナ－（Guarana 学名 PaulliniaCupana Kunth）を知り，また，

この付近でソリモンエス川（Rio Solimoes）よりきた男から有名な緑

石（Pedra verde）を手に入れた。この石は後にミュンヘンの人種博物

館に収められた。 10月22日にフォルタレザ（Fortaleza），すなわち

今のアマゾナス州首府マナオス（Manaos）に入る。ここでは州統領の

世話でしばらく休息するが，その間に， 2人が飼っていたサルが隣人

の物を盗んでいたことがわからずに，問題になったことがあったりす

る。この町は当時人口2，000人といわれ，ピアッサーバヤシ（Piacaba

学名 Leopoldinia Piassaba Wall．）の繊維で縄をなったり，カメ

（Tartaruga － Podocnemis expansa）の油やそれからとったバター等

が主要産物であった。

ソリモンエス川を上ってエーガ（Ega）およびその付近をカノアで歩



き，矢毒に用いるウラリ（Urari）や，土人が刺激剤として常用するコ

カ（Coca）を始めてみたりする。

スピックスの健康がふたたび思わしくないので，スピックスは先に

ネグロ川（Rio Negro）の入口まで下り，ここで待つことにして，マル

チウスは1人でソリモンエス川を上ってペルー国境まで行き，ミラー

ニヤ（Miranha）付近で同名の種族の食人風習を知ったりして， 3月3

日エーガにもどり，3月11日にはふたたびスピックスとネグロ河口で

いっしょになる。 ここで，近くポルトガルの船隊がベレーンからリ

スボンにでることを知り，いよいよ帰国の準備にかかる。 この間に

もムンズルクー族（Mundurucu）やマウエス族を尋ねたりして，アマゾ

ン川を下り， 4月16日にベレ－ンに着き， 6月14日ノーバ＝アマゾナ

号（Nova Amazona）に乗って8月23日リスボンに着く。ここにしばら

く滞在したが政情が険悪なので荷物は船でトリエステ経由で送り，2人

は陸路スペイン・フランスを通ってこの年の末12月 12日にミュンヘ

ンに無事に帰り着いた。

マルチウスのブラジル旅行は約1，400マイル，その滞在は3年であっ



たが，その前後ヨーロッパからの往復に費やした日数を加えると，ほ

とんど4年にわたる大旅行である。このためにスピックスは健康を害

して早く死ぬことになるが，マルチウスは74才の長寿を保ち，ブラジ

ルにその一生をささげた仕事をすることができたのである。 2人がブ

ラジル旅行で持ち帰った標本は植物約7，000種に上り，哺乳類85種，

鳥類350種，両棲類130種，魚類116種，昆虫2，700種そのほか多く

の人類，人種学の資料を持って帰ることができた。この旅行はすべて

政府の費用で行なわれ，それにブラジルの官民をあげての歓待や，

オーストリアよりの好意によって完成したのであることは実に大きな

収穫であった。

マルチウスは帰国後ミュン－ン大学の教授になり，まずスピックス

と共著で「ブラジル旅行記」（Reise in Brasilien，auf Befehl Sr．

Majestat Konigs Maximilian Joseph von Bayern gemacht in den

Jahren 1817 － 1820）3巻を書いたのを始めとし，次々とブラジルの

植物に関する新発表をし，最後にはヨーロッパの学会を動員して「ブ

ラジル植物誌」を完成させたのである。



サンチレールの旅

マルチウスのブラジル大旅行に比すべきものに，サンチレールの中

南部ブラジル旅行がある。彼の旅行は1816年～ 1822年にわたるから

マルチウスと同じころで，しかもそれよりも長い。サンチレール

（Augustin Frangois Cesar Prouvensal de Saint － Hilaire 普通に

Auguste de Saint－ Hilaire と略称された1779～ 1853）はフラン

スのオルレアン（Orleans）に生まれ，若い時はハンブルグで商業に従

事していたが間もなくフランスに帰り，ジュシュー（A．L． d e

Jussieu）やリシャ－ル（L．C．M． Richard）について植物学を学ん

だ。それまではむしろ昆虫学を好んでいたが，これからは植物学に専

念するようになった。そしてフランスで発表した業績が認められたこ

ろから，熱帯地方の植物を知りたいという熱情を燃やすようになった。

ちょうどそのころ，ルクセンブルク公がブラジル駐在大使として赴任

することになり，この大使の世話でついにブラジル旅行をすることに

なったのである。

サンチレールはリオを基点として，前後6年間に5つの旅行をしてい



る。

第1回はミナス旅行で 1816年 12月から 1818年 3月にわたってビ

ラ＝リッカ・ディアマンチ－ナ・ジュキチニョ－ニャ川（R i o

Jequitinhonha），それから途中までもどって今度はサンフランシスコ

川の上流サルガード（Salgado）まで行って引き返している。

第 2 回はエスピリット＝サント州への旅行で，海岸をカーボ＝フ

リーオ（Cabo Frio）からビットリア（Vitoria），更に北上してド－

セ川まで行っている。この旅行は1818年の8月から11月にわたってい

る。

第3回は1819年1月にリオをでて，ミナス＝ジライス州のサン＝ジョ

アン＝デル＝レイから北上して，カナストロ山脈（Serrado Canastro）

を越えてゴヤス州に入り， 6月13日にゴヤスの町につき，この付近を

歩いて帰途はサンタ＝ルシア（SantaLucia）から道をサン＝パウロに

とり，モジアナ（Mogiana）地帯を適って10月29日サン＝パウロに着

くまでの旅行である。

第4回は最も長い旅行で，サン＝パウロを1819年12月にでてから，



今のイツー（Itu）を通ってソロカーバからイパネマの製鉄所をみて，

イ夕べチニンガ（Itapetininga）からパラナ州に入り，クリチーバ

（Curitiba）に1920年3月14日に着き，パラナグアー（Paranagua）の

港から今のフロリアノーポリス（Florianopolisサンタ＝カタリーナ州

首府，当時のノッサ＝セニョーラ＝ド＝デスデーロNossa Senhora do

Desterro）に船で行き，海岸沿いにリオ＝グランデ＝ド＝スールのポ

ルト＝アレグレ（Porto Alegre）に着いたのが6月21日である。これ

から更に南下してモンテビデオに10月29日に着いて1か月滞在し，帰

途はウルグアイ川（Rio Uruguai）に沿って上り，サン＝ボルジャ（Sao

Borja）を通り，ジャクイ－川（Rio Jacui）を船で下ってポルトアレ

グレに1921年 5月 10日に着き，ここから海路リオに帰っている。

第5回は最後の小旅行で1822年1月末リオをでてミナス＝ジライス

州のサン－ジョアン＝デル＝レイをふたたび尋ねて，マンチケ－ラ山

脈（Serra da Mantiqueira）をこえてサンゴパウロ州のググアラチン

ゲター（Guaratingueta）にでてサン＝パウロに4月3日に着き，ふた

たびリオへの街道を進んで5月5日にリオに着いている。そしてこの年



の8月の初めにフランスにもどった。

第4回目の旅行から帰ってみると、惜しくもサン＝パウロにおいて

あった標本がすっかり虫害でやられていたのには非常に落胆している。

このために半年間はなんとか標本を生かさんとして"粉だらけになっ

てしまった"標本をみてはそのかわりに良い標本をふたたびとること

に苦心しているし，第5回目の旅行は実はこの再度の標本を採るため

にしたといわれている。

彼の歩いた旅は2，400リ－グにも達し，その採集品は実に膨大なも

ので，哺乳類は129匹 48種，鳥類は2，005羽 451種，爬虫類は58匹

21種，昆虫は16，000匹に達し，植物に至っては約30，000の数，種

類にして約7，000種というからマルチウスのそれに比較される数であ

る。しかも彼はただ1人で，マルチウスのごとく数多くの便宜も与え

られずに採集したのである。ブラジルを真に愛したことはサンチレー

ルもマルチウスに劣らなかったが，フランスに帰ってからは健康がす

ぐれなかったがために，彼のような広範囲の活躍ができなかったので

ある。



彼のブラジル旅行記は1830年から 1851年にわたって「ブラジル国

内の旅行」（Voyages dans l'interieur du Brasil）の主題のもとに

パリで出版されたが，リオ＝グランデ＝ド＝ス－ル地方の部分はつい

に生前に出版されず， 1887年にR． de Dreuzy によって出版されて

いる。そのほかの業績としては「南ブラジル植物記」（Flora Brasiliae

meridionalis 1824 － 1832）3巻が：有名で，これはジュシューおよ

びカンベセデー（Jacques Cambessedes）の協力によってなったもの

である。

このほか「ブラジルおよびパラグアイの著名植物史」（1824），「ブ

ラジル有用植物」 （1824）等10数に余る著作を残している。

探検船の寄港

ワ－テルロの砲声がやんでから2年して，フランスは世界周航の探

検を計画している。1817年12月6日にリオ＝デ＝シャネイロに着いた

ルラニー号（L'Uranie）は，翌年の1月29日までとどまり，付近で博

物学の資料を集め，ケープ＝タウンに寄港したときにはブラジル産の



植物4箱と約200の甲虫と500のそのほかの昆虫をフランスに送ってい

る。

この船には植物学者としてゴーディショー（Charles Gaudichaud－

Beaupre 1789－ 1864）が乗っていた。 ルラニー号はオーストラリア

で1820年2月15日坐礁し，アルゼンチンの船メルクリ一号（Mercury）

を購入してラ＝フィジシュン（La Physicinne）と改名し，ふたたびこ

こを5月4日にでて航海をつづげ，リオにはまた6月19日から9月13

日まで滞在した。 この船はフレイシネ（M． Louis de Freycinet）

が船長として指揮をとっており，後にその結果は植物の部がゴーディ

ショーによって発表されている。しかし，その大半は太平洋の島々お

よヴインド洋に関するものである。

ほかのフランス船ラ＝コキーユ号（La Coquille）は， 1822年 10

月 16 日サンタ＝カタリーナに着いたが，その前にマルチン＝バース

（Martirn Vaz）とトリンダ－デ（Trindade）の小島に同月6日に着い

ている。サンタ＝カタリーナでは16日から30日まで逗留して，同乗の

博物学者は材料をあつめている。船長はズベレー（L．J． Duperrey）



で，陰花植物はポリ－＝デ＝サン＝バンサン（JeanBaptisteMarcelhn

Bory de Saint－Vincent 1780′ '1846）が，顕花植物はプロニアル

（Adolphe Theodore Brongniart 1801－1876）がそれぞれ研究してい

る。次のフランス船はプ－ゲンピーユ（Bougainville）指揮のもとに

リオにきたラ＝テティス号（L a T h e s ）とレスペランス号

（L'Esperance）であるが， 1826年の3月始めから4月 10日までいた

し，ほかのフランス船ラ＝ファポリット号（La Favorite）はテオドー

ル＝ラブラース（Cirilo Pedro Theodore Laplace）指揮のもとに1832

年 1月 23日から2月9日までいたが，別にこれという珍しいものはな

かったといっている。 また，ズ＝ペチ－＝ツア－ル（Du Petit

Thours）指揮のラベヌ号（LaVenus）は，1837年2月の1日から6日ま

で。デ＝ラ＝サーユ（De La Salle）指揮のラ＝ボート号（La Bonite）

は1836年3月24日から4月3日までリオに留まっているが，いずれも

短い滞在であった。最後の船の採品は前に書いたプロニアールが後に

研究発表している。

1831年 12月 27日にイギリスをでて，世界周航の旅に向かったビ－



グル号（Beagle）は，フィツ＝ロイ（Fitz Roy）指揮のもとに足かけ

6年の年月を費やしたが，それには当時22才の若きチャールス＝ダー

ウィン（Charles Darwin）が乗っていた。ダーウィンはこの間ブラジ

ルに2回立寄っているが，その最も主力を注いだのは南米南部，アル

ゼンチンとチリ，それからガラパゴス島で，そのほかには太平洋の

島々がある。後の「種の起源」の著者に，ブラジルの自然がいかに写っ

たかは「ピーブル号航海記」を読めばすぐわかるところである。ダー

ウィンがブラジルの土地で足を踏み入れたのは，まず，航海の始めに

1832年2月16日サン＝パウロ岩礁， 2月2日にフェルナンド＝ノロー

ニヤ島（Fernando Noronha），次いでバイアのサルバドルに2月 29日

上陸し，3月18日にここをでて4月4日から7月5日までリオにとどま

り，カーボ＝フリオまではウマで行っている，2回目はこの航海の終わ

りごろで，1836年8月1日ふたたびバイアに上陸して4日間滞在し，ベ

ルデ岬諸島に向けて出航後，逆風に災いされて8月12日ベルナンブ－

コの港に駆け込み， 19日にここをでて12月にイギリスに帰着してい

る。



植物の輸入

1796年にブラジルの摂政ドン＝ジョアンが，パラーにサン＝ジョゼ

－植物園を造ることを命じ，翌年仏領ギアナからきたグレヌエルが園

長に任命されて，カイエンヌ付近から種々植物を輸入したことは既に

書いたが，リオ＝デ＝ジャネイロにおいては1808年にドン＝ジョアン

摂政の命で火薬工場の隣に土地を選定して王室園とした。このころゴ

アでプリンセーザ＝ド＝ブラジル号（Princesa do Brazil）が難破し，

その船長ビエイラ＝エ＝シルバ（LuizdeAbreu Vieira e Silva）はコ

ンセイソン号（Conceicao）に乗り換えてケープタウンに向かう途中フ

ランス人につかまり，モーリシャスに送られてみるとそこにはガブリ

エユ（Gabrielle）の庭園があって，たくさんの香料植物が集めてあっ

た。後にビエイラ＝エ＝シルバは，ここを脱走するときにできるだけ

の植物を持ってリオに着き，ドン＝ジョアンに献上した。これはすべ

て王室園に植えられたが，これはリオにこの種の植物の入った始めで

ある。このカイエンヌから入れられた植物は次の種類であるとされて

いる。ニクズク（Noz moscada－ Myristica fragrans Houtt． 4本・



アボガド（Abacateiro － Persea americana Linn．） 4本・レイシ

（Litchi－Litchi chinesis Sonn．） 2本・ニッケイ（Canela da In-

dia－Cinnamomum Laureirii Nees．）3本・アマダイダイ（Laranjeira

－Citrus sinensis Osbeck） 10本。このほかに種子として次の種類

をもってきている。 ビルマゴウカン（Coracao de Negro － Acacia

Lebbek Benth．） ソテツ（Sagu do Jardim－Cycas revoluta Thunb．）

パンノキ（Fruta de Pao－ Artocarpus inqisa Linn．）'テイオウヤ

シ（Roystonea oleracea Cook．）スポンディアス（Caja Spondias

lutea Linn．）。

1810 年にはマヌエル＝マルケス元師（Marechal Manuel Marques）

は同地から更にほかの植物を送っている。1812年にはビエイラ＝エ＝

シルバがさきに逃亡するとき手伝ったアルメイダ（Raphael Bottadode

Almeida）が，マカオから艦長バスコンセ－ロス（Joaquim Epiphanio

de Vasconcellos）の指揮するブルカーノ号（Vulcano）に託して，中

国から始めてチャ（Cha da India－Thea sinensis Linn．）の種子を

送っている．これがうまく発芽して茶の栽培が大規模に始まり，1814



年にはドン＝ジョアンの命で中国から製茶の職人を入れて，大いにそ

の製品を作っている。

1811年 5月 1日，農業技師ジェルマイン（Paul Germain）は，ドン

＝ジョアンの招請でベルナンブーコに着いたときに，マリア＝テレ－

ザ王女号（Princeza D． Maria Thereza）で，カイエンヌに作られて

いたいろいろのアジアの植物を持ってきた。そしてそれはオリンダの

植物園に植えられた。1817年11月にはアンドリ－リャ号（Andorinha）

でマシエル＝ダ＝コスタ（Maciel da Costa）が，カイエンヌから更

にほかの植物を持ってきたが，その中には後に「カイエンヌの甘庶」と

呼ばれるものも入っていた。

なお1798年に発行されたカタログによると，パラーのサン＝ジョゼ

－ 植 物 園 に は ニ ッ ケ イ 、 ニ ク ズ ク の ほ か ハ ラ ミ ツ

（JaquieraArtocarpus integra Merrill．）マンゴー（Magueira －

Mangifera indica Linn．）タマリンドノキ（Tamanrindeir0 －

Tamarindus indica Linn．）チーク（Teca－ Tectona grandis Linn，

f．）チョウジ（Cravo da India － Eugenia aromatica Kuntze．）が



植えてあったという。

1821年4月25日，既に即位してドン＝ジョアン6世となっていた皇

帝は，ポルトガルからの要請でついにブラジルを去って帰国したが，

その子ドン;ペ－ドロ1世は父王の意志をついでやはりリオ植物園を愛

し，それに力を入れた。1819年国立博物館の付属となっていた植物園

は， 1822年2月29日付けにて今度は内務省の管轄に移された。

今日なおブラジルの経済を左右するといわれているコーヒー

（Coffea arabica Linn．）も，元来は輸入されたものである。 アメ

リカ大陸で始めてコ－ヒ－の栽培が起こったのはオランダ領ギアナで

1718 年のことである。これはオランダ西インド会社の仕事であった。

ここから秘密のうちに仏領ギアナへ1723年ごろに入り更にパラーには

1727年，マラニオンには1732年に植えられている。アマゾン地方には

早くからコーヒーの栽培が広まっていたが，リオ＝デ＝ジャネイロに

は1774年にマラニオンから種子をもってきた。

これは高等法院判事カステーロ＝ブランコ（Joao Alberto Castelo

Branco）がもたらしたものであるという。 ギアナからパラ－に持っ



てきたのは 1727 年にメロ＝パリエッタ曹長（Francisco de Mello

Palheta）がカイエンヌに公務を帯びて行ったとき，向こうの総督夫人

の好意で5本の苗と一握りの種子を手に入れてきたのが始めであった

というエピソードがある。サン・パウロ州にコーヒーの入ったのはだ

いたい1790年ごろであるといわれている。1820年にはブラジルはまだ

コーヒー生産国ではなかったが 1850年には既に世界産額の45％を生

産している。

王室庭園師

ラングスドルフのリオ・マット＝グロッソ・パラーの大旅行（1824

－1829）に加わった一人にベルリン生まれのリーデル（Ludwig Riedel

1790－1861）がいたが，彼は園芸や造園にたずさわた後，ベルリン植

物園の植物（生品）採集係りとなった。1820年ブラジルに渡り，リオ

に住み，植物をペテルスブルグ植物園に初め送っていたが，バイアに

少し住み，ここでラングスドルフがセロウとともにきたときいっしょ

にリオに帰った。パラーから帰ってからはリオに住み，ブラジル皇帝



の官苑キンタ・ダ・ボアビスタ（Quinta da Boa Vista）の庭園係り

長となり，また，かたわら国立博物館員として働き，多くの措葉を残

している。彼にはトネ－ （Andre de Taunay）との共著による「ブラ

ジル農業者手引き」があり，この種の本のさきがけをしている。彼は

その半生をブラジルに過ごしリオに死んだ。

彼の後をついでこの庭園係り長になったのはグラジウ（Auguste

Frangois Marie Glaziou 1833－ ？ ）である。彼はブルーターニュ

の近くに生まれ，ブロンニアル（A． Brongniart）に植物学を学び，ボ

ルドー（Bordeus）の公園の大改造に従ったりして1858年ブラジルに

ドン・ペ－ドロ2世の招請できた。ブラジルは当時すべてについてフ

ランスに学ばんとしていた時期なので，ドン・ペ－ドロ2世もその宮

苑をフランスのベルサイユのそれに模して改造せんとしていたのであ

る。最初は林野局長となり，次いで，官苑係り長を兼ねるに至った。彼

およびその協力者によってこの官苑は南米－の美と豪華を誇るに至っ

たが，そのためには彼は遠く ミナス＝ジライスやサン・パウロから

も植物を移し植えた。



この間，彼は膳葉を作ることにも熱心で，政府の「ブラジル中央高

原探検隊」にも加わってゴヤス州の植物も集めている。彼の採集品の

多くはいま国立博物館に収められていて，同館には彼の名を冠した膳

葉庫の1室があるほどである。1897年には勇退してヨ－ロッパに帰っ

たが，各国から種々の栄誉を与えられている。

バイアの採集家

スイスのマンドン（Mandon）に，パン職人の12番目の子として生ま

れたブランシェー（Jacques Samuel Blanchet 1807 －－ 1875）は，

学生時代から植物が好きであったが，父親は実務につかせようとして

聞かなかった。しばらくは父の意志に従ってブドウ酒会社につとめて

いたが，21才のときにバイアの輸出商店Gex＆ Decosterd Freresの

駐在員の口があったのでブラジルに渡った。そして最後は総代理人と

までなったが、彼の自然に対す研究心はますます盛んになり，日曜，祭

日を利用して採集にでかけた。商売の関係で旅行は遠くにできないの

で，忠実な奴隷ベネディクト（Benedicto）を連れて行って能率を上げ



た。 この採集品はジュネーブの博物館にすべて送られたが，その整

理，発送法が不備のため，利用できるものが少なかった。ところが，

ジュネーブにモリカン（Stephano Moricand）という貴金属商で，博

物館の役員をもやっていた人がいて，ブランシェーにいろいろ助言を

与え，その採集法，発送法を詳細に書いた手引きを送ってきた。そし

て，標本はすべてモリカンが引き受けて，それをヨーロッパの博物館

に分売し，その利益を分けるということにした。

採集方法もよくなり，採集によってバイア州を広く知るようになっ

た。1833年－1847年の間には特にマヌエル（Manuel）という，リオ＝

グランデ＝ド＝ス－ル州人を使って海岸を下り，カラベラス

（Caravelas）まで，また，内陸の方はミリチ－バ（Miritiba）とジャ

コビーナ（Jacobina）やアスルアー（Assurua）の山脈，それからサン

フラシスコ川の岸までも歩かせているし，そのほかにドイツ人をも

雇って採集させたという。1839年健康がすぐれないので一時帰国の許

可を得て，パリを経てジュネーブにつき，ここで始めて協力者のモリ

カンと会う。ここで結婚して， 1840年にふたたびバイアにきたが，前



から悪くなりつつあった聴力の衰えはますますひどくなった。しかし，

ブラジルの自然に対する研究心は少しも慕えず，妻の協力を得て珍し

い植物を採集すべく努力した。1854年モリカンが死にその子ジャッケ

（Jacques）が後をついで協力者となった。このとき動物の方はジャッ

ケの手に，植物の方は次子のアレキサンダー （Alexandre）の手に渡

り，更に死後孫のパリに住むフィリップ（Philippe Moricand）に渡っ

た。

モリカンの死後ヨ－ロッパにおける措葉の販路はほとんど止まった

ので，生植物の方に力を入れ，ラン科を主として採集した。このため

にフランス人のボルト（Marius Porte）を雇い，バイアのみならず，

アマゾンやペルーまでも歩かせたし，リオ近くのノーバ－フリブルゴ

（Nova Friburgo）のピンネル（Pinnel）がバイアにきたときに，彼に

も依頼したのである。彼の送ったランの中から後にリンドレイによっ

てPinelia hypolepta Lindley という珍種が発表されている。この

ランはその後ふたたび採集されたことはないが，後に同属のほかの種

類がサンパウロ州の海岸山脈パラナピアカーバ（Paranapiacaba）の山



中に発見されて，Pinelia paulensis Hoehne et Schltr．（1927）と

命名された。

ブランシェ－の生植物を大量に引き受けたのはパリのモレル（Ch．

Morel）商会で，ここを通して，たくさんのブラジルのラン科・アナナ

ス科・テンナンショウ科・ヤシ科・ウラボシ科，そのほかの観賞植物

が世にでた。しかし，その後身体の調子はますます悪く，ついに医者

のすすめでブランシェ－は1856年6月，バイアを去ってヨーロッパに

帰り，ローザンヌに68才で永眠した。彼の採集品は以上のような関係

で非常に広範囲に，しかも複雑な経路で，多くの膳葉庫に収められて

いる。キク科にはド－カンドルが彼に奉献したブランシュッテア属

（Blanchetia DC．）がある。

イギリス人の来訪

ポルトガルトとイギリスはナポレオン戦争の当時から親交があった

ため，ドンジョアンがブラジルにのがれてからは，急にイギリス人の

勢力がブラジルに広まったことは既に書いたが，ここに更に19世紀に



きたイギリスの博物学者のおもな人たちを拾ってみよう。 ドンジョ

アン6世が1821年 3月，ポルトガルに帰った翌年の1822年 9月 7日，

有名なイピランガ丘の宣言でブラジルは独立して，24才の若い皇帝ド

ン＝ペードロ1世がブラジル初代皇帝として即位した。そして1831年

4 月には退位してポルトガルに帰り，次いで皇子ドン＝ペードロ 2 世

が，1889年に共和制になるまで第2代皇帝としてブラジルを治めた。こ

の間パラグアイ戦争のごとき痛手もあったが，その治政はきわめてよ

く，学問・芸術を愛し，外国の信用も増して，ブラジルは繁栄の一路

をたどったのである。

ロンドンの一庭園師の子として生まれたバーチェル（William John

Burchell 1782－ 1863）は，初めセントヘレ－ナの島で学校の教師を

して，そこの植物を研究し198種を集めているが，今日ではほとんど

絶滅に瀕しているという。次いで南アフリカで1811年 － 1815年の

間動植物の採集に従い，後に「南アフリカ内陸の旅」2巻をだしている。

その後1825年にブラジルにきて30年までの間，リオを出発して，サン

パウロ・ミナスジライス・ゴヤス・パラーの諸州を広く歩いており，そ



の採集品は植物だけでも7，022種に上るといわれる。帰国後もその研

究に従事したが，不幸にも1863年に自殺して，ついにブラジル植物に

ついては発表されなかった。膨大な採集品はその妹アンナに渡ってい

たが，その死後キウの膳葉庫に収められた。

1789年，同じくロンドンに生まれたマイアーズ（John Miers）は初

め化学を学び，次に宝石みがきをやり，チリに渡ってからは銅の冶金・

採掘に従っていたが，地質学，鉱物学とともに植物学に興味を持って

採集するようになり，ロンドンに帰ってからはロバートブラウン

（Robert Brown）やリンドレイ（John Lindley）等の著名な学者につ

いて植物学を学び，ふたたび南米にきた。最初はアルゼンチンで1819

年以来採集をつづけたが 1831年にはブラジルにきてリオに住み，38

年まで各地を歩いて採集している。

彼は著書の中にその技術を生かして，植物の図版をなるべくその場

で銅版に描くようにしていたといわれるくらいである。彼はその研究

をロンドンの「植物学雑誌」 （Journal of Botany）に盛んにだした

が，また， 「南米植物図集」 （Illustrations of South American



Plants） 2巻（1846－1857）を著わしている。

フッカー（William Jackson Hooker）に植物学を学んだスコットラ

ンド生まれのガードナ－ （George Gardner 1812－ 1849）は， 1836

年に4つの博物館と標本採集の契約をしブラジルにきて，41年まで中

東部ブラジルを歩いて採集した。すなわちリオを出発して，ミナスジ

ライス・ゴヤス・バイア・アラゴアス・ベルナンプコ．ピアウイ－・セ

アラーの諸州を歩き，後にその旅行記「ブラジル内陸の旅」（Travels

in the interior of Brazil， principally through the northern

provinces and the Gold and Diamonds districts，during theyears

1836－ 41 1846） 2巻を書いているo また，リオ近くのオルゴン山

脈（Serra dos Orgaos 今は国立公園となっている）においては，タ

ヌキモ科やラン科の珍しい種類を発見している。このため当時まで明

らかでなかったこの地帯の植物が判明したのは非常な功績で，「ブラ

ジル植物誌」中にも彼の採集品は数多くあげ/られている。

彼はブラジル旅行から帰った後セイロン島にわたり，パラデニァ

（Paradenia）の植物園に勤めたが，病のため37才の若さで死んでいる。



アマゾンの三羽烏

世界の大河アマゾン。アマゾンはその流域面積においては，世界一

の大河で，南米の8分の3を占めている。河道の長さではミシシッピ川

に次ぎ世界第2位であるが，いずれにせよ世界の大河であることに異

論はない。

今日までこの大河を探検した人の数は実に多い。ディオーゴ デ レー

ペ（Diogo de Lepe）によって発見されたといわれ，あるいはピンソ

ン（Vicentez Yanez Pinzon）によって発見されて「淡海のサンタ マ

リア川」 （Rio Santa Maria de la Mar Dulce）と命ぜられたともい

われる。その初めから今日まで，女武者アマゾンやエルドラードの黄

金郷の伝説をも含めて，今なお多くの未知を蔵しているのがこの大河

である。

19世紀の多くの博物学者もこの未知の「知られざる土地」 （Terra

incognita）に向かってその足跡を残している。今ここには19世紀の

中ごろ，この知られざる淡海にいどんだイギリスの博物学者3人を選

んで三羽烏と仮に呼び，少しくその跡をたどってみよう。



1848年 4月 26日，リバープールを出帆した小さい商船に25才の教

師ウオ－レス（Alfred Russel Wallace 1823 － 1913）と，それより

2才若い家具屋の息子ベイツ（Henry Walter Bates 1825'1892）が乗っ

ていた。 2人は4年前から知り合った友だちで，若い希望に燃え，昆虫

や植物のことでお互いに趣味が一致していたのと，どこか未知の熱帯

で思う存分その自然にふれてみたいという思いをいだいて，ついにこ

の旅行となったものである。 2人はベレ－ンに5月26日に着きその活

動が始まる。

ベイツはこの旅行で，有名な昆虫の擬態の説を着想するし，ウォー

レスは後に発展させたダーウィニズムの灯をみいだしたのである。

2人はマナオス（アマゾナス州の首府，当時はバーラ－ドニリオ－ネ

グロ Barra do Rio Negroといっていた）までいっしょに行動し，こ

こより別行動をとり，ウオーレスはネグロ川を探って1852年7月12日

にヘレン号（Helen）に乗って去ったが，不幸にもこの船が火災を起こ

しすべての採集品を失いあやうく命までも失いかけたのであった。

ベイツはブラジルに滞在すること 11 年である。マナオスに行く前に



トッカンチンス川（Rio Tocantins）を上り最初の滝まで行き，ベレー

ンにもどったときにイギリスから後で述べるスブルースとともにきた

ウオ－レスの弟といっしょにマラジョー島を歩いている。ベイツはソ

リモンエス川をエーガまで上り，更にその上流までも歩いて帰途サン

タレーンで半年を過ごし，更にタパジョース川（Rio Tapajos）をアベ

イロ（Aveiro）まで上っている。そしてベレーンを出帆したのが1859

年 6月 2日でニューヨーク経由でイギリスに帰った。

2人はこの旅行でそれぞれ旅行記を書いている。 ウォーレスの「ア

マゾンおよびネグロ川旅行記」 （A Narrative of Travels on the

Amazon and Rio Negro 1853），ベイツの「アマゾンの博物学者」（The

Naturalist on the River Amazons 1863） 2巻である。 ウォーレス

の著には同年に「アマゾンのヤシおよびその利用」 （Palm Trees of

the Amazon and their Uses）があるが，これが彼の植物観察の記録

でもある。 ベイツの旅行記は読んでも実におもしろく，その中には

多くの動物のこと，人種のこと，その習慣，そしてその自然のありさ

まがよく書かれていて，後のハドソン（W．H．Hudson）の「ラプラタ



の博物学者」 （The Naturalist in La Plata 1892）とともに有名で

ある。ウォーレスは後に「マレー群島」（ThaMalay Archipelago 1869）

を書いて，極楽鳥の島々のありさまを有名な名文で書いているだけに

達者ではあるが，後者のごとき迫力はない。これはおそらく帰航のと

きの痛手が災いしているのであろう。

スプル－ス（Richard Spruce 1817－1893）はヨークシャー州に生

まれ 1844年までは土地の学校で数学の教師をしているかたわら，植

物学を独習し，1845年 4846年にはピレネー山脈で鮮苔類を研究して，

最初の発表を行なっている。大フッカ－のすすめでアマゾン旅：行を

することになり，ブリタニア号（Britania）で35日の旅行の後， 1849

年 7 月 12 日パラ－のベレーンに着いた。彼はベ－レンに着いたとき

ウォーレスやベイツと会っているが，いっしょに歩いたのはわずかで，

ほとんど1人で土人を相手に歩いた。彼は1855年5月までアマゾン川

やネグロ川を歩き，最後に上部アマゾンのタラポット（Tarapoto）と

いう布教所で，インドにキナを栽培するためにエクアドルに英国政府



の送った調査隊を迎えることになり，スプルースもこれに加わってエ

クアドルのアンデス地帯を歩き，この間1860年には始めてキナの種子

がインドに送られてカチエリ（Kacheri）の近くでりっぱに育ったq

1864年3月1日に彼は太平洋岸のパイク（Paita）を出帆してイギリス

に帰った。

彼は南米で始めて鮮苔類を主として採集した植物学者で，同時に地

理学・言語学・人種学の研究もしており，南米にきた博物学者で最も

精力的な採集家の1人であるといわれたほどである。晩年も常に鮮苔

類の研究に没頭していたが，彼の死後友人のウオーレスがその残した

膨大な手記を整理して，「アマゾンおよびアンデスの植物学者の手記」

（Notes of a Botanist on the Amazon and Andes 1908）2巻として出

版している。

ここに付記しておきたいのはスプルースとやや反対のコースをとっ

てアマゾンに入った人に，ドイツ生まれのペーピッヒ（E d u a r d

Friendrich Poepig 1798 － 1868）がある。ライプチッヒ大学で医学

を修め，博物学に興味をそそられ，1822年よりキュ－バを振り出しに



北米・チリ・ペル－と歩き，1831年にアマゾンの上流に入って，ここ

を約1年かかって歩き，ベレーンにでて1832年にドイツに帰り，ライ

ブチッヒの大学教授となった。植物学のほか動物学・地質学・気候学・

人種学の研究もしており，その旅行記2巻（1835－1836）とともに新

種属植物の研究3巻（1835－ 1845）が発表されている。

カステルノー探検隊

1843年 4月30日フランスのブレスト（Brest）をでたズ＝ペチ－＝

ツアール号（Du Petit Thouar）には，カステルノー（Comte Francois

L． de Castelneau 1812－1880)の指揮する探検隊が乗っていた。リ

オに着いたのは 6 月 17 日であったが，隊員には昆虫学者のデビ－ユ

（Emilio Deville），鉱山技師ドセリー （E． D'Osery）および植物学

者にして医者のウェッデル（Hugh Algernon Weddell 18191877）が

乗っていた。カステルノー自身も地質学者である。この探検隊はリオ

を振り出しにミナス＝ジライス・ゴヤス・マット＝グロッソ・ボリビ

ア・ペルー・アマゾン川・ベレーン・カイエンヌと4年にわたる旅を



つづけて博物学研究をしている。この探検に加わったウェッデルはイ

ギリス生まれで，ジュッシューについてフランスで植物学を学び，か

つ医学を卒業していた。

リオを10月 12日に出発し，ぺトロポリス（Petropolis）からミナ

スゴジライス州に入って，オウロ＝プレート・サバラー（Sahara）・ピ

タンギ－（Pitangui）と歩き，サンフランシスコ川の上流に1844年1

月 2 8 日に達し，それからゴヤス州に入り，アラグアイア川（R i o

Araguaia）を下り，更にトッカンチンス川を上りふたたびゴヤスの町

に入る。カステルノーはゴヤスの町を「ブラジルで最も美しい町の一

つ」に数えている。アラブアイア川地方はそれまで全く知られていな

かった地方である。ゴヤスからクヤバー（Cuiaba）への旅は2か月を

要したが，これはまた「最も獰猛な食肉人種シャバンテス（Chavantes）

とカイエイロ（Caieiros）の住んでいる大草原砂漠地帯」で大いに苦

労する。クヤバーに着いたのが1844年12月12日である。マットニグ

ロッソ州ではトンバドール山脈（Serra deTombador）まで行って引き

返し，ミランダ（Miranda）よりパラグアイ川をカセレス（Caceres）



まで上り，クヤバーにふたたびでてカバサール（Cabagal），ベルメ－

リョ（Vermelho）の川を通ってポルト＝ブエーノ（Porto Bueno）に着

き，更にジャウルー（Jauru），グァボレー（Guapore）の川をたどって

ビラ＝ベラ（Vila Bela）に入り，ここかこらボリビアに入って45年

11月 15日ラパスの都に着く。さらにリマに46年 5月 1日に達し，こ

の年の12月23日ペーバス（Pebas）を出発してアマゾンを下り， 47年

2月6日マナオスに着き，「800リーグにわたる楽しい旅」をつづけて

3月16日ベレンに着いている。この旅行中鉱山技師のドセリーがボリ

ビアで暗殺されたり，貴重な資料の一部を失ったりしたが，それでも

多くの資料を持って帰っている。その旅行が広範囲にわたっているの

に反して，ウェッデルはその旅行の成果についてあまり発表していな

い。わずかに「キナのモノグラフ」 （1850）， 「南米の植物誌補遺」

（1849－1852），「イラクサ科の検討」（1854），「イラクサ科の検索」

（1856）等がある。

このためにカステルノー探検隊はやや期待はずれであった，という

のが後世の批評である。



ラゴア＝サンタの学者

ミナス＝ジライス州の首都ベロ＝オリゾンデから30kmあまり離れた

所にラゴア＝サンタ（LagoaSanta 聖なる湖の意）がある。この地方

は石灰岩が多く，鍾乳洞も発達していて，そこに種々の動物の化石が

でる。この化石を研究し，かつそこに人類の骨を発見するに至り，後

に「ラゴアサンタ原人」（Homo lagoasantensis）として広くヨーロッ

パの学会にまで騒がれた人にデンマーク人ルンド（Peter Wilhelm Lund

1801－ 1880）がいる。彼は23才のとき病気療養のためブラジルにき

たが，最初はミナス＝ジライス・ゴヤス．サン＝パウロの諸州を歩い

て，動植物の採集をし，その研究をしていた1829年に健康も回復して

一時ヨーロッパに帰り，キールの大学で理学博士をとり，1832年にふ

たたびブラジルにもどってきたが，このとき，ルンドは植物学者リー

デルと2人でブラジル奥地旅行を計画していた。この年10月10日同国

人の地質学者クラウセン（Peter Claussen）に会った。これがルンド

の研究に決定的な機会を与えることになった。というのはクラウセン

はこのラゴア サンタの近くにあるポルテリーニヤス（Porteirinhas）



という耕地の主でもあって，ルンドにその付近の話をし，研究を進め

たのである。これからルンドはクラウセンの耕地にとどまり古生物学

の研究に没頭し，多くの資料をコペンハ－ゲンに送った。ルンドの植

物採集は1825年～ 1835年の間とどまっているし，クラウセンも鉱物

採集のかたわら植物の採集を1834年～ 1843年にわたってリオやミナ

ス＝ジライス州で行なっている。1863年ルンドの招待で，ラゴア＝サ

ンタにきたのが後に植物生態学の鼻祖といわれたワ－ミング（Johann

Eugen Buelow Warming 1841－1924）である。ワーミングはルンドの

よき助手として働く一方植物採集をやり，この地帯の植生状態を種々

の生活型に分けて研究し， 4年間滞在して帰国し，採集品の研究をし

て「中央ブラジル植物管見」（1867－1890）を次々と発表しているし，

「ラゴアサンタの植物誌」（1892）も書いている。しかし，彼の仕事は

生態学方面でその業績を多くだしている。それでもマルチウスの「ブ

ラジル植物誌」中でノリゴニア科とボキシア科を担当してモノグラフ

を書いている。ルンドは一生独身でブラジルの古生物学と取り組み，

79才で亡くなった。



ワーミングは後にストックホルム大学の教授となり，次いでコベン

ハー・ゲンの植物園長となり， 83歳の長命を保った。

スウェ－デンの学者群

数の少ないブラジルの温泉郷の中で最も有名なのはミナス ジライス

州の西南，マンチケイラ山脈の終わるサン＝パウロ州との境近くにあ

るポッソス＝デ カルダス（Pogos de Caldas）である。 昔火山の跡に

湧いたこの温泉の真の意味を知り，治療に応用し，それを宣伝した人

として有名なのはレグネル（Anders Frederik Regnell 1807－1884）

である。

今日この療養地 観光都市として発達した町を尋ねる人は，彼の死

後スウェーデン政府が建てさせた大理石の記念碑をその墓地にみるこ

とができる。結核をわずらってブラジルにきた彼は，リオで医学を卒

業し， 1841 年からポッソス＝デ＝カルダス（当時は単にカルダスと

いっていた）に移り住み，療養しつつ医者として生活のかたわら植物

の研究をしたが，また，自身，故国から多くの博物学者を招いて研究



させた功績ある人である。そして43年もここに住んでついにこの地に

没したが，この点は前に述べたルンドとよくその生涯が似ている。

医者として名声を博するに従って，彼のもとに治療を請う者が後を

たたず，このためにたくわえられた金が1，000コントス以上になった

ので，金を有効に使用することを考えて，自身も好んでいた植物学の

研究に使用することにしてスウェーデンから次々と学者を呼んだので

ある。

このレグネル資金で最初にきたのはリンドベルク（G u s t a v

AndersLindberg 1832－1900）である。彼はストックホルムに生まれ，

中学時代に病気になり，その療養をかねてレグネルのもとにきたのが

1854年である。 レグネル指導の下に植物を採集し，図を描き，1年

間とどまったがこの間にサントス・サン＝パウロ・アチバイア・モジー

＝ミリン（Mogi － mirim）サン＝ジョアン＝ダ＝ボアヨビスタ（Sao

Joao da Boa Vista）セ－ラ－ド＝ロボ（Serrado Lobo）等において

も採集をしている。サボテン科に興味を持ち，特にリブサリス属

（Rhipsalis アシサボテン属）については数多くの論文を発表してい



る。スウェーデンに帰ってからはウプサラ大学で法きようべん律を研

究し，ストックホルムで教鞭をとった。

1867年レグネルのもとにきたヘンシェン（SalamonEberhardHenschen

1847．～ ？ ）は 69 年までとどまって，リオ・サン＝パウロおよび

ミナス＝ジライスのカルタやス付近を歩いて標本の整理をし，かつ，

更に採集をし，故国に帰ってからはストノクホルムで医学を修め実験

病理学や病理解剖学の部門で働いた。 ブラジルの植物ではコショウ

科のスナゴショウ属（Peperomia）について研究している。

ウプサラ大学の理学部をでたモセ－ン（Karl Wilhelm Hajar Mosen

1841－ 1887）は，病気療養を兼ねて1373年にレグネルのところにき

て，かたわら植物の研究をし，また，リオ・サン＝パウロ・ミナス＝

ジライスの諸州を歩き，76年に帰ってからストックホルムの自然科学

博物館に勤め， 1883 年同館内の「レグネル購葉庫」 （Herbarium

Regnellianum）の整理に当たった。晩年はふたたび病床にたおれてス

トックホルムに没した。



モセ－ンに同伴してきたレ－フグレン（Albert Loefgren 18541918）

はレグネルの住むカルダス付近で採集を始めたが，当時わずか21才の

青年であった。

モセーンといっしょに歩いた時代の採集品はすべてレグネル膳葉庫

に収められたが，モセ－ンの帰国後，すでにレグネルも亡く，まずサ

ン＝パウロのパウリスタ鉄道会社の技師となり，同時にサン＝パウロ

の植物を研究した。 1880年 －1886年の間はモルトン（Morton）中

学の理科の教師として教鞭をとり，86年にサン＝パウロ地質地理学協

会の創設者の一人として入り，植物学者として，また気象部をも担当

した。 98年にはサン＝パウロのカンタレイラ（Cantareira）に植物園

を作り，その後きた同国人のエドワール（Gustav Edwall 1862－1937）

とともに地質地理学協会に納めた膳葉は7，000に上っている 1911年

4916年の間はサン＝パウロをさる余儀ない事情で「ブラジル東北地

方早魅対策委員会」 （Comissao das Obras contra as Secas do

Nordeste do Brasil）に入って，ブラジルの東北地方で旅行採集研究

をし，その後リオ＝デ＝シャネイロ植物園の植物部長となり1918年同



地に没した，

その残した著書は多く，パウリスタ鉄道会社技師時代に研究しもた

サン＝パウロの藻類は，後にスウェーデンでノルステット（Nordsted）

によって研究され， 1918年に発表されている。また，サボテン科にも

興味を持ち，その研究は後に「プリットンおよびローズ共著のサボテ

ン科」（N．L． Britton et J． N． Rose ＝ The Cactaceae，I－IV．

1919 － 1923）にも採用されている。彼の創設したカンタレイラ植物

園は現在「林業試験場」 （Horto Florestal）としてますます充実さ

れている。そのほか彼は多くの植物普及書も書いているが，「サンパ

ウロ州の外来植物について」（1906）や「顕花植物大綱」（1917）等

はその代表的なものである。彼の伝記を書いたジューリオ＝コンセイ

ソン（Julio Conceit50）は生前の親友で，サントスにあるコンセイ

ソンの邸宅には膨大なランのコレクションがあり，サントスの名物に

なっている。その一部は後にサンパウロ植物園のラン温室に寄贈され

た。

レグネルの死後，なお，その残した資金によってブラジルに植物研



究にきたスウェーデン人が2人ある。

リンドマン（Karl Axel Magnus Lindman 1856．－ ？ ）はスウェー

デンの南部に生まれ，理学部をでて1886年ウプサラ大学の学位を得，

「レグネル膳葉庫」の書記を勤め， 1892年から94年までブラジルに旅

行した。リオの近郊を歩き，ミナス＝ジライス・サン＝パウロ州を歩

き 1893 年以降はリオグランデ＝ド＝スール州をくまなく歩き，後に

「リオ＝グランデ ド＝ス－ルの植生」（1900）を書いている。彼はそれ

からアルゼンチン，パラグアイを回り，マット＝グロッソ州に入って

グヤバ－まで行き，帰途ふたたびアルゼンチン・モンテビデオおよび

バイアに寄って1894年8月20日スウェーデンに帰った。 リンドマン

に同行してブラジルにきたマルメ（Gustav Oscar Andersson Malme

1864－1937）はウプサラ大学で学位をとり，レグネル資金で1892年、

1894年の間第1回ブラジル旅行をなし，リオ＝デ＝シャネイロ・リオ

＝グランデ＝ド＝ス－ル・パラグアイ・アルゼンチン・マット＝グロッ

ソ地方を特に歩き，ストックホルム博物館の植物部に勤めつつ，第2回

目の旅行を計画し1901年・1903年にふたたびきたが，このときは特に



マット＝グロッソ州と北部アルゼンチンを歩いた。彼の採集品は地衣

類6，000点，菌類1，000点，顕花植物1，000点，シダ類5，000点に

達し，大半はレグネル膳葉庫に収められている。

スウェ－デンは近代植物学の祖リンネを生んだ国としての伝統があ

るだけに，植物学方面ではブラジルにおいてもこのように活躍してい

る。これ等の発表はその大半がスウェーデンの学会誌に発表されてい

るために，ブラジルの植物を研究するにはどうしてもこれ等の研究誌

が必要となっている。

国内の探検隊

19世紀の半ばになると，ブラジル国内においても外国からのあいつ

ぐ博物学者の来訪に刺激されて，知られざる地方の探検調査が要望さ

れ始めた。

多くの探検隊や学者がほとんどリオを通り奥地に向かい，大きな成

果をあげて母国に帰って行くのをみて，また，それ等の学者と会って

話したことが，リオの学会にも何かしなくてはならない焦燥感を与え



たのは事実で，リオの歴史学会（Instituto Historico）は 1857年 7

月，ドン＝ペ－ドロ2世の理解と後援を得て，東北地方，ことにセア

ラー州地帯の知られざる地方に学術探検隊を送ることを協議し，それ

から約2か年種々の準備が整えられた。国立図書館にあるこの調査に

必要なあらゆる国書は一応別にされて，この委員会の印が押されて研

究された。

1859年，かくて出発した探検隊員は人種学のゴンサルベス＝ディア

ス（Goncalves Dias 大詩人としても有名な人），動物学は国立博物

館のフェレイラ ラーゴス（Manuel Ferreira Lagos），植物学は同館

の植物部長フレイレ アレマン（Francisco Freire Alemao 17971874），

地質学は同館の鉱物部長カパネマ（Guilherme Schuech de Capanema），

医師としてマヌエル＝フレイレ＝アレマン（Manuel Freire Alemao）

が参加した。

この探検隊は2年もフォルタレザ（Fortaleza セアラー州の首府）

を中心に滞在したが，そのためにリオの国会で，ある議員が「凌辱の



調査隊」と叫んでその解散を要求したり，歴史学者メ－ロ モライス

（Melo Morais）は皮肉と非難を交えて「蝶々調査隊」と呼んだりした。

このことは当時のブラジル内の知識階級の間においてすらも，博物学

者に対する理解がなく，気違いざた，または「人の害にはならない罪

のないこと」として白眼視されていたことを示している。

この調査隊に加わったフレイレ＝アレマンはリオの近くのカンポ グ

ランデ（Campo Grande）に生まれ，ラテン語の教師になって医学を修

め， 1831 年にはパリで更に専門に勉学した。帰国してからはリオの

医大で植物学および地質学を講じたが，ドン＝ペードロ2世に愛され，

1841 年には待医となり，また1832 年にはバイア医科大学の創設に当

たった1850年には「リオ植物誌」の著者ベローゾの名を冠した「ベロー

ゾ協会」 （Sociedade Velosiana）の創設に当たり，会誌ベロージア

（Velosia）を発行した。

セアラーの調査からは61年7月13日に帰ったが，約20，000点の標

本を持って帰り，これは後に国立博物館に収められた。62年には調査

隊の業績として「セアラー学術調査隊業績」（Trabalhos da Comissao



Cientifica de Exploraco do CearA）を発表し，次いでリオの「医学

誌」に「カアー＝メンベッカ（Caa－ membeca）について」を発表し，

第 3 の論文は準備中にパラグアイ戦争が起こったために発表されな

かった。 66年に国立博物館長ブルラマッキ（Frederico Burlamaqui）

の死によってその後をついで館長となった。それと同時に「第2回パ

リ万国博準備委員長」に任命され，67年にはこの万国博にだすブラジ

ルの材木見本について，当時のブラジルの植物学者アルベス セロン

（Frei Custodio Alves Serrao） ・ラデイスラウ ネット（Ladis lau

Netto）サルダーニャ＝ダ＝ガマ（Saldanha da Gama）とともにその

説明論文を発表， 74年11月11日，メソダーニヤ（Mendanha）の耕地

で脳溢血のため永眠した。サルダーニヤ ダ ガマは彼の死後その遺稿

の一部を発表している。

フレイレ＝アレモンに次いで最も広く歩いたのはバルボーザ＝ロー

ドリーゲス（Joao Barbosa Rodrigues 1842－1909）である。彼はミ

ナス＝ジライス州の生まれで，リオでフレイレ アレモンから植物学を



習い， 1868年リオ付近およびミナス ジライス州における採集を始め

として，71年には政府から広くアマゾン地方の調査を命ぜられて，3

年半を費やしてカピン（Capim）タペジュース（Tapejucu）*トロンペッ

タス（Trombetas）・ジャムンダー（Jamunda）・ウルブ－ （Urubu）ジャ

タプー（Jatapu）の諸川を歩き，植物のみならず土人に関する研究を

もなし，後に5巻に上る著書にそれを収めている。78年には特にアマ

ゾンインディアンの矢毒クラーレ（Curare）について研究し，皇帝の

前で特別講演をしている。 1883年から89年の共和制体になるまで，

彼は創設者としてマナオスのアマゾン博物館（Museu Amazonico）に

とどまって多方面の研究をした。その当時の論文は前掲の雑誌「ベ

ロージア」に多くみえている。1890年共和国ブラジル政府のもとにリ

オ植物園長に招待され， 1909年3月6日リオに没するまでその職を全

うした。

この間1897年よりパラグアイ川の流域調査を広くして，グヤバーに

至る各支流を探り，その植物相を研究した。リオ植物園長としては，今

日まで彼の右にでる者がないほどの名園長として，科学センターとし



てのあらゆる改革を施したし，その業績，その理想はその著「リオ植

物園誌」 （Hortus Fluminensis 1893） 1巻によく現われている。彼

の著書は多いがその中で特筆さるべきは「ラン科花彙」 （Sertum

Orchidacearum）と「ブラジルヤシ科花彙」 （Sertum Palmarum

Brasiliensium）である。後者はフォーリオ版2巻の原色豪華本で，幸

いに1903年に出版されたが，前者は著者白身も「自分の最も快心の作」

といっていたにもかかわらず，ついに日の目をみずに終わった。この

出版には多くの人が尽力したがついに成功せず，今はその原因図のゆ

くえさえも知れないという。マルチウスの「ブラジル植物誌」の最後

にでたコニオー（Alfred Cogniaux）のラン科の図には，バルボーザ

＝ロードリーゲスの原色図からの転載がみられるといわれているし，

もしこの本がでていたならば「ブラジル植物誌」の中の分類もかなり

の変更があったろうといわれるくらいである。これ等の原色図の作製

にはその夫人コンスタンサ（Constanca）の協力によるところが多いと

いわれ，夫人は常に彼の旅行に同行して協力したといわれる。



ペッコルトとミュラー

ブラジルにおける植物の成分の解明に一生をささげたペッコルト

（Theodor Peckolt 1812 － 1922）は，ドイツのシレジェン地方に生

まれ，フリーデブルグ（Friedeburg）の中学をでて薬剤師の免許を得

て各地で働き，ロストック大学で更に薬学を深め，マルチウス・アイ

ヒレル・ピーカンド・ゲッベルト等の学者と知り合いになった。 友

人たちのすすめでブラジルの新天地を求めてきたのは1847年11月末の

ことであった。

ブラジルに着いた当初からウマでリオ付近から採集を始め，エスピ

リット＝サントやミナス ジライス州に入り， 1850年にはド－セ川に

土人ボトクード（Botocudo）の1支族ナクノノンク（Nacnononc）を尋

ねて，しばらく研究したことがある。彼の研究は植物を採集すると同

時に土人にその名をただし，有用性をきき，薬用または有毒と思われ

るものは，帰ってから更にその成分を分析してみるのであった。

1851年リオ州のカンタ＝ガーロ（Canta Galo）の町に薬店を開き，

ここに17年も住んだ。この間にもオルゴンス山脈やミナス＝ジライス



の各地をほとんど歩き，あるときはサント＝アントニオ川（Rio Santo

Antonio）を渡るときカノアが転覆し貴重な標本と同乗の友を失い，あ

やうく－命をとりとめたこともあった。また，この当時盛んにマルチ

ウスに標本を送ってその「ブラジル植物誌」に協力をしている。その

精力的な，そして開拓的な仕事に対して，諸外国からも漸次認められ

て多くの栄誉をうるようになったし，ドン＝ぺ－ドロ2世からも1862

年に勲章を授与されている。カンタ ガーロ在住中既に3，000の植物

を8年間に分析している。1868年リオに移り住み，キタンダ街（Rua da

Quitanda）にぺッコルト薬店を開いてからは実に規則的な生活をし，

90才で死ぬまでかわらなかったという。ブラジルには多くの食用植物

や薬用植物があるが，今日ではペッコルトのおかげでこれら大半の有

用植物の成分を知ることができる。彼は真にブラジルを愛し，学問の

ために一生をささげたことにおいて，次のフリッツ＝ミュラーとよく

似ている。彼のブラジル植物に関する論文は全部で124の多きに達し

ている。

1852 年 5 月 19 日，ブラジルに着いたフリッツ＝ミュラー（Fritz



Mueller 1822－1897）はペッコルトと同年である。一生をサンタカタ

リーナ州の僻地に過ごしたが，その生涯は実に自然に徹していた。ド

イツのエルフルト（Erfurt）の近くに生まれ，薬学を修め，次いでベ

ルリン大学で植物学をクンツ（K．S．Kunth）やホルンシュッヒ（Ch．

F．Hornschuch）に，動物学をリヒテンシュタイン（Lichtenstein）や

エリックソン（Erichson），生理学をミュラー（J．P． Mueller）に学

び，グライスバルト（Greisswald）の大学では医学をも修めている。新

大陸を知ろうと希望に燃えているとき，ブルメナウ（Blumenau）博士

がブラジルのサンタ＝カタリーナに新植民地を計画しているのを知り，

それに参加してついにブラジルにきたのである。入植した所はイタ

ジャイー川（Rioltajai）の支流ガルシア川（Rio Garcia）の辺であっ

た。 医は仁術をそのままに，ほとんど診察料もとらずに病人をみ，み

ずからもまたよくフォイセやエンシャ一ダを持って畑にでて植民者と

ともに作物を作り，その暇には動植物を採集して観察し記録をとり，

それをヨ－ロッパの学会に発表していった。彼の入植当時の家は「単

子葉植物だけで造ってあった。」というから，おそらくヤシで建てたも



のであろう。

1856年－1867年のあいだ、州首府フロリアノーポリスの高等学校で

数学と理科を教えたが，その教授ぶりが当時としてはあまりに自由主

義的であると思われて，ついにここを去ってブルメナウに帰った。し

かし，フロリアノーボリスでは海岸動物をよく研究し，甲殻類の変態

をもよく調べた。

ダーウィンとも親交があり，しばしばその研究結果を送ってダー

ウィンを驚かしたり喜ばしたりしたが，彼もダーウィンの説に賛同し，

生物の系統を確立する上に発生の研究の重要なることを説き，1864年

には「ダーウィンに与う」 （Fuer Darwin）を著わした。 ダーウィ

ンはまた彼に「観察者の王」 （Prince of Observers）の名を贈って

いる。

インバウ－バ（Imbauba）という大きな掌状葉をつけ，幹や枝に竹

のごとく節のある木がよくある。この種類にはアステッカ（Azteca）と

いうアリが共棲しているが，ことに Cecropia adenopus Mart．（ア

リノスノキの一つ クワ科）という種類では葉柄の基部に白色の毛に



包まれた部分があるが，ここを切って拡大してみるとふくれた楕円状

の蛋白質にとんだ小体がある。これをミュラ－氏小体（Corpdsculo de

Mueller）といい，アリのえさになるもので，フリッツ＝ミュラーが始

めて観察したものである。

フリッツ＝ミュラーはその一生をあまりにも静かに過ごしたが，そ

の生涯はブラジルに移植民としてくる者のまことに模範とすべきもの

で，かかる先覚者をいただいて発達したブルメナウ植民地は，今日で

はますます繁栄の町となっている。

イタチアイアの植物探検

リオ デ ジャネイロ州・ミナス ジライス州・サン＝パウロ州の境，

マンチケイラ山脈の最も高い所にイタチアイア（Itatiaia）の高峰が

ある 1937年 6月以来国立公園となって，面積は12，000ヘクタール

ある。 その最高峰をアグ－リヤス＝ネグラス（Agulhas Negras 黒

い針の意）といい，高さ2，787mあり，ブラジルではエスピリット サ

ント州のバンディラ山（Picoda Bandeira 2，890m）に次いで第2位



である。ブラジルでは3，000m級の高山はなく，したがってこれらの

高山でもようやく草本帯をみる程度であるが，その植物は南米南端地

方やアンデスの植物相と似た点があることでおもしろい。植物学方面

でこの高山地帯を始めて調べたのは，1872年フランス人でリオのキン

タ デ ボア ビスの園長をしていたグラシウで，王女イザベラ

（Isabela）の供をして多くの新しい植物を発見した。

1879 年オ－ストリアの植物学者ワウラ（Heinrich Ritter von

Fernese Wawra 1831－1884）もこの山に登って多くの新発見をした。

中でもここで発見したアナナス科の1種には 1889年ベイカー（J．G．

Baker）によって発表されたFernseea itatiaiae Bakerがあり，その

属名は彼にささげたものである。この植物は初めワウラによって

Bromelia itatiaiae Wawra （1880）として発表されたものであった。

ワウラはオーストリアのブリュン（Bruenn）に生まれ，植物学をウン

ゲル（F． Unger）やフェンツル（F． Fenzl）に学び，医学を修め，後

メキシコ皇帝マキシミリア－ノ殿下（S．Majestad Maximiliano）の



旅行に船医となってブラジルにわたり，1857年～1858年まで滞在，バ

イア・ベルナンブーコ・リオ＝デ＝ジャネイロの諸港で採集して帰り，

その報告"Botanische Ergebenisse der Reise seiner Majestaet

des Kaisers von Mexico，Maximilian I，nach Brasilien "（1866）

をだしている1859年～1860年にはふたたびブラジルにザッヒゼン コ

ブルグ（Sachsen－ Coburg）の王子アウグスト（August）およびフェ

ジナンド（Ferdinand）の両殿下に従ってきて，前と同一の諸港で上陸

採集して帰り， 1879年に3度ブラジルにきて，リオ付近からイタチア

イア地方まで訪れたのである。

1894年にこの山を訪れたドイツ人ウーレ（Ernst Heinrich Ule 1854

－1915）はハーレ（Halle）に生まれ，同地植物園のクラウス（G．Kraus）

やキューン（J． Kuehn）について学び，後ベルリンの林業部に移った

1883 年に病気療養のためブラジルに渡ったが，最初はサンタ＝カタ

リーナ州のサン＝フランシスコ・イタジャイー・フロリアノーポリス

等で教師をし， 1891年リオに行き，国立博物館の植物部に籍をおき，

各地を採集して歩いた。1891年ブラジル共和国憲法が起草され，その



中に首都はブラジル高原に将来移転すると述べてその場所を明らかに

したので，その翌年5月政府はクルールス博士（Dr． Luis Cruls）を

委員長とする「ブラジル中央高原調査委員会」 （Com i s s a o d e

Exploracao do Planalto Central do Brasil）を作り，将来の連邦首

都予定地の調査に当たらせた。この委員会は6月9日に出発したが，そ

の中にウ－レほ植物学者として参加している。そのほかは天文学のラ

カイーレ（Oliveira Lacaille）とモリーゼ（Henrique Morize），地

質学のフサック（Eugenio Hussak）と衛生学のアゼベ－ド＝ピメンテ

ル（Anotonio Martins de Azevedo Pimentel）の専門家で， 8月1日

に現地についてただちに調査しているが，ウ－レは植物相についての

報告書を書いた。それから68年してついにブラジリアの建設と首都移

転が実現したのである。

1900年からウ－レはアマゾン地方を広く歩き，ときどきヨーロッパ

にも帰ったが，この間パラーゴム属（Hevea）の分布と分類を研究し，

ゴム採集のかたわらほかの植物も研究した。またアナナス科の葉叢の

たまり水の中に生育するタヌキモ科について観察したのも彼で，リオ



の海岸植物やイタチアイアの高山植物も特に興味をもって研究してい

る。彼は最後に1912年ブラジルを去り， 1915年に永眠した。

この後， 1902年～1903年にはスウェーデン人ズセンが調査し，そ

の後は多くの学者によって調査されたが，ことにブラ－デ（Alexander

Curt Brade）が最もよく研究して，一応そのフローラをまとめている。

それによるとシダ植物以上の種類が1，191種で，そのうち特産種が163

種の多きに上っている。

そのほかの探検

ランの研究家にとって忘れることのできない人にリンデン（Johann

Julius Linden 1817 － 1898）がある．ルクセンブルグ（Luxenburg）

に生まれ，植物学をチナント（A． Tinant）に学び1835年～1837年に

はブラジルにきてリオ＝デ＝ジャネイロ・エスピリット サント・ミナ

ス＝ジライス・サン＝パウロの諸州を歩いて採集した。その後キュー

バ・メキシコ・北米南部・コロンビア・ベネズエラ，ふたたびキュー

バと歩いて44年ヨーロッパに帰り，ブラッセルに輸入植物園を作り，



また，同地の動植物園長となった。その後コロンビア駐在のベルギー

領事となって滞在し，ブラッセルで永眠した。彼は特にラン科に興味

を持ち，たくさんの生品をヨーロッパに送ってその栽培に努力した。

ことにコロンビアでは今日知られているたくさんの美しいランを採集

している。そしてランに関する美しい図版入りの著書を多く残してい

る。1857年 －1859年の間ブレルシュトルフ（Wullerstorf－Arbair）

の指揮下にオーストリアの探検船ノバ－ラ号（Novara）が世界周航の

旅をつづけたが，この船には博物学者としてフラエンファイト

（Frauenfeid）とホッヒステッター（Hochstetter）が乗っていた。

しかし，ブラジルではわずかにリオに下船して， 1857年7月5日～

31日の間滞在し，その間ぺトロポリスに行っただけで，リオの歴史学

会に招待されて学術講演をしてはいるが，ついに採集はしなかったと

いわれる。

生物学者ファンベネデン（Eduard van Beneden）を長とするベルギ

－の学術使節団はリオに1872 年 7月 31日に着いているが，それには

動物学のロンシャンプ（Walther de Selys Lonchamps）や植物学の



フォルクセン（Camil van Volxen）が同行して，リオ・ミナス＝ジラ

イス州を歩き，ぺトロポリス・ペ－ドラ＝アス－（Pedra Aqu）－テレ

ゾポリス（Teresopolis）ジュイ－ス デ フオーラ（Juiz de Fora）

バルバセ－ナ（Barbacena）サンジョアン＝デル＝レイの地を訪問して

おり，その報告はベルギー王立学会報告の第35巻に収められている。

しかし植物の部では特に新しい発見はみられない。

人類学者メイア－ （Hermann Meyer）の第2回ブラジル探検にはピ

ルガ－（RobertPilger 1876－?) が植物学者として，コッホ＝ブリュ

ンベルグ（Christian Theodor Koch － Grunberg）が人類学者として

従ってきた。この探検隊はパラグアイ川からマット＝グロッソ州に入

り，シング－川の上流を調査したが，ピルガ－はコリセウ川（Ri o

C o l i c e u ）の上流まで行き，次いでクヤバー・パラナチンガ

（Paranatinga）ロム一ロ（Romuro）ジャトバー（Jatoba）・バトビー

（Batovi）等の諸川を探っている。この探検隊の採集品は菌類をヘニン

グス（Hennings），藻類をシュミッテ（Schmidte），高等植物をピルガ



－が研究して，多くの新種を記載している。

ピルガ－はヘリーゴーランド（Heligoland）島のイギリス領に生ま

れ，ベルリン大学で植物学を学び，ジュネーブにも学んで1898年ベル

リン大学で学位をとり，ブラジルから帰ってからはベルリン植物園に

つとめた。イネ科・オオバコ科・バラ科を特に研究した。 スイス

に生まれたヒュ－ベル（Jacques Huber 1867 － 1914）はバーゼル大

学に植物学を学び，卒業後モンペリエル（Montepellier）大学に移り，

藻類と植物地理学を学び1892年学位をとって93年にはジュネーブ大学

の助教授となった。1895 年ブラジルにきて，パラー博物館長ゲ－ル

ディ（Emilio A．Goeldi）の下で，植物部と植物園を創設し，後ゲ－

ルディの死とともにその後をついで館長となったが，1914年に若くし

て逝った。彼はアマゾン地方の植物相の研究に没頭し，多くの森林植

物研究の基礎を作り，アマゾン植物分布の新しい意見を発表した。そ

のでし仕事は後にその弟子ズッケによって受げつがれた。

1901 年サンパウロ州を広く歩いたベットシュタイン（Richard von



Wettstein 1863． －1931）はウィーンに生まれ， 1892年にプラ－グ

の，そして1899年にはウィーンの大学教授となり，植物研究所長およ

び植物園長を兼ねた。独特の分類体系をたてたことで知られる。サン

パウロにきたときには同学のシフネル（V．Schiffner）のほか，地質

学のケルネル（Friedrich Kerner）および生植物採集係りのビーマン

（August Wiemann）を伴い， 20，000点に上る植物をウィーンに持っ

て行ったが，生品もたくさんあった。1908年にはこの旅行の報告をシ

フネルと共同で書き，「1901年王立科学院の南ブラジル植物探検旅行

業績」（Ergebenisse der Botanische Expedition der Kaiserlichen

Akademie der Wissenschaftennach Suedbrasihen in 1901）として発

表している。

ブラジル植物誌の完成

ブラジルから帰ったマルチウスはミュンヘン植物園に勤めつつ，

次々とブラジルに関する広範囲な研究を発表していった。中でも「ブ

ラジル植物の新属種」（Nova genera et species plantarum



Brasiliensis; 1824 － 1832） 3 巻の発表や， 「ヤシ類博物誌」

（Historia Naturalis Palmarum ; 1823－1850） 3巻の発表は彼の名

声を大いに高めた。ことに後者はフォーリオ版の大冊で，中に245の

原色版を収めたが，ゲ－テがその芸術性を高く評価し，また，フンボ

ルトはこれをみて「マルチウスの名とともにヤシは永久にあり」とた

たえたほどである。

またこの著の第1巻に著者の肖像が掲げられたが，そこには彼の案出

した対句"In palmis semper parens juvenis;in palmis resurgo！"

（ヤシには常に創造多き若人がある。その中で我はよみがえる）が書か

れてあった。また彼の墓には彼の選んだ句"In palmis semper virens

resurgo！ " （ヤシのごとく常に我若人に蘇らん）と刻んであるし，

1871年外遊のドン＝ペードロ2世はミュンヘンを尋ねてそ．の墓に詣

でている。「ヤシの父」マルチウスがなお幸運であったことはその「ブ

ラジル植物誌」の出版に当たり，オーストリアの王フェルジナンド1世

（Ferdinand I）と，ババリアの王ルドビッヒ1世（LudwigI）がともに

その出版費を出資してくれたことである。



こうして1840年その第1冊が出版された。マルチウスは更にブラジ

ル皇帝ドン＝ペ－ドロ2世にも援助を申し込んだところ，科学，芸術

に理解深い皇帝は心よくこの申し出を許されて，1850年からは毎年10

コントの援助をすることになり，これはブラジルが共和国になってか

らも継続されて， 1906年，無事に全巻の完結をみたのである。

マルチウスはそれに感謝の意をこめて， "Sublevatum popuh

brasiliensis liberalitate"（ブラジル国民の寛容により出版さる）

と書くのを忘れなかった。「ブラジル植物誌」は順調に出版されてゆ

き，彼が永眠した1868年には既に46分冊に達し，約10，000種が記載

されていた。彼の後をついで編集に当たったのはミュンヘン大学の教

授アイヒレル（August Wilhelm Eichler 1839－1887）で，その後彼

の死によって最後の編集はベルリン植物園のウルバン（Ignacio Urban

1848′一1931）の手に渡り，ついに1806年，最後の出版がなって，こ

こに66年の歳月を要した大植物誌もついに完成をみたのである。

フォーリオ版全40巻に収められた種類は22，767に上り，その内3，

811の図版があり，全部で20，733ページを数える。これに協力した植



物学者はヨーロッパの63名の著名な学者で，国籍からいえば8つに上

るという，当時としては最大のスタッフである。

このように多くの国の学者が協力するということはおそらく空前の

ことで，今後も容易にみられないことであろう。これは一にマルチウ

スが占めていた当時の学会における地位と，その人格によるところが

大いにあると思われる。一国の植物誌としてもおそらくはふたたび期

待できないほどの大事業であった訳で，ブラジル人としても大いに感

謝し，かつ誇ってよいことである。

このように植物探検は19世紀において－大発展をなし，ブラジルは

ラテンアメリカ諸国中最も多くの学者，採集家を迎えたことになり，

いよいよ次に国内の学者を主にした探検の時代に入ることになる。



第4期 現 代

パラナ州の採集家

ブラジルのほかの地方に比べ，パラナ州の植物は比較的調査がおく

れていた。ここにパラナ州の植物相研究に忘れてならない人はス

ウェーデンの学者ズセン（Per Karl Hjalmar Dusen 18551926）であ

る。彼はストックホルムで初め機械技師となったが，1880年から1898

年までは博物学と数学の教師として勤めた。そして彼の興味は次第に

植物学に重きを加えていった。

これは一つはいとこのズセン（Karl Frederik Dusen 1849－1926）

が，やはり植物学者として鮮苔類を研究していたことにもよるのであ

る。しかし植物研究の場所としてもっと広い未開拓の地に行きたいと

いう希望に燃えて，彼は189〕年東アフリカのカメルーン（Cameroons）

に製図師兼地質調査員として行き，そのかたわら植物学を研究したが，

ちょうどその当時，ドイツの植物学者プロイス（P．Preuss）がきてい

たので，彼について大いに学ぶことができた。その結果この地方で1，



500の高等植物と30，000点に上る醇類を採集し，約300種に上る鮮類

の新種をだしている。 1892年スウェーデンに帰ってその結果を発表

したが1895 年にノルデンスクヨルド（Otto Nordenskjoeld）を隊長

とする南米南端（パタゴニアおよびティエラデル＝フェ－ゴ）地方の

博物学探検隊が組織され，それに隊員として加わることができ，1896

年この地方の調査に従事し，その報告は1897年～ 1905年にわたって

発表された。

次いでチリ政府の南部アルゼンチンとの国境調査隊に招かれて，ア

イセン川（Rio Aysen）流域を調査した。そして多くの珍しい鮮類を

採っている。1898年～1900年にはグリーンランドに調査に行き，測量

のかたわら植物をも採集して新しい発見をしている。

スウェーデンに帰って約1年研究している間に南米にふたたび研究

に行きたい希望に燃え，リオの国立博物館植物部の助手の職を得て

1901年9月にリオに着き， 1902年と1904年にはイタチアイア地方を

調査し，ブラジルの高山地方の植物を研究した。しかし，パラナ州政

府との交渉によってこの地方の調査をすることになり，1903年11月ク



リチーバに着き翌年5月までクリチ－バ付近の植物調査をして帰国し

た。1905年にはテスレフ（Arthur Thesleff）を隊長とする「パタゴ

ア地方におけるフィンランドの植民地予備調査隊」に加わって，アル

ゼンチン南部の調査をしたが，このときは風雪との戦いで幾度か危険

なめにあっている。スウェーデンに帰ってから1907年にはキウやベル

リンの植物園で採集物の研究をし，1908年の夏はふたたびパラナ州に

きて4年間滞在した。

そして40，000点の高等植物と800種の鮮類を持って1912年末帰国

したが，パラナ州政府は更に彼を招待したので1913年の末に3度ブラ

ジルに着いた。今度はブラジルに永住する予定であったが，世界大戦

の勃発により，州政府よりの支払いが思うようにならず，ついに1916

年5月に故国に帰った。既に61才である。しかし，その晩年は生活に

苦労し，友人の奔走でわずかに政府から3，000コロアの年金をもらっ

て1926年1月22日寂しく逝った。その採集品は全部で高等植物84，000

点，辞苔類94，000点といわれ， 6つの新属と100以上の新種を発表

している。



ロンドン探検隊

1906年の末，アラグアイアからクヤバー，更に大沼沢地を通ってカ

セレス・コルンバー（Corumba） コインブラ・ミランダ・ボルト＝ム

ルチ－ニョ（Porto Murtinho）からベラ＝ビスタ（Bela Vista）に至

る電話線架設工事を終わっていたロンドン陸軍中佐（TenenteCoronel，

Candido Mariano da Silva Rondon 1865－－ 1958）は，リオに呼ば

れて翌年の初め大統領アフォンソ＝ペンナ（Afonso Augusto Moreira

Pena）と会談し，アクレ（Acre）アルト＝プルース（Alto Purus）ア

ルト＝ジュルアー（Alto Jurua）およびアマゾン地方との電線架設の

可能性を協議していた。当時この地方は未開の地で土人のみの住む蛮

地で，約3，300kmにおよぶ架設工事であった。この計画は前からあっ

たもので， 1890年と1900年の2回にわたって先人がみごとに失敗し

ている。しかし，当時既にブラジル蛮界通の第一人者となっていたロ

ンドンはこの大事業を進んで引き受けることになった。

今のマット＝グロッソの町，当時のビラ ベ－ラ（Vila Bela）を拠

点として行なわれたロンドンの探検隊は，正式には「マット＝グロッ



ソ・アマゾナス軍用電線架設委員会」 （Comissao de Linhas

Telegraficas Estrategicas de Mato－Crosso ao Amazonas）である

が，通称は「ロンドン委員会」（Comissao Rondon）といわれている。

そしてこの探検隊は第3次までを区別している。すなわち第1一次は

1907年7月1日ビラ ベ－ラの町を出発して，ガザール＝パスコ（Casal

Vasco）からカセレス，更にブロッタス（Brotas）に着き，ここから

ジュルエ－ナ川（Rio Juruena）に至る探検で，終わったのが10月20

日である。 この距離 1 ，7 8 1 k m ，この間にナンビクア－ラ族

（Nhambiguara）の襲撃にあったりして苦労している。

第 2 次は 1908 年 7 月 28 日，アルディア＝ケイマーダ（Aldeia

Queimada）を出発してジュルエーナ川に向かった。 8月16日にジュル

エーナの盆地に入り，その支流フォルミ－ガ（Formiga）ジュイーナ

（Juina）カマラレー（Camarare）を探検し，ナンビクア－ラ川や10月

12日川を発見した。行程1，636kmであった。

第3次は最も長く，その行程2，232km に達し， 1939年 5月 21日

出発した探検隊はグアボレー（Guapore）タパジョ－ス（Tapaれいjoz）



およびジャマリー（Jamari）と思われる3つの川の分水嶺に達し， 8月

16日にはズビダ川（Rio da Diivida）， 10月 11日にピメンタ＝ブエ

ノ川（Rio Pimenta Bueno）を発見，ここから探検隊は3つに分かれ

た。ジャマリー川探検隊，ジュルエーナ川に向かう隊と，もう1つば

北西に向かう隊であった。ロンドンはシャマリー川に向かい12月25日

にはマディラ川に達した。この間237日である。

以上のロンドン探検隊はブラジルにおける最も大きな調査隊の一つ

として今後も歴史に残るもので，この間幾多の川を発見し，20以上の

異なる種族のインディアンに会い，あるときには危害を加えられるこ

ともあったがロンドンは常に"Morrer，se preciso;matar， nunca＝

（必要とあらは我死なん，殺さんことは露ほども）と叫んで，こちらか

ら進んで攻めることはあえてなく，平和に解決して進んで行くという

すぐれた手腕をもっていた。彼の夢の一つたる「土人保護局」

（Servigo de Protecao aos Indios）が 1910年 9月 7日に発足をみて

から，彼は終生ブラジルインディアンのよき理解者であり，保護者で

あった。晩年はノ－ベル平和賞候補にも擬せられたほどで，元師を贈



られ，93才の高齢で永眠した。

ロンドン探検隊には多くの科学者が従って各方面の調査を行なった

が，これに随行した植物学者は2人ある。1人はオエーネ（Frederico

Carlos Hoehne）で， 1908年から1909年の11月までと，1910年12月

から1912年4月までの2回である。第1回はパラグアイ川・カセレス・

アモラール山脈（Serra de Amoral）ジャウルー川・タビラブアン

（Tapirapuan）ジュルエーナ川・タパジョース川・アグア＝ベルデ川

（Rio Agua Verde）パパガイオ川・パレシース（Parecis）の原野・ジュ

ルエーナ・タビラプアン・カセレス・パラグアイ川の行程をとり，第

2回はパラグアイ川をクヤバーまで上り，コシボー ダ ポンテ（Coxipo

da Ponte）アリカー川（Arica）とコシポー川の嶺を通り，カーザ ダ

＝ペ－ドラ（Casa da Pedra） マンソ川（RioManso）サン＝ロウレン

ソ川（RioSえ o Lourengo）ピキリ－川（Rio Piquiri）コレンテス川

（RioCorrentes）を経てイチキーラ（Itiquira）からコシーン（Coxim）

に達し，コシン・タグワリ－（Taquari）コルンバ－を経てカセレスに

でて，セポッーバ川（Rio Sepotuba）ジュルエーナ川・コメモラソン



＝デ＝フロリア－ノ（Comemoracao de Floriano）カンボス ノ－ボス

（Campos Novos）セ－ラ－ド＝ノルテ（Serra do Norte）からエスピー

ロ（Espirro）の川をふたたびコメモラソン＝デ＝フロリア－ノにでて

ジュルエーナ川を下り，タパジョースに入り，アマゾンを下ってベ

レーンにでている。

ほかの1人はクールマン（Joao Geraldo Kuhlmann）で，ロンドン

第3次探検隊に従ってパラグアイ川からコルンバーにでて，それから

コシボー＝ダ＝ポンテ・サン ロウレンソ川・イチキーラ川・コレンテ

ス川・ピキソー川・コシーン・タグワリー川・カセレス・タビラポア

ン・ジュルエーナ・カンポス＝ノーボス・コメモラソン デ フロリアー

ノからジュルエーナ川・タパジョース川に入り，アマゾン川を適って，

海路リオに帰っている。

なお彼は1914年～1915年のアリーノスおよびタパジョース両川の

ロンドン探検隊にも加わって，ノロエステ鉄道でコルンバ－まで行き，

クヤバー・コシボー・シャッパーダ（Chapada）からアリーノス川上流

を経てジュルエーナ川・タパジョース川を下って帰っている。



これらの探検隊の研究および報告は全部で88冊に上るが，その中で

植物はオエーネの研究が10冊にわたってあり，グールマンは1冊，そ

れにリオ博物館のサンパイオ（Alberto J． Sampaio) やディオーゴ

（Cesar Diogo）も 1部を研究している。

ル－ズベルト探検隊

「自分の今度の旅程は，どうしても必要上正確をきしがたいのであっ

た。それにもかかわらずリオに着いてみると，ラウロ ミュレル外務大

臣はたいへん丁重に過してくれ，今度の探検にも特に興味を示してお

られ，パラグアイ川上流で必要なものはすべてととのえてあるし，

マット グロッソの町カセレスに行かれれば，あなたはインディアンの

血を多く継いだブラジルの陸軍大佐が待っているのに会われるだろう

といわれた。」

とその旅行記に書いているルーズベルト（Theodor Roosevelt 1858

－ 1919）が，ブラジルに着いたのは1913年の末であった。米国第26

代の大統領として1901年～ 1908年をつとめた彼はまたすぐれた鳥類



学者でもあり，大統嶺をやめてからアフリカに旅行し，次いでブラジ

ル旅行にきたのである。ここにいうブラジルの陸軍大佐とはロンドン

大佐のことで，当時彼はロンドン探検隊の功労で大佐になっていたの

である。ル・－ズベルトは僧ツアーム（Zahm）のすすめで前からブラ

ジルの蛮地を歩きたいと思っていたが，おりよくブラジル政府の招請

もあって，ついにパラグアイ川の上流からマット グロッソの未開の地

を適ってアマゾンにでる博物探検旅行を実現することになったのであ

る。

彼はアメリカのニューヨーク博物館の館長オスボーン（Henry Fair

field Osborn）および鳥類部長チャップマン（FrankChapman）の了解

を得て，2人の南米の採集に経験あるベテランを伴うことになった。鳥

類のチェリー（GeorgeK． Cherrie）と哺乳類のミラー（Leo Miller）

である。 このほかに僧ツア－ムや子息のカーミット（Kermitt）その

ほかを伴っている。 ブラジル側はロンドン大佐をルーズベルトに同

行させることにし，かつそれに科学者をつけることにした。その中に

植物学者として同行したのが，オエーネである。 オエ－ネは既に前



にロンドン探検隊に2回も加わったベテランである。1913 年 12月 12

日，米伯両国の隊員はアパ－川（Rio ApA）の河口で出合い， 15日に

全員コルンバーに上陸した。タビラプアンで隊は2つに分かれて進む

ことになり，第1隊はルーズベルト，ロンドンそのほか米国からの全

員が加わり，第 2 隊は陸軍大尉アルミカール マガリャンエス

（AlmicarA．Botelho da Magalhaes）が指揮し，オエーネ，動物学の

サンタンナ（Arnaldo Blake Santana），剥製家ライニッシュ（H．

Reinisch）等が同行した。ウチアリチー（Utiariti）で両隊はふたた

び出合い，この近くにあるパパガイオ川の滝の近くに2月3日まで滞在

した。ウチアリチーから，サンタンナとアメリカの天文学者フィア－

ラはパパガイオ川・ジュルエーナ川・タパジョ－ス川と下ってベレー

ンに行き、1914年 3月23日に着いている。 2月27日ズビダ川を下っ

て，この川がゴム採集人にはよく知られているカスターニャ川（Rio

Castanha）の上流であることを知り，ロンドン大佐の発意でルーズベ

ルト川と呼ばれることになった。もう1隊はその隣りのジ－＝パラナ

－川（Rio Gi－ parana）を下っている。ルーズベルトはベレーンを5



月7日に出帆して帰国したが，同行したブラジルの労働者カボグロた

ちのたくましいのに感じ入って「今まで歩いた土地でブラジルのカボ

グロのごとく勇敢で，生命を意に介しない者をみたことがない。」と述

べている。オエーネの報告は第51冊として，ロンドン探検隊報告集の

中に収められている。

干ばつ地帯の調査

ブラジルの東北地帯は干害のひどい所で，昔から政府の最も頭を悩

ます問題の一つである。1910年リスボア（Miguel Arrojado Lisboa）

を長として，干害対策監督局（Inspetoria Federal de Obras contra

as Secas）ができ，それぞれの委員が任命されて報告書を出したが，植

物では前に述べたレ－フグレンが入り，1910年にセアラー州の植物調

査や植物分布図を出版した。その後任として，1910年にミュンヘンの

科学院よりの派遣員リューツェルブルグ（Philipp von Luetzelburg）

が入り， 1912年からゴヤス・ピアウイー・セアラー・リオゴグランデ

＝ド＝ノルテ・ベルナンブーコ・パライーバの東北地方を1921年にわ



たって歩き，この地方の植物状態を調査したその結果を「東北地方の

植物研究」 （Estudo Botanico do Nordeste do Brasil， 3 vols．

1922－1923）として発表している。彼はなおこの前から広くブラジル

を歩き，パラナ－（1916）リオ（1911'1921）エスピリット＝サント

（1916－ 1917）バイア（1911，12，19）セルジッペ（1919）の諸州も

歩いている。

東北地方に広く分布するカアチンガ（Caatinga）を研究して，彼は

全部を11の型に分け，始めてこの特殊地帯に科学のメスを入れた人と

して記憶されている。

アマゾン地帯の調査

ベレーンにあるゲ－ルディ博物館のフ－ベルの弟子ズッケ（Adolpho

Ducke）は，その師の死後（1914）引きつづきこの地方を広く歩いて多

くの種類を発見している。ことにアマゾン地方に多い，たけの高い木

の標本採集には苦心して，「ウィンチェスター銃をもって枝を打ち落

して採集することがしばしばあった。」とは有名なエピソードになって



いる。いかにもアマゾンらしい採集である。現存の学者で彼ほど広く

アマゾンの植物を知っている者はおそらくいないであろう。その結果

はリオ植物園報告，ロードリゲージア誌，アメリカのTropical Wood

誌等に発表されている。

1912年イギリスからパラ－ゴム（Hevea brasiliensis Muell．Arg．）

の生態調査隊がきているが，全アマゾン流域にわたっての植生状態を

よく調査した。

この隊のエイカ－ズ（Akers）は8月8日ベレーンに着き，ランドル

（Randle）とリュゴンス（Lugones）は8月19日に着いて上流の調査に

向かった。1923年には北米からアマゾン盆地調査隊がきたが，隊長は

シュイツ（W．L． Schuyz）で，土壌学のマ－バート（C．F． Marburt），

植物学者リュ－ （Charles La Rue）とバイル（James R． Weir），昆

虫学者プライザ－ （E．L． Prizer）が同行した。ブラジル農務省は

これに参加するためにブラジル側委員会を作り，地質学者オリベイラ

（Avelino Inacio de Oliveira）を長として，植物学者グールマンを

これに同行させた。 一行はマディラ川流域・パカノーバ川（Ri o



Pacanova）およびその支流，ベニ川（Rio Beni）マ－ドレ デ ディオ

ス川（Rio Madre de Dios）およびアブナン川（Rio Aburan芝）と進

み，アクレ川（Rio Acre）からマナオスにブルース川（Rio Purds）を

経て下った。 またパラ－州ではトロンベッタス・タパジョース・シ

ング－・トッカンチンスの諸川を調査し，ベレーンから更に海路バイ

ア州におもむき，コンタス川（Rio Constans ?ﾏﾏ）を調べている。

ロンドンのツクムマック山脈（Serra de Tucumumac）探検は，1928

年9月から29年1月までつづいたが，植物学者としてはリオ博物館の

サンパイオが参加している。この山脈はパラ－州の北端と仏領，オラ

ンタ領ギアナの国境を走っているが，この地方の植生を3つの型に分

けて，マット;グロッソやブラジル中央高原との異同を論じている。

フローラ＝ブラジリカ

サンパウロの植物研究所（Departmento de Botanica do Estado現

在は Institute de Botanica）の所長オエーネは， 1940年フローラ

ブラジリカ（Flora Brasilica）の第1冊を出版した。これはマルチウ



スの「ブラジル植物誌」（Flora Brasiliensis）が出版されてからちょ

うど100年に当たるので，その後の訂正増補を含めて，ふたたびそれ

ぞれの専門家を動員してブラジルの全植物を記載せんとするものであ

る。しかし，今度はラテン文によらずポルトガル語で出版されるもの

で，それにはできるかぎりの図版を添えることになった。

オエーネは1882 年 3月 1日，ミナス＝ジライス州のジュイース デ

フオーラに生まれ，その両親は幼くしてドイツからブラジルに渡った

人たちであるq1907年リオの博物館に庭園係り長として入ったのを振

り出しに，ロンドン探検隊に2回，更にルーズベト・ロンドン探検隊

に従って名を知られ， 1917年からサン＝パウロにきて， 1952年停年

退職するまで植物分類学者として多くの業績を残した。

ここに彼が提唱し，始めたフローラ ブラジリカは，マルチウス

のやった植物誌以上の大事業となるので，その出版費はサンパウロ政

府がすべて持つことに決まり，その完成までの費用はここに一応保証

された。 しかし，問題は専門家の協力で，種々の悩みがあるようで

ある。今日まで，国内の学者のほかに米国の学者2人の協力により，ア



カバナ科とシソ科の1部が出版されているが，オエーネ亡き今日，そ

の後を継いでこの出版を主催する人がなかなか問題である。サン＝パ

ウロ州政府の責任は重大といわざるを得ない。

お わ り に

以上，ブラジル発見以来の植物探検および調査について述べたが，

もちろんこれは略史であって，これ以外になお多くの採集家が個人的

に外国よりきているし，国内にも数多くいて，それぞれ各地で活躍し

ている。ことに20世紀になってからはアメリカからの採集家の来訪も

多く，その研究も盛んである。たとえばブラジルのイネ科植物はヒッ

チコック（Albert Spear Hitchcock）によって研究され始めたが，そ

の弟子チェイズ女史（Agnes Chase）は1930年にブラジルに渡り採集

し，師の亡き後その研究を継いだ。

ブラジルがその分布の中心と思われているアナナス科の研究のため

に，スミソニアン研究所のスミス（Lyman B． Smith）や，この科の生



植物採集のためにきたフォスター夫妻（Mulford and Racine Foster）

がある。このほか，フライブルグ大学教授ギュンテル（K o n r a d

Guenther）のブラジル旅行記"Das Antlitz Brasiliens"（1927） [英

訳はA Naturalist in Brazil（1931）］は，ブラジルの東部海岸地帯

を歩いた生物学者の旅行記として非常におもしろいものである。

このほか，自身も幾度か南米を歩いたフォン ハアゲン（Victor Wolf

gang von Hagen）の「南米は彼等を呼べり」（South America called

them 1945）， 「博物学者の緑の世界」 （The Green World of the

Naturalists 1948）等は文章もおもしろいが，南米にきた博物学者の

代表者を選んでその業績を巧みにとらえて書いている。南米は今なお

博物学者にとって探検の豊庫であることにかわりはない。

最後に現在のブラジルにおけるおもな植物分類学研究センターを記

して参考としておく。

パラ－州ベレーン

ゲールディ博物館（Museu Goeldi）



北伯農業研究所（Instituto Agronomico do Norte）

前者にはフ－ベルやズッケの採集品を主として収めている。

ペルナンブ－コ州レシーフェ

農業研究所（Instituto de Pesquisas Agronomicas） 東北部地方

の研究のセンターである。

パイア州サルバドル

バイア文理科大学（Faculdade de Filosofia da Bahia）

ミナス＝ジライス州ベロオリゾンテ 植物園（Jardim Bot会nico

de Belo Horizonte）

リオ＝デ＝ジャネイロ

国立博物館（Museu Nacional）

植物園（Jardim Bot会nico do Rio de Janeiro） 前者は膳葉の多

いことブラジル一である．

サン＝パウロ州サンコパウロ

植物研究所（Instituto de Bot云 nica）

膳葉の数は，国立博物館に次いで第2位である。



サンパウロ州カンピ－ナス

州立農事試験場（Instituto Agronomico do Estado）

パラナ州クリチーバ

パラナ博物館（Museu Paranaense）

生物技術研究所（Instituto Biologico de Pesquisas Tecnicas）

サンタ－カタリーナ州

バルボーザ ロ－ドリーゲス購葉庫（Herbario "Barbosa Rod

rigues"） これはイタジャイ－にあり，僧ライツ（Raulino Reitz）の

主掌するもの。

リオグランデ－ド スール州ポルト＝アレグレ

アンシエッタ膳葉庫（Herbario Anchieta） これは僧ランボ（B．

Rambo）の主掌するものである。

[註】シメネ－スはメキシコ生まれのサント＝ドミンゴ派の僧である。

1571年から1577年の問スペイン王フィリップ2世の侍医ヘルナンデー

ス（Francisco Hernandez）が王の命令でヌエバ;エスパニア（メキシ



コ）に博物，歴史，政治の調査に行ったとき残した博物学の手記を，そ

の死後ラテン語からスペイン語に訳し，かつ増補した人である。その

本は「フランシスコ＝ヘルナンデース医師によってララン語で書かれ

た，ヌエバ＝エスパニアの自然と医用に用いられる植物・動物の効能，

およびその必要なる使用法，調整法に関する4章」 （Quatro libros

de la naturaleza y virtudes de las plantas y animales que estan

recevidos en el uso de medicma en la Nueva Espana y el metodo

y correccion y preparacion，que para admimstrallas se requiere，

con lo que el Doctor Francisco Hernandez escrivio en lengua

latina．）という長い表題をもって 1615年メキシコで出版されてい

る。後ヘルナンデースのラテン語の原記は，1651年にローマで発表さ

れている。



(注)以下索引がありますが、ページ数は原本のものです。

前のページ(原本の本文の最終ページ)までで原本は ３３５ですが、当

コンピューター画面では５２２です。

したがって原本のページ数に約１，５６を掛けるとほぼ該当ページとな

ります。
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